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２－１００１ 【愛知県、３０代】

県議会への意見

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

一度、切り替わってしまうと、今後従来のお米が全て駆逐されてしまうと思います。

あとで、何か問題になった場合、誰も責任が取れないと思います。

遺伝子変異させた米を長期的に摂取した場合、将来どのような影響が出るか分からない

ので反対します。

２－１００２ 【秋田市、７０代】

いままでの「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

２－１００３ 【山形県、８０代以上】

反対ですね。従来法と新製法は、しっかり区別するべきです。

２－１００４ 【東京都、５０代】

反対です。消費者で買わなくなる人が増えます。私もよく購入してましたが、今後は買

いません。。せっかくの人気米が売れ残ればダメージも大きくなります。消費者にも生産者

にもダメージが生じるものは、避けるべきです。

２－１００５ 【東京都、３０代】

農家さんも消費者も「選べない」のは本当に怖いことだと思います。

なぜ、カドミウム汚染されてない地域まで使わなくてはならないのか。まず大事なのは

食の安全なのではないのか。少なくても私には安全な食品だと思わないし、大切な人に食

べさせたくない。お米は日本人の主食です。これ以上、日本の大切な食を壊すのか…これ

はとても怖いことです。是非、ちゃんと国民に説明して欲しい。最低でも私達に選択を。

２－１００６ 【愛知県、４０代】

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲は、それをその特性を補う為に農薬

散布や自家採取禁止に当たる品種である事から農家さんの負担がさらに増える事と思いま

す。

環境にも、人にも優しくない、持続可能とは思えない取組みだと思えます。

従来の品種を作り続けることが大事です。
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従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

２－１００７ 【東京都、４０代】

我が家はあきたこまちが大好きで毎日食べております。

私たちの命のお米にに放射線を浴びさせるなんてやめたください。誰も望んでないです。

そんなことをしたらもうあきたこまちは食べられません。

２－１００８ 【秋田市、３０代】

あきたこまち Rに対しての転換に大反対します。

２－１００９ 【沖縄県、３０代】

温暖な沖縄とは違って、秋田のお米は、ふっくらしてて大変美味しいです。

しかし、遺伝子組み換えを進めているとの事で大変ショックを受けています。

遺伝子組み換えによる健康被害、農業運営が、将来どのような形で影響が

出るのかわかりません。

責任の所在もわかないので、消費者がその事実を知ってお米を選択するしか

ありません。あきたこまちの美味しさ、食の安心安全を担ってきたことにプライド

をもって、今後も日本の食卓を守り続けて欲しいです。あきたこまちが大好きだから、

今後も安心安全を信じて、食べ続けていきたいから、どうか

お願いします。あきたこまち Rへの変換をやめて下さい。

２－１０１０ 【山口県、４０代】

放射線育種米の安全性は担保されていますか？

あなたの孫、ひ孫、子々孫々に食べさせる自信がありますか？

あなたの意思で、この改革が必要と思っているのですか？

あなたの選挙公約ですか？

それとも、何処かの誰かに提案されたことの代行ですか？

もう、悪い事や嘘はバレる時代です。

もう、わかっている国民は多くいます。

実際に、秋田県がこのような政策をしている事に対して、他県から多くの意見が集めら

れていませんか？

どうか、他人に言われた政策をするのではなく、あなたの良心に従い、

子々孫々に誇れる秋田県政に期待しております。

２－１０１１ 【埼玉県、５０代】
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これから先もずっと変わらず、今までの『あきたこまち』であって欲しいですし、今ま

での『あきたこまち）を食べて行きたいです。

自然の生物に対して、人が手を加えても良い範疇を超えています。生物に対して人とし

てのモラルを持って欲しいですし、日本国として国民を護る政策をしていただきたいと思

います。

これ以上安全性が確認出来ていない物を、作る事も流通させる事にも断固として反対い

たします。

２－１０１２ 【岡山県、６０代】

放射能を浴びたようなお米を食べたくありません。

「あきたこまち」を守ってください。

２－１０１３ 【東京都、３０代】

反対です。お米は国の宝です。それを安易に一部の都合のいいように作り替える、しか

も全ての人にそれを強要するなどもっての他です。秋田県には賢明な判断をしていただく

ことを希望します。米も野菜も、自然全体の一部として育つことができるものです。人間

が小手先で自然の重要な部分に手を加えていいものではないと思います。

２－１０１４ 【東京都、４０代】

放射線育種由来のものしかなくなるということは、消費者にとって恐ろしいことです。

もう、あきたこまちは買えません。

農家さんが、自家採取ができなくなるということについても、とても心配です。

農家が栽培したいものを自由に栽培できる、守りたい品種を守っていけるように、改善

を求めます。

日本人にとって大事なお米です。

日本人の健康を壊し、日本という国を滅ぼすような政策が進められていることが、とて

も怖いです。

カドミウム汚染の問題のために、すべてのお米が放射線育種由来になるのはおかしいで

す。

２－１０１５ 【東京都、５０代】

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。
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２－１０１６ 【東京都、４０代】

今まで通りのあきたこまちを食べていきたいです。

種を変えていくことは取り返しのつかない作業だと感じます。

日本を代表する米所の秋田です。

慎重な決断をお願いします。

２－１０１７ 【宮崎県、５０代】

2025年から放射線育種後代交配種に全量転換とはどういう事でしょうか？せめて選ばせ

て頂きたいです。

２－１０１８ 【秋田市、５０代】

全量転換により、農や食の選択の自由がなくなるのではないでしょうか？

100％安全とは言い切れないものに、実施後に深刻な問題が生じた時 どうするのでしょ

う。

２－１０１９ 【宮城県、４０代】

あきたこまち改良品の情報入ってます

人体に無害とは言い切れない仕組みのものを流通させないでください

不買運動にもなりかねません

２－１０２０ 【東京都、４０代】

東京都在住ですが、毎日美味しいあきたこまちを頂いています。

購入させて頂いてる農家さんは、無農薬無肥料で、工夫して毎年美味しいお米を作って

います。

それを自家採種を禁止し、独自に工夫してお客様に喜んで頂けるように努力している農

家さんを切り捨てるという事でしょうか？

放射線育種米は安全性に疑問が残り、子ども達に安心して食べさせられません。

放射線育種米のあきたこまちではなく、昔からあるあきたこまちを守ってほしいです。

よろしくお願いします。

２－１０２１ 【茨城県、３０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません！子どもたちにも
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食べさせたくありません。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で

全量転換を決めてしまったことは大問題で、

期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１０２２ 【神奈川県、４０代】

耳障りの良いように聞こえても、破壊しても良い遺伝子なんてないと思います。

それをすでに決定し、2025 年度から作付けを開始されると知り、本当にこれは由々しき

事態だと感じ県外の人間ですが意見させていただきたいと思いました。

私の義父が秋田県出身です。

義父の同級生が米農家の為、毎年あきたこまちを送っていただき、本当に美味しく頂い

ておりました。

義父もみんなが喜ぶならと重たい 30 キロのお米を何袋も精米して色んな方に送ってい

ます。

しかし、あきたこまち Rになるのなら今後はもう食べることはしません。

義父との同居の為、秋田への移住も考えていましたがそんな不自然なお米が作られる秋

田へは移住する事はリスクと考え辞めることにします。

本当に残念でなりません。

どうか今一度、本気で未来の事を考えて検討していただきたいです。

長文お許し下さいませ。

２－１０２３ 【オーストラリア、６０代】

絶対に反対です。人体への影響の実験結果はあるのですか?

「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があり、

秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

２－１０２４ 【東京都、５０代】

自然が必要があって備えているものを、人間の勝手で変えて良いものではありません。

小麦も品種改良され続けた結果、アレルギー発症してる方が多くいます。

私たちの主食であるお米をそんな風にしてもらいたくないです。

実際、モチモチ美味しいお米を求めて品種改良された結果、お米でアレルギー起こす人

も増えています。現代日本は飽食で食べるものには困らないですが、栄養価のないものが

多く、質的栄養失調の人が多数います。キチンと栄養が摂れていれば、身体の中の機能が

キチンと排出してくれますが、それができない人が多くなっています。そこに人間の勝手

で作られたお米が主食として入っていけば、人間の機能で追いつかないことが多々出てく
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ると思います。

子供たちの健康を守るために、本当にやめてもらいたい。

２－１０２５ 【東京都、４０代】

そういうお米は買いません。

決定されてしまった場合、あきたこまちは 2度と買いません。

２－１０２６ 【東京都、３０代】

「あきたこまち」から「あきたこまち R」への全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも提言してください。

２－１０２７ 【愛知県、２０代】

従来のあきたこまちを守ってください。

社会保障関係費が増え続けるなか、

給与は上がらないのに税金は増えるなか、

自分たちの健康は自分たちで守らなければ

なりません。国がセルフメディテーションを

おすのなら、安心安全な食の確保も必要だと思います

２－１０２８ 【鳥取県、３０代】

「あきたこまち」は大変有名な品種です。

生産する事自体、人手の足りない地域は大変だとは存じますが、品種の転換などせず、

皆様の誇りと技術を結集して従来の「あきたこまち」を残していただきたく思います。

２－１０２９ 【大阪府、３０代】
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食の安全性がこれ以上脅かされるのは反対です。

あきたこまち Rへの全量転換の撤廃を求めます

２－１０３０ 【神奈川県、３０代】

自然なお米が食べたいです。 種がつなげないのはおかしいです。

大事なお米を守ってください。

２－１０３１ 【京都府、５０代】

放射線育種米は食べません。これからは、秋田こまちは食べません。

これは風評被害ではありません。皆んなが知った上で購入するべきだからです。

消費者には選ぶ権利があります。

２－１０３２ 【茨城県、４０代】

あなたたちは自分の家族、子ども、

孫たちに不自然なものを食べさせるのか？

それでなくても農業を潰して自給力を下げてる事に

何の違和感も持たないか？

これからの子どもたちの食と安全を命がけで

考え守る覚悟をもって仕事ができず、

今だけの自分しか見えないなら議員など辞めるべきだ。

２－１０３３ 【茨城県、５０代】

あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ
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ないための国や県のロードマップを県議会でも考えてください。

２－１０３４ 【東京都、４０代】

安心安全な無農薬有機栽培のあきたこまち玄米を購入し続けてきた七久保勝と申します。

あきたこまち Rへの全量転換に反対いたします。

理由はいままでの有機無農薬栽培あきたこまちで健康上の問題はまったくないこと、一

部転換ならまだしも、全量転換の必要性が無いことです。

今後全量転換がなされた場合、大変残念な事ですが、あきたこまちの購入は終了とさせ

ていただきます。

全量転換の停止をよろしくお願いいたします。

２－１０３５ 【能代市、２０代】

私はこれまであきたこまちを食べて育ちました。秋田にはきりたんぽやだまっこなど、

お米を使った伝統的な食文化がありますが、これを支えて来たのは、あきたこまちだと思

います。そして、私たちが美味しく安全に食べられるよう、日々努力している生産者さん

たちも、秋田県の誇りだと思います。この秋田の伝統や誇りは次世代にも引き継ぐべき財

産だと感じています。

「あきたこまち R」はその秋田県の財産を崩すものになるのではないかと、危機感を覚

えました。土壌が汚染されれば、安全安心なお米は生産できません。遺伝子を破壊されマ

ンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか不安です。作物が穫れ

なかったとき、被害を被るのは、生産者さん達です。そして、「あきたこまち R」を子ども

達が口にしてしまったらどうなるのか、健康被害はないのか、心配でなりません。従来の

「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

本当に秋田の伝統、誇りを次世代にこれから引き継ぐためには、今、大人が真剣に考

え、先を示す事が大事だと思います。目先のことではなく、さらに先の未来を考え、英断

して欲しいと切に願っております。

２－１０３６ 【京都府、４０代】

あきたこまちは、日本の代表ブランドの品種です。

我々日本人は主食であるあらゆる米の品種を守っていく使命があります。

全量転換して後々問題や不具合や健康問題が発覚した場合、責任の所在はどこでしょう

か？
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みつひかり問題をご存知ですか？

種子法廃止により採用された品種ですが、今年種子に問題が発覚し

作付けできない問題が発生しています。

詳しくは元農林水産省大臣、山田正彦先生にお問い合わせ下さい。

不自然な種は一時は良くても、必ず次世代に禍根を残してきたのは歴史に学べば一目瞭

然ではありませんか？繰り返しますが、米は日本人の主食です。

安易に新しい技術に依存してはいけません。

《今だけ金だけ自分だけ》ではなく、

《未来のために、地球のため、次世代のため》になる稲作を強く望みます！

２－１０３７ 【東京都、４０代】

お米放射線照射に反対します。このようなお米をわざわざ食べたいと思われる方がどの

程度いるのでしょうか。せっかく積み上げてきたあきたこまちブランドはそのままの自然

なお米の環境で育ててほしいです。

２－１０３８ 【大阪府、４０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１０３９ 【兵庫県、３０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本
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を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１０４０ 【兵庫県、４０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません。

２－１０４１ 【新潟県、３０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１０４２ 【東京都、４０代】

様々な研究を通してより良い新しいものへの変換を考えているのだとは思います。

我が家は主人の実家である秋田県大館を応援する意味で、お米はふるさと納税でいただ

いております。
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その中でも真正米という有機栽培をしてくださっているお米を選んでおります。

美味しいことはもちろん、安心、安全と信じて選んで

まいりました。

すべてを変えてしまうことは、選択肢がなくなるということかと不安な気持ちになり、

ご意見させていただきました。

２－１０４３ 【羽後町、５０代】

「あきたこまち R」への全量転換に反対します。

１. あきたこまち誕生地である秋田県が全国に先駆けて全量転換する事で受ける風評被

害は現時点で予測もつきません。全国でも生産されているあきたこまちを、「放射線照射米」

を選んで買う人はいないでしょう。生産しても消費者に拒否されるリスクのあるお米をわ

ざわざ作る意味が理解できません。

２.生産者の選択の余地もない事は大問題です。

「R」に転換すれば、さらに農薬代など負担がかさむとも言われています。

少なくとも農家が選択できる体制にしてからにして下さい。

従来のあきたこまちの種籾も残して下さい。大事な財産です。

３.周知が不十分な状態での実施には反対です。

実施すると決まってから知る方も多く、沢山の方が「おかしい」、

「食べたくない」と言ってます。

４.安全性に一番疑問を持っています。

絶対的な安全性など、誰も証明する事はできません。

私たちの世代だけの問題でもありません。

私は R米は食べたくないです。

自身の子供やその先の世代にも R米を食べさせたいとは思いません。

２－１０４４ 【東京都、５０代】

放射線を当てたお米は将来への影響が不明です。

消費者や生産者に充分な説明がされているとは思えません。

反対します。
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２－１０４５ 【東京都、４０代】

秋田県民ではありませんが、放射線育種米ではない、従来のお米が食べたいです。

あきたこまち Rを購入することはありません。

どうか日本の農業の自立・自給を守ってください。

２－１０４６ 【東京都、５０代】

秋田出身の為、家庭での食事の際はあきたこまちを必ず食しています。

しかし「あきたこまちＲ」への全量転換が行われるなら安全性を考えて残念ながら選択

しないことにします。

２－１０４７ 【東京都、４０代】

私は貴県のあきたこまちの一ファンです。

利益に大きく貢献はしていませんし、強い発言力もありません。

ですが、一消費者の声としてお目に留まることを祈り、メッセージさせていただきます。

放射能で遺伝子が壊れた米を食べて、本当に体に影響がないと言い切れますか？

かつて無害と言われたフロンガスがオゾン層を壊したように、何年、何十年経過しない

と影響はわからないはずです。

放射能の恐ろしさは被爆国である日本人なら誰でも認識しているはずです。

米も生物です。素人ながら、人体に有害で米に無害という論理は破綻していると考えま

す。

秋田の皆さんは放射能で遺伝子を破壊された米を子どもに、家族に食べさせることを本

当に是としているのでしょうか？

そもそも、この方針を認識していますか？

また、近年『未曾有』と言われる災害が頻発しており、先日貴県も大変な水害に見舞わ

れたかと思います。

それでも環境に合わせて進化するのが生物です。

放射能を浴びた米は、気候変動を乗り越えられるでしょうか？

非常に疑問です。

私は今後も安心してあきたこまちを食べたいだけです。

ぜひ熟考いただきたいです。

２－１０４８ 【大阪府、２０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。
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２－１０４９ 【東京都、５０代】

主食である米を安易に新しいものに変えないでください。

。昔ながらの食べ物がなくなることには、かなりの拒否

反応があります。子育て中ですが、今後はあきたこまち

という馴染みある品種を避けなければならなくなります。

成長期の子どもにとって、食の大切さは言うまでもあり

ません。実験などさせられませんから。どうか一切の流

通をやめてください。一部でも変更されその表示もない

場合は、すべて秋田のお米を拒否する以外ないのですから。

よろしくお願いします。

２－１０５０ 【愛知県、６０代】

愛知県から連絡しています。「あきたこまち R」への全量転換は大反対です。我が家にと

っても安全で甘くて美味しいあきたこまちを食べる幸せを奪い取られる大事件です。

友人が栽培しているあきたこまちを長年美味しく食しています。友人は安全で調和取れ

た美味しいお米を幅広く食べてもらいたい、という熱い思いからあきたこまちを無農薬や

減農薬で栽培しています。おかげで、我が家は、安全であると共に、甘くて香り良く、こ

んな美味しいお米を安心して食べれるとは、日本人ならではの幸せだと日々感じています。

あきたこまち R に全量転換することになれば、友人は安全なお米を提供できなくなるた

め、栽培を辞めざるを得ません。日本人としての幸せを感じてお米を噛みしめている我が

家の幸せも、食べる幸せを奪い取られてしまいます。

あきたこまち、本当に美味しいです。秋田の誇り、日本の誇りです。文化です。どうか、

この幸せを奪わないでください。

２－１０５１ 【青森県、４０代】

反対です。農家さんの自家採種禁止はやめて下さい。

２－１０５２ 【埼玉県、４０代】

毎食美味しいあきたこまちを食べさせていただいてます。

それを放射線育種米に変えるなんて冗談じゃないです！

人体にも影響が出るかもしれない物を食べさせようなんて、何を考えてるんですか!

金だか利権だか知りませんが政府の言うとおりにしてたら政府に殺されますよ。

我々日本人の大切なお米を放射線なんかで汚染しないでいただきたい。
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２－１０５３ 【福岡県、３０代】

あきたこまち Rへの全量転換絶対反対です

２－１０５４ 【福岡県、４０代】

『あきたこまち』から放射線育種米である ” あきたこまち R ” への全面切替に断固反

対です。

理由として以下に示します。

１.自家採種による米の生産ができなくなることは日本人の未来を脅かす危険な選択

です。放射線育種米は特許の兼ね合いから、農家の方が毎年種籾を購入する必要がありま

す。そうなると販売する側の意見一つで価格が変更され、そこに意見を言おうものなら売

らないといった行動をとられる可能性があります。それは国や自治体が管理すると仮に言

われても今の日本の現状から鑑みても信用できません。

２.自然に逆らって人間の軽率で勝手な遺伝子操作は危険です。放射線育種米をこれか

ら一生食べ続けた場合のリスクをきちんと評価しなければ到底受け入れられない。カドミ

ウム汚染地域の対策としてこの放射線育種米の必要性を言われているが、風評被害？意味

がわかりません。現実的にその地域のお米を食べることが人体にとって影響が起こり得る

可能性があるのであればそれは ”風評被害” とは言わないと思います。その様な汚染地

域になってしまった経緯があるのではないですか？そしてそれは国がきちんと保障すべき

である。他国に莫大な金額を寄付する前に自国にきちんとお金を出すように県は国に訴え

るべきです。

３. 農水省は日本のお米を全て放射線育種米にしようとしていると示唆されるような

行動が見られています。秋田県も日本の誇る『あきたこまち』を全て、全てですよ。放射

線育種米にするなんて先人の県民農家の方々を侮辱しています。一番引っかかるのは毎年

放射線育種米でも無料で種籾が手に入ることができるわけでなく購入する。それはなぜな

ら特許があるから？そんな営利的思惑がありありの考えが見え隠れする話が日本の大事な

主食であるお米に向けられていることに危機感が拭えません。全てを変えてしまっては後

悔しても後戻りできなくなる可能性があります。

4. 全てを放射線育種米へ秋田県議会の方々が進めてしまえばそれは民主主義国家で

なくなる。全てを一部の者が残り多くの県民、国民の思いに反する思いを踏み躙り押し付

ける行動は民主主義国家ではありません。

どうか秋田県議会の方々には正しい判断を強く希望しております。日本人を幸せにし

ていただける行動をどうかよろしくお願いいたします。

２－１０５５ 【山梨県、３０代】
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種取りが禁止されてしまい、全て改良品種になってしまったら、日本の農業もデジタル

化・国の管理下に全て置かれ、国民の自由と、歴史ある農業自体が変わってしまうと思い

ます。それは、食料を奪われた戦争のようなものと言っても過言ではないと思います。伝

統あるあきたこまちの生産を守ってください。日本の農業を守ってください。それは、日

本国民を守ることだと思います。遺伝子組み換え作物、ゲノム編集が出回って来ている中、

昔ながらの農業、日本の稲を変えることは、これからの日本人の健康を脅かすことに繋が

って行くと思います。食べることは生きることです。よろしくお願いします。

２－１０５６ 【神奈川県、５０代】

日本人の大切な主食であるお米、従来のお米が食べたいです。Rは食べたくありません。

２－１０５７ 【新潟県、７０代】

米どころ新潟県からです。

貴県において、放射線にて遺伝子操作(選別)した米に全面切り替えの計画との事。

放射線で人工的に遺伝子をいじった米は、将来に禍根を残すと考えられます。

自然に選別育種でなく、人工的に放射線を使ってというのはやめた方が良いです。

２－１０５８ 【長野県、５０代】

秋田県のあきたこまちが、放射線育種されたものに全量変わる、と聞きました。説明文

も読みましたが、種がとれないものを安全です、すべてそちらに変えます、というのはと

ても違和感だと感じました。イメージとして、長野で買うとしても、とりあえずあきたこ

まちを避けようか、と考えてしまいした。消費者としての気持ちです。

２－１０５９ 【東京都、３０代】

わたしは、「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由は、

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

「あきたこまちＲ」は食べたくあません。

秋田県が作り出した「あきたこまち」は、

日本中で愛されている日本を代表するお米です。

その「あきたこまち」を守ってください。

消費者にも

生産者にも

ほとんど情報がない中で
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全量転換を決めてしまったことは大問題です。

デメリットとメリットを、消費者・生産者が知った上で、

個人個人がどんなお米を食べたいか選択できる

自由があるべきです。

「あきたこまちＲ」への全量転換について

期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

自然本来の「あきたこまち」を子供たちに

繋げられるように

どうぞ宜しくお願いします。

２－１０６０ 【神奈川県、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換について、断固反対します。

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。消費者にも生産者にもほとんど情

報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題で、期間を延期の上、議論する場を

設けるべきです。 カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウム

を未来に残さないための国や県のロードマップを県議会でもよく議論し、国民に提示して

ください。

２－１０６１ 【岐阜県、４０代】

あきたこまちの種子に放射線を照射するのはやめてください。

出来る限り自然な方法でお米を作って下さい。

不自然で安全性が不明な「あきたこまち R」は食べたくありません。

どうぞよろしくお願いいたします。

２－１０６２ 【静岡県、６０代】

あまりにも、私達国民が、知らないまま、重大な事が、進められ過ぎます。生産者さえ

も、本当の事が、きちんと伝わっていないようですね。私達日本人にとって大事なお米の

事。皆で、知識をもって議論していただきたいです。

２－１０６３ 【福岡県、５０代】

「あきたこまち」を 2025 年から放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」に全量転換
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することを決定しました

とのことですが絶対やめてください。

こういうお米が販売されるのならお米は食べないし購入しません。

日本の食の安全を守ってください。

よろしくお願いします。

２－１０６４ 【群馬県、３０代】

選択肢を残す方向性はないのでしょうか、美味しく安全な種類を守る活動をお願いしま

す。

多様性を廃止する取り決めには断固反対です。

２－１０６５ 【愛知県、４０代】

これから生まれてくる子供たちに本当に安心できるお米を食べさせたい

ゲノム編集したり、していない農薬もいらない

自然の中でできたお米

体は食べたもので作られる

農薬撒いたり、遺伝子組み換えたり照射したり、

そんなことしなくても 作物は育ちます

日本の健康を取り戻したいです

２－１０６６ 【東京都、６０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

２－１０６７ 【和歌山県、５０代】

秋田こまち初めて食べた時

美味しくて感動しました。

そんな秋田こまちに放射線

あてて品種改良したら

安心して食べれなくなります。



18

そんな恐ろしい品種改良やめて下さい！

２－１０６８ 【千葉県、３０代】

遺伝子を破壊されたお米を食べる事に不安を感じます。

長期的に食べて安全なのでしょうか？

カドミウムに汚染された地域は全体の 3％未満と聞きます。

その 3％のためにわざわざ遺伝子を壊されたお米に切り替えるというのは、おかしいと

思います。

考え直していただきたいです。

２－１０６９ 【東京都、３０代】

放射線育種米は、安全性が確保できていないと思います。

本来人が死んでしまうレベルの放射線を当て続けた、お米が、体にいいとは思えません。

子供や家族、大切なひとに食べてもらう事を考えると、

遺伝子を操作していない、無農薬、有機栽培のお米を食べてもらいたいです。

マンガンの吸収も無くしてしまうという事で、

栄養面でも、不安があります。

遺伝子を壊したり、捜査したりしたもので、

動物実験で安全だったものが無いことも心配の一つです。

どうか放射線育種米に変える前に、

今安全とされているお米の大切さに目を向けてください。

お願い致します。

２－１０７０ 【神奈川県、６０代】

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

国民にとって将来永きにわたる安全な食糧自給の政策が、必ず国民から明確に支持され

るときが来ます。

逆にいうと、目先の判断や一時的な経済効果だけで安全性・永続性を手放すことを、我々

の子や孫は決して評価しないでしょう。

もちろん農業生産者の方々にだけ負担を強いる状況は変えなければなりません。国策と

してせめて他国と同レベルの、農業生産者への十分な援助が必要であり、我々有権者が声

を上げる責任があります。
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そのうえで秋田県議会に、この国を憂い、身を張って立ち上がる侍や大和なでしこを期

待して止みません。

２－１０７１ 【神奈川県、３０代】

全量転換やめてください。

安心で安全なお米を食べたいです。

あなた達が日本人で日本の食を守りたいと思ってるなら

やめてくれると信じています。

２－１０７２ 【東京都、４０代】

あきたこまち Rは

自信を持ってあきたこまち Rとして販売して欲しいし

これからも研究を続けて欲しいと思います。

あきたこまちは

あきたこまちとして残して

販売、種の保存が出来ることを望みます。

全量転換やあきたこまち Rをあきたこまちと

名前を偽ることに不信感をいだきます。

２－１０７３ 【神奈川県、４０代】

研究や調査では、想定しない事柄が問題ないか？は評価きませんので、30 年くらいの長

期の時間をかけて比較できるように従来品種を維持すべきである。特に今回は特定の機能

を破壊しているので、想定外の機能が破壊されている事を否定できない。人体に及ぼす影

響だけでなく、自然にどんな影響があるかも分からないという視点が必要。経済性より私

達が伝統的に 1000 年以上の間食べ続け適応している米の価値を大切にすべきと考えます。

２－１０７４ 【埼玉県、５０代】

秋田県産のあきたこまちはとても美味しく、毎年家族で食べています。

そのあきたこまちが 2025 年度から放射線育種後代交配種に代えられると聞き、居ても立

っても居られずコメントしました。

食の安全性の面から今後どのような影響があるのかわからない点が心配で、あきたこま

ち Rではなく、今までのあきたこまちを残して欲しいと思っています。

昔から日本人にとってとても大事な「米」を守るためにも秋田県議会の皆様方に力を貸

していただけないでしょうか。
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日本の「食」の未来が皆様方にかかっています。宜しくお願い致します。

２－１０７５ 【福岡県、５０代】

反対します。遺伝子組み換えではないとしても 重要な部分を切ったり抜いたりしたもの

が将来的にどんな作用を起こすかわかりません。そんなリスクのあるものを 未来あるこど

もに食べさることかどんなに危険なことであるか、もっと調べて下さい。古来からあるも

のをもっと大切に していくことこそが未来の安心安全な農業へ繋がっていくんだと思い

ます。お米の美味しい秋田県から 安全なものをお願いいたします。

２－１０７６ 【神奈川県、６０代】

私は何年も前から、あきたこまちの無農薬無肥料栽培のお米を買って

食べています。2025 年から放射能をかけるあきたこまち Rに全てかわると

知って、ショックを受けています。

放射能をかけて変異した遺伝子のお米を食べたくありません。

農家さんがあきたこまち R以外の種を

選択できるならまだしも全てとは！

そうなれば、私はあきたこまちは食べれません。

いつも買っていた農家さんには残念ですが、他のお米を探すしかありません

２－１０７７ 【神奈川県、５０代】

放射線米を食べたくありません。

従来のあきたこまちをお守り下さい！

２－１０７８ 【長野県、４０代】

「あきたこまち」から「あきたこまち R」への全面切替に反対します。

長野でお米作りをしている者です。

今回のことは秋田だけの問題ではなく、これから全国に波及する

ものと感じています。

古来より大事にされてきた日本のお米が不自然なものに変わっていく

ことは望みません。

私たち生産者にさえ情報が乏しく、消費者に至っては

ほとんど知らされていない中での断行はいかがなものでしょうか？
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全面転換を一時保留し、議論する場を設けて欲しいです。

また、 カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。

お米を変える前に先にやることがたくさんあるように思います。

２－１０７９ 【神奈川県、３０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

大量の放射線を浴び、遺伝子レベルで操作された食べ物を私は子ども達に食べさせたく

ない。

食べ続けた結果どうなるか保証もない。

また、マンガンは子供を授かるためには必要なミネラルのひとつです。

そんなお米を食べたら、日本中少子化がますます進みます。

少なくとももう、『あきたこまち』は買わないし、家族、親戚、友達には伝えます。

私の母は東北出身ですが、同じ東北でこのような事を推し進めようとしている事、本当

に怖く悲しく思っています。

どうか今一度立ち止まってください。

日本の子ども達のために…

２－１０８０ 【福島県、３０代】

あきたこまち全量転換へ反対します！

食の安全を守って頂きたいです。

ただでさえ、農薬や化学肥料によって

栄養のない食べ物が増えていたり

遺伝子組み換え等で様々な影響が出てきております。

からだは食べた物で作られます。

消費者にわからない（表示されない）安心して食べられないものを、

世の中に出さないで頂きたいです。

放射線育成米や、遺伝子組み換え、農薬使用のお米を

これらを推進されてる方々は、喜んで召し上がりますか？

安心、安全と言いきれますか？

今一度しっかりとご検討頂きたいと思います！

２－１０８１ 【神奈川県、６０代】
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あきたこまちＲ この お米調べましたが、自然からかけ離れた お米など食べたくあ

りません。

秋田こまち、だいずきなお米でしたが、Ｒ に 変わったら、もう食べることはしません。

やめて下さい。

２－１０８２ 【神奈川県、４０代】

あきたこまち Rへの転換を中止してください。

放射線照射して遺伝子を変えられたお米は、不自然なものであり、人体に対する安全性

にも懸念があります。

また、リスクもわからないのに全面に変えてしまう必要性がわかりません。

自家採種がてきなくなることも、農業にとってはマイナスです。

これまでのあきたこまちを守って欲しいです。

２－１０８３ 【埼玉県、５０代】

あきたこまちを購入して食べていますが、苗に放射能を当てるのは、反対です。

安心安全なお米を食べたいです。日本の食卓が崩壊してしまいます。

２－１０８４ 【奈良県、５０代】

にほんが誇る美味しいもの、あきたこまちに放射線を照射し、カドミウムを吸収しにく

いこめにするとゆう、一見良いことのようにおもえますが、不自然な余分な手間をかけて

しまうことのメリットより、失われることのほうが多いと直感的に感じます。

大事な日本の米農家の方が安心して米を作りいままでどうり太陽や水の恵みをうけた自

然な米を未来の子供たちに食べて欲しい、あきたこまち R なるものへの推進はぜひ取り止

めていただきたいと意見させていただきました。

稚拙な文章ですが、読んでくださり感謝します

２－１０８５ 【東京都、５０代】

「あきたこまち」はよく購入しているのでびっくりしています。お米は日本の食の基本

です。不自然な食べ物は食べたくありません。「あきたこまち R」になったらもう買わない

と思います。やめてください。お願いします。

２－１０８６ 【秋田市、４０代】

秋田市在住４０代主婦です。
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テーマ 2（あきたこまちＲ）への全量転換について意見失礼致します。

家族で毎日主食とするお米（あきたこまち）、秋田県、全国でも代表されるお米ですが、

秋田県が２０２５年から（あきたこまち）を放射線育種後代交配種（あきたこまちＲ）

に全量転換をする決定に驚きました。

富国強兵政策の下、政府は財閥系企業に鉱山開発をさせ、満足な環境対策もなく、

現在も鉱山周辺にはカドミウム汚染が残る地域が存在するが、汚染地域は限られ、3％に

満たないと言われる。

わずかな汚染地対策のためにすべての地域で汚染対策米（低吸収カドミウム米）を栽培

させることは、

そうしないと「一部地域のみ風評被害になる」という方針なのだが、そこは一旦立ち止

まって頂きたい。

汚染企業や国の責任は明らかで、企業はろくに責任を問われることなく、国も汚染米

の買収事業から撤退、

秋田県（地方自治体）にその負担がかかるのも気の毒ではあるが・・・

重イオンビームという放射線をあてて、遺伝子を破壊した低カドミウム米は、1 塩基

を壊すことでその遺伝子はそれまでとは異なるタンパク質を作る（フレームシフト）。

長期的に食べた時、健康にどんな影響をもたらすか、実験は行われていないし、安全は

確かめられていないなか、

放射線育種米を毎日食べ続けるということを、10 年後、20 年後、続けたらどんな影響が

起きるか、誰も予想できない。

世間はそんなお米は受け入れず、風評被害による販売不振は避けられないうえ、自家採

取禁止などで農家自己負担増になる。

この一連の決定は農家も消費者もまったく関わることなく、農水省ー秋田県の独断で行

われた。

一部の農産物検査機関や流通企業の同意のみが求められ、農家や消費者は蚊帳の外であ

る。

以上を踏まえ、あきたこまちＲへの全量転換をまことしやかに推し進めるのではなく、

今一度メディア（テレビ・新聞等）で大きく報じ、全量方針期間を延長の上、今一度議論

する場を頂きたい。

２－１０８７ 【栃木県、３０代】

激しく反対です。Instagram で知り、何て恐ろしいことが実施されようとしているのか
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と、そして一体どれほどの農家さんがそれを望んでいるのかと、実際に育てる農家さん、

消費者の声を第一に考えたら、放射線処理されたお米を全県で採用という意見にはならな

いのではないかと思います。

原発の放射能や放射線量等は東日本大地震以降とても気にするのに、人工的に放射線を

浴びたお米を食べたいなんて、私は思いませんし、育てる側も求めていないと思います。

どうか、今までの美味しくて安全な“あきたこまち”をこれからも食べられるように、

長期的な安全性も不明なあきたこまち Rが現れませんように願います。

私は農業関係者でもありませんが、一消費者として強く反対です。

２－１０８８ 【東京都、５０代】

日本の食、日本の優秀な米をなぜそんな風に規制し、改良してしまうのでしょうか？

これから未来の子供達や人類をどんな風にしたいのでしょうか？

人間や動物、生き物に必要なものが自然界にあります。

そのバランスを人工的に無くすことは、この先生き物に必要なものが摂取出来ない状態

を作ることになります。

身体に害のある物を作れない作らない食物ではなく、それらがない環境を整備する方が

さきではないでしょうか？

もし、自主採取不可にして失敗した時、あきたこまちはどうなるんでしょうか？日本の

米はどうなるんでしょうか？日本人の主食は？自給自足(自分の国で作る)は？

絶対に反対です。

未来の人類のためにも反対です。

２－１０８９ 【神奈川県、４０代】

あきたこまちは私が 1番好きな品種です。

これぞ日本米というモチモチ感、おかずを盛り立ててくれる

美味しい品種を育ててくださっている農家さんにいつも感謝しております。

美味しい品種とは安全安心な品種と同義だと思っています。

秋田の、お米のことを大切に育ててくださった農家さんからのお米は

未来の子どもが大きく育つようにとの思いを込めてくださっている

と認識しております。「量」を確保しなければならない側面も

ありますが、やろうと思えば米の自給率が上げられる日本では

安全な品種を作り続けて「質」の確保を第一目的にしていただきたい。

私は今までのあきたこまちでないともう食べることはないです。
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２－１０９０ 【東京都、３０代】

あきたこまちを全て放射線を照射する品種のみにしてしまうのはやめて欲しいです。

人体に影響がない安全な米を食べたいです。

放射線をあてて体に無害な作物ができるとは思えません。

体に必要な栄養素がなくなったお米なんて食べたくないです。

宜しくお願いします。

２－１０９１ 【東京都、７０代】

秋田こまちに放射線をあてるのに反対です。ミネラルがなくなると言われている。

２－１０９２ 【東京都、４０代】

あきたこまち R への全量転換には反対です。米は日本の主食であり、宝です。どうか日

本の宝を守ってください。私たちの健康や命は、食べ物にかかっています。

２－１０９３ 【埼玉県、４０代】

埼玉県の農家です。秋田県と言えば「あきたこまち」というほど評判の良いお米が、あ

きたこまち Rという放射線処理された新品種のお米になるという事で非常に危険を感じて

います。かなりお米の評判が落ちると思います。カドミウム対策という事であれば、土壌

検査をしっかりと行い、土壌をきれいにする対策をまずは取るべきかと思います。カドミ

ウムがお米に入っていなければいいという対策では、カドミウム自体が消えるわけではな

く、土壌汚染はそのままという事ですよね。土壌に残るカドミウムはやがて河川などにも

流れ込み、他の生き物や飲み水などへの重大な環境汚染の元になってしまいます。また、

あきたこまち Rという米自体の病気への弱さも指摘されていますね。そのような弱い品種

を育てることで収量が落ちたり、品質が低下したりして、困るのは農家です。そして、新

品種は自家採種も出来ないそうですね。種もみは一体どこが販売するのですか？病気に弱

い品種の場合、充分種もみが準備出来ず、種もみがない！という状況になることが危惧さ

れます。実際、ミツヒカリだったと記憶しますが自家採種できない、F１米の種もみが、収

量不足で販売できなくなり、ミツヒカリを専門に契約して育てていた米農家が窮地に追い

込まれた話もあります。全量転換はかなりリスクが高いです。本気でやめるべきだと思い

ます。また、あきたこまちを時々購入して食べている消費者の立場でお話させていただき

ますと、正直、放射線をあてられたお米は食べたくないです。作ってほしくもありません。

また「あきたこまち R」なのか「あきたこまち」なのか、パッケージにはっきり判るように

表示されないとお聞きしました。これは消費者にとって選択の自由を侵害されているに等

しいことです。万が一販売される際は、放射線照射米であることを表示されるよう強く希

望します。これは、秋田県の全国民に対する良心が問われていると言っても過言ではない



26

ことですので、しっかりと表示なさって下さい。また、秋田県内の米農家さんと消費者の

皆さんを含めた誰もが参加でき、傍聴できる協議会を設け、充分討議すべき案件かと思い

ます。国のしもべではなく、秋田県のプライドをかけて自分たちの米を守り抜いて下さい！

今のあきたこまちをどんなことをしても手放さないで下さい！！！一度失ってしまえば、

それまでです。遺伝子を傷つけられたお米が健全だと言えるでしょうか。安全性の保障は

ありません。急ぐことなく議論に議論を重ね、まずは土壌をきれいにする対策を講じてく

ださい。

２－１０９４ 【宮城県、７０代】

米は日本人の大切な主食。

大切な主食のお米を人為的に改変して、食べ続けた場合の人体・環境・昆虫などへの長

期的な観測もなく進めようという行為はあまりにも愚かな行為です。

まして改変の手段が重イオンビームなどという、自然界を破壊する行為は即時中止して

下さい。

２－１０９５ 【神奈川県、５０代】

転換するのは自由ですが、そんなにいいお米であれば明確に放射能米と分かるようにし

て販売してください。

私はあきたこまちは購入しません。

２－１０９６ 【東京都、３０代】

家族とともに安全で美味しいお米をこれからも食べていきたいです。

２－１０９７ 【神奈川県、４０代】

いつもあきたこまちを楽しみにしております

これは非常に良い取り組みだと思います

これまでカドミウムの土壌汚染を気にしながら栽培していた農家さんの心労を考えると、

種籾の段階でそのストレスが低減し、消費者としても安心して食べられる事にさらなる喜

びを感じます

一部の自然派が放射線を浴びた危険な種籾として、おかしな情報を流布しているようで

すが、その様な声に負けず推進される事を望みます

２－１０９８ 【神奈川県、４０代】

反対です！秋田の代表的な農作物を汚さないで！！
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２－１０９９ 【大阪府、４０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１１００ 【仙北市、４０代】

公式ウェブサイトで「あきたこまち R」についての、安全性への見解を拝見しましたが説

明不足だと思います。旬のある野菜や果物と違いお米は乳児期から毎日食べ続けるもので

す。そのような遺伝子操作された物で本当に大丈夫という実証データはあるのでしょう

か？

この安全性が保証されない限り、個人的には学校給食への供給は反対します。

あきたこまち R が栽培された際には学校給食の食材についてはお米の品種の開示をお願

いしたいと思います。

自家採種禁止と、マンガン不足（マンガンの追加）について。

こちらは農家への金銭面、労働面とも実質的な負担増になると思われますが、

「あきたこまち R」を採用した農家への金銭的補助等が出るのでしょうか？又は何か対

策が準備されているのでしょうか？それにかかる費用は県民の税金より負担する事になる

のでしょうか？

また、マンガン不足のコメが病気になった時に、農薬の使用量の増加も考えられます。

これを消費者は受け入れるのでしょうか？

我が県を支える農家の方々に負担をかける選択をするのはなぜですか？国からの補助が

多額なのですか？実は秋田県の大半の土地がカドミウムで汚染されているのでしょうか？

この雄大な秋田の大自然の中に議員の皆様は生活し、自然を自然のまま、受け入れるこ

との豊かさと健全性を身を持って学んできた方々だと思います。なのになぜ、この選択は

なんなんでしょうか？秋田県はいったいどこに向かおうとしているのか教えてください。
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安心安全な食料への関心が高まっているのは全国的な傾向かと思います。遺伝子操作、

化学肥料増、農薬増、微量栄養素不足、自家採種禁止のお米が今の消費者に売れると考え

る根拠もお願いします。

この SNS の時代です。あきたこまち R への全量転換への風評被害はすでに始まっている

ようです。栽培がスタートすれば従来の「あきたこまち」生産者もろとも風評被害に合う

ことは容易に想像できます。そのリスクを負ってまで政策を進めるのであれば、その場合

は全ての米農家への十分な補償を県民の税金を使う事なくお願いしたいと存じます。

よろしくお願い申し上げます。

２－１１０１ 【東京都、４０代】

放射線育種米あきたこまち Rは買いません、食べたくないです。

安全安心なお米を作りづけられるよう、どうかお願いいたします。

２－１１０２ 【神奈川県、５０代】

:県外の者ですが、遺伝子操作をしたお米の問題については、どうしても見過ごすことが

できません。

なぜ、安全性の保障のないものを導入するのでしょうか？

長期的に何が起こるかわからないのに、食べる人は実験対象ですか？

お米は、日本人の命です。

そもそも、遺伝子操作をするなど、罰当たりです。

身内が、秋田県産あきたこまちを購入していますが、もしあきたこまちＲに全面切り替

えになったら、他の県の銘柄に変えるように説得します。

食と健康に関心を持つ人は、みな心配しています。

秋田県だけではなく、日本全体の問題です。

禍根を残さぬよう、よろしくお願いいたします。

２－１１０３ 【岐阜県、４０代】

反対です。

安全な食とは何か、賛否両論様々な意見や情報を受け、今一度、考えていただきたいで

す。

２－１１０４ 【東京都、５０代】

従来の秋田こまちを食べ続けたいので、R への全面変更はやめて欲しいです。全国に向

けて説明をしてください。
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２－１１０５ 【埼玉県、４０代】

県民ではありませんが、出生は秋田県です。

普通にそのままで美味しい「あきたこまち」を、なぜ放射線育種後代交配種にする必要

があるのでしょうか。せめて選択制なら理解ができますが、全量転換というのも全く理解

できません。風評被害云々という事情だと聞きましたが、おそらく消費者は秋田のお米は

買わなくなってしまうでしょう。「あきたこまち R」への全量転換、全面的に反対です。

２－１１０６ 【香川県、５０代】

「コシヒカリ環１号」と同等の放射線育種米である「アキタコマチ R」は同じ問題をもっ

たままで、安全性が確かめられていません。

消費者や生産者の中にも知らない人が多いまま、そして情報がない中で全量転換を決め

てしまったことは大きな問題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきだと思います。

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さな

いための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

米どころとして四国でも有名な秋田。残念なことをやめてください！

２－１１０７ 【神奈川県、６０代】

県議会の皆様 日本の子供たちのいのちと健康を考え誤った判断をしないでください。

日々農家の方々には感謝しております。日本人は誰も望んでいないと思います。効率化に

より安く食べたいとも思っていません。お願いですから安全なお米を作ってください。私

たちも当然必要な負担はするべきと考えています。秋田から全国に声をあげてください。

以上

２－１１０８ 【大阪府、５０代】

もう、行政も信用してませんが、

大切な米までどんどん 危険で栄養も阻害されたものに

変えられていくのは反対です。

有機農法 さらには、無農薬を推進して従来の米に戻していくべきです。

そんな危険なコメは買いません まわりにも拡散します

２－１１０９ 【長野県、４０代】

放射線育種米は食べたくありません。より自然な種をどうか守って下さい。

２－１１１０ 【東京都、２０代】
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「あきたこまち」からの全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１１１１ 【滋賀県、５０代】

人工的に手をくわえた食品は食べたくありません。

私はあきたこまちをネットで購入していますが、もしあきたこまち R に変えたらもう購

入しません。

遺伝子組み換え、ゲノム編集、浸透性農薬、なぜ自然に悪いものしか育成できないので

すか？

なぜ体に悪いものを作るのですか？

子や孫の代に日本の良い物を残しませんか？

金だけ今だけ自分だけの考えを止めませんか？

効率ばかりを追い続けても良い事はありません。

伝統と文化を守ってください。

２－１１１２ 【愛知県、３０代】

印やくともやさんの SNS でどんな問題か、要点を書いてあったものがあったのでこち

らに載せさせていただきます。

・ 重イオンビームという放射線をあてて、遺伝子の 1塩基を破壊した低カドミウム米を

今後の日本の主要な品種にしていこうという方針を農水省が 2018 年に決定した。

・ 農水省はすべてのお米を汚染されていない地域含めて、100％放射線育種米に転換さ
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せる方針を立て、それをもっとも忠実に実行しようとしているのが秋田県。秋田県は 2025

年から放射線育種「コシヒカリ環 1号」の後代交配種「あきたこまち R」に全量転換させる

計画。このままでは、従来の「あきたこまち」は秋田県では 2024 年で終わりになってしま

う。

・ なぜ、わずかな汚染地対策のためにすべての地域で汚染対策米を栽培させるかという

と、そうしないと「風評被害になるから」という理屈である。

・ 富国強兵政策の下、政府は財閥系企業に鉱山開発をやらせたが、満足な環境対策もな

く、鉱山周辺にはカドミウム汚染が残る地域がまだ存在する。

・ 汚染企業や国の責任は明らかだが、企業はろくに責任を問われることなく、国も汚染

米の買収事業から撤退、地方自治体にその負担がかかっている。

・ カドミウムは自然に存在する元素だが、人体に入ると腎臓に影響を与え、カルシウム

分が体外に出され、骨や神経に影響が出る。イタイイタイ病の原因ともなる。特に女性に

深刻な影響が及ぶ可能性がある。主に鉱山活動によって地中のカドミウムが大量に地上に

出て、汚染につながった。

・ 現在、カドミウム汚染地域は限られていて、3％に満たないと考えられる。しっかり

国が責任を取り、汚染調査をして、被害者の救済、そして、汚染地域をしっかり支え、今

後汚染させない政策があれば、この問題は解決可能だ。今回の隠れた主役は実はヒ素であ

るが、この汚染についても同様のことが言える。

・「風評被害」ではなく、被害対策をしっかりやっていないことこそが最大の問題点であ

り、それがないために、実際には被害にあっても声をあげられていない犠牲者がまだいる

可能性もある。鎌田慧『隠された公害―イタイイタイ病を追って』参照

・ 重要なのはカドミウム汚染地をなくすこと。しかし、その問題よりも米に入らなけれ

ばいい、という問題だけに矮小化にされようとしていることに懸念せざるをえない。低カ

ドミウム米の栽培ではカドミウム汚染はそのまま残り、さらに下水汚泥肥料などによって、

カドミウム汚染が高まる可能性もある。

・ この問題は秋田県の問題に留まらない。農水省は全国でやれと号令を出し、すでに全

国での 200 品種を超える品種の放射線育種版が作られつつある。つまり、この問題は日本

全体に及ぶ。

・ 政府は放射線育種は問題ないと言っているが、これまで世界で行われてきたガンマ線

照射による放射線育種は世界ではほぼ終わっていて、施設は閉鎖されている。やっている

のは日本くらい（中国の動向は不明）。そして今回使われているのは従来のガンマ線ではな

く、はるかに強いエネルギーを集中的にあてる重イオンビームである。その安全性を裏付

けるデータや実験は存在していない。

・ 確かにかなり前から「原子力の平和利用」という名目のもとで、放射線をあてて突然

変異させた品種は作られて、市場に出回ってきた。しかし、その品種ばかり 100％になった



32

事例はなく、毎日そればかり食べてきた人もいない。もし、放射線育種米だけしかなくな

って、それを毎日食べ続けるということを、10 年後、20 年後、続けたらどんな影響が起き

るか、誰も予想できない。

・放射線育種によって作られた「コシヒカリ環 1号」やその後代交配種である「あきた

こまち R」は OsNramp5 という遺伝子が破壊されたことによってカドミウムを吸収しないと

同時に生物の成長にとって欠かせないマンガンを吸収しにくくなっている。そのためこの

品種はごま葉枯病になりやすい（これは農水省も確認済み）。マンガンが豊富でない水田で

は余計にマンガンを足してやらなければならなくなる。「あきたこまち R」でなければ不要

な対策を多くの農家が負担しなければならなくなる。

・遺伝子が 1つ壊れていて、人の手を使ってマンガンを足してやらないと育たない生命

力の弱い品種がこの気候変動が激化する今後の気候に耐えられるという保障はない。ごま

葉枯病以外の病気も出てくる可能性がある。その品種を 100％にするというのは食料保障

の観点からもありえない。

・ 「遺伝子の 1塩基しか壊れていないので安全」というが、1塩基を壊すことでその遺

伝子はそれまでとは異なるタンパク質を作る（フレームシフト）。長期的に食べた時に健康

にどんな影響をもたらすか、実験は行われていない。安全は確かめられていない。

・「あきたこまち R」は自家採種禁止。他の秋田県品種もすべて放射線育種の後代交配種

とする計画であるため、秋田県ではほとんどのお米が自家採種禁止となる。県から提供可

能なのは遺伝子特許が取られた米だけになり、その中での選択の余地はなくなる。

・ 放射線育種米を作るのは日本くらいだから、世界の消費者はそんなお米は受け入れな

いだろう。農水省は放射線育種米も有機認証 OK だと言っているが、EU では種苗に放射線

をかけることは有機としては認められない。

そもそも人びとは安心するために有機を買っているのだから、日本の有機がそうなっ

てしまえば有機に対する信用はがた落ちになるだけ。また世界の消費者の理解も得られな

いので、日本米は海外市場も失うことになる。すべての有機農業関係者にとっての脅威と

なる。

・ 放射線育種は効率は「ゲノム編集」に劣り、この放射線育種米がいつの日か知らぬ間

に「ゲノム編集」に代わってしまうというのは十分ありうるシナリオだ。

・ この一連の決定は農家も消費者もまったく関わることなく、農水省ー秋田県の独断で

行われた。一部の農産物検査機関や流通企業の同意のみが求められ、農家や消費者は蚊帳

の外である。

・ 秋田県だけで動けば、農水省のロジックでいえば秋田県産米への「風評被害」必至と

なる。それを考えれば今回の秋田県の動きは拙速が過ぎる。切り替えの延期は不可欠だろ

う。

・ 低カドミウム対策米は放射線を使わなくても、在来種を活用することは可能。
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以上

「あきたこまち」は日本を代表する品種となり、全国の人に愛されており、昨年のデ

ータでは 31 府県での栽培が確認できます。個人的にも秋田産の「あきたこまち」を毎日食

べています。従来の「あきたこまち」を守ろうという大きな動きを作り出し、この全量転

換という愚策を止めたいと思います。

この問題は対岸の火事ではすみません。秋田がこの動きを止めることは日本全国にと

って大きな朗報となるでしょう。

２－１１１３ 【神奈川県、５０代】

放射線育種米への転換に反対です。

なぜ転換する必要があるのですか？

長期的健康リスクについて、充分に検討されましたか？

また、遺伝子特許が取られており、自家採種もすべて禁

止される事について、農家への説明は充分にされていますか？

インドで自家採種が禁止になった結末について、

勉強されていますか？

私は放射線育種米になったら、全力で買わないように頑張ります。

２－１１１４ 【東京都、５０代】

いままでの日本の誇るべき「あきたこまち」を食べたいです。

「あきたこまち R」 は食べたくありません。

これからの体のことも心配です。

ご検討よろしくお願い致します。

２－１１１５ 【岡山県、３０代】

放射線育種米への全量転換について。

放射線育種米の安全性が担保されていない、

また、県から県議会への説明が行われていないと聞いております。

今、日本の至る所で説明されずに物事が進んでいると感じております。

安芸高田市に関して、説明責任について YouTube で取り上げられております。
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それほど、今の行政の動きが注目されていると思います。

行政の方々の業務があっての国民生活だと思っており、

県は違いますが、助かっております。感謝申し上げます。

一方で、国民あっての行政だとも思います。お互い様だと考えます。

ぜひ、県議会への説明、県民への説明を行なっていただけますと嬉しいです。

個人的な思いですが、安心安全なあきたこまちを、放射線育種米ではない

、在来種(非遺伝子組み換え)のあきたこまちを購入したいです。

米どころ秋田県の美味しいお米、安心安全なお米を残してください。

よろしくお願いします。

２－１１１６ 【山口県、６０代】

今や時代は、世界は、SDGS へと、オーガニックな農業へと転換しています。学校給食も

オーガニックなものに切り替えられようとしている時代に、遺伝子組み換えの米に切り替

えるというのは、とんでもない話です。遺伝子組み換えが人間の体にとってどれだけ有害

か、わかってやろうとしてるんですか？時代遅れすぎて悪い冗談としか思えません。秋田

県にそんな時代に逆行するようなことをされたら、全国に波及してしまわないとも限りま

せん。絶対に絶対に、反対です。撤回を強く求めます。よろしくお願いいたします。

２－１１１７ 【京都府、３０代】

この度のテーマにつきましては特に懸念している事が二点あります。

まずは自家採取の廃止については、みなが同じ種を使用することにより

多様性の喪失があり、何かが起きた際に強く生き残れる個体がないと気候変動などに対

応が難しく

たいへん危険な傾向があります。

つぎに、あきたこまちＲにももちろんデメリットがあり、

到来の品種では含有されている栄養素がＲに関しては含有できないという点です。

カドミウムに関しては白米の外側の部分に主に蓄積するため、品種改良までしなくとも

今までのように精米して食するという事で基本的には解決できる許容量だと考えます。

その点、品種改良による損失部分についてはカバーに費用や手間が発生するので、冷静

に検討して何が有意義に解決できる方法になるのかを精査していただきたく

意見をご高覧いただきたくお願いいたします。

２－１１１８ 【埼玉県、５０代】

秋田出身です。なぜ？わざわざ遺伝子組換えの『あきたこまち R』

へ全量転換？？？
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それより、せっかくおいしい『あきたこまち』を作ってくれている農家さんたちにもっ

とお金を出して作り続けて若い人にも農業をしてもらいやすくする為にお金を使ったらど

うですか?

身体に入れる物です。なぜですか？

どんな利権があるのですか?

いつもお米を買う時は『あきたこまち』を選んで買っていました。安いお米があっても、

少し高くても自分が育った秋田県で作った美味しいあきたこまちが大好きです。

そんなものに変わったらもう買いたくないです!

２－１１１９ 【大阪府、５０代】

もし、これが実施された場合、もう、秋田県産のものはできるだけ買わないようにしま

す。

お米以外もですし、旅行にいくこともないと思います。

今まで連綿と続いてきた農業への冒涜、命への冒涜だと思います。

どのような組織から指示されたのか、もしくは、県独自で研究、開発されたのかわかり

ませんが、

それに反論できず実行しようとする「県議会」を持つ「秋田県」というものを信頼する

ことはできません。

２－１１２０ 【愛知県、５０代】

カドミウムを吸収しにくくなる種類の遺伝子組み換え米にするそうですが、同時に人体

に必要な栄養素であるマンガン等も吸収しにくくなるとと聞いています。しかもカドミウ

ムに汚染された地域は全体のたった 3 パーセントと聞いています。その限られた地域の為

だけにリスクのある組み換え米に全量転換する事は必要なのですか？また遺伝子組み換え

による予期せぬ欠陥が見つかった場合、全量転換することにより元に戻すことが不可能に

なるので絶対すべきではない。全量転換でなくとも、遺伝子組み換え米を一定程度導入す

るだけでも組み換え米を望まない従来の米を育てている農家の米に花粉が飛んできたりな

ど混入したりして従来の稲作への汚染も懸念される。米は守り伝えることが神勅であるほ

ど重要な作物で日本が有史以来育ててきた特別な作物です。日本の次世代にも米は受け継

がれていかねばならないものであり、遺伝情報を欠損させた米にどんな不具合が生じるか

も未知数である危険な物で一旦導入したら取り返しのつかない事になる事が懸念される以

上安易に導入すべきではない。
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２－１１２１ 【福岡県、５０代】

どういった影響があるかわからない放射線米を食べたくありません。

未来ある子供達にも食べさせたくありません。

日本の安心安全なあきたこまちを大事に守ってください。

２－１１２２ 【神奈川県、５０代】

あきたこまち好きですが、人体にどんな影響あるかも解らない放射能育種米は、反対で

す。

海外では、農薬や遺伝子組み換えゲノム編集なども問題になっているのに、これ以上、

日本の食を壊さないでください。

２－１１２３ 【千葉県、５０代】

秋田県議会様、標記の件、全面的に反対いたします

食の安全性が脅かされる事案と考えています

遺伝子をむやみにさわる事は、

神を冒涜する行為ではないでしょうか

また、安全性は十分に検証されているのでしょうか

少なくとも本件 10 年以上の検証期間は必要と考えます

未来の子供達に胸をはって提供出来る種ではないと思います

マンガン不足は何で補うつもりですか？

化成肥料の追加を行うつもりでしょうか？

再度、全面的に説明した上で再審議を希望をいたします

一般の方がわかりやすい政治をお願いいたします

２－１１２４ 【東京都、５０代】

県外からですが、あきたこまちを愛する一消費者として意見させていただきます。

まず、秋田県における放射線育種あきたこまち Rへの全量転換に断固反対いたします。

理由は、遺伝子組換え等の技術に人体や環境にかかる安全性が担保されていないからで

す。

遺伝子組換え等の技術で作られた作物が安全であるかどうか、誰か正確に答えられる人

がいるのでしょうか。安全か安全ではないか、それは何十年、何百年といった長いスパン

での検証が必要です。また放射線育種で有害なカドミウムを吸収しにくいお米をつくるこ

とで逆に病気になりやすいお米となったり、カドミウムではない他の問題が生じる可能性

もあります。環境負荷、生態系破壊、そして一番大事なことは小さい子供たちへの成長に
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どんな影響を与えるかもわかりません。

また、カドミウム汚染地域は全体の３％と聞いております。非汚染地域が圧倒的にも関

わらず、風評被害が生まれるからという理由から全量転換をすることで、あきたこまちの

ブランド、秋田米への信頼が失われていくことは明らかです。秋田のお米を買いたい、食

べたいという人は確実に減ることになるでしょう。放射線育種であることを明記しないよ

うにするという話もありますが、そうなれば消費者は自己防衛として秋田米を買わない選

択しかありません。

この国はいったいどこへいくのでしょうか。地方の議会議員さんたちにはまずは地元を

必死で護っていただきたい。今だけ金だけ自分だけで政治をしないでいただきたいです。

日本人として生まれ、よき日本を後世に渡すことが私たち大人の役目ではないでしょうか。

どうか今一度、問題点をよく議論していただきますよう宜しくお願いいたします。日本

全国で秋田県議会の動向を注視しております。あきたこまち Rへの全量転換はやめていた

だきたく存じます。秋田の子供たちは優秀です。この政策が本当に子供たちのためになる

のか、子供の未来のために、ここはじっくりと時間をかけて多角的に議論し、また県民や

消費者である私たちの意見も生かしていただき、賢明なご判断をお願いいたします。

２－１１２５ 【兵庫県、５０代】

目的は、人体に害であるカドミウム残留量を低減させる為ですがしかしカドミウム濃度

は下がる傾向にあり、2010 年には国際基準値 0.4ppm を越える米は出ていない。

農水省の調査。

日本の米のカドミウム残留量は 0.1ppm 以下 9 割。0.2ppm 以下は 98％以上。日本は殆ど

安全な米です。

秋田県を皮切りに汚染されていない地域まで普及されてしまいます。問題点をあげます

のでどうか止めてください。

問題点①

40～700 グレイの高放射線による突然変異で人為的に DNA を破壊。カドミウムの他、必

要なマンガン、たんぱく質の吸収も抑制する。高過ぎる放射線での DNA 一部破壊、未知の

害を懸念します。

問題点②

収穫量が減る。石川県での調査によると、2020 年 6t 2021 年 3t 2022 年 データなし。

年々減っている。

マンガン不足で稲がごま葉枯病に。水田にマンガンを追加投入する必要があり余計なコ

ストと手間が発生。

問題点③
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低吸収カドミウム米は、従来の交配でも開発が可能と聞く。そちらも検討されるべきで

は。

問題点④

放射線育種はいづれゲノム編集米へと品種がスライドされていくと思われる。

問題点⑤

今のコシヒカリ、あきたこまちは登録品種ではないため自家採種が可能。それが今後自

治体が全量切り替えすると、不可能になる。

しかし品名は変わらず表示もないため、消費者は放射線育種米であると気付けない。選

べない。

問題点⑥

放射線育種の花粉が純正稲と交雑してしまう。

もっと農家さんの事を真剣に考えて欲しいです。

以上、よろしくお願いします！！

２－１１２６ 【東京都、６０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません。

２－１１２７ 【愛知県、３０代】

あきたこまち Rになったら、食べたくないので選ばなくなるので、

やめてほしいです。

２－１１２８ 【千葉県、４０代】

県外のものですが、秋田のお米を普段から食べています。

あきたこまちＲ全面切り替えをどうか中止してください。

放射線育種米が人間に与える影響はまだ全貌が解明されていませんよね？

カドミウム吸収が少ないという一点においてメリットがあっても、

長期で食べた場合人体に有害な可能性があります。

食べたい人は食べてもいいと思いますが、食べない選択肢を奪わないでください。

全面切り替えされるなら、秋田のお米は買いません。

また、切り替えされるのならば絶対に放射線育種米である表示はさせてください。

表示なしで販売は消費者への裏切りです。
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２－１１２９ 【東京都、５０代】

先月、秋田に旅行に行きました。田畑が豊富でとても美しい土地でした。

旅行後も、秋田こまちと秋田のお酒を購入し、秋田を楽しんでいます。

放射線育種米への転換には大反対です。

なんのためにやるのですか。

２－１１３０ 【東京都、５０代】

県外から失礼致します。

毎日ご飯を食べている立場として、これは秋田県だけの問題ではなく、もっと全国にし

っかりと広報していくべき課題ではないかと考えます。

この課題を知っている消費者が、全国にいったいどれくらいいるのでしょう？

私たちは、知らせられないまま、気づかないまま口に運ぶことになります。

知らなければ選ぶことすらできません。

国も県も、本当に国民にとって大切なことは、コッソリ進めてしまうように感じます。

Rに変わったら、あきたこまちは買いません。

どうぞ、賢明なご判断をお願いいたします。

２－１１３１ 【茨城県、５０代】

「あきたこまち R」への全量転換に強く反対します！

自然をこれ以上壊さないでください！

一部の傲慢な人間の都合だけで自然やわたしたちを破滅に追い込むのはやめてくださ

い！

「あきたこまち」を守ってください！

大好きな「あきたこまち」そして日本のお米を守ってください！

心からのお願いです。

２－１１３２ 【京都府、４０代】

「あきたこまち」から「あきたこまち R」への全面切替に反対します。

再考してください。

放射線育種後代交配種というものを、

人間が、摂取を継続することは

未知のことで、安全性が不明のものです。

そもそも、今までの

あきたこまちのように、成育するのか？というところも
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全量切り替えをすることで、日本の食糧不足にも影響する、

リスクがあると考えます。

日本でも、本当に大切なコメ作りにかかわることなので

他地域ではありますが、ご意見送らせていただいてます。

どうぞ、受け止めて、全量転換の決議を

保留して、消費者にも生産者にも、考えて、

選択する知識を得られる情報と機会をください。

２－１１３３ 【東京都、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

私は、普段からあきたこまちを食べたり、

あきたこまちで糀を醸したりしていますが、

放射線で遺伝子操作されたら

あきたこまちは絶対に食べたくありません。

遺伝子操作された食べ物は、

見た目や味では見分けがつかなく、分かりませんが、

細胞レベルではその違いを察知し、

体が誤作動を起こし、アレルギーなどの体調不良として

現れる事が多いからです。（香料などと同じです）

また種をとることが出来ないと言うのも、

利権を優先しているとしか思えないので、

苦労してお米を育てている農家さんを苦しめるだけ

なのではないでしょうか？

有機栽培米や自然農法のお米を選んでいますが、

今回のあきたこまち Rのように、

放射線で遺伝子操作されたお米も、

有機栽培米とされるのならば、安全なお米とは言えないので、

世界的にも日本米の安全性の評価が下がると思います。

あきたこまち Rに全量転換されたら、

私は絶対にあきたこまちは買いたくないです。

今まであきたこまちは好きな品種でしたので

とても残念な気持ちでいっぱいなので、

こちらに意見させていただきます。

どうか思い止まってくれますように。
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切に願います。

２－１１３４ 【神奈川県、６０代】

どうして、安心な今までのお米を辞めて放射線に関わりあるお米に変えて、今までのお

米を全て変える必要があるのか、分からない。ただ秋田のあきたこまちだけでなく、秋田

県は安心出来ない考えが県政を作っているという事、今後は秋田県の生産品は全て買えな

い。これは、知り合いに拡散した方がいいと考えます。

２－１１３５ 【埼玉県、４０代】

安全でおいしいお米を食べ続けられるよう、お願い致します。

放射線によって栄養価も落ちるし、病気にもかかりやすいお米となるようです。

２－１１３６ 【埼玉県、４０代】

あきたこまち R の件を聞きました。私は他県ではありますが、今後の日本全体の食料に

ついて非常に危機感を感じました。お米の生産に適さない土地における対策であることは

理解しました。また土地自体も改良が進み、多くのエリアで従来のお米を育てることが問

題なくなっているそうです。

その手法に全体を切り替える必要性はあるのでしょうか。日本の自分たちのお米の種を

取るのにいちいち特許にかかることは、いいことなのでしょうか。誰のための転換なので

しょうか。新しい金儲け先（外資）をつくる目的のようにしか思えません。あきたこまち

は他県でも有名です。これまでの先人たちの努力の塊です。どうか今だけ金だけの安易な

考えで全量転換することは、見直していただきたいです。日本の子供の世代、孫の世代の

ことを真剣に考えていただきたいです。

２－１１３７ 【東京都、４０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

理由以下

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問
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題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

以上

２－１１３８ 【埼玉県、４０代】

お米は日本の食のいちばんたいせつなものです

自家採種できないということがどういうことか、政治家のかたにはおわかりなのでしょ

うか？

タネを握る企業に日本の食が左右されるということです

企業はいつまでも日本のものとは限りません

国が管理するとすれば、日本中すみずみまで大小の農家がある中、天候、災害、人災、

すべて把握し素早く管理できますか？

全品種を変えるということは、今後何かの病気や天候不順のうち、生き残る品種をあえ

て減らすことを意味します

生物として間違った方向です

多品種、多様性こそが生命の力です

そしてお米を食べる私たちの気持ちをお考えですか？

安全かそうでないかではありません

放射線で遺伝子をいじったお米は食べたくないのです！！！！！

わかりませんか？

安全なら良いというものではありません

安全でも嫌です

ましてや安全だなんて、どうして言えるのでしょうか

特許をもった誰かにコントロールされた、今後食べ続けたらどんな影響があるかわから

ない米、しかもひとが遺伝子に手を加えてしまったお米の突然変異にどうやって対応する

のですか？

遺伝子組み換え作物だって、永遠に同じ性質でいるわけではありません

必ず変異します

自然の変異なら？

でも人が手を加えてしまったものが変異したら？？

すでにウイルスや菌のなかには薬が効かないものがたくさん出ています

あれは人の手がつくりだした、スーパー耐性菌です

私たちはそれに勝てないかもしれないのですよ
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地球に生きているのは人間だけではありません

どうぞ、政治家であるならば地球すべてのことを

考え得る限り長い未来のことも考慮に入れて政策をおこなってください

ことはお米なのですよ

私には食べたいものを食べる権利があります

どうぞそれをとりあげないでください

２－１１３９ 【埼玉県、６０代】

放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」ヘの全量転換は、もしも放射線育種後代交配

種に不具合があった場合、食べている消費者にも大きな問題だし、それしか選択肢がない

となれば､農業従事者にとっても大きな問題になる。

さらに遺伝子特許がとられている場合、遺伝子特許を誰も所有しているかも大きな問題

になる。

今は政府関係だとしても、いつ民間に移行するか分からない現代、遺伝子特許が特定の

企業に所有された場合、日本の食を特定の個人、企業に握られてしまう危険性がある。

なぜ全量転換なのか､その理由を知りたい。

２－１１４０ 【東京都、３０代】

はっきり言って、怖いです。

お米、という日本人の最も大切な食を、

しかも伝統あるあきたこまちを、

大した広報もなく放射線育成米へと全量転換するだなんて前代未聞です。

最近の激しい気候変動に耐えうるかも心配ですし、

「低カドミウム」にだけ着目したはよいがその後の長期的な稲穂の成育や、

人体への影響についても考えられているとはとても思えません。

稲がカドミウムを吸わなくなった分、土壌にはカドミウムが残るわけで、

ではそれらの除去についてはどうするのか検討されているのでしょうか？

あらゆる面にて納得行くような説明を、出して頂きたいです。

従来米が食べられなくなるのも嫌です！

２－１１４１ 【広島県、５０代】

放射線育種米とは、単純に遺伝子が放射線により改変された種籾。人体、環境への影響

は未知数。将来に渡って考えると、導入すべき出ないと考える。
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２－１１４２ 【不明、８０代以上】

秋田が誇る秋田こまちの遺伝子組み換え作物にすることに反対します。

あなたたちは日本人ですか？

目を覚ましてください。日本がなきなっていいですか？

２－１１４３ 【神奈川県、５０代】

美味しいあきたこまちを守る為にした事が

却って、食の安心に疑いと疑念をもたらす事に

ならないでしょう。

カドミウムを吸収しないお米にする事は

本末転倒であり、土壌汚染を起こさない事が

大切な事だと思います。

是非とも、全量転換は止めていただきたいと

思います。

２－１１４４ 【岐阜県、４０代】

今までのあきたこまちが食べたいです。

そして、子どもを産んでみて種の重要性を感じています。

野菜もそうですが、遺伝子の組み換えなど

不自然なものを身体に入れることは健康から遠ざかるのではないでしょうか？

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事だと感じます!

２－１１４５ 【神奈川県、５０代】

「あきたこまち」から「あきたこまちＲ」への全面切替に反対です。

「あきたこまち」は、日本中で愛されて、日本を代表するお米です。

その「あきたこまち」を守ってください。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。「あきたこまちＲ」は食べたくありません。

「風評被害」が起きるから全量転換というのならば、先行して行うというのは拙速で、

時期尚早ではないですか。

消費者にも生産者にもほとんど情報が少ない中で、全量転換を決めてしまうことは大問

題です。

時期を延期の上、議論する場を設けて下さい。強く要望します。



45

２－１１４６ 【東京都、４０代】

遺伝子組み換えを含む新しい種を生み出す研究については、否定しませんが、これまで

の種を守りつつ新しいことを取り組むべきであると考えます。

そもそも、種は過去から未来へ長い時間をかけて育てられてきた愛しむものです。それ

を全て否定し、未だ子々孫々への安全性が解明されていないものへ全量転換することは反

対です。

あきたこまちは大好きなお米で、子供にもよく食べさせていますが、これではあきたこ

まちを買うことはなくなるでしょう。

２－１１４７ 【埼玉県、５０代】

こんにちは。

「あきたこまち」がファンですが、放射線はいけません。

「あきたこまち」を購入したく無くなります。

科学は万全ではありません。

普段食べているお米の事なので、黙って要られませんでした。

２－１１４８ 【群馬県、４０代】

今までのあきたこまちが食べたいので全量転換でなく、少しずつ様子を見ながらにすべ

き。不具合が起きたときに取り返しがつかない！

２－１１４９ 【埼玉県、４０代】

「あきたこまち R」は放射線育種米であり、その影響についての説明や開示が不十分なた

め、品質や安全性に関する情報について、説明や開示を農家や県民等に十分に行った上で

決めるのが筋ではないでしょうか。

また、「あきたこまち R」という放射線育種米の長期的な影響についての検討や報告、責

任の所在についての明確化を求めます。

通常の「あきたこまち」を食べ続けたい理由は、うちの家族はあきたこまちが大好きだ

からです。もし放射線育種米「あきたこまち R」になった場合は、買うのを辞めます。

放射線育種米「あきたこまち R」に全量転換することで、自家採取が禁止される可能性が

あります。ルールを変える事で自家採取が減ってしまい結果的に農家さん自身の経営がつ

らくなるのではないかと考えています。

また責任の所在を明確化してください。全量転換した場合は、後戻り出来なくなります

が、半量転換などの選択肢があれば、農家さんも消費者も元の状態に戻すことが出来ます。

半量転換ならば、放射線育種米の「あきたこまち R」に問題があった場合でも通常の「あき

たこまち」に戻せます。
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固定種や在来種のお米を大事にしてきた農家さんの思いや心、これまで何世代にも渡っ

て大事に育ててきた農家さんの通常のお米「あきたこまち」を私は守りたいからです。ま

た、現在のあきたこまちで何の問題も無く、美味しく頂くことが出来るのに農家さんが何

世代も大事にしてきた「あきたこまち」を全量変換する必要性を感じません。

そのため、半量転換などの方法をとると良いと思います。

２－１１５０ 【京都府、５０代】

あきたこまち Rについて

放射能育種米とのことで、人体への放射能の悪影響はないのか心配です。

他の遺伝子組み換え作物で、発がん性が指摘されています。

本来の作物に手を加える事で人体への影響をよくよく検証してもらいたいと思います。

カドミウムの量や病気の発現率を考えても、全てを放射能育種米にする必要もないと思

います。

放射能育種米には反対です。

２－１１５１ 【神奈川県、５０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません。

こんなに美味しいあきたこまちに

放射線を浴びさせる必要はないです。

今のままで十分です。

２－１１５２ 【東京都、３０代】

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは

問題があります。不安があるなかで、食べたくありません。従来のあきたこまちを守る

べきです。

２－１１５３ 【広島県、５０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

理由は以下です。

◎「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日
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本を代表するお米になりました。

その「あきたこまち」を守ってほしい。

◎遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲が

この気候危機の中、生き延びるか不安です。

人工的な操作をせず、従来の品種を作り続けることが

大切と思う。

◎従来の「あきたこまち」を食べたい。

Rは食べたくありません。

◎「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば、

日本全国で一斉にやる必要があり、

秋田県だけが先行するというのは拙速で時期尚早。

◎消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で

全量転換を決めてしまったことは大問題と捉える。

期間を延期の上、できるだけ多くの人達が

話し合う場を設けて、理に適った選択をしてほしい。

◎カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できない。

カドミウムを未来に残さないための国や県の

ロードマップを県議会で出してほしい。

２－１１５４ 【大阪府、４０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

秋田県民ではありませんが。消費者として秋田のお米を食べています。

放射線育種米といってもイオンビーム照射による品種改良は遺伝子に与える影響が大き

く、遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けて欲しいと思います。

低カドミウム米はイオンビーム照射による放射線育種米以外にも選択肢があります。い

たずらに遺伝子を破壊する技術に全面的に切り替えるのではなく、今ある低カドミウム米

（インドの Pokkai）との交配による改良をすすめて欲しいと思います。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換。

「あきたこまち R」を選択しないことができない状況になれば「あきたこまち R」を食べ

たくない人は「あきたこまち」買わない選択をします。

消費者の目線に立って、全量転換に対する危惧を考えて頂きたいです。

２－１１５５ 【千葉県、４０代】

私は、国民として、医師として、また癌を研究する研究者として、あきたこまち Rへの
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全量転換に反対します。動物であれ植物であれ遺伝子を操作することの長期的な影響は不

明です。カドミウムは確かに有害と言われていますが、避けるためにはほかの方法をとる

べきです。また今回操作された遺伝子は、マンガン吸収に係わっているともいわれており、

長期的にマンガン欠乏のリスクもあります。私はこれからも通常のあきたこまちを始め、

秋田県のおいしく遺伝子操作されていないお米を、いただきたいと思います。どうぞよろ

しくお願い致します。

２－１１５６ 【湯沢市、６０代】

「あきたこまち R」とは？

「あきたこまち」と「あきたこまち R」と、どう違うのですか？

私が農家ではないので分からないことで、農家さんは皆さん違いが分かるのでしょうか。

「あきたこまち R」は、とてもいいものなので、全面切替になるのですよね。

一般人にも理解出来るように、メリット、デメリットを表にして詳しく教えていただけ

ますでしょうか。

よろしくお願いいたします。

２－１１５７ 【東京都、４０代】

ずっと秋田県のお米を購入しておりましたが、

遺伝子操作されたお米は怖いので、

今後はこのような事をしていない、

安心安全なお米を他県から購入します。

ワクチンの接種率の高さとといい、

遺伝子操作なんて簡単にやってはいけないんです。

秋田県にはがっかりしっぱなしです。

全量転換は大反対です！！

２－１１５８ 【埼玉県、７０代】

放射線育種米を 100％にする必要があるのでしょうか？その前に考えることはたくさん

ありますご、消費者が選ぶことが出来なくなるのは大問題です。そして、有機を目指して

来た農業はどうなるのでしょうか？方向を間違わないで考えて欲しい。

２－１１５９ 【東京都、３０代】

あきたこまちを愛する一人として、提出させて頂きます。
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あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

理由↓

遺伝子を破壊された稲が人体や環境に後にどのような影響があるか

しっかり検討しないまま進めるのは危険です。

また、従来の品種をなくすという事は、Rに何かあった時に全滅する可能性があります。

破壊されて良い遺伝子など、何ひとつ無く、放射能を浴びた稲から作られた Rは食べた

くありません。

最初は農家も知らされないで知らないかもしれませんが

いずれ SNS 等で拡散され、避難される事になると思います。

せめて全量転換は辞めて欲しいです。

消費者、生産者への理解、議論が無いまま進めるというのは後々叩かれると思います。

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。

メリットよりリスクの方が高いです。

このまま秋田県が進めてしまえば、全国に拡がり、取り返しのつかない事になります。

古くからご先祖様達が種取りして繋いだものを、こんなに簡単に捨てて良いのでしょう

か。

この件を進めて、稲の権利を掌握して利益を得るのは誰なのか考えれば分かります。

一部の権力では無く、未来を担う人達の方を選んで頂きたいです。

良心のある方、どうかお願い致します。

２－１１６０ 【千葉県、４０代】

あきたこまちが全量放射線育種米に切り替わるかもしれないと聞き、県外の者ですが、

お米を食べる消費者として意見を言わずにおれずこちらに書かせていただきます。

東日本大震災で、原発事故のあった福島県では、放射線量の検査を今でも自主的に行っ

ているところがあります。それは、放射線が国の定めた基準だけでは心配という消費者の

懸念を払しょくするためです。私も福島県のお米を買うときはその検査を行っているとこ

ろからお米を買っています。原発事故からもう 12 年目になりますが、生産者はそれでもま

だこうした努力をしているのです。放射線が体に影響があることはわかっていますし、少

なくとも放射線育種米が中長期にわたって体にどう影響が出るかはわかっていないのに、

どうして全てのお米にわざわざ放射線を照射するのでしょうか？カドミウムを吸収しにく

くするのなら、カドミウムを多く含む下水汚泥肥料を使わないなど、根本的な対応をする

ことがまず先ではないでしょうか。もし、あきたこまち R を食べてから人々に何かあった

ら、秋田県は責任をとれるのでしょうか？

農薬のように表示義務もないことから、選ぶときにはわかりませんから、全量切り替え
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になるのならもう「あきたこまち」は買いたいと思いませんし、取り扱うところには取り

扱わないように意見をしたいと思います。

２－１１６１ 【神奈川県、５０代】

放射線育種米になることは止めて頂きたい。

野菜も自家採種を出来なくなりつつある、現状で、どんどん農家さんが大変な立場に追

い込まれています。

又、カドミウムの吸収を懸念するのであれば、土壌に問題があるのでは、土壌改良に着

手するべきです。

農薬散布により、どんどん渇水している土壌。

それでなくても、そんな安全確認出来ていないあきたこまちＲなど、問題外です。断固

として反対します。

２－１１６２ 【東京都、５０代】

安全なお米が食べたいです。

２－１１６３ 【福岡県、４０代】

「あきたこまち」からの全面切替に反対致します。

理由としては、

秋田県が作り出した「あきたこまち」は、

日本中で愛され、31 都道府県で生産される

日本を代表するお米であり、

その「あきたこまち」をぜひ守ってほしいからです。

今後も従来の「あきたこまち」を食べたいです。

長いスパンで、環境や人体にどのような影響がでるかも

分からないような、Rは食べたくありません。

もし全量転換され、表記の義務がなくなるとすれば、

悲しいですが、消費者として

あきたこまちを二度と選びません。

農水省は放射線育種でも有機認証可能だとしていますが、

それが世界的な支持が得られるのでしょうか。

また、遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった

稲がこの気候危機の中、生き延びれるのでしょうか。

自家採取含め、気候の変化に耐えうる従来の品種を
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作り続けてほしいです。

これからも、今まで作り続けられ、

多くの人々から愛されてきた、あきたこまちを

応援していきたいです。

ご検討よろしくおねがいします。

２－１１６４ 【東京都、５０代】

他県ですが、秋田県が皮切りに、300 種の品種の 200 種が、

このゲノム編集なるということ知ってます。

3％のカドニウム汚染の田んぼのために、

なぜ、全国の水田が犠牲ならないといけないのでしょうか？

だったら、汚染地域をなくすようように努力することはできないのでしょうか？

県議会の方は、この「あきたこまち R」をどこまで理解してるのでしょうか？

もっと調べてください。考えて考えて、調べて調べて、仕事をしてください。

そして、このお米の生産をやめていただきたいです。

県議会の内容が、あまりにも勉強不足であるなら、その情報を拡散しなくていけないと

思ってます。

もっと、真剣に取り組んでください。お願いします。

２－１１６５ 【茨城県、６０代】

子どものアレルギーで大変だった我が家は、もうこういう異質なたんぱく質をも、形成

させてしまう可能性の高い米をお作りに成ることを止めて頂きたいと強く思うのです。

ある米どころでは、安全安心のブランド化で、孫にも食べさせられると自慢されていま

したので、その地域に旅行へ行ったときは、旅館のご飯も楽しみでしたし、美味しかった

ので、お土産にお米製品を購入しましたね。

スーパーでは、あきたこまちを指定して買う事もありますし、この R 化は残念だなあと

思います。

レストランで、安心して、お米を食べられなくなるのは、残念です。

肥料が高いがゆえに、汚泥を肥料とせざるを得なくて、カドミウム汚染が心配ならば、

どうもカドミウムをお米まで吸い上げない自然進化されたお米もあるようですし、四季の

自然の流れを受けての進化と、放射線と言うもので、人為的に傷をつけての進化は、・・・。

可愛がられて育った子と、壊れた家庭で恐ろしい思いをして生きて来た子を見ているか

のようです。
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ぜひとも、R化はお止めに成られて頂きたいなと思うのです。

よろしくお願いします。

２－１１６６ 【静岡県、４０代】

放射線による品種改良には問題があるとする専門家の声も多数あります。特に、重イオ

ンビームをもちいた改良には安全性に対する懸念もあり諸外国ではもはや使われていない

技術となっているようです。予防原則にのっとり確実でないものは使わないのが望ましい

と考えます。また、それ自体の問題より消費者が従来のあきたこまちと区別がつかないの

が問題です。育成者権の強化されるなか農家も自前で増殖できず、種を毎年買わなくはな

らないのはさらなる問題かと思われます。この動きが全国に飛び火しないよう秋田県には

適切な対応をお願いしたいと思います。

２－１１６７ 【羽後町、５０代】

あきたこまちの全量転換には反対します。

放射線をあてた、あきたこまち Rは食べたいと思いません。

従来のあきたこまちは、秋田の代表ブランドです。

従来のあきたこまちを守っていただきたいです。

２－１１６８ 【東京都、４０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

理由としては、

日本の従来のお米、農業をもっと大切にしてほしいです。

これ以上、不自然なものはこどもたちに食べさせたくありません。

食べれるものがなくなってしまいます。

遺伝子を破壊されたお米を、人が摂取した時の影響がはかりしれません。

どうか、日本の未来のため、子どもたちの未来のため、

「あきたこまち R」への全量転換が廃止となることを切に望みます。

２－１１６９ 【神奈川県、７０代】

テーマ 2について

全面的にあきたこまち Rだけにするのではなく、

生産者がそれぞれの農法や農地にあった種籾を自由に選べる自由を残しておいていただ

きたいと思います。
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２－１１７０ 【広島県、４０代】

放射線育種米のあきたこまちなんて食べたくありません。もちろん子供達にも食べさせ

ません。

２－１１７１ 【湯沢市、４０代】

お世話になります。

湯沢市で無農薬のお米を作っている○○○○と申します。

今回の「あきたこまち R」について個人的な意見を述べさせていただきますと、

やはり普及には反対です。

理由はカドミウムがそれほど悪影響を及ぼす地域が少ないからです。

カドミウムが多い地域はそんなにないはずと思っているからです。

自家採取した種籾で無農薬栽培で作ったお米は「あきたこまち」として

受け入れてもらえなくなる可能性があります。

まだまだ検討の余地があると思います。

どうかよろしくお願いします。

２－１１７２ 【埼玉県、５０代】

私はあきたこまちを愛する消費者ですが、

あきたこまち Rへの全量転換には反対です。

あきたこまちに限らず、放射線育種された品種は、

安全性の懸念から、食べたくありませんし、

そうした声は、周囲でもよく耳にしています。

重イオンビームなどの強力な放射線を浴びせることで、

カドミウムとは無関係なマンガンの吸収に関わる遺伝子も

破壊されていることも分かっています。

他の遺伝子にもどのような影響があるのか、

食べ続けることでどんな健康への悪影響が出てくるのか、

誰にも分かりません。

全量転換されれば、消費者は選ぶことすら出来なくなるため

あきたこまちの購入は、悲しいですが今後はやめざるをえません。

カドミウム汚染対策が必要な農地は、全体のわずか 3%と聞いています。

安全性に不安しかないあきたこまち Rに全量転換するのではなく、



54

非食用作物の栽培(例えば麻など)に切り替えるなど、

他の方法で対処し、

従来のあきたこまちを今後も残して頂きたいと、

切に願っています。

どうか再考をお願い致します。

２－１１７３ 【東京都、５０代】

秋田県議会の皆様にお尋ねします。皆様の大切なご家族に、本当にこのお米を食べて頂

きたいとお考えになりますか？

あきたこまちは日本が誇る素晴らしいお米です。どうかその産地であられる事への誇り

を、失わないでください。

２－１１７４ 【千葉県、４０代】

あきたこまちを購入させて頂く機会が多いので意見を送らせて頂きます。

表示で R かそうでないかの判別がつくようにして頂きたいです。選べるようにして頂き

たいです。自家採取がなぜいけないのか農業が衰退していく気がしています。放射線の安

全性がわからないのに食品に使うのは不安に思います。子供に安全なあきたこまちを食べ

させたいと思っております。よろしくお願い致します。

２－１１７５ 【千葉県、５０代】

カドミウム以上に未知の遺伝子操作の方が怖くて食べたくありません。

もし人体に悪影響が出ても証明が難しいとなれば責任の所在が不明となるのではないか

という不安もあります。

遺伝子操作には断固反対です。

２－１１７６ 【京都、５０代】

未来の子供達に健康被害が出ないように願います。

今まで、「あきたこまち」は買っていましたが、

これからは買うのを控えてようと思います。

２－１１７７ 【大仙市、４０代】

今日放射線育種米あきたこまち Rについて知りました。2025 年には全量転換するとのこ

と。
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県民にほとんど知らされずに、このような重要なことが進んできることに不安を感じま

した。

また安全性についても不安があります。放射線育種米に転換することは反対です。

秋田県は美味しいお米の産地です。どうか安心安全で美味しいお米を作って頂きたいと

思います。未来のためにどうかよろしくお願いします。

２－１１７８ 【福岡県、７０代】

国民に安全なお米を提供して下さい。

自然な農法で自然なタネ作りをお願いします。

２－１１７９ 【千葉県、４０代】

あきたこまち Rは放射線育種米であるが、このお米を主食として毎日食べた大人や子供、

食べた大人から生まれた子供に対する長期的な安全性は担保されているのか不安を感じる。

また、このお米は遺伝子特許を取得しているため、自家採種が禁じられると聞いたが、稲

作農家はお米を栽培するのに毎年種もみを種苗会社から購入することになるであれば、主

食の穀物ですらも種苗会社から種を買わないと栽培できなくなることで得られる利点は何

か、食糧安全保障に対する貴議会の意見を伺いたい。

２－１１８０ 【小坂町、２０代】

あきたこまち Rへの転換は下記事項を事前に検討して頂きたいと考えています。

○カドミウム低減メリットは、あきたこまち R への転換に伴うデメリットを十分上回る

のか。

・・・カドミウム摂取量を低減させることは、健康寿命を延ばすために賛成です。一方

で、

厚 生 労 働 省 「 食 品 に 含 ま れ る カ ド ミ ウ ム に 関 す る Q&A 」

（https://www.mhlw.go.jp/houdou/2003/12/h1209-1c.html）によれば、

「１日摂取量の約４割は米から摂取されているものと推定」「世界の各地域の食品の消費

量とカドミウム濃度から得られた地域ごとの平均的なカドミウム摂取量は 2.8～4.2 μ

g/kg 体重/週となっており、我が国の摂取量(2.8 μg/kg 体重/週)は比較的低い状況」と

されており、現状より更にカドミウム低減を目指すメリットが、それに伴うデメリットに

対してどれ程大きいかを検討頂きたいです。

＜予想されるデメリット＞

・農家は種子購入が必須になるため、種子売り手が優位的立場となり、農家の金銭的負

担,精神的負担の増加につながる可能性がある。それに伴い、米農家担い手の減少の可能性

がある。
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・放射線による遺伝子改変に関して、見逃している健康への悪影響の可能性がある。

・農家、消費者はあきたこまち Rを生産/消費するしかなく、従来のあきたこまちにとど

まるという選択の余地がない。他県も秋田県の施策に追従することにより、放射線育種後

代交配種しか購入できない状況下になれば、個人の信条によらず放射線育種後交配種しか

消費する他なく、食の自由を損なうものである。

・土壌中に残留するカドミウム量は増えるが、これによる悪影響はないのか。生態系へ

の影響、食物連鎖による別の食物への蓄積など。

以上、ご検討を宜しくお願い致します。

２－１１８１ 【東京都、５０代】

とても悲しいです。放射線をあてて遺伝子改変して

そのお米をいただいて何十年か後に身体に影響が無いのか？とても不安です。

これから来ある子供たちへの影響が１番気がかりに思います、

どうか全量改変は思いとどまって頂きたいです。

２－１１８２ 【熊本県、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換に断固として反対します。

なぜなら、人間の身体は食べた物でてきています。先祖代々受け継がれてきた遺伝子は

とても貴重な物でありその遺伝子を人間の都合で勝手に操作するのは辞めるべきです。

ましてや放射線を浴びたお米に栄養価があるとは思えません。

将来を担う子供達の健康のためにも目先の判断ではなく、未来を見据えた先見の眼で判

断して頂きたく思います。

２－１１８３ 【静岡県、４０代】

「あきたこまち」から全量転換に反対いたします。

放射能を浴びせて、人為的に操作をした「あきたこまち R」は、どんなふうに人体に影響

があるか分かりません。

私も食べたくないですし、子供たちにも食べさせたいと思えません。

従来までの「あきたこまち」を守ってください。

私の周囲の方で、多くの方は、そんなものを食べたくないし、買いたくないと言ってい

ます。

「あきたこまち」は秋田県だけで栽培されているものではなく、全国 31 県で栽培され、

国レベルで影響が大きい内容だと思います。ですので、全国に情報公開をして、もっと話
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し合うべきだと思います。本当に「あきたこまち R」を日本に導入すべきなのか。それを子

供たちに自信を持って食べさせられるのか。

何卒、再考してくださいますよう、お願い申し上げます。

テレビのニュースでも、農業のことはまったく取り上げられず、知らない間に、種子法

が変わったり種苗法が変わって、沖縄のさとうきびも、自家採取してはいけない、したら

法律違反であり罰金が課せられると知りました。日本の農家が食べていけなくなり、どん

どん苦しくなり、種の販売元である一部の外国資本ばかりが儲かる内容が知らない間に推

し進められていると、認識しています。

お米が自家採取できなくなり、農業をする人もいなくなり、安全に食べられるものがな

くなってしまったら、日本は立ち直れなくなってしまうのではないかと思います。どうか、

考え直してください。よろしくお願いいたします。

２－１１８４ 【埼玉県、４０代】

今回の「あきたこまちＲ」への全量転換の事を知り大変ショックを受けております。

いままで好きで「あきたこまち」のお米を購入しておりましたが、全量転換する

目的が理解できません。

遺伝子操作した食物が何をもたらすかわからないのに、私たちの身体に安全と

言いきれないのになぜ推し進めるのですか？

農家の方々が長い時間かけて守り育ててきた銘柄になんてことをするのでしょう。

人体実験ですか？環境や生態系、人間の身体に被害がでたら責任取れますか？

大反対ですし、中止を求めます。

今後は怖いので「あきたこまち」銘柄のお米は一生、買いません。

２－１１８５ 【千葉県、３０代】

「あきたこまちＲ」への全量転換ではなく、

従来の「あきたこまち」も、遺していただきたいです。

「あきたこまち」は日本の宝です。

よろしくお願いいたします。

２－１１８６ 【東京都、４０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。以下に理由を示します。

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲はごま葉枯病などの病気にかかり
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やすく、また遺伝子を編集した影響も明らかではないので、従来の品種を作り続けること

が大切と考えます。

・従来の「あきたこまち」は食べていますが、Rなら絶対に食べません。

・「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があり、

秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・カドミウム米は、昔から対策がなされており、土壌改良をしながら、カドミウムの吸

収を少なくすることを農水省の補助事業でやっていました。自然界に存在するものは仕方

がないので、土壌検査をやり、基準値をオーバーすれば、淡々と国の補助金で土壌改良を

やるやり方でよいと思います。

２－１１８７ 【京都府、４０代】

遺伝子組み換えは、まだ健康影響がなぞ。ただちにやめろ。

２－１１８８ 【大阪府、４０代】

あきたこまちを購入しいつも家族で食べております。

あきたこまち R の生産方法についてもほんとに安心なのか？疑問が残りますし、あきた

こまちとして表示して販売されるのならあきたこまちは今後買わないと思います。

安心してお米を食べたいです。

全量転換は反対です。

２－１１８９ 【東京都、５０代】

「あきたこまち R」や「コシヒカリ環 1号」はカドミウムをほとんど吸わないので、地域

のカドミウム汚染を減らすことには役に立たないと伺いました。全量転換は時期尚早であ

り、反対です。ぜひ慎重に検討していただきたいです。どうぞよろしくお願いいたします。

２－１１９０ 【兵庫県、３０代】

まずは「あきたこまち」から Rへの全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる
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か不安であり、従来の品種を作り続けることが大切です。

そのためには品種改良ではなく、土壌改良こそ重要であり、菌ちゃん先生こと吉田さん

の提唱する土作りこそ問題の解決作であると思います。

・何の為に、誰のために、全量転換するのかその理由を明確に示してください。

・安全性が明確でないお米を子どもたちに食べさせることが、子どもたちの未来を守る

ことになるのでしょうか。

・全量転換することで一番儲かる企業はどこの国の企業か明確に示してください。

・全量転換することで一番儲かる人は誰か明確に示してください。

https://kinchan.ocnk.net/phone/

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

関連情報

河田昌東さん「放射線照射による品種改良 何が問題か」 学習会報告

https://okseed.jp/news/entry-179.html

あきたこまち Rにもの申す！

https://project.inyaku.net/archives/9357

２－１１９１ 【長野県、５０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

カドミウムの吸収の問題は、米だけで解決するのでしょうか？

選択肢のない改良は、しいてはあきたこまちの消費を下げる

のではないでしょうか？

少なくとも、私はこのような米は食べたくありません。

２－１１９２ 【石川県、３０代】

「あきたこまち R」への全面切替に反対します。その理由としては 3つあります

①放射線により遺伝子操作されたものを食べたくないし、子どもたちにも食べさせたく

ない。何よりそれが表示されず農家にも消費者にも流通するというのが大問題で、食の安

全を全く考慮していない。

②消費者にも生産者にもほとんど情報がない。切り替えについての報道は全く見かけま
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せん。今後何年にも渡って育種したり摂取していく中で自然への影響、人体への影響など

計り知れないことが沢山あります。

全量転換を決めてしまったことは大問題で、上記のことを掘り下げて議論する場を設け

るべきです。

③自家採種ができなくなる

ことにより、農家への負担が膨大なものになる。この国でお米を作る人がまた減ってし

まう。食料自給率が下がる。どんどん国力の弱い国になる。

世界からみても放射線育種米は禁止されている。日本はまた危険な道を歩むのか。絶対

に止めるべきだと考えます。

２－１１９３ 【湯沢市、５０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替には

断固反対します。

その理由としては

・100％安全安心と言い切れるのか？

何代も先になってから問題が派生する可能性だってあります。

・消費者や農家が、これを望んでいるのか？

大きなニーズがあるのなら仕方がないのかもしれない。

でも到底そうとは思えない。

広く情報公開して議論を尽くすべき。

・稲作だけでなく、自然環境にも大きく影響を及ぼすことです。

目先のことを求めて、もっと大きなものを失う可能性が大きいことを考えてください。

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。
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２－１１９４ 【三重県、４０代】

放射線育種されたあきたこまち Rは食べたくありません、そして消費者は、買いません。

２－１１９５ 【埼玉県、６０代】

埼玉で田畑を耕し日常、稲作をしてきるものです。

品種はコシヒカリを作っています。

今回、秋田県での R 種に全力転換する案について、無用なことであるという思いをお伝

えします。これまでの種の発展が現代の稲作を支えている、収量の増加や自然、病気に強

い品種に、変えてきたことは事実です。

しかし、今回の新品種は交配ではなく、人為的な自然界にない操作による、遺伝子にま

で影響する可能性のあるものであり、そうした米を食すと、どうなるか知れません。

全量、切り替える、その判断も、耳を疑わざるえない。

在来種を排除し、新種にする意味が理解できません。

来るべき将来の世の中の変化に対応出来るように、先を見越しての品種改良だとしても、

行き過ぎた決断にしか思えません。

全量切り替えるということは、在来種を排除することにもなり、何某か、問題が起こっ

た時、戻しようにも戻せない。

食べた人に、異常があった時に、責任など、取れるもので

はなく、遺伝子組み換え、の恐ろしさを、後世に残す最悪の切り替え判断にならないこ

とを、強く望みます。

全量切り替えを、中止されますこと、お願い致します。

２－１１９６ 【北海道、５０代】

農業者としての意見ですが、食の安全をこれだで無視してきた国が今度はこのような形

での品種改良は最悪と思う。カドミウム問題解決とは聞こえがいいですが、このような植

物を育てる事は、我々人類にも自然環境にも計り知れない事が起きる可能性があると思い

ます。国がそこまでの権利、立場があるのでしょうか。この問題は秋田県だけでなく全国

に広まるきっかけを作る事となるでしょう。どうかそのような事態を防ぐ動きをして頂き

たい。安全な食料の確保は国の義務、海外は第一に考えていますが我が国は、何か違うよ

うですが変えて頂きたいと思います。より良い世界の為に。

２－１１９７ 【青森県、６０代】
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あきたこまち Rに全量転換は絶対反対です。

あきたこまち 、大好きです。しかし放射線育種米あきた

こまちは、食べたくないし購入したくありません。

カドミウムで汚染されている地域はどこですか？汚染の

場所、原因を調べて改善させれば良いと思います。

自然に沿ったお米が一番です。よろしくお願いします。

２－１１９８ 【神奈川県、６０代】

多くの銘柄の中で特に

あきたこまちは大好きなお米です。

より安全により美味しい改革は

歓迎しますが

今回の転換は到底受け入れられません。

多くのファンを持つ秋田こまちを

改悪から守ってください。

心からお願い申し上げます。

２－１１９９ 【東京都、４０代】

遺伝子操作された不自然なコメを食べたくない。全量転換し、遺伝子組み換えされたコ

メしか選べないのなら、もう「あきたこまち」は買わない。

２－１２００ 【石川県、３０代】

あきたこまち Rは、本当に必要なのでしょうか。

放射線育種米で虫が付く事が防げても、

また別の虫がついたり稲が別の病気に

なるのではないでしょうか。

そして、消費者側への安全性の説明は生産する前に

県民に理解できるようにしっかりなされていますか？

議会で審議されたのでしょうか？

市民の理解を得ていないまま推し進める事は民主主義なのでしょうか。

是非、市民への意思確認をお願いいたします。

未来ある子どもたちの為に、食糧自給率が市内で維持できる

政策を考える事をしてください。

よろしくお願いします。
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２－１２０１ 【石川県、４０代】

あきたこまちの放射線育種米への転換に反対します。

「美味しいお米」といえば連想するのは東北地方。

秋田県は日本有数の米所。その秋田県が長期的な安全性など調査していない

放射線育種米へ全面転換というのは、県民を初め、

あきたこまちを楽しみにしている全国のファンに説明がつくのでしょうか。

この決定は、秋田県内の農家さん達にも知らされていないと伺いました。

県の一部の方の決定で、秋田県の美味しいお米が、安全かどうか分からないものに

知らぬ間に置き換わってしまってよいのでしょうか。

私は秋田県民ではありませんが、だからこそお伝えしたいです。

秋田の美味しいお米を放射線育種米に変えないでください。

切り替われば、私は今後秋田県のお米は買いません。買えません。

小さな我が子のことを思えば仕方ありません。きっとそう考える方はたくさんいます。

不買運動が起こり、一度嫌なイメージがつけば、それ払拭するのは容易ではありません。

どうか、県議会の皆さんで、この県の決定を撤回してください。

日本の食の安全を守ってくださることを切に願います！

２－１２０２ 【徳島県、６０代】

あきたこまち R は、直接放射線を照射はしていませんが、一部を破壊された遺伝子を引

き継いでいることに不安を感じます。安心な従来の「あきたこまち」を食べたいです。

２－１２０３ 【福岡県、４０代】

県議会への意見：

「あきたこまち」からの全量転換に反対します。

その理由としては 2つあります。

1つは、「あきたこまち」はここ福岡をはじめ

全国で売られており、日本を代表する

美味しいお米です。

その「あきたこまち」を守ってほしいです。

一気に全量転換してしまったら、生育不良など

何か想定外のことが起きたときに取り返しが

つかなくなります。

もう 1つは、この「あきたこまち R」が

カドミウム汚染対策だということですが、

カドミウム汚染対策であれば従来の
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「あきたこまち」を作って米に吸収させ、

土壌を浄化していくほうが効果的ではないかと

考えるからです。

その汚染地で作ったお米は売れないでしょうから、

補助金などを出して国や県が買い上げる、

とすればよいのではないでしょうか。

汚染地の割合は 3％未満だということですから、

そんなに量も多くないと考えます。

今一度、再検討をお願いいたします。

２－１２０４ 【石川県、４０代】

食の安心、安全は、国民、県民の暮らしの安心安全に直結しています。ハイリスクが予

測される放射能育種米への転換をやめてください。

秋田県民、日本国民のためにどうぞよろしくお願いします。

因果関係がわかってからでは遅いことがあるように、リスクを回避するごく自然な判断

をどうかよろしくお願いします。

２－１２０５ 【にかほ市、５０代】

放射線が必要といいますが、やめてほしいです。できるだけ自然な形で食品を摂りたい

です。消費者が不安に思って離れるのは当然のことだと思います。

２－１２０６ 【神奈川県、４０代】

反対します。そのようなあきたこまち食べたくないです。

もし、

放射線米になってしまうことあれば買いません

２－１２０７ 【東京都、５０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

あきたこまち Rは食べたく無いです。

２－１２０８ 【愛知県、４０代】

国の種苗法もですが、国民や県民の健康、食の安全を守っていこうと本気で考えられて
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いるのでしょうか？

ご自分の子供達や孫達が 10 年後、20 年後に健康被害を受けるかもしれません。もっと

早く気候変動による

不作なども起きるかもしれません。もっと慎重に、真剣に幅広い専門家からの意見を聴

いて、検証して判断してください。

あとから、こんなことになるとは思わなかったという言い訳をする状況が生じないくら

い、徹底的に話し合って下さい。

２－１２０９ 【秋田市、５０代】

放射線育種のお米は食べたくありません。

お米は、自家採種が基本です。

有機米がなくなってしまったら、日本人の食事はどうなるのでしょう！お米が日本人の

命と思います。大事な『あきたこまち』のお米は、放射線育種でないものを消費者が選択

できるようにしてください。よろしくお願いします。

２－１２１０ 【岡山県、６０代】

「あきたこまち R」は放射線育種後代交配種です。

この放射線育種後代交配種には、安全性や多様性に問題が有ると思っています。

放射線育種米「コシヒカリ環 1号」と「あきたこまち」から作られた「あきたこまち R」。

カドミウムを吸収しない事しか知らされていませんが、同時にマンガンも吸収しないと

言われています。

放射線育種米は、

①DNA の 2 本鎖切断の際に起こる遺伝子の変異が複雑。

②未知のタンパク質ができている可能性がある。

☆他の遺伝子に与える影響が明らかではない。

事が問題だと思います。

放射線育種に頼らずカドミウム低吸収米は開発されています。

岡山大学の馬建鋒氏(植物ストレス学グループ)により、「Pokkali」とコシヒカリを交配

して「低カドミウム吸収米」の開発に成功。

放射線育種については、OK シードプロジェクト HP をご参照ください。

どうぞ秋田県が先頭を切って放射線育種米を広めませんように！

これまで通り美味しい「あきたこまち」を育ててください！



66

２－１２１１ 【秋田市、３０代】

あきたこまち Rへの全量転換反対します。

長期的な安全性も分からず、古来からある文化を破壊するような行為かと思います。放

射線はもともと安全性も問題ですし、人に向けるのも怖いものを植物に対して行うこと自

体疑問です。たしかに品種改良などはこれまで行われてきた行為ですが、子どもたちに安

心して食べさせられるものにならないと思います。しなければいけない理由も理解できま

せんし、反対致します。

２－１２１２ 【滋賀県、５０代】

「あきたこまちＲ」への全量転換へ反対します。遺伝子を破壊されマンガンを吸収しに

くくなったお米を子どもたちへ食べさせることは不安です。長期的にどのような影響があ

るか未知のものです。

また消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大

問題です。本当に国民がそれを望んでいるのか、議論する場を設けるべきです。

２－１２１３ 【大阪府、５０代】

あきたこまちが 25 年から放射線育種に変わると聞きましたが大変遺憾です。

なぜ日本人の主食であるお米に放射能を当てる必要があるのか？放射能がどれ程危険な

ものか理解された上での決定ですか？農家の方の被曝やそれを流通させることにより放射

能汚染がとても心配です。日本の食文化を衰退させないで下さい。日本人を絶滅させるお

つもりですか？一刻も早く決定を取り消していただきたく意見させていただきました。

２－１２１４ 【東京都、５０代】

食と健康が大きな課題となっている中、安全なお米が食べたいです。ほとんど米食の我

が家です。近くのスーパーには「あきたこまち」が沢山積まれています、これまでずーと

「あきたこまち」を買っていましたが、「あきたこまち R」になる事を聞き、他の銘柄を選

んでしまいました。いずれ他も同じ様に変わってしまうでしょう、そうならない為に今止

めなくては後悔します。八十八の手間がある、お米農家さんの苦労も分かります。是非、

これからの子供、孫の世代に安全な食を残したい。安全なお米をお願い致します。

２－１２１５ 【千葉県、６０代】

遺伝子をいじったものは総じて人体に悪い影響を与えます。県議会の方々は信用信頼を

得居たのでは無いのですか?

このような反自然的な事をしていれば、いずれお米農家のみならず、秋田県自体の信用

も信頼も無くすでしょう。
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秋田県を潰したければ導入されればいいでしょうが、果たして一般の県民はそれを望ん

でいるのでしょうか?

お金や利権ではなく、利他の精神で動けばいずれ秋田は豊かになるでしょう。そういう

時代になっています。

ちなみに、Rが導入されたらあきたこまちは買いません。

２－１２１６ 【東京都、４０代】

カドミウム米は、昔から対策がなされていると聞いています。

土壌改良をしながら、カドミウムの吸収を少なくすることを 農水省の補助事業でやって

います。

土壌検査をやりながら、基準値をオーバーすれば、国の補助金で 土壌改良をやるやり方

でよいのではと、思います。

予算の問題が、、と言う意見もあるかもしれませんが、国会などでも財務省や日銀が認め

た通り、国の借金問題はありません。

農水省の方々は、財務省を相手に予算確保が大変だとは思いますが、そこを諦めてあき

たこまちを無くしてしまうことはあってはならないはずです。

放射線育種は遺伝子を一部破壊することで、その種の性質を変えるものと認識していま

す。

「従来のあきたこまち」を大好きな人、これまであきたこまちを食べ続けた人に、「これ

からは遺伝子改良したあきたこまちだけです」と言うのでしょうか？

秋田県で始まると、蟻の一穴となり全国に広まるでしょう。

先人が築いてきた、あきたこまちをこれからも食べたいです。

２－１２１７ 【和歌山県、２０代】

放射線育種米になってしまうのは反対します。お米の安全性もさることながら、今後の

激しくなる環境変化に耐えられるのかわからないし、その自家採種も禁止になりますので、

日本のお米はすべて自家採種禁止となってしまうんですよね。

２－１２１８ 【三重県、５０代】

あきたこまちに

R はいりません。

昔からの日本の米を守って下さい よろしくお願い致します。

２－１２１９ 【アメリカ、５０代】
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お米は日本の農業の最も代表的なものです。その稲の自家採取が将来できなくなるとい

うのはおかしいと思います。あきたこまちを守ってください！

２－１２２０ 【兵庫県、５０代】

あきたこまちに限らず今後すべての放射線育種後代交配種米に反対します。

放射線育種米は食べたくありません。安全性に問題があると思います。

コロナワクチン、HPV ワクチンのこともあり、政府、お役所が強引に進めるものは信用で

きません。

２－１２２１ 【静岡県、５０代】

遺伝子特許があるから、自家採種してはいけないのであれば、放射線育種米を国が推進

すること自体が、日本という国の自殺行為に等しいと言えるのではないでしょうか。ご存

知のように、現在の日本は一見独立国の体裁をしていますが、傀儡政権を介したアメリカ

の植民地なのです。本国アメリカが衰退していく過程において、その植民地である日本だ

けが繁栄することは、アメリカの支配者たちからすれば許しがたいことなのでしょう。国

が放射線育種米を推進するのは、日米合同委員会での指示があるのだと思います。指示に

逆らえば、暗殺ということもちらつかせているのでしょう。放射線育種米により、日本の

食料の首根っこを押さえ、更に白人支配者にとって忌々しい日本人の健康を損なわせるこ

とができる。そういう邪悪な政策を、日本はアメリカから押し付けられているという現実

を知るべきなのです。県を、国を良くしたい。そういう希望を持って政治家を目指してこ

られたあなた方が、この現実を知らずして、どうやったら県や国が良くなるのでしょうか？

まずは、農作物の自家採種を全て可能とすることが日本の滅亡を食い止めることになると

知るべき。

２－１２２２ 【東京都、５０代】

従来のあきたこまちが食べたいです。Rは食べたくないです。

２－１２２３ 【静岡県、４０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。
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・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１２２４ 【東京都、５０代】

いつも美味しい あきたこまち をお作り下さる秋田県様に御礼申し上げます。

炊きたてはもちろん、冷めても美味しいのでお昼ごはんに、おにぎりにして

毎日食べてます。

無農薬や特別米の あきたこまち を長年取り寄せて購入してます。

一愛好者、一購入者の願いとして、あきたこまち R について 以下の意見をお送り申し

上げます。

1)遺伝子操作された あきたこまち R は すごく怖いので、購入したくありません

お米が好きな多くの友人、多くのレストラン経営者も同じ意見でした

遺伝子操作された作物は危険性があるので、食生活に気を使っている消費者は絶対に買

わないです。

せっかく美味しくて大ファンの あきらこまち が買えなくなるのは本当に悲しいので、

ぜひ遺伝子操作を止めて欲しいです

2)放射能汚染への対策は、お米を操作するのではなく、土壌など元々の原因を取り除く

対策を望みます

県外から誠に失礼申し上げますが、どうぞご検討のほどよろしくお願いいたします。

２－１２２５ 【滋賀県、３０代】

他府県からのコメント失礼いたします。

あきたこまち Rのことを拝見いたしましたが、何故全量なのでしょう？

安全を謳われていましたが、長期にわたっての摂取により人体への影響がなく安全と言

われるのは疑問がのこります。

また、秋田県が初めたからと他府県でも放射線米が全量転換されてしまうことも予測で

きてしまうのでどうにか考え直していただく事はできないのでしょうか？

もしそうなって、１０年後放射線米によりガンなどが見られた場合秋田県の判断が招い
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たと言ったことにならないのでしょうか、そうなったら責任は取られるのでしょうか？

さらにはほとんどの国民が知らないのに決定されたとの事なので、日本は、民主主義国

家のはずなのでせめて民意を聞いてからご判断いただきたく思います。

私もあきたこまちを食べるので従来のものがなくなってしまうのがどうしても考えられ

ないのでどうかよろしくお願いいたします。

長文失礼いたします。

２－１２２６ 【埼玉県、６０代】

あきたこまち Rのような不自然なお米を全量転換するのは、反対です。

今まで作っていたあきたこまちでいいでわないですか？

何処から圧力かかったかしりませんが、日本の為、日本人の為を考えるなら、

このような放射線をあてたお米を作らせるのは辞めてください。

２－１２２７ 【京都府、４０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由は以下になります。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。

カドミウムを未来に残さないための国や県のロードマップを県議会でも質問してくださ

い。

２－１２２８ 【埼玉県、５０代】

日本のお米を守ってください！

こんな安全性を無視されたお米になるようなら、、今後あきたこまちは購入しません。

２－１２２９ 【高知県、５０代】

放射線育種 は健康への影響があるのではないかと思います。気がつかないうちにわが

国では従来育種として多くの作物に使われていました。国は何十年も実績があり、安全性

に問題はないと言っていますが、本当にそうでしょうか? こんなにも国民にアレルギー等

慢性疾患が多い現状から、放射線育種が関係していない、とはいえないのではないでしょ

うか。小麦アレルギーの方も、古代小麦だとアレルギーが出ない、など聞くと、アレルギ
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ーが出るのは小麦そのものではなく、人工的に作物をつくりだしているからなのだと思い

ます。あきたこまち R は必要ありません。安心して今まで通りのあきたこまちを食べたい

です。

２－１２３０ 【東京都、５０代】

従来のあきたこまちの栽培を強く希望します！！

Rに反対します！！

２－１２３１ 【北海道、４０代】

大反対です。やめてください。危険なコメを作らないでください。

２－１２３２ 【広島県、６０代】

生産者や消費者に、詳しい説明も正しい情報も伝えられないまま、大切なことを拙速に

決められることに、大きな不安と危険を感じます。作る人、買う人、食べる人、つまり全

国民に、真実を伝え、充分に議論することがとても重要だと考えますので、現時点での、

「あきたこまち R」への全量切り替えは、到底納得できないし、賛成もできません。関わる

人すべてを交えて、慎重に議論を重ねることを強く希望します。

２－１２３３ 【宮城県、３０代】

ご意見聞いてくださり感謝いたします。

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては、長期的に見て人体にどのような影響がでるかわからないため、強い

不安があります。子供にも従来のあきたこまちを食べさせ続けたいです！

私も家庭菜園をはじめたので、愛情をもって育てた種子は子供のようなものです。自家

採取禁止も反対です。

国からの要請で、大変な立場かと思いますが、是非日本国民を守ってください。よろし

くお願いします。

２－１２３４ 【由利本荘市、４０代】

ゲノム編集された米が本当に安全なのでしょうか？

この米が市場に出回るとするならば、この米を一切

食べないよう努力します。

２－１２３５ 【熊本県、５０代】

日本人の主食であるお米まで、遺伝子組み換えにするとは、よほど国民を病氣にさせた
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いんだろう。

利権ばかり追い求めるのは、いいかげんにやめてほしい。

これ以上からの指示に従うのはやめていただきたいです

２－１２３６ 【東京都、４０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１２３７ 【愛知県、５０代】

2025 年から放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」に全量転換すること、日本のお

米はすべて自家採種禁止されるようですが、その決定に関わった人たちは悪魔の下僕です。

毒を食べなさいと言うようなものです。自治体そのものがヤクザ化し、自治体の存在意義

がもはや悪でしかないので、もう必要ありませんね。この３年間、いろんな悪が炙り出さ

れました。新型コロナワクチンによる被害がどんどん大きくなっても、止めることなく推

進しましたね。それが自治体の考えであり、国民の命をお粗末にしました。そんな自治体

など、誰が頼りになれましょうか？ただ上からの指示に従うだけの議員や公務員はもう必

要がありません。悪の組織ＷＨＯ・日本政府にぶら下がっている、あなたの自治体ですか

ら。

https://gettr.com/post/p1wc31j370a

欧州議会の方が、あなたの自治体よりも遥かに健全です。これこそ、国民に奉仕する本

来の姿です。

それに引き換え、あなた達議員や公務員は保身しか考えないのでしょう。器が小さいで

すね。
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２－１２３８ 【京都府、６０代】

日本人の主食はお米です。

大切なお米、毎日食べるお米が放射線かけられてるお米だなんて…絶対やめてください。

そんななったら、あきたこまちを買いません！

日本の米を守りたい！

２－１２３９ 【東京都、５０代】

放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」への全量転換につきましては、長期的な視点

で再検討をお願いします。壊してもいい遺伝子など無いはずです。あまりにも短期的な研

究、視点での判断のように感じます。

あきたこまち、及びお米のユーザーとしてのお願いです。

自家採種も残して下さい。日本の伝統米を残して下さい。

２－１２４０ 【大分県、４０代】

放射線育種米の問題について

日本人の主食である米になんてことをするんですか？

やめてください。

２－１２４１ 【和歌山県、４０代】

まずは「あきたこまち」から「あきたこまち R」への全面切替に反対します。

理由は以下の通りです。

・生き物や自然にとって大きな影響のある放射線を、大量に浴びさせた種でできた不自

然なお米を食べたくありません。

・「あきたこまち」秋田県が作り出し、農家さんが代々受け継いできた大切な品種です。

日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本を代表するお米になった「あきたこまち」

を守る必要があると考えるからです。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安です。従来の品種を作り続けることが自然順応であり、日本の食と健康を守るため

に必要なことだと考えます。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題であり、最低でも延期した上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。
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２－１２４２ 【群馬県、４０代】

種を守ることとはかけはなれています

カドミウムだけにスポットをあてるのですか？

なぜ健康とは真逆のことをするのですか？

必要性が全く感じられません

人類発のコロナワクチンの mRNA のように、

安全性も有益性も、

ましてや長期の観察もなされていないことを

なぜ勝手に推し進めるのでしょうか？

土壌改良へ尽力して欲しいです

２－１２４３ 【岩手県、４０代】

普段あきたこまちを食べてる隣の県のものですが放射使用した米になるというなら買う

のやめます。

なるべく自然の方のほうが害がなさそうなので。

２－１２４４ 【愛知県、４０代】

何でわざわざ有毒な米を食わされなければならないのか。ふざけるな!農家の人にも放射

線米のことを説明しない、消費者にも放射線米のことを知らせない。食べた者を殺す気か?

食の安全を乱すどころの話ではない。放射線米を作る、流通させるのをやめさせろ!

２－１２４５ 【広島県、３０代】

放射能で遺伝子組み替えしたものを県が主導で強制的に張替えさせられるのはおかしい

ましてや新しいもので安全性も確認できていないものを

本当に良いものであれば

農家さんと消費者が選択して買えるようにすべきである

選択をさせてください

押し付けは結構です

自分でどっちが良いか判断して買いたい

マンガンを吸収しにくいお米で健康ではないと考えます

一つの側面で良いものという押し付けはやめて頂きたい

この政策は米を主食とする日本国民全員に関わることだと考えます

秋田県の判断だけで、しかも一気に全面張替えは反対です
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２－１２４６ 【東京都、４０代】

あきたこまちが全量、放射線照射されるというお話を聞きました。理由として、カドミ

ウム汚染対策ということですが（理解が間違っていたら申し訳ございません）、そもそも下

水道汚泥肥料が問題なのではないでしょうか。わたくし自身サラリーマンですが、休日は

埼玉県の有機肥料・無農薬の田んぼに手伝いに行っています。肥料を使えば使うほど土地

はやせていくことを目の当たりにしています。

せっかくのブランド米であるあきたこまちを遺伝子操作という方法によってマンガンを

吸収しにくくさせ、他の病気を招いてしまい、ミネラル不足に陥ってしまうことで、消費

者が望まないお米になってしまい、もう元に戻せないような事態になってしまうことを心

より危惧しております。なにとぞ踏みとどまっていただきたくお願い申し上げます。

２－１２４７ 【北秋田市、４０代】

2025 年から、秋田県の作付 7割を占めるあきたこまちを放射線育種米あきたこまちＲに

全量切り替える予定である。

また、全国的にも米の主要品種 200 以上の放射線育種米を展開する予定であるとのこと。

これは重大懸念事項であり、由々しき事態であると考えます。

カドミウム汚染地域が全体の 3％にも関わらず、

全てのお米、農家を対象に拡大するというのは早計ではないでしょうか。

安全性が疑問である放射線育種米を、なぜ全国的に展開するのでしょうか。

また、農家にはマンガンが不足しないようにするため、負担が課されるとのこと。

農家にとって、自家採種が禁止となること、また、消費者にとっては「表示義務がない」

ことも問題だと考えます。

【放射線育種米は、不自然に遺伝子を破壊した品種です】

［問題 1］

①数年後、放射線育種米を全国的に植える予定であること。

②放射線の一種である重イオンビームを人為的に照射すること。これは、これまでの放

射線(ガンマ線)よりもずっと強力で、恐ろしいものです。鉄砲と大砲くらい威力が違いま

す。

不自然に遺伝子を破壊した品種コシヒカリ環 1 号と、各地の主要銘柄を後代交配させた

米作りの推進する。

秋田県の主要銘柄あきたこまちは、後代交配させたあきたこまち Rになってしまう。

この米はカドミウムを吸収しないが、マンガンをはじめ他のミネラルも吸収しない。

マンガンが不足すると、家畜では子どもができない、できても子どもが流れてしまう。
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人間も同じ。ミネラル不足で流産が否めない。

出生率の低下、少子化対策ができていないにも関わらず、子どものできにくくする方策

をこれ以上進めていくのか。

［問題 2］

重イオンビーム照射で米の遺伝子が欠損されることにより、未知の(異常な)タンパク質

が合成され、食べると自己免疫疾患、アレルギーを引き起こす可能性がある。

［問題 3］

あきたこまち R は有機 JAS 認定される可能性がある。放射線育種米を有機米に認定して

しまって良いのか。

［問題 4］

なぜ、高濃度のカドミウムが田んぼに入ったか。採掘、精錬事業による可能性がある。

なぜ、採掘精錬事業者の後始末を農家がしなければならないのか。放射線育種米を進めて

も、カドミウム汚染の解決にはならない。

［問題 5］

自家採種で固定種を守り抜いてきた籾米が汚染される、そのような農家が困る。

［問題 6］

それを食べることで、お互いが助け合ったり、信頼し合ったり、尊敬し合ったり、慈し

んだりすることがなくなってしまう。殺伐とした人間関係になってしまう、戦争が起きや

すくなる。

自然な種はそのままで完璧、自然に任せておけばいい。人間が人為的に手を加えること

が大きな問題である。

【自然はそのもので完璧である】

よろしくお願い致します。

２－１２４８ 【埼玉県、４０代】

せっかく皆さんが築いてきた「あきたこまち」のブランドを壊すようなことは残念です

安全性について広く公開した場で検証し、その上で安全が担保出来たなら進めてくださ

い

現状はそのやり方に沿っていないと感じます

繰り返します、ブランドを壊さないでください

２－１２４９ 【神奈川県、４０代】

全量転換に絶対反対いたします。

健康被害が碌に検討されていないでしょう。ラウンドアップはなぜ日本でだけ大量に使



77

えますか？

マーガリンはなぜ日本でだけ子供の給食にまで出されますか？

世界一日本で食品添加物が大量消費されているのはなぜですか？

日本でだけがん患者が膨大に増え続けているのはなぜですか？

いい加減にしなさい。これを進めたら良い加減あなた方許されませんよ。

もう限界だ。覚悟していなさい。

２－１２５０ 【神奈川県、５０代】

放射線育種米を食べたいとは思わない。

既存の安全で安心な米を手放し、あきたこまち Rへ全量転換する意図も不明。

市場にはすでにあきたこまち Rが出回っている可能性も考慮し、

長年購入してきた『あきたこまち』を米の選択肢から外した。

農家さんや消費者、食の安全を守ることに力を注いでほしい。

高い放射線量をあてて作られた米に不安があるのは当然であるし、

既存の種との自然交雑も心配される。

あきたこまち Rへの全量転換には反対。

２－１２５１ 【滋賀県、６０代】

あきたこまち Rに全量転換するのはやめてください。

日本の米は昔から気候の変動や台風に備えて、

コシヒカリ、日本晴れ、ささにしきなど

一軒の農家でも時期をずらし、品種を変えて植えています。

カドニウムだけを考えて全てを一つの品種にするのは、

その品種が対応できない気候や病気の時、

米の収穫が極端に減って食料不足になります。

また、すべての田が基準値以上のカドニウム汚染

があるわけではありません。

カドニウムの高い田んぼは改良された品種にを植えて

他は今まで通りでいいと思います。

またカドニウムを吸収しないイネはマンガンも

吸収しないといいます。

問題のない田んぼにそのようなイネを植えたなら、

マンガンも不足します。

よって全量転換する必要はないと思いますし、

全量転換は食料不足につながるので
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反対です。

２－１２５２ 【兵庫県、５０代】

不安が残ります。

安全性の議論は平行線になると思うので、消費者が選択できるよう表示をするようにし

てください。

また、岡山大学で品種改良した低カドミウム米が開発されましたが、その品種改良につ

いても、追及をして下さい。

河田昌東氏 講演録

https://okseed.jp/news/radiation/entry-179.html

岡山大学ニュース

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000836.000072793.html

２－１２５３ 【秋田市、４０代】

あきたこまちだけではなく、日本酒も、米どころ酒どころの秋田ではなくなってしまい

ます。

秋田の美味しいお米作りをやめないでください。

２－１２５４ 【東京都、６０代】

消費者の意見を述べる機会は無いのですか？

消費者を疎かにするなら、二度とあきたこまちは購入しません。

２－１２５５ 【鹿児島県、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換に、断固反対します。

これ以上、食料自給率を下げる政策は辞めて下さい！！

２－１２５６ 【京都府、５０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さな

いための

国や県のロードマップを県議会でも質してください。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000836.000072793.html
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２－１２５７ 【岩手県、２０代】

あきたこまち Rへの全量転換は反対です。

今まで通り美味しいあきたこまちを食べさせてください。

放射線で強制的に遺伝子操作・ゲノム編集されたお米は食べたくありません。

２－１２５８ 【神奈川県、５０代】

「あきたこまち」から「あきたこまち R」への全面切替に反対します。

その理由としては「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県

で生産される日本を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。「あきたこまち R」は食べたくありません。

「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があり、

秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

どうか宜しくお願いいたします。

２－１２５９ 【東京都、５０代】

やめていただきたい！人体への悪影響が危惧されます。

守り育てた、秋田こまち、のブランドを汚さないでください。

２－１２６０ 【東京都、３０代】

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。従来の「あきたこまち」を食べた

いです。Rは食べたくありません。自分の子供たちへも、日本の美味しくて安全な米を未来

永劫食べさせたいです。

２－１２６１ 【神奈川県、４０代】

消費者及び生産者への十分な説明がなされないまま全量切り替えに移行する事に決定し

た事は問題があると感じています。あきたこまちは全国的にも愛されています。安心感を

持って購入していた消費者に不安を抱かせる形で進めるべきではないと思います。消費者、

生産者にもきちんとした情報を提供を行った上で消費者、生産者も交えた十分な議論を行

なって欲しいと切に希望します。

２－１２６２ 【東京都、５０代】
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秋田県の「あきたこまち」大好きな

東京の人間です

あきたこまちＲへの全量転換に″絶対反対″です

そんなことは日本の農業を破滅に導きますよ

農法も種も善良な農家さんにおまかせして

安心で安全な美味しい秋田こまちを

これまで通りに食したいです

２－１２６３ 【石川県、３０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の

中、生き延びるか不安であり、

従来の品種を作り続けることが大事だと思うからです。

各都道府県に先駆けて新しい取り組みをする事は素晴らしい事ですが、

長期的な目線を持たずに判断する事は恐ろしいと思います。

２－１２６４ 【東京都、４０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由は

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１２６５ 【東京都、５０代】
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・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。放射線育種後代交配種の Rは食べたくあり

ません。

・秋田県側の説明として、放射線育種後代交配種であるとの説明があったのでしょうか？

無いのであれば前提が異なるため、再度の議論が必要ではないかと存じます。

・「風評被害」が起きるから全量転換と聞いてます。風評被害が起きるからいうのであれ

ば日本全国で一斉にやる必要があり、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早

です。

２－１２６６ 【大阪府、４０代】

カドミウム汚染地域は 3%未満で、なぜ全てのあきたこまちを放射線育種後代交配種の

「あきたこまち R」にする必要があるのでしょうか。

風評被害は、放射線育種後代交配種を使ったお米であり、先ずは汚染地域のカドミウム

を除去し、その問題の根源である、汚染地域の人たちの救済と除去、賠償、そして同じこ

とを二度と繰り返さないという反省をして、未来へどうすれば豊かな自然を守り、安全な

食料を栽培し、国民へ手渡していけるかが、今私たちがするべきことです。

お金、経済ではなく命優先で物事を本気で決めてください。

これ以上、自然を破壊し、命の根源である種をなくさないでください。

あなたもあなたの子どもたち、家族もその米を食べて生きていくことを忘れないでくだ

さい。

再度の検討をお願いします。

２－１２６７ 【愛知県、５０代】

県議会への意見

あきたこまち Rというゲノム編集米に全量切り替え

して、国民にもそれを知らないうちに

切り替えるとのことですが、その周知もなしに切り替えると言うのは、

何か後ろめたいことでもあるのでしょうか。

ゲノム編集米なんて誰も求めていませんので、従来の

あきたこまちの米を作ってください。

またいつものアメリカの命令ですか？そういうの、

ウンザリなんですけど。

ご対応の程、よろしくお願い申し上げます。
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２－１２６８ 【宮崎県、３０代】

あきたこまちは、九州の私でも最高級のお米と認識しています。そして後世に残してい

くべき日本の財産です。

それを放射線で育成なんて、自然と生き物を侮辱する行為です。

そんなに楽して儲けたいですか？

25 年からは、残念ですがもう秋田のお米は絶対に買いません。

２－１２６９ 【千葉県、５０代】

基本的に自然な物以外は口には入れない。ワクチンでも薬でも食べられる物以外は口に

入れない。DNA を触った米など 2 度と買わないし、茨城産の某米も買ってないし、出すレ

ストランなどには意見と拒否を通告している。米所として恥ずかしくない、模範となるよ

うな選択をお願いいたします。

２－１２７０ 【宮城県、４０代】

放射線育種米の作付けに反対します。秋田県議会のみなさんが「あきたこまち」を守っ

てください。

２－１２７１ 【大阪府、４０代】

あきたこまちの全量転換に断固として反対いたします！！

日本人を育んできた世界に誇れる大切なお米を破壊するような行為は即刻中止させてく

ださい。

カドミウム汚染への対処のために米に放射線を当てて破壊するということですが、そん

なお米は絶対に食べたくありませんし、買いたくありません。

３%のカドミウム汚染地域の風評被害を懸念して全てを放射線育種米にするなんて、そん

なのは全く理由にはなりません。おかし過ぎます。

カドミウム汚染が危険だというなら、食べ物の遺伝子を破壊するのではなく、汚染され

た原因を無くしていく、変えていくことが先決ではないでしょうか。

それに、お米をカドミウム米にしたところで低カドミウム汚染は解決できるものではあ

りません。

むしろ、お米に放射線を浴びせて遺伝子破壊することの方が悪影響です。

「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。
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私は秋田県民ではありませんが、あきたこまちは大好きです。

日本人は自然と共にあるお米に育まれ護られてきました。

お米は日本人の「心」そのものであり、日本全国に美味しいお米を提供し続けている秋

田県のお米は県の誇りではないでしょうか。

その「あきたこまち」を、往来のあきたこまちを、どうか本来の姿のまま守ってくださ

い。

ゲノム編集や遺伝子組み換え、野菜や魚、あらゆるものが勝手に遺伝子操作をされ、消

費者に示すことなく売られています。

あきたこまちも、いずれは「Ｒ」という表示を無くす方向に持っていくそうですね。

望んでもいない遺伝子破壊をされ、しかも致死量を超える放射線量を浴びせるというあ

り得ない方法なのに、こんな大事なことがあまり伝えられておらず、ほとんどの人が知ら

ないでいる。

そして私たち消費者はどんなお米を食べさせられているのかわからず、買う時にそれを

選択する権利も無くなる。

おかし過ぎます。

私の周りでも放射線育種米を食べたいという人は 1人も居ませんでした。

当然のことだと思います。

必死に働いて稼いだお金でそんなお米を買いたい人なんて居ません。

日本人を育んできた大切なお米を破壊しないでください。

どうか自然のまま継承していってください。

お願いします。

往来のあきたこまちを壊さないでください。

２－１２７２ 【鳥取県、６０代】

安全性が確認されていない品種に変更するのは行政の怠慢でしかない。県民だけでなく

国民の生命に関わる事である事をもっと自覚すべき。カドニウム汚染が心配であるなら根

本的な解決法である土壌を取除くのが正しいと考えるのであきたこまち Rへの転換はやめ

てもらいたいと思い、他県民ではありますが意見させてもらいました。

２－１２７３ 【大阪府、４０代】

これ以上日本の食を壊さないでほしい。自然が 1番良いに決まってます。また危険な食

材を給食などから導入するのですか？

今回のコロナワクチンの薬害でも気づいた人は多いと思います。自然が 1番なんです。
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日本人殺すつもりなんですね。

やめることができないなら、はっきりと放射能育種米と書いてとはっきり販売してほし

いです。体に悪いと分かれば誰も買いません。日本国民はどれほど危険なものを食べてい

るが気付かれていません。フェアでないです。

よろしくお願いいたします。

２－１２７４ 【奈良県、４０代】

『県議会への意見：あきたこまち Rの件』

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば

日本全国で一斉にやる必要があり、秋田県だけが先行するとは時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、

期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。

カドミウムを未来に残さないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

・放射線米による生態系や種、人体への影響について懸念は大きいのに、

転換するメリットも安全面も不透明すぎます。

これをやるほどの意味も、従来種の問題点もまるで見えてきません。

２－１２７５ 【東京都、４０代】

土壌や肥料がカドミウムに汚染されているのであれば、そちらを安全で自然なものに変

えていく努力をするべきだと思います。なぜ稲に放射線という発想になるのでしょうか。

1つの遺伝子は多くの機能を持つことが多く、1 つの遺伝子の機能が損なわれればその影

響は多方面に及ぶ可能性があります。

また、表示の義務づけがないため、流通に乗ってしまえば消費者が放射線育種米を識別

することは不可能と聞きました。そのようなお米は食べたくないです。

秋田県は県民から安全な食物を奪い、不健康にさせようとしているように見えます。
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２－１２７６ 【東京都、３０代】

①今までのあきたこまちを引き続け食べ続けたいから。

②全面切り替えた後に、問題があってもやめる時の責任の所在が明確でないから。

③あきたこまちは秋田県が作り出し、日本中で愛され、３１都道府県で生産する日本を

代表するお米になっているので、そのお米をこれからも大事にしていきたい人の気持ちを

完全に無視しているから

④遺伝子組み換えを行った食物において、生態系、土壌の汚染、人体への影響が計り知

れないため

２－１２７７ 【神奈川県、４０代】

放射線照射に反対致します。

照射したお米を、買いたい、食べたいと思いません。

照射無しでお願いします。

２－１２７８ 【愛知県、５０代】

県民への説明不足ではないでしょうか？

２－１２７９ 【東京都、５０代】

秋田こまちの放射線照射による品種改良は何故必要何でしょうか？

品種改良されたお米の安全性は立証されているのでしょうか？

放射線照射は国民が望んだ事でしょうか？

これは秋田県の方々だけの問題ではありません。秋田こまちは日本を代表する国民にと

っては最も身近な大切なお米です。日々食卓に登ることが多い、最も親しまれたお米です。

ササ錦も美味しくて有名ですが、秋田こまちはササ錦よりも糖質が低く体に良いとの事か

ら、私も毎日いただいております。

国民の納得がいく説明もなく、安全性も確認されないまま始めてもいいのでしょうか？

国民の声を無視して強行に進める事は許されないと思います。

秋田県議会の皆様！国民の安全な食を守ってください！

秋田県議会の皆様は、秋田県民の代表ですよね？

どうぞ県民、国民の声を良く聞いてください！

日本全国では学校給食にも有機栽培の食物を使う市町村が増えてきております。

日本の将来を担う、大切な子ども達の健康の為にも、安全なお米を守ってください！
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２－１２８０ 【羽後町、４０代】

今まで通りの、あきたこまちを子供達に食べさせていきたい。

２－１２８１ 【愛知県、５０代】

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

従来通りの米が食べたい

自然の恵みに勝るものは皆無です

工程はシンプルであるべきです

２－１２８２ 【京都府、６０代】

いきなりの報道で知り、驚きと不安を覚えています。

日本の主食『米」は、全国民にとってとても大事なものです。

安全性について消費者の理解を得ていないということ、

栽培について、安定性があるのか検証が不十分であること、

全量転換という植物界にとって重要な『多様性』を損なうこと、

販売段階で、「あきたこまち R」とは分からない表示となること、

など様々な問題点がある中、拙速な決定を行わないでください。

政治的に判断すべき問題ではありません。

農業者、消費者などとともに、予防原則のもと、十分な検討が行われて

始めて県議会での議論が始まるのではないでしょうか。

長い長い歴史の中で培われてきた米作りを、根底からひっくり返し、

一旦、全量転換すれば、元に戻すことは容易ではない、この選択を

今の状況で行わないようにお願いします。

２－１２８３ 【北海道、５０代】

あきたこまち Rを広めていくことに反対です。

秋田県だけのことに留まらないと思います。

種の自家採取ができないなど、おかしいです。

種は次の世代を繋ぐためにあるものです。

そこを規制しててお金を払わないと食べ物が

作られないようにしていくことは、自分の命を

大切にしないのと同じことです。
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無くして良い遺伝子など、あるのでしょうか。

必要あって長い時間かけて育んできた遺伝子を

短絡的にいじって変えてしまうことに

もっと慎重になってほしいです。

人間の科学では、自然界のバランスをつくりあげる

ことはできないと思います。

一つのピースを変えてしまうことで

何十億年もかけてバランスを取ってきた

自然界を壊しても人間には修復はできません。

愚かなことです。

先月、生まれて初めて秋田県に行きました。

田んぼがどこまでも続く景色に圧倒されました。

人も温かくとても、素晴らしいところです。

大雨の災害にも耐え、おおらかに立ち直っていく。

素晴らしい秋田県に、このような先例となって

欲しくありません。

あきたらこまち Rを広めないでください。

２－１２８４ 【群馬県、５０代】

ずっとあきたこまちを購入していました。

Rに全量転換するとのことで、もう購入することは無いと思います。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません。

２－１２８５ 【神奈川県、５０代】

秋田県産のお米を定期購入している者です。

あきたこまちＲに全量転換するというのは危険で愚かな行為と言わざるを得ません。

今進められている農業政策は海外資本により日本農業を潰そうとしているのだと思いま

す。

どのように作られたか広まれば買う人は激減すると思います。

どうか、お米をはじめ、素晴らしい秋田の農作物を守ってください。

これからも伝統を受け継いだ安全なお米を作ってください。

もし圧力に屈して作らざるを得ないとしても、どうか従来の品種に戻せるように残して
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おいてください。

どうか、どうか、お願いします。

２－１２８６ 【大阪府、５０代】

一部のカドミウム問題の為に全量、いずれは日本中のお米に手を加えることに反対です。

何でも自然のままが安全で美味しいのです。

その一部をどうするか考えてください。

日本のお米を大切にしてください！お願いします！

２－１２８７ 【新潟県、５０代】

私は米どころ新潟県在住です。新潟のお米も美味しいですが、

秋田へ訪れた時の秋田米の美味しさに感動しました。

それからこちらでも秋田米を購入しています。

そんな秋田米の不穏なニュースを耳にし、この度ご意見を

言わせて頂こうと思った次第です。今まで通りの秋田米で

製造して下さい。あきたこまち Rって必要ですか？なぜわざわざ

放射線浴びせる必要がありますか？お願いです。これからも

安心安全なあきたこまちを製造して下さい。

私は政府のそういう施策は間違っていると思います。

日本人の安心安全な食を取り上げないで下さい。

どうぞ宜しくお願い致します。

２－１２８８ 【北海道、６０代】

カドミウムが問題であるなら、先ずはカドミウムで汚染された土地を浄化すべきではな

いでしょうか。

人類は遺伝子について知り始めたばかりであり、まだまだわからないことが多い段階に

います。

その遺伝子を放射線照射によって変化させることによって、将来予期せぬことが起きる

可能性があります。

そうなってからでは遅すぎます。

日本人にとってお米は天照大神から賜った一番大切なものです。

それを安易に操作してはいけません。

今まであきたこまちのファンで食べてきましたが、このまま開発を進めるのであれば二

度と食べることはありません。
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悲しいですが、仕方ありません。

どうかもう一度食の原点に立ち帰り、考え直していただきたいです。

どうぞよろしくお願いいたします。

２－１２８９ 【兵庫県、４０代】

お米は日本の宝ですよね。

安心安全ないお米を食べれることは未来の子供達の安全でもあります。日本の良さを奪

わないで下さい。

２－１２９０ 【由利本荘市、４０代】

従来のあきたこまちが食べたいです。放射線を当てたお米は風評被害を受ける可能性が

あります。

秋田県の米農家を守るためにもお願いします。

２－１２９１ 【宮城県、４０代】

放射線照射は危険性が高いため、中止願います。

放射線照射がされたかどうかの表示もされないので、消費者は避ける事もできません。

どうか今の安全な食を守ってください。

２－１２９２ 【茨城県、４０代】

安心安全なお米が食べたい。

しかし秋田県は流通するお米を放射線育種米に全量転換しようとしています。イオン

ビームといった強力な力を加えて一部の遺伝子を働かなくする政策をとって、安全な食の

提供が確約できますか。人に十分説明できるほど調査しましたか？

さらに問題が起きたとき私財を投げ売って償う覚悟を決めていますか？←それほど重

要なことです

秋田は日本が誇る米所です。大潟村のお米やお餅が大好きでしょっちゅう取り寄せて

います。それは美味しいだけでなく、安全だと信じているから。

あなたたちがやろうとしていることは、人々から美味しくて安全な食料を奪うことで

あり、ご自分の子孫に安全性の分からない食品を与えることです。

いまいちど立ち止まって、提出された議案を右から左へ流して、取り返しの付かない
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決定をしないでください。

食は日本の最大の武器であり、防衛手段です。私たちの大切なお米を奪わないで。

２－１２９３ 【福岡県、４０代】

「あきたこまち」からの全面切り替えに反対です。

限られたカドミウム汚染地域のために、放射線育種後代交配種に全部変えてしまうのは

おかしいです。

カドミウム汚染地域の対策をしっかりやることが大切だと思う。

確かにかなり前から「原子力の平和利用」という名目のもとで、放射線をあてて突然変

異させた品種は作られて、市場に出回ってきた。しかし、その品種ばかり 100％になった事

例はなく、毎日そればかり食べてきた人もいない。もし、放射線育種米だけしかなくなっ

て、それを毎日食べ続けるということを、10 年後、20 年後、続けたらどんな影響が起きる

か、誰も予想できない。

この気候変動が激化する今後の気候に耐えられるという保障はない。ごま葉枯病以外の

病気も出てくる可能性がある。その品種を 100％にするというのは食料保障の観点からも

ありえない。

２－１２９４ 【福井県、５０代】

放射線照射！絶対反対です。日本人の最も大事な食に不自然な手を加えないでください。

長期の安全も保証されていないものを誰が食べます？そもそも何故このような話になるの

か？怒りさえ感じます。日本を壊さないで下さい。先人たちが伝えてきたそのままで食を

守っていきましょうよ！

ネオニコチノイド系などの農薬使用もやめていただきたい。

今こそ自然な形で農作物を作ることが求められているのではないでしょうか？どうぞよ

ろしくお願い致します。

２－１２９５ 【愛知県、６０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。
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・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

・放射線照射されたお米が人体にどれだけの影響を及ぼすか、全く未知の中で転換する

のは危険です。

人体にどれだけの影響を与えるかもわからないのに遺伝子組み換え、ゲノム編集、放射

線照射された農作物、ましてや日本の主食ででありソウルフードのお米に人間の 100％致

死量７グレイ以上を照射した新種を作り出すことに反対します。

日本のお米、農業を守ってください。私たちは健康な市民生活を送る権利を認められて

います。食生活はその根幹となるものです。食を破壊するのは止めてください。

２－１２９６ 【神奈川県、４０代】

「あきたこまち R」への全量転換に反対します。

普通のあきたこまちが好きです。

「あきたこまち R」は食べたくありません。

全生産者が希望しているのでしょうか？

２－１２９７ 【宮城県、４０代】

放射線育種は、遺伝子操作の一つであり、目的としていなかった作用もあり（あきたこ

まち R の場合、カドミウムだけでなく、マンガンを吸収しにくい、病気に弱い）、「あきた

こまち」をすべて「あきたこまち R」に転換する必要はないと思います。お米は、主食とし

て多く食べるものなので健康影響も不安です。また、自家採種できないことも農業の持続

可能性に影響があると思います。秋田での全面転換が前例となることで、全国的にも、土

壌汚染を解決するよりも放射線育種米を使おう、となることを心配しています。十分な情

報開示のうえで慎重に検討されることをお願いいたします。

２－１２９８ 【秋田市、３０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。



92

２－１２９９ 【長野県、６０代】

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論してからです。

２－１３００ 【愛知県、６０代】

反対します。

・消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１３０１ 【東京都、６０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・放射線で遺伝子に手を加えたお米が絶対に安全という保証はありません。消費者とし

て食べたくないです。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 自家採種ができなくなると、本当の食糧危機が来た時に対応できません。自給率を高

め食の安全を守るためにも従来のお米を守ってください。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１３０２ 【京都府、４０代】

「あきたこまち R」への全量転換については反対します。

遺伝子操作されたものが環境や人体へ与える影響が気になるからです。

この操作により、今後の気候変動に対応できるものなのか、

人体その他への影響はどうなのか、本当に未知数です。

特に、これからが楽しみな子どもたちへの影響が本当に気になります。

また、遺伝子特許の関係から自家採取ができなくなるということも、稲作の自由度を低

くして、発展がなくなってしまいます。

安心、安全を第一に考えて、慎重になっていただきたいです。

ご検討のほど、よろしくお願いいたします。
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２－１３０３ 【大阪府、５０代】

あきたこまちは、とても美味しくいただいてきました。

今回のあきたこまち Rへの全量転換は、安全性に不安があり信用もなくなると思います。

ぜひやめていただきたいです。よろしくお願いいたします。

２－１３０４ 【能代市、６０代】

『県議会への意見』

放射線育種米あきたこまち Rについて

日本では食品に放射線をあてるのは北海道の馬鈴薯の

芽止め用のみですが、それも最近、廃止されたようです

。欧米でも放射線による育種は禁止のようです。

そんなものをほんの一部の汚染地区だけでなく、

全県で採用するのは頭がおかしいとしか思えません！

汚染地区(たったの 3%)での米作を諦めて貰うのが筋でしょう

しかも、F1 種にするとはもってのほかです。日本の米、しかも秋田県を代表する品種を

亡くすなんて異常でしかない。種苗メーカーに支配されます。

２－１３０５ 【秋田市、３０代】

なぜ遺伝子組み換えまでして病気に弱くミネラル不足な品種に変えなくてはいけないの

か。

全量転換の前にきちんと子どもたちへの影響や安全性を示すデータを提示して人体への

影響がない安全なものだと証明し、県民に説明してからスタートして欲しい。よってあき

たこまちＲへの全量転換には反対です。

２－１３０６ 【静岡県、４０代】

放射線育種米への切り替えに明確に反対します。

身体への影響が無いと言うエビデンスは、将来の子孫に渡っての安全性が確立されたも

のでは到底無いでしょう。

安全な食べ物を作って下さい。

明石市の様に、市民、ひいては日本人の為になる選択をして下さい。

目の前にぶら下がるいっときの利に飛びつかない様にして下さい。

安全なお米を手放したら、二度と戻ってくる事は無いでしょう。

２－１３０７ 【和歌山県、６０代】
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これは改悪です。反対です。乳牛を殺傷したり、コオロギを食べさせたり、いったい国

は何を考えているのか。お米は守ってほしいです。がんじがらめにして、日本人をどうし

たいのですか。国民の命と財産を守るのが、政治家の役目ではないのでしょうか。

２－１３０８ 【東京都、３０代】

あきたこまち R に関してですが、あきたこまち Rはカドミウム汚染対策にはならないと

の結果がでているとの事の様で、それを普及させる事は、印鑰智也氏の調査結果を読む限

りはリスクだらけの様な気がします。おそらく、効果の無い低カドミウム米を普及させる

よりも、玄米食によるカドミウムのデトックス効果（カドミウムだけで無く水銀等の対策

にも成るようです）に期待したり、有機栽培を普及させていった方がカドミウム汚染米対

策にはなるのではないかとは想うので、是非、今一度、この事をふまえて検討してもらい

たいもの、とは想います。

２－１３０９ 【宮城県、６０代】

稲の遺伝子の一部を放射線で破壊し、目的の性質を持たせたお米に表示義務なし

「放射線育種米」というものは「稲に放射線を放射して、突然変異を引き起こさせて作

ったお米」

「人間にとっての致死量の境界値が 1.5 グレイで、7グレイで 100％が死ぬと言われます

が、それをはるかに上回る放射線（40～300 グレイ）を照射して、稲の遺伝子に損傷を与

え、育てた中から従来にはない性格を持つ品種が生まれるというもの」とあります。

現在、稲を育てる土壌や肥料のカドミウム汚染が深刻化していることを理由として、

稲の遺伝子の一部を破壊してカドミウムを吸収させにくくする目的だそうですが、こうし

て出来た「コシヒカリ環 1号」「あきたこまち R」が、元々のコシヒカリやあきたこまちか

ら全量切り替えになっていくとのこと。

土壌や肥料がカドミウムに汚染されているのであれば、そちらを安全で自然なものに変

えていく努力をする方がまともだと思うのですが、なぜ稲に放射線という発想になるので

しょうか？

表示の義務づけがないため、流通に乗ってしまえば消費者が放射線育種米を識別する

ことは不可能です。

効率化を優先しようとして安全でないお米を食べることにより、不健康になって行く気

がしてなりません。

再度精査をお願いいたします。



95

２－１３１０ 【兵庫県、５０代】

この先の影響が分からないあきたこまち Rより、

従来のあきたこまちが食べたいです。

未来ある子どもたちの為にもよろしくお願いします。

２－１３１１ 【秋田市、３０代】

断固反対です。

私の実家は農家です。

親はこのことを知りません。

まず、県内全農家に郵送して当事者達に意志を確認すべきと思います。

高齢でスマホなんて難しいので。

こんなお米(放射能による組み換え)が出て、誰が買うのでしょうか。

子どもたちには食べさせられない上に、

せっかく米どころ秋田と謳っているのに

台無しになり消費も下がりますよ。

冷静な判断をお願いします。

２－１３１２ 【神奈川県、６０代】

『県議会への意見』

安全性が明確に保証されない米を全国展開する

足掛かりになる動きに断固反対します。

食の安全、食料安全保障を揺るがし子供達の未来に

不安しか見えません。目先の利益で動いているように

感じます。今後も農薬肥料が高騰している状況は

止まらないでしょう。農家は自家採取出来ないので毎年稲を買う。

負担増で離農される可能性が増える。

日本の農業破壊になりますね。

だからこそ自然の摂理に反する農業技術は

不要です。再考をお願い致します。

２－１３１３ 【京都府、４０代】

いつもおいしいあきたこまちを購入しています。

３１１の時の秋田県の保守姿勢は、検出下限値を独自に設定しており、とても安全重視

で尊敬できました。
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しかし、今回のあきたこまちＲへの全量転換へは疑問です。

人間の致死量以上の放射線を照射したお米を食べて、健康維持できるとは思えません。

と、同時自家採種した苗も使えなくなるとのこと。秋田県が先陣を切ってしまったら他

県もその流れを追ってしまいます。

どうか県議会で採択されないよう、お願いいたします。

２－１３１４ 【東京都、５０代】

Rの転換に反対します。

従来のあきたこまちか食べたいです。

２－１３１５ 【静岡県、５０代】

安全なお米を提供してください。

放射性なものなど安全ではないと思います。

未来の子供たちに負の遺産を残さないようにお願いします

２－１３１６ 【千葉県、４０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません。

難しいかもしれませんが、極力、

遺伝子組み換えや品種改良していない、

食物を食べたいです。

子どもたちにも食べさせたいです。

２－１３１７ 【大阪府、３０代】

放射線育種を子供に食べさせたくありません。どうか、子供の食の安全のためにも辞め

てください。

２－１３１８ 【滋賀県、４０代】

県議会へのご意見

放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」の導入に反対します。

私も農家で、あきたこまちを栽培してますが、現状でカドミウムの被害米は、頻繁に出



97

ている訳ではなく、ごく一部に出ているに過ぎないと思います。また、農家の立場として、

カドミウムを吸収しない利点が「あきたこまち R」にはあるのかもしれませんが、栽培する

側として、特定成分を吸収しない放射線育種米が、本当に安全かどうか不安がぬぐえませ

ん。あきたこまちの一大産地である秋田県で、全量転換されてしまうと、全国でも波及す

るのは必至なので、長期の安全性が確保されるまで、全量転換は再考して頂ければと考え

ます。どうかよろしくお願いします。

２－１３１９ 【岩手県、５０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１３２０ 【東京都、４０代】

秋田はカドミウムが深刻な問題となっている地域ではないのに、どうして転換する必要

があるのですか？

こんな安全かどうかもわからない状態なのに、全面的に転換するっておかしくないです

か？

どうか政府の言いなりにならないでください！！

秋田伝統の美味しいお米あきたこまちを死守してください！！！

自分達は生い先短いからいいって問題じゃないですよ！子供達が大きくなった未来の事

を考えてください！ワクチン洗脳でどんどん人口減っているのに、食べ物まで安全じゃな

くなったら日本人は全滅します！

２－１３２１ 【群馬県、６０代】
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・ 現行の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません。

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなったお米を

子どもたちへ食べさせることは不安です。

もし、Rに切り替わったら秋田県のお米を選択しません。

長期的にどのような影響があるか未知のものです。

昔からある自然のものを子どもたちへは食べさせたい、

議論する場を設けるべきです。

２－１３２２ 【東京都、５０代】

【テーマ２】「あきたこまちＲ」への全量転換

令和７年度に「あきたこまち」から全面切替となり、一般作付が開始されるが、この

ことをどう考えるか。

日本の食料危機へつながるので大反対です。

あきたこまち Rになったら絶対に買いません。

２－１３２３ 【秋田市、３０代】

あきたこまちから全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

あきたこまち Rにするならあきたこまちの購入をやめますし、県外の友達や家族への

贈答はしません。

・子どもには絶対に食べさせたくないです。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会できちんと議論してください。
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２－１３２４ 【兵庫県、３０代】

放射線育種米に反対します。

２－１３２５ 【広島県、３０代】

広島市から失礼します。日本を代表するといっても過言では無いあきたこまちを変えて

いくのは反対です。

カドミウムが減らないとありましたが、それは食べるとどうなるのか、安心、安全性を

考えて、これらを試してみるのではなく

実行しないで欲しいです。体内で残った場合どうなるんでしょうか。子供たちの未来は？

安心安全なものを与えたいと母ながらに思ってしまいます。あきたこまちがやってしまう

と他の農家さんもやらざるを得なくなりもう、食べられるお米が無くなってしまいます。

本当に悲しいことです。お願いです。やらないで下さい

２－１３２６ 【大館市、５０代】

3%のカドミウムの対策で放射線米にする事は大反対です。

安心して米を食する事、米を作る事に不安しかありません

２－１３２７ 【兵庫県、６０代】

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１３２８ 【長野県、５０代】

放射線育種後代交配種は絶対に安全と言えるのでしょうか？？

もちろん食べて半年や 1年で影響が出るとは思いません。

しかしそれを 10 年や 20 年食べた時に絶対に安全と言えるのでしょうか？

私は絶対に反対です。

２－１３２９ 【宮城県、６０代】

大事なブランド米に放射線を当てて品種改良するなどもってのほか。流通時消費者が区

別できない流通の仕方もダメ

消費者が選別できるようにしないとあきたこまちは絶対に買わない
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２－１３３０ 【宮城県、４０代】

秋田県議の皆さん、あきたこまちを守って下さい。美味しい従来のあきたこまちをなく

さないで下さい。あきたこまち Rになったら買いません。

２－１３３１ 【福岡県、４０代】

秋田は大切な米どころです。このようなことをして、本当に日本の未来のためになるの

か科学的根拠を国民に提示していただきたい。

まずは、このような実験的なことをするより前に、やるべきことがあると思わないので

しょうか。カドミウムが気になるなら、工場から排出しないよう規制すべきでしょう。そ

れでも実行するならまずは、国会議員、県議会議員、職員のあなたたちが自らの子や孫に

毎日与えられるか考えてみてください。そして、なぜ、県内全体に強制するのでしょうか。

選択の自由までなくす意味がわかりません。

秋田は 2022 年、出生率も死亡率も一位だったようですね。このような考え方では引き続

きそうなるような気がしてなりません。このような意見を無視するようであれば、消費者

側も「あきたこまち R」を選ばない選択をするよう働きかけるのみです。

２－１３３２ 【鹿児島県、５０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません。

２－１３３３ 【福島県、５０代】

あきたこまちは素晴らしいお米です。

（私も米どころの福島に住んでいますが、時々贅沢してあきたこまちを購入しています。）

それをやめて、遺伝子操作をした『あきたこまち R』に切り替えるのは、長い目で見た場

合、危険性が高いのではないでしょうか。

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事ではないかと思います。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。
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また、 カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。

より慎重な議論をお願いいたします。

拙い意見ですが、『あきたこまち』ファンとして意見を申し上げます。

２－１３３４ 【福島県、５０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

２－１３３５ 【神奈川県、３０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては、消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で、安全性や持続可能

性について充分な議論がなされないままに全量転換を決めてしまったことは大問題であり、

期間を延期の上、説明と議論の場を設けるべきです。

日本の食卓の中心であり最も重要と言えるお米のことなのに、半ば強引に決定されたの

は倫理的とは言えず遺憾です。

以上の理由からあきたこまち Rやコシヒカリ環 1号は食べたくないので購入しません。

２－１３３６ 【静岡県、５０代】

数年来、無農薬のあきたこまちを食べています。

今まで同様、従来のあきたこまちを食べたいです。

あきたこまち Rは食べません。

日本人の主食である大切なお米の事なのに、放射線育種米について、国民は全く知りま

せん。

安全性などを、きちんと説明して下さい。

訳のわからないお米を食べたくありません。特に子供には食べさせたくありません。

どうぞよろしくお願いします。

２－１３３７ 【長野県、４０代】

自然のあり方から離れた行動は、その一部である人間へ不自然な形でかえってきます。

あきたこまち Rへの全量転換はやめてください。お願いします。

２－１３３８ 【山口県、２０代】
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いつもあきたこまちにはお世話になっております。

この度はあきたこまち R にすべて転換されると聞き、不安になり、こちらのリンクに訪

れた次第であります。

不安な点が 3つあります。

一つめは本当に安全ですかということです。遺伝子組み換え食品の発ガン性が確認され

ているなか、こちらのあきたこまちは完全に大丈夫と言えるのでしょうか。マウスでの実

験などされていますでしょうか。日本人の主食は米です。すべての人が食べることを想定

していますか?赤ちゃんから体の弱ったお年寄りまで食べて安全でしょうか。

2 つめは土壌の汚染です。カドミウムのある地域にはこちらは有効と感じますが、でき

れば食べたくありません。

すべてこちらに置き換えると、それまでなにも問題のなかった土壌に問題が起きてしま

うと考えます。それまで問題のなかった地域に新たにマンガンが大量に残ってしまい、一

方で子どもはマンガン不足に陥り、子どもの成長が阻害されるのではないでしょうか。

3 つめは選択できないことへの不安です。全量転換を秋田県がなされると他の都道府県

でも同じように実施されることと思います。現在、遺伝子組み換え食品を避けることは容

易ではありませんが、探して選択できる余地はあります。全量となると探しても無いとい

うことになります。また、遺伝子学的に、すべて同じ特徴をもったとき、ある病気が流行

ると一斉に病気にかかるのではないでしょうか。いろんな遺伝子があるから生き残って生

育できているのではないでしょうか。

以上が不安な点です。私は今年初めての子どもを出産し、子どもというかけ替えの無い

宝物と出会いました。皆さんもご経験があるはずです。子どものために主人と長生きしよ

うと固く決意し、健康的な食生活を模索中です。あきたこまち R を子どもに食べさせても

本当に大丈夫と言い切れますか?信頼できるエビデンスに基づき説明がないとこの不安は

拭いきれません。この度は私の大好きなあきたこまちが転換されると聞き、どうにか不安

を伝えたいと思い、キーボードを叩いた次第です。

拙い文章ですが、読んでくださりありがとうございます。どうかお米の代表、日本人の

代表として議論して頂きたいです。

その決定に日本人の未来がかかっています。どうか賢明なご決定よろしくお願いいたし

ます。

２－１３３９ 【兵庫県、２０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては、遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機

の中、生き延びるか不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。
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また、消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは

大問題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１３４０ 【埼玉県、４０代】

この全量転換を説明する時に放射線育種米であることは説明しておらず、県議会で改め

て議論することがとても重要と思う。

数年後、農家も消費者も大損で、誰が得をするのか？となる可能性がある。

じゃがいもの放射線照射の種芋は市場で不評が続き、ひっそりと北海道の施設が取り壊

されました。

もし補助金目当てであれば、長期目線で秋田の農業そのものが終わってしまう可能性も

存在していることを議論してほしい。

そして、この補助金で甘い汁を奪い、トンズラする詐欺師の笑顔を見破れることを願い

ます。

善良な人が未来で大損をする、遺伝子組み換え、遺伝子改良、遺伝子破壊の導入に断固

反対です。

２－１３４１ 【広島県、５０代】

通信販売で秋田県産あきたこまちを購入させて頂いています。

放射線照射による品種改良米の長期な安全性に不安を感じています。

本当に切り替えが進むなら、今後は購入しません。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは

大問題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１３４２ 【石川県、２０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対です。

理由はいままでの有機無農薬栽培あきたこまちで

健康上の問題はまったくないこと、

一部転換ならまだしも、全量転換の必要性が無いことです。

全量転換の停止をよろしくお願いいたします。

２－１３４３ 【大阪府、４０代】

人体への健康は、食と直結しています。

自然の中でそのまま育てた米だからこそ価値があるのに、
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遺伝子組み換えなんてしたら何の魅力もなくなります。

誰も買いません！

お米こそ魅力である秋田で、こんなことをしたら

終わりです。

絶対に遺伝子組み換えの米にすることに反対です！

２－１３４４ 【三重県、５０代】

「秋田県産あきたこまち」を永く愛食してますが「あきたこまち R」になれば購入するこ

とを止めます。

理由は「あきたこまち R」がどのような種苗か調べればわかります。

２－１３４５ 【北海道、４０代】

県外に住んでいますが、スーパーで秋田小町を買うこともあります。意見させてくださ

い。

放射線育種のお米に全面切替は反対です。

①やはり、今までと違うものを食べるのは不安です。

放射線育種のものに切り替わったら秋田小町を買うことはないと思います。

毎日食べるものですし、子供たちはこれから長いことそれを食べていきます。引き継が

れてきたものと違って、これが安全かどうかの結果が出るのはずいぶん先のこと。

やはり怖いので食べたくないです。

②オーガニック国ヨーロッパでは受け入れられないと思います。

グルテンフリーも手伝ってお米が脚光を浴びています。

海外経験のあるわたしが思ったのは、特に日本のジャポニカ米は塩でおむすびにするだ

けで美味しくて価値のあるもの。

美味しくて安心できる、そんなものでなければ、世界に誇るのは難しいと思います。

美味しいお米を胸を張って紹介したいです。

何よりも先祖が食べてきたお米を安心して食べたいので、放射線を浴びたものは食べた

くないです。

我が子に安心して食べさせられるものを作ってください。

２－１３４６ 【岡山県、２０代】

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。
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２－１３４７ 【北海道、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換を全面的に反対します。

なにが起こるかわからないものを全量転換など、とても秋田県の稲作農家の総意とは思

えません。作ってからではなく、先に消費者にどうゆうメリット、デメリットあるかを全

国に説明が必要だと思います。

２－１３４８ 【神奈川県、３０代】

転換は反対します。単純に、放射線育種になるようなお米食べたくないです。

有機栽培されたお米が食べたいです。食物は天から与えられた物で

人間がとやかくいじくるものではないと思います。

太陽が東から西に沈むのと同じように食物も自然の営みがあるのでは？

化学・科学と便利を追求して行った先に健康被害や地球環境に

悪影響になることは目に見えているのでは？

２－１３４９ 【長野県、５０代】

カドミウムの為に放射能米を食べるとは、おかしな事だと感じてます。

今まで、人の手により、森羅万象のいのちがどれだけなくなってしまったのか。

絶滅しているいのちは、人間の不自然な生き方から生まれたと思っている。

いよいよ人間も自らのいのちを絶滅に追い込むのかとも思えてきます。

わたしは買わない。放射能米。

やめてください。

２－１３５０ 【湯沢市、５０代】

安全性を熟慮されます事を希望します。

２－１３５１ 【愛知県、５０代】

何をやろうとしているのか今一度考えなさい。放射能米なんて必要無い。害でしか無い。

食べた人に何かあったら責任取れますか？良心は無いのですか？今一度冷静に考えこの様

な政策はやめなさい。

放射能米、秋田こまち R の生産を反対します。人の命に関わる事ですよ。今一度いろい

ろ調査して冷静な判断をして下さい。

２－１３５２ 【三重県、５０代】

お米大好きです。
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放射線育成米はやめてください。

昔から日本にあるやり方で、自然なものを食したいです。

２－１３５３ 【長野県、４０代】

県議会への意見

日本が誇る米文化、あきたこまちを、子供達へ、そのまた子供達へ、必ず残し食べさせ

て下さい。あきたこまち Rは絶対にやめて下さい。お願いします。

２－１３５４ 【大阪府、３０代】

あきたこまちを Rへ全量転換することを反対します。

これからも、これから育つ子供たちにも

従来のあきたこまちを食べさせたいです。

２－１３５５ 【愛知県、５０代】

主婦です。家族の健康維持のため食への安全は非常に大切な事だと考えています。

一部汚染地域のためだけに放射線米に全て置き換える政策は問題があると思います。

従来の秋田小町を何故大切にしないのか、化学肥料、農薬が従来より必要な稲を推進さ

せるのか、本当に疑問です。

私は安心して食べれるお米を望みます。

２－１３５６ 【神奈川県、３０代】

あきたこまち Rへの転換に強く反対します。

昆虫食、ゲノム編集した魚や肉など、最近では日本の食文化を壊し、日本人の健康を害

する食に変容させられています。

昆虫食として最近有名なコオロギはゴキブリと同じ兄弟の様な存在です。有名会社がこ

ぞってコオロギを食用にしているのは、国から助成金が出るからです。これほど危険な食

べ物はありません。

ゲノム編集された牛は歩くこともできぬほど太らされ、魚は不自然に早く太く成長しま

す。

人間の体は自然で出来ています。私達も自然界の一部です。こんな不自然なものを食べ

ていたら、今より病気になる人が増えるるでしょう。

そして極めつけは日本人の心であるお米。それをあなた達は放射線育種米に変えようと

しています。

お米は日本の宝です。これを変えたら日本人はおしまいです。
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日本の種は R1 に変えられ、さらに種子法、種苗法が変えられたことで、今後種は外資系

企業が管理していくことになるでしょう。日本は外国なしには食べられなくなってしまい

ます。

食の危機なのです。

お米の種に放射線をかけて変異をさせたものは自然界において「不自然」です。壊され

て良い遺伝子などありません。

実際に放射線をあてて変異させられたお米の種には、必要な遺伝子が壊されています。

それは稲の成長にも子どもの成育にも重要なマンガンを吸収する上で役立っている遺伝子

だそうです。マンガンを吸収しにくいお米になることで、ごま葉枯病などの病気にかかり

やすく、ミネラル不足のお米になることも懸念されます。

自家採種が禁止されすべてのお米が同じでなければならなくなるのもおかしいです。

どうか日本の食を守って下さい。

あきたこまち R（放射線育種米）への全量転換に強く反対します。

２－１３５７ 【神奈川県、３０代】

全面的に反対します。

日本本来の品種を破壊する行為であり、文化をも破壊することになり得ます。

日本が日本を守るため、必要なことが成されているかの現場や消費者の声も聞かず、

今後起こりうる問題にも対処することができない、

完全に一方的に行われる政策には不信感しかありません。

私たちは今までの「あきたこまち」が食べたいのです。

そのため、全量転換には断固反対です。

２－１３５８ 【神奈川県、６０代】

「あきたこまち R」は「コシヒカリ環１号」だと伺いました。

放射線育種米の安全性は検証されていないものと承知しております。

このような検証不足のお米を、ブランドとなった「あきたこまち」の名を付けて販売す

ることは、非常に残念なことだと思います。

もし、健康被害等が報告されたら（含む風評被害）、折角作り上げたブランドが瓦解しな

いとも限りません。

長期の安全性を検証し、保証を付けた上で別ブランドで販売されるのが良いのでは無い

でしょうか。

将来に禍根を残さないことを願っています。
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２－１３５９ 【千葉県、６０代】

あきたこまち R は、聞くところによると、マグネシウム欠乏米(微量要素欠乏米)との事

です。

正常な米で無い物を、全県下で栽培するとは、いささか性急と感じ、再考をいただきた

く存じます。

ちなみに、秋田県のあきたこまちは少量ですが、家族で使用させていただいています。

２－１３６０ 【東京都、７０代】

「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

２－１３６１ 【栃木県、５０代】

遺伝子をいじるのは人間の傲慢さゆえだと思います。米袋の全面に放射線をあてた種子

から出来たお米であることを表示してください。そうすれば騙されて買う危険が減ります。

これ以上人体を汚染したくありません。

２－１３６２ 【長野県、３０代】

県議会への意見

日本を代表するお米である「あきたこまち」。

あきたこまちを守りたい。

2025 年から放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」に全量転換することを決定した

と聞きましたが反対です。

「あきたこまち」だけでなく、

他の秋田県が提供しているすべての品種が

放射線育種後代交配種に代えられようとしており、

このままでは秋田県のお米のほとんどが放射線育種米

になってしまいます。これらには遺伝子特許が取られ

ており、自家採種もすべて禁止されます。

古来より秋田県民、日本人が守ってきた「お米」の文化を破壊しないでください。

２－１３６３ 【東京都、４０代】

消費者を

侮り過ぎてます
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秋田県の農業崩壊を

崩壊させることが

目的でしょうか？

全てが売れなくなりますよ

２－１３６４ 【兵庫県、６０代】

県外ですがあきたこまちはずっと食べて来ましたが遺伝子操作するのでしたら今後一切

食べません。自然のものが一番です。

２－１３６５ 【埼玉県、５０代】

あきたこまち美味しくてずっと購入していましたが、R になったら二度と購入しませ

ん！

農家さんの総意でもなく、また中長期にわたる安全性も確立されていないこのような愚

策に呆れてしまいます。

２－１３６６ 【能代市、４０代】

2 年後、あきたこまちがあきたこまち R に切り替わると知り、素人ながら、勉強しまし

た。率直に、食べ続けることは大丈夫なものなのか、心配と不安を感じました。あきたこ

まち Rに切り替わった場合、40 年以上食べ続けてきたあきたこまちですが、あきたこまち

を食べることは辞めると思います。まして、成長期にある子ども達に食べさせることはし

たくありません。微量ミネラルについて心配だからです。マンガンは米以外からも摂取で

きるとは思いますが、毎日食べる主食からの摂取は大きいと思います。微量だからこそ、

心配があります。食べ慣れたあきたこまちですが、食べたいと思わなくなることが、残念

です。私のように食べることを辞める人が全国や海外も、多くいると思います。あきたこ

まちの風評被害も相当なものになるのではないか、と心配です。

２－１３６７ 【東京都、５０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１３６８ 【岡山県、５０代】

あきたこまちは好きで、よく食べています。

あきたこまち Rが放射線育種米になってしまうということで、自家採取もできなくなり、
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環境変化にも対応ができるかもわからず、農家の方への大きな負担になってしまうことが

考えられますので、反対です。

また、消費者としても、放射線育種米になってしまうのであれば、今後は別のお米を食

べようと思います。

是非とも「あきたこまち」を守ってください。お願いします。

２－１３６９ 【沖縄県、５０代】

食の安全が騒がれている昨今何故やるのですか、しかも、全量転換するの有れば、今後

あきたこまちは不買する事になります。秋田県の米農家を潰す政策は辞めて下さい。

２－１３７０ 【東京都、５０代】

日本人の主食である美味しいお米を産出してくれる秋田県を尊敬しています。しかしあ

きたこまち Rの話を聞いて耳を疑いました。本当にそれでいいんでしょうか？目先のこと

に飛び付いて大切なものを損なう方向に進んでいるようにしか見えません。問題があるな

ら根本解決を目指すべきで、大切なお米をいじくり回すことでは止めていただきたいです。

それは禁忌です。少なくとも私は変な米など食べたくありません。再考をお願いします。

２－１３７１ 【東京都、５０代】

食の安全と健康を考えたら絶対に行ってはいけないことです。

絶対にやめていただきたい。

２－１３７２ 【山梨県、５０代】

私は「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事だと考えます。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ
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ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１３７３ 【東京都、５０代】

安心な食をお願いします。

２－１３７４ 【三重県、３０代】

日本人のために米の安全性の確保をお願いします。

既に安心できる物が少なくなってきている中での全量転換は納得できるわけもなく、せ

めて一定量に留め消費者に選択できるようにするべきです。

また、自家採種禁止となってしまう事の危険性をもっと考える必要があります。

日本を思うなら、今すぐに全量転換を廃止し自分たちの子孫のためになる事を考え行動

に移して下さい。お願いします

２－１３７５ 【東京都、５０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

従来のあきたこまちを食べたいと思っても

それが不可能になるのは、悲しいですし、

あきたこまち Rの予測し難い脆弱性が

明らかになった場合は、どうするのでしょうか？

生物は多様性を持って、厳しい環境を

生き抜いてきました。

単一品種への、しかも新しい技術へ

一気に切り替えることへの

危惧を覚えます。

２－１３７６ 【神奈川県、５０代】

放射線のかかった米を国民に食べさせるのですか？

おそらく不妊が増えて人口が減少の助けになることでしょう

秋田県は日本人を減らして日本を外国人に売りたいのですね

あきたこまちはもう食べることはなくなるでしょう

家族友人知人にも知らせます。

２－１３７７ 【大阪府、５０代】
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お米は日本の宝であり文化の礎です。

大阪府に住んでいますが「あきたこまち」は安価で販売されています。

最近は農薬や遺伝子組み換えの物を出来るだけ摂取したくない気持ちが増えて

少し高めですが特別栽培米を購入しています。

あきたこまち、日本の米どころの本拠地として大切な価値と文化を守って下さい。

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

２－１３７８ 【東京都、５０代】

放射線育種米である「あきたこまち R」への全量転換に反対します。

もし実行されるなら、あきたこまちは今後一切購入しません。

長期的に見て、人体、並びに、自然へどのような影響が及ぶか分かりません。

また、自家採取禁止になるということは、食糧自給の権利が奪われ、

ずっと搾取され続けるということです。これは、秋田県だけの問題ではありません。

どうぞ全量転換の廃止をお願いします。

２－１３７９ 【愛知県、４０代】

絶対反対です。

放射線育種米について調べ、その怖さを知りました。

人の手を不自然に加えたものを食べ続けて、この先みんなの体がどうなっていくのか、

誰にもわかりません。

特に、いろいろなものを吸収しながら育っていく成長期の子どもたちへの影響が心配で

す。

このままでは秋田県産の米は絶対に買うことができません。

考え直してください。

２－１３８０ 【静岡県、５０代】

美味しいあきたこまち、放射線米になるなら食べないし買わない。

これからの時代健康志向に転換され、無農薬、有機農法安心安全な食べ物が流行る

あきたこまちが昔のやり方を守り受け継いで行けたなら世界中から人気のお米になるの

は間違いない。命は１つ。ジャパン魂残して欲しい。農家さんも冷静に考えて欲しいです。

静岡の鰹だしは科学だしは売上が下がり無添加の鰹だしが軒並み売上上昇してるそうです。

健康被害が出てからでは遅い。農家さんを守る為にも県議さん冷静なご判断を。

２－１３８１ 【滋賀県、４０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。Rになってしまった
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ら秋田県産の購入を諦めます。科学の進歩、時代の流れってあるから、、と言う考えもある

かも知れませんが、私は自然に生まれた変化であれば受け入れますが、人の手によって不

自然に改変された食べ物を食べたくありません。しかも毎日食べるお米です。日本人の基

本です。守って頂きたいです。

２－１３８２ 【大阪府、５０代】

放射線を当てたお米など食べたくありません。

カドミウム対策としてなら、そうする前にまず土壌を汚さない、

改良することが先ではないでしょうか。

長期的安全は確立されているのでしょうか。

表示の義務がなければ、消費者が選別出来ないというのも

不誠実だと思います。

日本人の根幹である米の安心安全を死守して頂きますよう、

お願いいたします。

２－１３８３ 【東京都、６０代】

「あきたこまちＲ」への全量転換に反対します。

Ｒ米の長期的な人体への影響が不安なので、Ｒ米に切り替わったら「あきたこまち」は

食べません。

この施策を進めるのであれば、

（１）Ｒ米に切り替えることのメリットを広く周知する。（現状では全く不十分だと思い

ます。）

（２）生産者や消費者に「Ｒ米」と「非Ｒ米」の選択の余地を残す。

形で進めて頂きたいです。

ありがとうございました。

２－１３８４ 【愛知県、５０代】

放射線育種米の身体影響がわからないのに全量転換するというのは無謀ではないだろう

か？

他府県民としても あきたこまち R が只の あきたこまち と表記されていた場合

購入は躊躇します。

一部転換で！表記名もハッキリ分別して頂きたい。

2025年以降全量転換が確定なのであれば… 今後は秋田以外の地域から米の購入をしよ

うと思ってます。
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２－１３８５ 【福岡県、７０代】

放射線育種米には反対です。

ブランド米が日本中のファンから見放されてしまいます。

２－１３８６ 【千葉県、５０代】

人体への影響が、良くわかっていない技術の採用には、賛同できません。

美味しい「あきたこまち」は、好きな品種の一つでしたが、安全か分からないものにな

るならば、今後、秋田産のお米自体、購入を控えたいと思います。

２－１３８７ 【大阪府、３０代】

あきたこまちＲについて。

放射線育種米に反対です。

日本のお米を変えないでください。

２－１３８８ 【京都府、３０代】

放射線を照射して突然変異を起こさせた米とか本当に食べたくない。

従来のあきたこまちが好きだったので残してほしい。

あきたこまち R に全量転換した際には秋田の米もあきたこまちも二度と食べないと申し

上げておきたいと思う。

自分が購入しないのは当然の事、和食を食べる際もあきたこまち及び秋田の米を使って

いるなら行かない等徹底的に忌避し続ける事を消費者として申し上げておきたい。

カドミウムを吸収しづらい米を作るよりカドミウム汚染のない土壌を作る事こそが行政

のなすべきことでしょう。

２－１３８９ 【東京都、５０代】

秋田のお米を今まで生協で買ってまいりましたが全量転換するとは農家さんと消費者の

多様性、選択肢を無視することです！環境に留意して安全なお米を作って下さい。

あきたこまち Rの全量転換に反対します！

２－１３９０ 【静岡県、４０代】

何故 Rに変えるでしょうか？

変えた場合の人体への影響は検証されているのでしょうか？

従来のあきたこまちを食したいです。

全量転換に断固反対致します。
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２－１３９１ 【岡山県、４０代】

遺伝子操作は絶対だめです。

今まで 否 今までよりも もっと安全なものを目指してください。

２－１３９２ 【東京都、４０代】

はじめまして、いつもありがとうございます。

可愛い秋田犬や、美味しい食材で有名な秋田県が大好きです。

さて、従来のあきたこまちが「あきたこまち R」という、放射線を用いた品種改良の結果

生まれた新品種に秋田県内で全量切替予定と知り、大変驚き、悲しんでおります。

「あきたこまち R」は、お米にカドミウムが蓄積されがちな地域の米農家さんへの支援の

ため、米の遺伝子をひとつ欠損させてカドミウムを吸収しづらいようにしたそうで、

それは、そのような新品種を、カドミウムの害が大きい地域で実験的に導入するのは良

いと思います。

しかし、秋田県内のお米を全てその新品種である「あきたこまち R」に切り替えるのはそ

もそも意味不明だと思いませんか？

カドミウムの害が大きい地域の風評被害を避けるため、という理由のようですが、

もし風評を気にするのであれば、まだまだ、その安全性が未知数である「あきたこまち

R」の方が一般人の目で見たらよほど怖いです。

そもそも、現在は、カドミウムについては厳しい基準値があり、それを上回る濃度のお

米は国内流通してないので、私はカドミウムについて産地がどこか等まったく気にしてお

りません。

また、「あきたこまちＲ」の安全性の担保が非常に軽視されている印象なのも気になりま

す。

「ただひとつの塩基を欠損させただけだから、あきたこまち R は大丈夫」と主張する科

学ジャーナリストさんの記事を読みましたが、この方は、自然に感謝し敬う心をまさかお

忘れになられたのでしょうか？

とても悲しくなります。

秋田県議会の皆さまも、ご自身のお子さんやお孫さん達、近隣の子供達が食べるお米が、

人間の手により塩基を欠損させ、その長期的な人体への影響が検証されることもなく、一

律に転換された品種になることを、悲しいとは思われませんか？

もし、このまま、秋田県が「あきたこまち R]への全量転換を強行される場合は、申し訳

ないのですが、「あきたこまち R]は買いませんし、家族・親族や飲食店等にもできるだけ避

けてほしいと伝えるつもりです。

その理由は、以下となります。
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・塩基を人為的に欠損させることへの懸念（まだ、一部地域で実験的に導入する等の段

階と思います）

・現在、国内を基準値上のカドミウムを含むお米が流通してないのに関わらず、そのよ

うな不安を含むお米に説明不足のまま全量切り替えする奇妙さ

（申し訳ないですが、なにか利権があるのかな？とも感じてしまいます）

・少なくとも、「あきたこまちＲ」と従来の「あきたこまち」を農家さんによって選べる

ならまだしも、何故か県内で全て切替を強要する不自然さ

以上です。

厳しい意見を書いてしまいましたが、県議会の皆さまが秋田の食を守る最後の礎と思い、

あえて本音でかかせていただきました。

どうぞ、皆さまのご両親様やご祖父母様のお顔を思い浮かべていただき、正しい決断を

して下さいますよう、切にお願い申し上げます。

２－１３９３ 【神奈川県、３０代】

以下のすべての要件を満たさなければ、放射線育苗米を栽培することや販売することに

反対します。

・放射線育苗米を毎日摂取することによる健康被害がないことを明確に示す*こと

・カドミウム汚染による健康被害が重度であり過半数を超える市民から対策が望まれて

いることを証明する*こと

・カドミウム汚染自体への対策を講じること、まず根本原因に改善の余地はあるか十分

検討する*こと

・消費者側に選択の余地を残すため放射線育苗米の表示を義務付けること

*箇所は前提として利害関係のない第三者機関が実施すること

本当に市民の健康を思うプロジェクトであればこれらを十分検討するのは当然であり、

理解が得られてからプロジェクトを稼働させるのが筋ではないのでしょうか？利害関係の

ない人で誰が放射線育苗米を望んでいますか？人為的な不自然なお米を食べたいと思いま

すか？現段階では放射線育苗米が日本の食を変えてしまい逆に深刻な健康被害がでるので

はという不安しかありません。市民（特に農家自身）が求める対応、納得のいく慎重な対

応をすべきだと思います。

２－１３９４ 【京都府、５０代】

従来の、あきたこまちを守ってください。

安心安全なお米が食べたいです。

安心安全なお米を後世に残してください。
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２－１３９５ 【福島県、５０代】

テーマ 2

従来の「あきたこまち」がいいです。「R」は、絶対要らない

２－１３９６ 【東京都、５０代】

代々受け継がれた日本食のお米を安心していつまでも食べられ

る様に美味しいあきたこまちを改良しないで下さい。

秋田県が改良を実施すれば日本全国に拡大していく

のは、今の日本の政府のやり方を見ていれば確実に

実施されます。子供達の為、日本国民の為に、是非

考え直して下さい。宜しくお願い致します。

２－１３９７ 【東京都、５０代】

これからますます食品、体に取り入れるものには気をつけなければいけないと考える矢

先にこのような方法で作られたものが流通することに恐怖を覚えました。食べなければそ

れで済む問題とは考えられず、このような施策は取りやめた方が良いように思います。表

示もされず、知らずに取り込むことは避けたいです。お願いします。

２－１３９８ 【愛知県、３０代】

あきたこまち Rの放射線育種米について。

ある遺伝子を放射線で壊して作ったものだと伺いました。

この放射線育種の目的は人体に有害なカドミウムを

吸収しにくいお米を作ることだとのことですが。

でも、壊していい遺伝子などなく、この壊された遺伝子は

実際には稲の成長にも子どもの成育にも重要なマンガン

を吸収する上で役立っている遺伝子なんじゃないですか？

（マンガンが不足すると、血糖値を高める、血中脂肪酸を増加させる、骨などの発育不

全、傷の治りが遅い、糖尿病や性機能の低下、動脈硬化、麻痺、けいれん、めまい、難聴、

運動障害などの症状があらわれることがあります。）

ひとつの遺伝子を壊しただけでそのあとの配列が全て

変わるので、例えば人体に吸収しにくい形のタンパク質

に変質してしまうなど、とにかく何が起こるのか

わからないそうですよね？

私はそんな米、不安で食べられません。
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２－１３９９ 【山口県、６０代】

県議会への意見

日本全国に先駆けて、日本の優秀な米のひとつであるあきたこまちの価値を貶め、国民

の健康を害する恐れのある「あきたこまちＲへの全量転換」決定に落胆しています。

秋田県民に選ばれた優秀な県議会議員の皆様がこのような決定をされたことは、日本国

民全員にとって大変悲しいことです。この決定を廃止してくださることを期待します。

秋田の誇りと日本国民の健康を守ってください。

２－１４００ 【静岡県、４０代】

放射線はやめてくれ！！日本の食文化が秋田から壊れる？！

あきたこまちＲは食べたくありません 今まで通りのやり方で良いです よろしくお願

いします

放射線は 危険です

２－１４０１ 【千葉県、４０代】

あきたこまち 毎日食べている大好きなお米です。

健康被害が出るかどうか未知の「あきたこまち R 」転換に断固反対です。

どうか従来の日本の美味しいお米を守ってください。安心安全なお米をお願いします。

２－１４０２ 【神奈川県、４０代】

せっかく美味しいあきたこまち

放射能当てて、遺伝子操作？

これだけでも日本人として身震いします

そのような物を食べ続けて、人がどう変化するかもわからないですよね？

影響力はないと思いますが、今後の方向性を見極めてあきたこまちの購入は遠慮したい

と思います。

２－１４０３ 【宮城県、７０代】

秋田県が，日本を代表する米「あきたこまち」を 2025 年から放射線育種後代交配種の

「あきたこまち R」に全量転換することを決定したとのこと。

この決定について，次の理由により反対します。

1.放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」について，決定前に広く国民，秋田県民に
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テレビ，新聞等マスコミを活用しも広報活動をしていただきたい。

Web 検索では芳しくない意見等が多く，あきたこまちを，何のために，どうするのか，す

るとどうなるのか。行き交う不安を払拭する県の取り組みを期待したい。結論はその後で

よいものと思います。

2.この政策について，土壌や肥料のカドミウム汚染が深刻化していることを理由にして

おりますが，だからと言って放射線を照射して改良すべきではないと考えます。

カドミウム汚染が原因であれば，なぜ深刻になって来たのか原因を追究し，その対策

を行うのが筋ではないでしょうか。対策に対策の上塗りすることは県の施策として考えら

れません。

3.先人が育んできた「あきたこまち」を現在の生産者で更に良いものとし，次代に伝え

て行くのが，日本の農業，文化であり，これは将来とも大切にしていけるように維持して

いただきたい。

種子の保有者は先人であり，現在の生産者であり，将来生産するであろう農業後継者

に残しておくことが日本文化であるものと考えます。

4.土壌や，これに育まれている人間を含む動植物が自然な形で将来に引き継がれていく

環境を維持すべきだと考えます。全面的に「あきたこまち R」になっていけば，これらの環

境への影響が未知であり，未来永劫維持できる保証がないと思います。拙速な判断をする

ものではないと考えます。未来の人々に責任を持てる判断をお願いしたい。

5.食品の品種改良は，自然界の摂理に従うことで，今まで進められてきた歴史がある。

これを人間の都合による技術で自然界に抗う形での改良は良くないと思う。

歴史に学ぶため，自然を相手に土壌，環境に取り組み，事実を発信している方々の意

見も，県はいろんな方法を駆使して積極的に収集してほしい。

自然界に抗う形での，遺伝子組み換え食品，放射線照射による影響は，潜在的な問題

も多く，徐々に表面化しつつある状況です。これを主食とする米で展開するということは，

県の判断できる政策なのか疑問です。

以上

２－１４０４ 【埼玉県、３０代】

放射線育種米は、食べたくありません。

今まで通りの、あきたこまちが食べたいです。

２－１４０５ 【愛知県、５０代】

安全性をもっと確認するべきだと思います。
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２－１４０６ 【千葉県、５０代】

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。

土壌や肥料を改善することが本当の解決になるのではないでしょうか。人間の致死量の

何倍もの放射線をあてた米を食べたいと思いますか？人体への、環境への害はなにもわか

らないはずです。

そんな米を知らないうちに食べたくはないので、それこそ、あきたこまちの不買運動に

発展してしまうのではないかと危惧します。消費者にも生産者にもほとんど情報がない中

で全量転換を決めてしまったのはなぜでしょう。日本人の大切な主食を奪わないでくださ

い。。美味しく安心して食べられるお米を子どもたちのために残してください。お願いしま

す。

２－１４０７ 【東京都、５０代】

あきたこまち R へ全量転換を押し通すようであれば秋田からの米には不買運動を起こし

ます

放射性物質は天然にも存在しますが、人工で使用するものとは全くの別もの

人体は未だ謎だらけにも関わらず安全性の検証など不可能

放射性物質はゆっくり時間をかけて体内を崩壊していきます

福島での放射線被害が認められないのも同様です

２－１４０８ 【東京都、４０代】

秋田県はこの「あきたこまち」を 2025 年から放射線育種後代交配種の「あきたこまち

R」に全量転換することをお聞きしました。

これまであきたこまちを美味しくいただきて感謝しております。しかし、放射能照射米

にすることは、人為的に遺伝子変異を起こさせることで、日々食事として頂くには危険性

高く、今後安心してお米を購入することはできません。

私と同じ考えの人々は多く、利権に魂を奪われて、自然への冒涜行為（あきたこまち R

へ全量転換）は、秋田、日本を破滅へと導く恐れがあります。どうか安全第一で県民のた

めに再検討をお願い申し上げます。

２－１４０９ 【神奈川県、５０代】

「あきたこまち」を 2025 年から放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」に全量転換

することに異議を唱えたく書き込みします。放射線を利用して突然変異を起こさせる手法

は、言葉上では「遺伝子組み換え」には該当しないのでしょうが、人為的に遺伝子を変え
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ていることに違いはありません。カドミウム吸収の問題は米の遺伝子を変える方法ではな

く別の方法で解決すべきはずです。国や他方面からの圧力などがあるのかも知れませんが、

日本を代表する米の一つである「あきたこまち」生産県である秋田県がそのような手法を

受け入れて頂きたくありません。これが強行されれば私ども一家は二度と「あきたこまち

Ｒ」を購入することはありません。お考え直しを切にお願いします。

２－１４１０ 【神奈川県、７０代】

大反対です。

実施されましたら、不買運動します。

２－１４１１ 【大阪府、４０代】

このコメに関しては、ブログでも紹介しています。

「稲に放射線を放射して、突然変異を引き起こさせて作ったお米」

「人間にとっての致死量の閾値が 1.5 グレイで、7 グレイで 100％が死ぬと言われます

が、それをはるかに上回る放射線（40～300 グレイ）を照射して、稲の遺伝子に損傷を与

え、育てた中から従来にはない性格を持つ品種が生まれるというもの」

「現在、稲を育てる土壌や肥料のカドミウム汚染が深刻化していることを理由として、

稲の遺伝子の一部を破壊してカドミウムを吸収させにくくする目的だそうです。こうして

出来た「コシヒカリ環 1号」「あきたこまち R」が、元々のコシヒカリやあきたこまちから

全量切り替えになっていく予定です。」

「表示の義務づけがないため、流通に乗ってしまえば消費者が放射線育種米を識別する

ことは不可能です。」

「使われた農薬は表示が義務付けられますが、遺伝子操作は義務付けられておらず、ど

の品種が放射線育種米か、表示されません。どの品種が放射線育種されているかを知らな

ければそのまま生産者の方も栽培してしまいかねません。そして、流通に乗る時は「コシ

ヒカリ」「あきたこまち」としか表示されませんので、消費者はまったく知る術がない」

これらがヒトが口にできる食べ物だと言えますか！？米どころの秋田県がこのような政

策をすること自体、恥だと思いませんか！？汚染食品を米だとよく言えますね？

即刻中止するべきです。日本のコメ文化を穢すことに反対です。世界中の笑いものです。

２－１４１２ 【千葉県、５０代】

安全とは言い切れないあきたこまち Rへの転換は愚策としか言いようがありません。

放射能米を子どもに食べさせたい親がいるでしょうか？

直ちに中止してください。明丈だけの問題ではありません。
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米を主食とする日本人全体の問題なのです。

２－１４１３ 【愛知県、３０代】

反対

従来通りの自家採取種、固定種を継続してください

２－１４１４ 【神奈川県、５０代】

「あきたこまち」から「あきたこまち R」への全面切替を反対します。

従来の「あきたこまち」を食べ続けていきたいです。放射線を当てる必要が本当に有る

のかなど、消費者や生産者にもほとんど詳しい情報が知らさせない中で全量転換を決めて

しまった事は大問題です。期間を延期の上、公正な場で議論する場を設けるべきです。

全国で「あきたこまち」を購入している消費者にも「あきたこまち R」に変える必要性、

その安全性安定生産出来るのかなど広く情報提供をし皆の意見を聞いてからにして欲しい。

安全な日本のお米を自分も家族も食べ続ける日本でいて欲しいです。

お願い致します。

２－１４１５ 【茨城県、６０代】

あきたこまち Rへの全量転換には反対です。

私はこれまで、あきたこまちを食べてきましたが、

あきたこまち Rに転換された場合は、

今後購入しません。

従来のあきたこまちに対して、あきたこまち Rが

完全に安全だとは思えないからです。

あきたこまちと、あきたこまち Rの区別表示が

あるとしても、混入や交配の危険性があるので

購入しません。

２－１４１６ 【東京都、６０代】

まず全量切り替えではなく、どちらを選択するかは農家に選択肢を残した方がよいと思

います。その理由は、以下の通りです。（１）通常日本人は新しいものに手を出すのは懐疑

的な性質を考えると、秋田県のみ先行するのであれば、秋田県産のあきたこまち R だけ需

要が減少する→秋田県農家にとって不利、実施するならば全国一斉だと思います。（２）リ

スク管理として、あきたこまち R の生育が芳しくないときに、代替となるあきたこまちが

ないという状況はまずいでしょう。これまでのあきたこまちの生産も許容する必要がある

と思います。（３）これまで米は完全競争的生産物でした（従って、農家の生産に対するイ
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ンセンティブは無い）。近年は地域を盛り上げる風潮の一環として全国的に地域米をブラン

ド化する活動があり、農家のインセンティブをストップさせる懸念があります。

２－１４１７ 【千葉県、５０代】

はっきり申し上げます。放射線育種後代交配種など食べたくありません。秋田のお米は

全国に流通します。食べたくなくても外食等で食べてしまうこともあるでしょう。遺伝子

が組み換えられた食品を継続的に食べた際の長期的リスクが分からない中、全量転換する

など狂気の沙汰です。お米の信頼性を守るためにも今一度立ち止まるべきと考えます。

２－１４１８ 【仙北市、２０代】

国際教養大学卒業後も秋田に残っている神奈川県出身者です。

秋田に来てから 1番感動したのは、大学のサークルにて関わりのあった、由利本荘市、

岩城滝俣集落にて収穫祭の時にいただいた、白米のおいしさでした。

カドミウム含有米への長年の対応、心より感謝しております。

徹底した管理の元に安全なお米が手に入っていることを大変ありがたく思います。

しかしながら、今回のあきたこまち Rへの全量変更に関しては

秋田を大好きになった者として、

何より、秋田のあきたこまちを愛するものとして、

秋田県ができる最良の選択かどうか、甚だ疑問です。

まず、全量切り替え決定に関して守るべき最善であろう県民、消費者、への説明が不十

分であること。

優れた技術により放射線をあてて長年の問題でありました、カドミウムの吸収を抑えて

くれる品種が作られたことは理解いたします。

しかし、それによる影響をどこまで考えられていますでしょうか？

明らかに従来のあきたこまちよりも収量が減っているとあきたこまち R試験栽培者より

伺いました。

農家さんへの影響はありませんか？

今まで通りにあきたこまちを作り続けたい、食べ続けたい人のことは配慮されています

か？

あきたこまち R は頑張って従来のあきたこまちと同じになるように幾度と戻し交配され

ています。しかしながら、同じあきたこまちではありません。

自然界の中で一部だけ取って変えることは不可能です。

あきたこまち R が従来と同じ「あきたこまち」として売られることで消費者には選ぶ権

利が無くなってしまいます。
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さらに、あきたこまち Rを栽培したところで、

土中のカドミウム含有量は変化しません。

これでは原因である、カドミウム過多地域はいつまでも変わりません。

100 年かかっても良いと思います。

私たちの孫の世代、孫の孫の世代でも、いつかカドミウムの量が減り、もともとある種

で作物を育てられたらどんなに良いでしょうか。

稲作専門家に知見をお借りしたところ、

日本には米の種類だけでも幾千とあり、うち試験栽培してカドミウムの吸収量だけを減

らせる、など気が遠のく話だと知りました。

岡山大学の研究でインド在来種の Pokkali という、土中のカドミウムを吸収し根に留ま

らせるお米があるという結果が出ています。

また、こちらをコシヒカリへ交配させたものも成功させています。

こちらとあきたこまちを交配させる場合はどれくらいの時間がかかるのでしょうか？

100 年あれば実現可能ですか?

放射線育種は最新技術だとは分かりますが、突然変異を人為的に行うことに疑問を持つ

人もたくさんいます。

私もその 1人であり、県民であり、

説明義務を果たす必要があるのではないでしょうか。

あきたこまち Rへ全て切り替えるという決定を取り消し、

改めて農家、消費者、など関わるすべての人々を交えた上で合意を取りながら

このような大切な事柄の決定を成していただきたく存じます。

また、あきたこまちは日本全国での問題でもあり、

加えて今ではタイなど海外でも栽培されております。

県での風評被害への懸念をされておりましたが、もともと火山地帯が多い日本での栽培

自体が世界的な風評被害を受けることも考えられます。

時間をかけても県民の納得のいくよう、

説明義務を果たしていただきたいです。

秋田県はのんびりした県です。他の県と比べてお金にがっつくこともなく、その分観光

も不得意だったりします。

だからこそ居心地が良いのです。

どうか、流されず、ゆっくりと決めていきましょう。

あきたこまち Rについてたくさん調べて、今もまだ勉強中です。

まずは県民の 1人の声としてあげさせていただきました。

どうかこの声が届きますように。
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２－１４１９ 【東京都、６０代】

私は県外の立場ですが、あきたこまちを常食している者として、放射線育種米の全量転

換について意見させていただきます。

以下は、私が遺伝子医療関連の特許出願をした際に弁理士から言われた言葉です。

「物理学には理論物理学がありますが、生物学には文字通りの意味で理論生物学はあり

ません。生物は理論通り行かないことがあるからです。だから、実証データが重要なので

す。」

この言葉の意味が分かれば、放射線育種米についても相当な長期間にわたり安全性を確

認しなければならないことが理解できます。長期間とは、遺伝子の特性（何世代もの遺伝

を経ないと安全性がわからない）から少なくとも２０年以上です。

自分の研究を進めたい一部研究者や施策を進めたい役人などの影響もあり、遺伝子技術

のリスクが正しく認知されることは少ないですが、実際のところ、遺伝子技術はいまだ発

展途上の危うい技術なのです。

研究室の内部であれば問題ありませんが、この技術を安易に広く社会に使うことは大変

な危険を伴います。

想定外の事態が起こりやすいのが、遺伝子技術なのです（考えていただければわかると

思いますが、遺伝子技術は何世代にもわたる遺伝を経ないと、わからないことがあります）。

したがって、現段階で放射線育種米を見切り開始した場合、１０年後になってはじめて

遺伝子改変による重大な問題が表面化する可能性もあります。

そうなれば、秋田県にとって取り返しがつかないことになります。

以上の通り、現段階であきたこまちを放射線育種米に転換することは反対です（２０年

以上の期間の安全性確認後であれば反対しません）。

この問題は食の問題であり、人の生命・健康に直結する問題です。

どうか、遺伝子技術のリスクを見誤らず、慎重を期するよう、お願いします。
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２－１４２０ 【徳島県、５０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１４２１ 【福岡県、４０代】

あきたこまちへの放射線照射に反対します

カドミウムの吸収を防ぐためとの事ですが、放射線照射された米はカドミウムの吸収を

防ぐと同時にマンガンも吸収しにくい米で病気にも弱く栄養価も低くなります。照射する

量も人間の致死量をはるかに超える値を照射するなど米が可哀そうです。こんなひどい事

をしたらいずれ何らかの形で米に仕返しされるような気がしますので、土壌汚染は土地の

洗浄など他の解決方法も検討して頂いて、どうか米への放射線照射は考え直してほしいで

す。

２－１４２２ 【神奈川県、５０代】

放射線育成後代交配種となるのであれば、あきたこまちは食べません！

自然界に存在するものは致したかないものです。

カドミウム米はこれまでの対策を行ってきていて、土壌改良しながらカドミウムの吸収

を少なくする方法で継続をお願いしします。

２－１４２３ 【埼玉県、５０代】

県外の者ですが、お米が大好きなので自分が危惧している事を伝えたいと思います。
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ただのお米好きの素人の意見なので、解釈に謝りもあるかもしれませんが。

①全量転換とのことですが、いきなり全てのお米をこちらに変えるリスクはないのでし

ょうか？

薬などでも治験という形で時間をかけて結論を出すものもあります。

②新品種を作ることは、狙った突然変異を交配ことで進められるととらえていました。

交配は人の手を介してではありますが、受粉という自然なものと捉えています。時間がか

かることとは思いますが。

今回の稲は遺伝子を、放射線を使って破壊してできたものと知り、少し不安になってい

ます。交配ではなく

破壊という部分が今後どのような影響を及ぼすのか？疑問が残ります。(①につながるこ

となもなります)

また、この稲はマンガンを吸収しにくくなるということも知りました。

なんだか、今までのお米の姿だけれど中身は異なるものになるようにも思えます。

お米を土壌に適応させることも必要かもしれませんが、土壌の改善も平行に進めるべき

かとおもいます。

以上。

２－１４２４ 【埼玉県、５０代】

他県ですが、生協で有機栽培米の年間契約をし届けてもらっています当然あきたこまち

もですが

放射線で遺伝子操作をするなんてとても怖くて食べられません

日本の農薬や技術の基準、方向性は先進国から逆行していますが

そのご認識はありますでしょうか？あきたこまちというお米界の女王的地位はこれまで

のお米農家さんが様々な困難に歯を食いしばり守ってきたからこそじゃないでしょうか

お米は日本の宝で神です そのお米を創り育てる農家さんも宝です

日本の食と文化を守ってください 食べられない時代に足を踏み入れないでください

２－１４２５ 【千葉県、３０代】

千葉在住ですが、この件について、日本全国民に影響が及ぶ事と思いご意見させていた

だきます。一部に汚染が出ているカドミウムに対応するために、重イオンビームを使い、

遺伝子破壊をし、将来的には全量転換するという方向性の議論は、消費者と農家の選択の

自由を奪う事になるので、反対します。
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２－１４２６ 【福岡県、７０代】

大変な事です食の安全はどうなるのですか？

いつまで金儲けに執着するのですか。

温暖化で高熱になって、地球が危ないこの時に、情けないです

２－１４２７ 【秋田市、５０代】

放射線育種された「コシヒカリ環 1 号」はそもそも人為的に遺伝子操作した種もみから

交配しており、7 回もかけながら、なお、放射線育種米の性質を持ったままの問題のある

「あきたこまち R」です。

どうか、秋田県民と話し合いの場を持って下さい。

２－１４２８ 【茨城県、６０代】

従来のあきたこまちと、あきたこまち R が、表示の区別なく売られた場合、私は、あき

たこまちという品種全部を買わなくなります。

従来のあきたこまちを買っていた人々のかなりの数が同じ行動をとると思われ、従来品

種を作っている農家さんには大打撃で、別品種への転作を余儀なくされるでしょう。

その際、Rに変えるか、放射線育種されていないものに変えるかは、農家さんの判断でし

ょうが、放射線育種米反対の運動が大きくなれば、結局 R は作られなくなると思います。

もちろん私も、放射線育種米反対の運動に積極的に参加するつもりです。

あきたこまちという品種自体を抹殺する愚挙です。

Rは有機 JAS 認定が取れない、とか、Rという表示をパッケージに義務化するとか、そう

いうことがない限り、私はあきたこまち全部、そしてコシヒカリ全部を決して買いません。

自然界の放射線量より桁違いに多い放射線を浴びたコメなど、何度荒交配した後でも決

して食べたくはありません。

議員の皆様はチェルノブイリで取れたコメを食べたいと思いますか？

２－１４２９ 【神奈川県、４０代】

カドミウムは身体に悪いですよね。では米に放射線をあてることの害はどうなのですか。

それをすることによって、カドミウムの害は減るのでしょう。

ですが、他のまだ知られていない新たな害を生み出すことになります。

害がない、というデータは不正データですよ。

余計なことをして、誰かが新たに稼ぐネタを提供するだけです。

エセ進歩による害はもうたくさんです。

日本の大事なお米を汚さないで。ここで止めてください。



129

２－１４３０ 【神奈川県、６０代】

放射線米が広がるのは不安です。

２－１４３１ 【神奈川県、４０代】

もとのままでいいんだよ。放射線あてる米なんて誰が食うんだ？

殺す気か？生態系も壊れるぞ？気が狂ってるとしか言えない。

今後日本の米は誰も食わなくなるぞ。

余計なことはやめてくれ、農家をいじめるのもやめろ。

２－１４３２ 【福岡県、３０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としましては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１４３３ 【熊本県、５０代】

放射線米を断固反対いたします。

日本の食文化の要である

米を守っていただきたいです。

２－１４３４ 【神奈川県、４０代】

あきたこまちを守ってください。

あきたこまち Rは、ぜったい反対します。

未来の子供達に、

本当に食べさせたいでしょうか。
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秋田の議員の皆さんのお子さんに食べさせられますか？

２－１４３５ 【石川県、３０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対です。

子どもを育てる親としては安心安全が 1番です。

２－１４３６ 【青森県、５０代】

放射線育種米についてお願い申し上げます。

私達は従来のお米で命を繋いで参りましたが何か問題があったのでしょうか？食の安全、

農業は国防です。放射線による品質改良は奇形品種でありそれを米どころ秋田で進めて行

く事、非常に残念で危機感を覚えます。未来の子供達への影響、未来の食の安全は証明さ

れているのでしょうか？

間違った方向へ進んではいませんでしょうか。この国の土地、食、水、子供達を失う方

向へ向いていませんか？この国はそのように見えてしまいます。

海外に頼らず、御先祖から受け継いだものを取り戻し立ち直って頂きたいと思います。

秋田県が先駆けで検討していただきたいとお願い申し上げます。

２－１４３７ 【福岡県、４０代】

ok シードプロジェクトで勉強し、あきたこまち Rへの全量転換に反対をします。農家が

種取りできなくなり、ひいては主食である米が日本で食料自給できなくなる話です。また

そのお米を食べる身体への影響も懸念されるので秋田の米のお米の不買にもつながると思

います。

２－１４３８ 【東京都、７０代】

いわゆる放射能米は安全性が未確認なので全量転換せず、かつ消費者が使用有無の確認

が出来るようにして頂きたい。

２－１４３９ 【不明、３０代】

放射線育種米に今後変わるとの情報を得ましたが、安全性等に不安があります。

県外ですが、あきたこまちも食べています。今後あきたこまちは避ける事になりそうで

す。安全なお米を作って頂きたいです。

２－１４４０ 【神奈川県、６０代】
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放射線米の秋田こまちと放射線米の秋田こまち Rを

分かる様にまた消費者が選択できる様にしてほしい。

自分の身体には放射線米を入れたくありません。

どうぞ上からの言いなりにならず秋田県のプライドを

捨てないで下さい。

２－１４４１ 【和歌山県、４０代】

秋田こまち不買になりますね。

安心で美味しいから買うのに、放射線なんか当てられたら

安全な結果が出てますとか言われても信用できないから

別のところのお米買います。

周りにも他のお米に変えるように勧めます。

残念だわ、もう秋田こまち食べられないなんて、、。

２－１４４２ 【東京都、３０代】

日本の農業や食料を守るために Rへの転換反対です。

２－１４４３ 【埼玉県、５０代】

断固として反対します。

放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」など食べたくありません。遺伝子特許が取ら

れているものなど、得体が知れず、将来的な身体への影響がわかりません。

納豆を購入する時に、8割の人が「遺伝子組み換えでない」大豆がどうか確認するそうで

す。

消費者は安全な食糧を求めています。

「あきたこまち R」に変えてしまった場合に、秋田のお米を選ぶ人はいなくなることでし

ょう。

作っても売れないお米に切り替えるようでは秋田県の農業に未来はありません。

遺伝子操作したものを育てることは、こぼれ種から、他の地域、従来の種に対しても影

響を及ぼすことがあると、本で読みました。一部の地域で取り入れるだけでも影響を及ぼ

すものを、全量転換するのは極めて危険なことではないでしょうか。

従来のあきたこまちを食べ続けたいです。

「あきたこまち」を守るために、「あきたこまち R」への全量転換に反対します。
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２－１４４４ 【千葉県、６０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。

カドミウムを未来に残さないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

ご検討の程、よろしくお願いいたします。

２－１４４５ 【東京都、３０代】

あきたこまち、から全面切替に反対します。理由としては、遺伝子を破壊されマンガン

を吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか不安であり、従来の品種を作

り続けることが大事です。将来的な環境破壊、健康不安、食の安全を守るために反対しま

す。

２－１４４６ 【兵庫県、５０代】

兵庫県民ですが意見させて頂きます

今回 あきたこまちを放射線をかけたお米に

全量転換決定との事ですが 健康被害

今後どのように身体に影響されていくか

未確認のまま決定されるのは不安で仕方ないです

今までの美味しいあきたこまちでは

何故ダメなのでしょうか?

何か政治的な絡みでしょうか?

断固反対します

２－１４４７ 【岩手県、４０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問
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題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください

２－１４４８ 【神奈川県、７０代】

あきたこまちＲの全量転換に反対します。

２－１４４９ 【石川県、６０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛されています。

その「あきたこまち」を守ってほしいです。放射線が放射され、遺伝子が

壊されたあきたこまちなんて食べたくないです。食べてヒトにどんな影響が

出てくるかわかりません。こんなあきたこまちを食べたいのでしょうか？

特に子どもたちが心配です。

又、 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めて

しまったことは大問題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

この問題は、秋田県だけの問題ではありません。全国の消費者、生産者が

関わってくる事で、秋田県の動向に目を光らせています。

将来の事をよく考えてご考慮ください。

２－１４５０ 【群馬県、８０代以上】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。
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２－１４５１ 【福島県、７０代】

全量転換は反対です。

私は、現在「あきたこまち」を時々買って食べております。今まで、遺伝子組み換えな

どの操作をされている食品は、食べないように十分注意してきました。これから「あきた

こまち R」の全面切替になれば、食べ続けることはできません。安全が保障されているので

しょうか? 長期間食べ続けたときに、どのような病気が起こるかも不明です。今まで、特

に問題はなかったのですから、安心、安全を考えて

切替はしないで下さい。

２－１４５２ 【福岡県、５０代】

県外のものですが、放射線照射したコメへ転換する場合、その長期的な健康被害はどの

ようなものか確認はできているのでしょうか？ふるさと納税でも購入しておりましたが、

今後はそのようなお米は怖くて購入するのをやめようかと思います。食は健康に直結しま

す。しっかりとした安全性を確認してから、転換するようにお願いします。また、あきた

こまち Rに転換する意義についても国民に周知する必要があると思います。放射線照射し

たコメについては別流通にするべきです。

２－１４５３ 【兵庫県、５０代】

まずこの技術は品種改良でなく自然に起こらない技術だと思います

不自然な操作がされ、安全性にも不安がある Rを私は食べたくありません。

広がってほしくありません。

どうぞよろしくお願いします。

２－１４５４ 【京都府、３０代】

秋田県が誇る、日本中で愛される「あきたこまち」を守ってください！

初めて秋田県議会の方にご意見させていただきます。

「あきたこまち」はこしひかりにも続く日本中で愛されるお米です。

この気候変動が激しく、食の安全が叫ばれる今、

わざわざ放射線育種後代交配種を作って市民の口に入れる必要はありません。

生産者さんは自家採種を続けられるようにし、

美味しくて安全な食べものを私たちに届けていただき、

生産者さん、市民、未来あるこどもたちを守ってください！

自然に育った美味しい食べものを口にして、
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未来ある子どもたちが健やかに育ち、

食べものを作ってくれている生産者さんの健康と生活を守り、

市民の健康を守っていただきたいです。

どうかよろしくお願いします。

２－１４５５ 【秋田市、５０代】

米どころ秋田県民として、全量転換はなんとも情け無い事だと思います。

もっと科学的にいろんな検証をしてもらわないと、主食の米が怖くて食べれなくなりま

す。

将来の子供達に何かあれば、これを推進した方達は必ず後悔するのではないでしょう

か？

私はこの全量転換には反対いたします。

２－１４５６ 【東京都、５０代】

日本の食糧自立に即さない法改悪に断固反対いたします。

２－１４５７ 【秋田市、６０代】

なぜ全量にするのかは疑問です

必要な場所、転換したい人、したくない人を分けずに一律に巻き込んでしまうのは個人

の可能性を潰してしまうのではないですか

農業といえど世界を目指さなくてはいけないときに、世界基準に合わず取り返しのつか

ないことになりませんか

購入者としても、表示義務のないことは、次の世代を思うとひどく不安です

購入者としては確かな表示による選択肢を求め、納得しての購入を望むのはいつの場合

も変わりません

本来の有機米を求める人には、輸入米を進めるのですか

多方面から対策を分けて考えることは、面倒であり手間もかかることでしょう

だからこそ必要不可欠な場所で初めて随時検討してゆくべきで、全量転換してしまうの

は手間惜しみに見えます

この多様性の時代に、多方面から対応していくことを期待します

２－１４５８ 【岐阜県、５０代】

「県議会への意見」

秋田県は日本を代表する米の産地であり、「あきたこまち」は日本を代表するお米のひと

つです。
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「食と健康」に関心を持つ人が増え、安全でおいしい食べ物を求める人は増えています。

米作りには長い歴史があり、農家の人達の努力の結晶があきたこまちなどのお米です。

ここ数年の政府の政策には疑問を感じております。

コロナワクチンによる副反応被害、超過死亡者数の増加、税収は過去最高と言いながら

増税につぐ増税

国民の声を本当に聞いているのでしょうか？

誰のため政治なのでしょうか？一部の大企業のために大半の国民は犠牲になっても仕方

ないと思われても仕方がないことばかりです。

放射線育種米についての安全性、環境への影響は充分検討されたのでしょうか？

農家の人達が大切に守ってきたお米をなくしてしまって本当にいいのですか？

失ったものを取り戻すことは簡単に出来ません。

今一度、立ち止まって下さい。

あきたこまちを守りましょう。

何の責任も取らない国の政策に乗っかるのはやめましょう。

守らなければならないものはあります。そのひとつがあきたこまちです。

遺伝子組み換え作物、ゲノム編集作物が本当に安全なのかは誰にもわかりません。

放射線育種米も一緒です。

どうか日本の食と文化を守ってください。

よろしくお願い致します。

２－１４５９ 【奈良県、５０代】

あきたこまち R 全量転換について 反対です。あきたこまちはおいしいお米と思います

が、食した人間に長い間、どの様な影響が出るか誰も分からず、且つ選択の余地が無い品

種は残念ながら購入する気にはなりません。私は日本酒も好物ですが、秋田県産の地酒も

購入を控えたいと思います。

２－１４６０ 【神奈川県、３０代】

放射線が体に与える影響が悪いと言われるのに、

農作物へ与えて大丈夫だという理由が分かりません。

あきたこまちをよく買わせて頂きますが、

避けなければいけないのが悲しいです。

２－１４６１ 【新潟県、４０代】

普段から口にするお米の改良品種への意見などがあまりされないまま転換しようとして

いる。説明が無いまま品種が変えられると売れるお米も売れなくなると思う。
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もっとマスコミを通じて議論して安全性を表現した上で転換しないと悪い方にネットを

通じて広まってしまい農家が風評被害を受けてしまう。

そうなると離農者が急速に進む原因となれば食の安全問題、安定供給の問題も生じる。

２－１４６２ 【岡山県、４０代】

なぜ、カドミウム汚染のない土地への放射線育種米の作付を行うのでしょうか？長期的

に食べた時の安全性や、生育、収穫のデータのない中で、全県にそれを広める必要がある

のでしょうか？また遺伝子特許をとっているとのことで、自家採取ができなくなり食糧安

全保障上、非常に問題だと感じます。

２－１４６３ 【北海道、７０代】

あきたこまちが、2025 年から放射線育種「あきたこまち R」に全量転換することを決定

するとのことですが、なぜそうする必要があるのか、そうした場合のメリットとデメリッ

トを公表して今一度県民ならびに国民に公表して、意見を聞く機会を設けていただきたい

と思います。

このままでは秋田県のお米のほとんどが放射線育種米になってしま自家採種もすべて禁

止されます。

いま、世界は未曾有の気候変動に見舞われ、単一の品種では対応できない状況が必ず訪

れます。次の世代を担う子ども達が、安心して食べる主食、環境を是非みんなが立ち止ま

って考える機会を設けてください。

２－１４６４ 【千葉県、５０代】

日本の米は私たち日本人の命を作る大切な作物です。

遺伝子を組み替えた種から育つ米を、これからの子どもたちが食べその身体となり、命

を繋いでいくことになる。今だけ、目の前だけの利益に飛びついて全量転換に移行してい

くのは、とても危険であり、未来を担う世代への大きな付けになりかねない問題だと思い

ます。

反対いたします。

２－１４６５ 【京都府、６０代】

これまで「あきたこまち」は良く購入してきましたが、全てが「放射線育種」になるな

ら、販売段階で「放射線育種」と日本語で明記していただきたいです。そうすると、その

時から購入しません。

また、なぜカドミウム汚染が広まっているのか知りたいです。そちらの原因に対応する
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長期的視野を入れた政治選択が、地域の子供たちの今後に、また日本の子供たちの今後に

はるかに役立つのではないでしょうか。

２－１４６６ 【東京都、５０代】

農水省はすべてのお米を汚染されていない地域含めて、秋田県は 2025 年から放射線育種

「コシヒカリ環 1 号」の後代交配種「あきたこまち R」に全量転換させる計画で、従来の

「あきたこまち」は秋田県では 2024 年で終わりになり 100％放射線育種米に転換させる事

には、絶対反対致します。

現在、カドミウム汚染地域は、3％に満たないのに、カドミウム汚染地をなくすことより

も米に入らなければいいと、農水省は、すでに全国での 200 品種を超える品種の放射線育

種版が作られつつある事を、最近知り日本の食の危険はここまできているのかと絶望しか

感じませんでした。

重イオンビームの安全性を裏付けるデータや実験は存在せず、もし、放射線育種米だけ

しかなくなって、それを毎日食べ続け 10 年後、20 年後、どんな影響が起きるか、誰も予想

できない。これを開発し計画実行すり方々は、米を国民の主食として自分の子食べ食べさ

せたいのか？大変疑問です。

そして、戦争などや干ばつなどの世界情勢で、日本の食料危機は餓死者がでると予測さ

れる深刻な状況の今、その土地で育った品種が色々な意味で強く育つと言われるのに、わ

ざわざ遺伝子が 1 つ壊れていて、人の手を使ってマンガンを足してやらないと育たない生

命力の弱い品種が激化する今後の気候に耐えられるか分からない品種に変えるのもおかし

いです。

そして、「遺伝子の 1塩基しか壊れていないので安全」というが、1塩基を壊すことで

その遺伝子はそれまでとは異なるタンパク質を作る（フレームシフト）米を、長期的に食

べた時に健康にどんな影響をもたらすか、実験は行われていない。安全は確かめられてい

ない。

「あきたこまち R」は自家採種禁止。他の秋田県品種もすべて放射線育種の後代交配種と

する計画であるため、秋田県ではほとんどのお米が自家採種禁止となり、現在の美味しく

て安全なあきたこまちがこの世から無くなってしまうのは、もし、「あきたこまち R」が健

康被害をもたらし、自然や病気に弱い品種と 5年後 10 年後に証明された時に引き返せなく

なるとも考えられます。

世界の農薬や添加物の最終処分場の日本が自ら放射能米を作ったと知れば、放射能や農

薬・遺伝子組み換えなどに敏感に反応する世界の消費者は、そんなお米は受け入れないで

しょうし、それどころかそんな食べ物を食べている国に観光したいとも思わないと思いま
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す。

農水省は放射線育種米も有機認証 OK だと言いますが、EU では種苗に放射線をかける

ことは有機としては認ていず、日本の有機がそうなってしまえば有機に対する信用はがた

落ちになり、また世界の消費者の理解も得られないので、日本米は海外市場も失うことに

なる。すべての有機農業関係者にとっての脅威となる。貧困国日本は、益々貧困化が加速

します。

この一連の決定は農家も消費者もまったく関わることなく、農水省ー秋田県の独断で行

われ、一部の農産物検査機関や流通企業の同意のみが求められ、農家や消費者は蚊帳の外

である事にも、恐怖を感じます。

今回のあきたこまち Rへの全量転換が通ってしまうと、全国でも加速してしまいます。

少子化問題を本当にどうにかしようと国民がしかっり考え、向き合うのであれば、まず

は安全な食品、日本人の身体に一番適して米をわざわざ安全保障されていない品種に変え

る必要はないと思います。お願いですから、今まで通りの「美味しくて安心なあきたこま

ち」のままでお願い致します。

どうか、どうか、お願い致します。日本人の食を守ってください。

私の家族も秋田産の「あきたこまち」を毎日食べ、大好きです。山に持って行くおにぎ

りは最高です。

この全量転換という愚策を絶対に止めたいと思います！！

２－１４６７ 【宮城県、６０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さな

いための国や県のロードマップを県議会でも質して頂きたいです。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

です。期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１４６８ 【埼玉県、６０代】

どうかんがえても放射線育種米を食べたいとは思いません。

あきたこまち Rは、不買致します。

今後表記もあいまいになる様であれば、あきたこまちも不買致します。

目先の事でない、100 年先の日本人の食を見据えて、農政を進めて下さい。
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秋田県は対岸の火事とは思えません。<(_ _)>

２－１４６９ 【千葉県、４０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

日本の米を守って下さい

２－１４７０ 【岐阜県、５０代】

安全では無いお米を生産する事と我々の口に入る事を許す訳にはいきません。お米は日

本人の魂で有り力で有ります。有害で有る物全て反対です。

２－１４７１ 【東京都、４０代】

現在のあきたこまちの栽培の継続を希望します。

自然界や人体に取り返しのつかない恐れのあることをするのは、賢いことではありませ

ん。

どうなるか本当はわからないことを安全と言い切る意見は、本当に秋田の、そして日本

の子孫繁栄のためになるのでしょうか。

秋田のお米はたくさんの人達の健康を支えています。

転換見合わせをぜひ県議会の皆さまにお願いします。

２－１４７２ 【神奈川県、６０代】

県議各位
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あきたこまちとササニシキを好んで食べている神奈川に住む消費者です。

秋田県の人から、あきたこまち Rの件を聞き、秋田県産のあきたこまちを食べるのは、

今年限りとすることにしました。

やめる理由は、新品種の遺伝子ではタンパク質などの性質が変わるので、人体実験には

参加したくないからです。

Rのカドミウム減少のメリットは感じません。

カドミウムはどこの米にも含まれているということで、害はほぼないことが実証されて

いると思います。

一生懸命、稲を育てる農家さんには本当に申し訳けない気持ちでいっぱいです。

また、農家の方々は自家採種もできず、種苗業者に生殺与奪を握られるということで、

本当に気の毒です。

できるなら、議会での賢明な検討を今一度お願い申し上げます。

２－１４７３ 【愛知県、５０代】

あきたこまち Rへの全量転換反対します。

未来の子どもたちに、安心、安全なお米の提供をお願いします。

秋田県議会の良識なる判断、よろしくお願いします。

２－１４７４ 【神奈川県、３０代】

反対です。

安心安全のお米が食べたいです。

子や孫にも、お米を食べさせたいです。

あきたこまち Rになってしまったら、

もう あきたこまちは、食べられません。悲しいです。

２－１４７５ 【埼玉県、４０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

私は県外の住民ですが、従来のあきたこまちを愛好しております。

遺伝子を操作された食品の安全性が担保されていない中での全量転換は非常に危険で、

そのことがかえって風評被害をもたらす危険性もあります。

「あきたこまち R」は食べたくありません。再検討のほどお願い申し上げます。
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２－１４７６ 【東京都、４０代】

自然なままのあきたこまちが食べたい Ｒに反対 科学的処理などなくても元来お米は

生き残ってきた 無数の農家さんたちのおかげだ ありがとうございます

２－１４７７ 【神奈川県、５０代】

県外の者です。

何年も前から秋田の農家の方がたいせつにたいせつに

育ててくださった減農薬のあきたこまちを直接送って

いただいています。

毎日口にするものだからこそ安全でおいしいものを、

子どもたちに安心して伝えられるものを、切に希望

します。

放射線により改良されたものであることを堂々と宣伝できますか？

しかも全量?!

いつの間にか変えられてしまうことへの恐ろしさを

感じます。

どうかどうか白紙撤回してください。

秋田のお米、日本のお米を守ってください。

２－１４７８ 【石川県、４０代】

壊していい遺伝子はこの世にあるのでしょうか？

それを人間がしても良いことなのでしょうか？

人間に都合のよい植物は自然界には必要ないと思います。

難しい言葉を並べられると自分には関係ないことのように考えがちです。

でも、誰もが不自然ではない安心して食べられるお米を自分の家族、子孫に食べさせた

いと思っています。

何が安心、安全で、何が農家さんにとって大切なことなのか今一度考えて欲しいです。

２－１４７９ 【群馬県、５０代】
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「あきたこまち」を放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」に転換することに反対で

す。

カドミウムを吸収しない代わりにマンガンも吸収しにくい、歪な米だと思います。

２－１４８０ 【石川県、６０代】

テーマ 2

放射線育種米について

日本を代表するお米、秋田こまち、日本有数の米どころ秋田県が、日本人の食の根幹の

お米をたった3%のリスク地域しかないカドミウムの被害からお米を守るためと意味不明な

理由で放射線育種米に切り替える方策には反対です。後世へどう影響するのかなんの研究

もされていないお米に全面切り替えはあまりにも考慮が足りないのではと思うしかありま

せん。それも当事者の農家さんや消費者の国民になんの承認も得ずのやり方は行政の在り

方にも疑問を持ちます。放射線育種米を食することの長期的な観点からの影響等、今だけ、

金だけ、自分だけの考え方から少し離れて、行政の方々の人として、なにをすべきかを問

いて欲しい。これは我々世代だけの話に終わらない。孫子の代へどう影響していくのか真

剣に考えて政策を決定頂きたい。

２－１４８１ 【秋田市、２０代】

少ない知識からの意見で大変申し訳ありません。

たくさんの動画や意見を拝見しましたが、

難しい成分内容、また両者意見の主張が強く一般的に

見た際にとても理解が難しい状態です。

どちらの趣旨にも信憑性がありながら、自分自身で

方針を決定するのは難しいと判断しました。

ですがせめて、お米 1袋辺りのあきたこまち Rの

配合率や含まれているのかどうか。(温泉施設含む)

を必ず記載するべきだと思います。

日本全国的に認められた場合はまた別だとしても、

いつからどれくらいの割合で...等の情報をもっと

公式のニュース、新聞などで発信をお願いいたします。

決定のされた内容だとしても、県民の情報共有への

不安を煽らないためにも、よろしくお願いいたします。

２－１４８２ 【東京都、３０代】
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2024 年であきたこまちの苗終了で、

2025 年からはあきたこまち R という放射線を当てた品種に全て置き換わると聞きまし

た。

今後も安心安全な日本の食を継続してほしいので、断固反対します！

秋田から、安心を全国に広めてブランドを堅持してほしいです！

２－１４８３ 【滋賀県、４０代】

今のあきたこまちが大好きです。

長期安全性が確認されていないイオンビーム照射による放射線育種には反対です。

Cd 汚染対策であれば、インドの在来種 Pokkali との交配など、従来の技術を用いた品種

開発をしていただきたいです。

全量転換されるのであれば、残念ですがあきたこまち以外のお米をいただきます。

今後も美味しくて安心していただける、あきたこまちの生産をお願いいたします。

２－１４８４ 【横手市、５０代】

あきたこまち R のデメリットが大き過ぎると感じます。諸外国では安心安全な食を求め

ている中、日本では農薬の緩和、食品添加物の非表示等、逆行する流れです。秋田県の大

切なあきたこまちの評価を落とす事をわざわざ行う必要はないと思います。どうか県民の

健康を守るため、賢明なご判断をお願いいたします。

２－１４８５ 【秋田市、７０代】

あきたこまちからの全面切り替えに反対します。

理由は秋田で作られて皆に愛されているお米です。

またあきたこまち Rはマンガンが不足になるのでマンガンを追加することになります。

農家の負担になります。

従来のあきたこまちを食べたいです。

Rは食べたくないです。放射能を当てたり健康が心配です。

よろしくお願いいたします。

２－１４８６ 【新潟県、５０代】

県外の者ですが『「あきたこまちＲ」への全量転換』に反対します。

放射線育種については未だ安全性についての確認が取れたれたとは言えず、

その影響が何世代にも渡って及ぶ可能性も考慮すると、その検証には今後

数十年～数百年単位でかかるものと思われます。

私は県外に住む者でありますが、あきたこまちは頻繁に食する者であります。
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風評被害を気にされているようですが、私としましては、もしあきたこまち Rに

全量転換となれば、その後一切あきたこまちを食べたいとは思いません。

カドミウムの問題は大きな問題なのでしっかりした対応が必要ですが、

だからといって放射線育種された作物で一気に解決を図るというのは

間違った選択であると考えます。

２－１４８７ 【埼玉県、６０代】

あきたこまち R

放射線処理した新種を明示しないで流通させるとのこと。安全性、確認出来ていないの

に、流通させることには反対です。

秋田県に対する信用ご失われます

２－１４８８ 【京都府、２０代】

大学卒業まで秋田で生まれ育ち、就職で県外に出た今も、お米は大潟村のあきたこまち

を通販で購入し、食べ続けています。

あきたこまち R への転換に反対です。まず、農家さんや消費者は蚊帳の外で議論をして

いる時点で納得がいきません。2025 年以降、私たちには｢あきたこまち｣か｢あきたこまち

R｣か知る術も選ぶ術もなく、混乱しています。また、｢あきたこまち R｣誕生の背景や安全性

に関する説明も不十分で、信頼できるとはとても言いがたいです。

したがって、私は｢あきたこまち R｣への全量転換に反対します。方針撤回を要求いたし

ます。以上、よろしくお願いいたします。

２－１４８９ 【東京都、８０代以上】

放射能を浴びたお米だなんて、決して食べたくないです

どうしてこう言うことになるのでしょう、。

２－１４９０ 【兵庫県、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換、やめてください。

兵庫県も同じです。

お願いです。利権に負けずに

大切な種を守ってください。

２－１４９１ 【埼玉県、２０代】

反対です
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２－１４９２ 【北海道、４０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守りたい。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも議論してください。

２－１４９３ 【福岡県、５０代】

県議会への意見

一般にはほとんど知らされることなく、消費者や生産者の

選択肢がなくなっていくことには反対です。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません。

２－１４９４ 【山口県、５０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

２－１４９５ 【兵庫県、５０代】

そんな不自然な訳のわからないもの食べたら、人体にどんな影響があるかわかりません。

絶対にやめてほしいです！

２－１４９６ 【秋田市、４０代】

反対

誰も影響が出た時に責任を取れない
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県で健康被害が生じた場合に保証してくれるのか

余計金が無くなるだけな愚策

反対

わざわざ手を煩わせることをするな

２－１４９７ 【埼玉県、５０代】

「あきたこまち」が好きで買ってました。

おいしくて信頼していたブランドです。

全て遺伝子組み換えするなんて飛んでもないです。

そうなればもう買いません。

安全が保証されていないのに

遺伝子組み換えにするなんてやめて欲しいです。

アメリカからの激安遺伝子組み換え輸入米を

解禁の口実に悪用されかねません。

そうなればコメ市場をアメリカに奪われてしまいます。

さらに

秋田全体の作物のイメージダウンにもつながると思います。

遺伝子組み換え米なんて

やめて頂きたいです。

２－１４９８ 【埼玉県、５０代】

あきたこまち Rとはなんでしょうか？

あきたこまちが好きで買っております。美味しく安心安全で信頼して買っております。

放射線で品質改良したのと農家さんのあきたこまちと見分けがつかなくなると心配で買

えません。しっかり別の物としてほしいのです。

まず Rとあきたこまちを一緒にする意味とは？

購入者にわかるようにしてもらえるのか説明をお願い致します。

２－１４９９ 【神奈川県、２０代】

従来のあきたこまちを放射線を当てて品種改良したあきたこまち Rをあきたこまちとし

て販売する計画を、反対いたします。

国民の誰が、放射線米を望むのでしょうか。

また、米には放射線に関して何も表示されないことが問題だと思います。
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農薬の表示は義務付けられていますが、遺伝子操作は義務付けられておらず、どの品種

が放射線育種米か、表示されません。そして、販売時にはあきたこまちとしか表示されま

せんので、消費者はまったく知る術がありません。

放射線米を食べたくないなら食べなければいいと思いますが、現状放射線米の記載がな

いため、それを区別することすら出来ないです。

考えるべきです。

２－１５００ 【長野県、３０代】

あきたこまちを守ってください。

米農家さんを守ってください。

日本の食卓を守ってください。

あきたこまち Rは食べたくありません。

２－１５０１ 【北海道、４０代】

1. カドミウム汚染対策について-地域のカドミウム低減に役立たない

この「あきたこまち R」が必要とされた背景としてはカドミウム汚染問題があります。

カドミウム汚染は人びとの健康に有害であり、その除去に向けた総合的な対策が不可欠で

あると考えます。未来の世代に秋田県のすべての地域からカドミウム汚染を少なくしてい

くことは重要で、そのために秋田県が並々ならぬ努力を図られてきたことに敬意を表しま

す。

その努力によってもまだ国際標準からすると高いカドミウム汚染米が出てしまう現状

があります。その地域からカドミウム汚染をどうなくすか、ということがまず大きな方針

となるべきです。

しかし、ここでカドミウム低吸収性品種である「あきたこまち R」を導入することで、

その根本原因である汚染は減っていくでしょうか？ その点を検証すべきです。確かにカ

ドミウムを吸収しにくいという点は利点になるかもしれません。でも、それは地域のカド

ミウムが減ることにつながるでしょうか？

カドミウム汚染の主因は鉱山事業にあります。汚染地域の農家は被害者であり、汚染の

責任はありません。でも汚染した企業はその責任をしっかり取ったでしょうか？ 結果と

して、その犠牲は地域の農家に転嫁されていないでしょうか？ 十分、被害農家は補償さ

れているでしょうか？ 十分な汚染対策は施されたでしょうか？ しっかりとした補償を

前提とした汚染対策事業は不可欠です。

その財源は汚染した企業が現在存在しないのであれば、国策として鉱山開発を進めた

国にも求めることが必要です。「風評被害」とは本来、責任を取るべきものが取らないこと
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に起因して生まれます。その被害を断つためには汚染責任をしっかり取らせることが必要

不可欠です。

現在の「農用地の土壌の汚染防止等に関する法律施行令」では米 1kg からカドミウム

4mg 検出された場合、汚染対策地域に指定され、カドミウムの低減に向けた対策事業が行

われます。

もし「あきたこまち R」に全量転換してしまえば、カドミウムを吸わない「あきたこま

ち R」では汚染が検出されなくなり、事業の対象になりません。その結果、「あきたこまち

R」の導入によって、汚染はあるのにも関わらず、汚染対策がまったく行われないことにな

ります。これで県民は安心して生活できるでしょうか？

また、これまでの「あきたこまち」であればカドミウムを吸って高汚染米となって流

通に出せないとしても、その土地からのカドミウム低減に役立てました。それもカドミウ

ムを吸わない「あきたこまち R」では期待できません。カドミウムは長く地域に残りますの

で、地域は汚染されたままになります。

日本においてはカドミウム汚染は 43％程度がお米経由とされており、最大の原因とな

っています。しかし、過半数を超す 57％は米以外から来ています。米からの汚染を無くせ

ば終わるものではありません。お米の安全性の確保はもちろんのこと、地域からカドミウ

ム汚染をなくしていく総合的な政策が不可欠となります。

2018 年に科研費で行われた研究で「忘れられた我が国最大のカドミウム汚染地─秋田

県─における実態調査と保健・医療対策」と題された研究報告があります。それによると、

秋田県にはイタイイタイ病患者の存在が確認されており、秋田県は県民を被害から十分守

れていない可能性があります。

汚染対策事業も一部の土壌への客土（土の入れ替え）に頼るだけでは本格的な安全な

農地に戻すことはできません。ファイトレメディエーション（植物による浄化）に適した

作物の耕作などを通じて、その地域からカドミウム汚染を減らしていくことをめざす長期

計画を作ることが必要です。

秋田県は今後、しっかりとした実態調査と補償政策、カドミウム低減政策を打ち立て

て、県民の健康と命を守る姿勢を打ち出す必要があります。

「あきたこまち R」の導入では汚染地域のカドミウム汚染が減ることにはつながりま

せん。秋田県民が安心して住める秋田県になるよう、県議会には安全な環境を作るための

総合的、長期的なビジョンをご議論いただきたいと思います。

2. 「あきたこまち R」の安全性について
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秋田県や農水省の関係者は放射線育種がすでに 1950 年代から使われ始めた歴史の長

い手法であり、すでに安全性は確かめられていると言っています。しかし、その断定には

2つの問題があります。

まず放射線育種による安全性についての科学的研究は行われておりません。調べるた

めには、放射線育種による食品を食べた集団と食べなかった集団とに分けて、長期間変化

を検証しない限り、安全を確認することはできません。放射線育種由来の食品がどんな健

康被害を作ったのか、作らなかったのか、わからない状態のままです。

また、ガンマ線照射による品種改良は効率が悪く、米国も撤退しており、世界のほと

んどの施設は閉鎖されており、行っているのは日本くらいだと考えられます。そのため、

世界的にも知見は十分得られていないことを考慮する必要があります。

また歴史的に長く放射線育種が行われていると言われていますが、放射線育種による

品種のシェアは独占的なものとはなっておらず、日常的にそればかり食べたという経験を

誰もしていません。

しかし、「あきたこまち R」に全量転換してしまえば、少なからずの人が毎日、それば

かりを食べることになるでしょう。これまで放射線育種食品を毎日主食として食べ続ける

経験をした人はいません。ですので、どんな問題が発生するかわかりません。それを考え

れば予防原則で放射線育種米を食べないという方針を市民が立てることは十分合理性があ

ります。

ですから、本来、地域住民の安全を守るべき地方行政はその予防原則に則って、行動

するのが筋だと思いますが、少なくとも、それを食べるか食べないか、その選択の自由す

ら市民に与えないことは人権問題とならざるをえません。

また、もう 1点、「コシヒカリ環 1号」は従来の放射線育種とは異なる重イオンビーム

照射によって作られた品種であり、従来のガンマ線よりもはるかに強い破壊力を植物のDNA

に与え、その二重鎖を破壊するものです。そのため、従来の放射線育種とは違う検証が必

要です。この分野の知見もほとんど得られていません。ですので、今回のケースは古くか

ら行っている方法であるということはできない、ということになります。

現実には重イオンビーム照射によって「コシヒカリ環 1号」の OsNramp5 という遺伝子

の 1 塩基を破壊したとしています。1 塩基しか破壊されていないから安全そう、という話

にはならず、1 塩基破壊されることによってフレームシフトが起こり、これまでにないタ

ンパク質が作られます。それが安全と言いうる科学的検証はまだ見ることができません。

ですので、今回の「あきたこまち R」が安全であると言い切る根拠はどこにも存在して

いないのが現実です。それを今後、すべての秋田県民、さらには日本列島住民に安全の確

証もなく食べさせることの是非は十分議論されたでしょうか？
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3. 「コシヒカリ環 1号」と「あきたこまち R」について

ある秋田県職員が「コシヒカリ環 1号」は放射線育種だけれども、「あきたこまち R」

はそうではない、という説明をしたと聞きました。しかし、この説明は受け入れることは

できません。

「あきたこまち R」は「コシヒカリ環 1号」が重イオンビーム照射によって破壊された

遺伝子 OsNramp5 を受け継ぐように戻し交配しています。つまり、同じ OsNramp5 を持つ点

において、「コシヒカリ環 1号」と「あきたこまち R」は、それぞれがコシヒカリ、あきた

こまちの性格を持つという違いはあるにせよ、放射線育種された遺伝子を持つ点において、

まったく同等品です。つまり「あきたこまち R」の OsNramp5 遺伝子は放射線育種によって

作られたわけですから、「あきたこまち R」を放射線育種でないとするのは科学的な説明と

は呼べません。

もし、「あきたこまち R」は放射線育種でないとして、その来歴を消してしまうのであ

れば、戻し交配しさえすれば、かつての遺伝子破壊はなかったことにできることになって

しまいます。遺伝子組み換え作物でも戻し交配すれば遺伝子組み換えでない、と言えるで

しょうか？ この言い方は明らかに非科学的で、人を騙す方法といわざるをえず、今後は

やめていただきたいです。

「あきたこまち R」が放射線育種の後代交配種であることは事実であり、小手先の言い

換えで、ごまかしせずに、しっかりと事実を伝えるように県をご指導ください。

4. 重イオンビームで破壊された遺伝子の影響について

重イオンビーム照射によって破壊された OsNramp5 という遺伝子はカドミウムの吸収

に関わっていた遺伝子だったため、これが破壊されたことで「コシヒカリ環 1 号」や「あ

きたこまち R」はカドミウムの吸収がほとんどされないという結果になります。しかし、1

つの遺伝子は多数の機能を持つケースが多く、まだ人類はその機能のすべてをつかんでい

るわけではありません。

この OsNramp5 がマンガンの吸収にも関わっており、それを破壊してしまったことで、

「コシヒカリ環 1号」や「あきたこまち R」はマンガンを十分吸収できないため、ごま葉枯

病などになりやすいとされます。これはこうした品種を栽培する農家に新たな負担となる

ことが考えられます。

マンガンは稲の成長や子どもの成長にも欠かせないミネラルで、それが不足するとさ

まざまな病気の原因になりえます。毎日食べる主食でミネラル不足となれば、その不足を
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補うことはそう簡単ではなく、サプリメントを買えない家庭の子どもは発育が大幅に劣る

という格差を生み出すことになってしまったら、大きな問題になるでしょう。

そして、まだこの OsNramp5 が現在はまだつかめていない他の重要な機能を持っている

可能性も否定できません。そのため気候変動が激化する現在、この OsNramp5 が破壊されて

しまったことで対応できなくなる可能性は否定できません。急な気候の変化に耐えられな

いことがわかったとしても、全量転換してしまえば、元に戻すことはきわめて困難になり、

食料危機を招く事態も想定できます。その事態が起きてから「想定外だった」と弁解する

ことは許されないはずです。

秋田県は到底負いかねる責任を負うことにならないでしょうか？ どう責任取ること

ができるでしょうか？

5. 消費者の知る権利、農家の選択の権利

このような性格を持つ、従来とは異なるお米が作られようとしていることを、多くの

消費者はまだ知りません。開発側の農水省や秋田県が積極的に情報公開はしていないです

し、マスメディアも報道していませんのですから当然でしょう。

しかも、消費者には放射線育種品種なのかどうかを知る術がありません。「あきたこま

ち R」は従来の「あきたこまち」という銘柄名で売られる方針だからです。

これは消費者の知る権利を踏みにじるものであり、またその十分な情報開示をしない

全量転換の決定プロセスはまったく受け入れることができないと言わざるをえません。

また農家にとっても「あきたこまち R」が放射線育種であることは伝えられていない

ので、このままでは多くの農家が単に新しい「あきたこまち」として栽培することになっ

てしまうでしょう。そして全量転換にしてしまうということは実質的に農家にも選択の自

由を奪うことになります。

まず、これまでの一方的な秋田県の決定を白紙に戻し、秋田県議会で今後のプロセス

をどうすべきか、再度審議し、農家、消費者にしっかりと情報を知らせた上で、その政策

のあり方をもう一度、検討しなおすことが不可欠です。

6. 矛盾する「風評被害」論ー秋田県産「あきたこまち」へのダメージ

秋田県は「あきたこまち R」の全量転換にする理由を「風評被害」対策と説明していま

す。つまり、特定の地域だけ「あきたこまち R」を栽培すればそれがカドミウム汚染地であ

るかのように取られてしまう、あるいは従来の「あきたこまち」のカドミウム残留量が高
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いかのように取られてしまう、だから県内すべてで「あきたこまち R」に全量転換しなけれ

ばならない、という話でした。

しかし、この理屈で考えるのであれば、日本全体で一斉にカドミウム低吸収性品種に

代わるのでなければ、秋田産米への「風評被害」が生まれてしまうことになるはずです。

その意味では今回の 2025 年に秋田県だけ「あきたこまち R」に一気に全量転換させるとい

うのはあまりに拙速すぎることになります。

その結果、これまで「あきたこまち」を買ってきた人は秋田産ではない「あきたこま

ち」を求めるようになるかもしれません。そうなれば秋田の農業に対する大きなダメージ

になってしまいます。その点でも 2025 年の全量転換は一度、止めることが必要です。

また、日本全体で転換について合意ができたとしても、世界全体で見れば、こんな放

射線育種米を作っているのは日本のみというのが現実であり、日本全体に対する「風評被

害」を止めるために世界でも放射線育種米を育てさせるということは不可能であり、日本

産米は忌避され、農産物輸出にも影響を与えてしまう可能性があります。さらにいわゆる

インバウンド、海外からの日本への観光にも影響を与える可能性があります。ですので、

この「風評被害」論は到底、成立しがたく、これを根拠に全量転換するというのは説得力

がないのが現実だと思います。

7. 自家採種禁止について

「あきたこまち R」は自家採種が認められません。農水省などは自家採種をやっている

農家は少ないとして、影響はないと考えているのかもしれません。しかし、自家採種は日

本の農業にとって不可欠な技術と言わざるをえません。

農業の基本をなすのは種であり苗です。戦後、手間がかかる種採りをする農家が減っ

ていったことは事実でしょう。しかし、その基本技術であるがゆえに、農業技術の真価が

発揮される分野でもあり、また地域の多様性のある種苗を守っていく上でも、鍵となる活

動でもあります。

実際に現在、世界で地域の農業が発展しているところを見ると、そこでは地方自治体

などが積極的に関与して、在来種の種採りを奨励し、種採り農家に補助金を出し、地域に

合った種苗を豊富に確保できていることがその地域の経済発展の背景にあります（イタリ

アや韓国、ブラジルなど）。つまり、自家採種は農業の発展、特に地域の有機農業の発展で

は欠かすことができないものです。

「あきたこまち」をはじめとする品種を自家採種不可能な品種に全量転換してしまう
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ということは秋田県の農業の発展を困難にする方策であるといわざるをえません。

8. 今後激化する環境に耐えられるか？

「あきたこまち R」では OsNramp5 という稲の生存にとって重要な役割を果たしている

と考えられる遺伝子が損なわれています。それによってカドミウムが抑制できることは利

点とも考えられますが、同時に 1 つの遺伝子が持つ機能は 1つのみではなく、その遺伝子

を損なうことによって、その機能が失われてしまい、その結果、今後の激化する環境変化

に耐えられなくなる可能性があります。

実際に、すでにこの遺伝子欠損に伴い、マンガンの吸収能力に大きな影響を受けてお

り、通常の「あきたこまち」に比べ、マンガンを吸収する能力は 3分の 1ほどの減ってお

り、そのため農水省や秋田県はマンガンの少ない水田ではマンガンを余計に足してやる必

要があるとしています。

この遺伝子がマンガン吸収以外にも他の機能を持っていることはおそらく考えておく

べきでしょう。残念ながら現在の科学をもってしても、遺伝子解析まではできても、その

遺伝子が持つ機能までは知ることはできません。この遺伝子が破壊されているがゆえに病

気にやられてしまう可能性はごま葉枯病の他にもありえます。

もし、そのお米が市場のシェアの一部に留まるのであれば大きな問題にはならないか

もしれません（交雑によってその影響が広がることはありえるのでまったく問題にならな

いとは言えませんが）。しかし、これが全量転換となると話は大幅に変わります。収穫が激

減してしまう事態が起きてから、元に戻そうと思っても、全量転換後に戻すのは難しく、

できるとしても時間がかかります。

この転換ゆえに収穫が激減して、秋田県の農家がやっていけなくなった、あるいは日

本全体にまで広がってしまえば、日本中で食料危機に見舞われることも想定すべきでしょ

う。もしそうなった時、この決定をした責任者は責任をどう取れるでしょうか？

実際に心配になるデータがあります。この「あきたこまち R」の親である「コシヒカリ

環 1号」を日本で最初に採用したのは石川県でした。石川県は 2020 年に「コシヒカリ環 1

号」を産地品種銘柄に指定します。しかし、その生産は年々減り続け、昨年は生産が確認

できない状況になりました。埼玉県でも「コシヒカリ環 1 号」の試験栽培は収量が低かっ

たために、採用は進んでいないようです。秋田県の試験場ではいい結果が出たから採用と

なったと思いますが、環境変化が大幅に進んだ場合、うまくいかなくなる可能性は十分考
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えられます。

そのような品種に全量転換してしまうということはあまりにリスクが大きすぎると考

えます。

9. 有機農業への影響について

有機農業では放射線の使用は基本的に認められないと考えるべきです。現在でも食品

の殺菌目的や発芽防止で放射線を使用することは禁止されており、EU では放射線育種によ

る種苗の使用は有機認定では排除されており、タネから流通まで放射線を使うことはでき

ません。

しかし、農水省や秋田県は日本では放射線育種米であっても有機認証可能だという姿

勢を見せています。そして、日本が有機農作物と認めてしまえば、有機同等性の確認をし

ている国に対してはそのまま有機食品として輸出することも可能だとして、EU にも輸出が

可能としていますが、この理屈が世界で通るとは到底思えません。

というのも、有機認証というのは究極的には有機食品を食べたいと考える消費者が受

け入れるかどうかにかかっているからです。なぜ、有機食品を選ぶのでしょう？ より安

全な食品を求めているからでしょう。もし、日本の有機が安全性の確認できない技術、放

射線育種を使っているということを知ったら、消費者の側が日本の有機農産物を回避する

ことにつながる可能性が十分あります。ルール上は農水省が言う通り、有機産品として認

められることが通ったとしても、実際には市場を失うことになるでしょう。

日本の消費者も日本の有機認証に対する信頼を失い、海外からは日本の有機は信頼で

きないとして、日本の有機産業全体に信頼が失われる可能性もありえます。この放射線育

種米を有機認証で認めることはこのように日本の有機農業そのものに大きな打撃を与える

可能性があります。

またこのような放射線育種米を全量転換してしまえば、本当の意味の有機農業は秋田

県では実質、稲作では不可能となり、みどりの食料システム戦略で有機農業の奨励を全国

的に行っている現在、大きなハンディキャップを秋田県の農家は背負うことになります。

10. 「コシヒカリ環 1号」系だけが唯一の道ではない

「あきたこまち R の問題点はわかったけれども、一方で低カドミウム対策米の必要性

はある。どうすればいいのか」と思われるかもしれません。しかし、放射線育種を使わな
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くても解決策は存在します。

インドのケララ州で 3000 年前から栽培されていると言われる Pokkali という在来種

の稲はケララ州の高い塩分濃度を持つ水田でも生きていくように自然の中で進化した品種

です。この Pokkali は「あきたこまち R」では破壊されてしまった OsNramp5 という遺伝子

を重複してもっており、高い塩分濃度に対してミネラルの吸収をコントロールする能力を

得たと考えられます。同じ遺伝子を重複して持つというのは、環境に対応するための進化

の過程でよく見られる自然なプロセスです。この Pokkali はこの遺伝子を重複してもつこ

とによって、マンガンもカドミウムも吸収します。しかし、カドミウムは根の液胞に留ま

り、種にはあまり行かない特性を持っているため、お米の方はカドミウムが比較的高い地

帯であっても安全性を確保できます。

この Pokkali はカドミウムを根に蓄えるので、安全な米を得るだけでなく、収穫後、

その根を処分することで、水田のカドミウムを除去することも実現することができます。

「あきたこまち R」がほとんどカドミウムを吸収しないので高カドミウム汚染地域でも栽

培可能となりますが、それに対して、Pokkali は 6 割減ということで、高カドミウム汚染

地域ではお米は食用にすることは難しくなるかもしれません。しかし、そのような地域で

はやはりカドミウム除去を優先すべきであり、食用の作物を育てる前に、カドミウム低吸

収性品種ではなく、カドミウム高吸収性品種を栽培することでファイトレメディエーショ

ンによってその場所におけるカドミウム低減をめざすべきではないかと考えます。

この Pokkali についてはすでに岡山大学でコシヒカリとの交配を試みて、それに成功

しており、この例にならえば、秋田県で Pokkali と「あきたこまち」の交配をすることで、

「あきたこまち R」では解決できない難問を解決するカドミウム低吸収性品種を作り出す

ことができます。インドや日本で長く愛された品種を交配させるものの方が多くの人が安

心できる品種になるでしょう。有機農業での利用にも問題はありません。新たな問題を作

り出す放射線育種に頼る必要はありません。

11. 危険な下水汚泥肥料の使用について

いったん汚染してしまった農地を除染することがいかに困難か、秋田県で担当されて

いる方は深くご存じのことだと思います。しかし、農地をさらに汚染させてしまう可能性

が今、高まっています。農水省や国交省が下水汚泥から作った肥料を全国的にプロモーシ

ョンしているからです。特にウクライナへの侵略戦争によって、化学肥料の原料が高騰し、

確保も難しいという状況になってきたことに対して、両省は下水汚泥肥料の増産を全国に

働きかけ、その肥料の活用を拡げようとしています。

もちろん、安全な糞尿を肥料に活用することは日本でも江戸時代以来、使われてきた
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有効な実践です。しかし、下水汚泥となると話は別です。下水汚泥の活用の本場である米

国ではこの下水汚泥肥料は大きな問題を作り出しています。なぜなら、下水汚泥には除去

が困難なカドミウムをはじめとする重金属や、さらに永遠の化学物質と言われる PFAS が入

っているからです。PFAS は水を弾く特性を持つ化学物質で、フライパンや消火液、服や紙

製品など広く使われていますが、自然にはなかなか分解されず、健康被害を引き起こすと

して世界では大問題となっていますが、日本では規制がほとんど進んでいません。

そのため下水汚泥を肥料に使えば、PFAS とは無縁なはずの農地が PFAS によって汚染

される可能性が高いです。米国はこの下水汚泥肥料利用の先進地ですが、米国ではすでに

800 万ヘクタール（日本の農地の約 2倍）がすでに PFAS 汚染されていると言われています。

そして昨年、米国メイン州は下水汚泥を肥料に使うことを禁止しました。それほど深刻な

汚染を引き起こしており、いったん汚染された農地の回復方法はまだ見つかっていません。

だから汚染させるな、が重要になっているのです。

日本では下水汚泥肥料のカドミウムの基準値が設定されていますし、それよりも低い

から大丈夫だと農水省は説明していますが、カドミウムは半減期がなく、生物濃縮し（生

物半減期もとても長く）、長期的に蓄積する可能性を考えると、基準以下であるからどんど

ん使っていいとは言えず、その使用によって農地の汚染が高まる可能性があります。

そして PFAS については未だ測定方法も基準値も設定されておらず、下水汚泥肥料の中

の PFAS の値は不明な状況です。

いったん汚染してしまった農地を元に戻すことはとても困難です。地域の有害物質の

汚染をさせない政策をしっかりと確立することが重要です。そのために下水汚泥肥料の使

用についてはしっかりチェックすることが重要であり、その危険性についても十分告知す

る必要があると考えます。

結論

「あきたこまち R」の全量転換は秋田県にとって、そして日本にとって取り返しがつか

ない大きな問題を引き起こす可能性があります。これを実施するメリットをはるかに上回

るデメリットがあります。これらのことを総合的に検討すれば、まずはこの全量転換をい

ったん延期させ、秋田県の地域の有害物質汚染対策政策を今一度、再検討することが必要

になると考えます。

２－１５０２ 【埼玉県、６０代】

「あきたこまち」から「あきたこまち R」への全面切替に反対です。

反対の理由は以下の通りです。
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・今まで食べ続けてきた「あきたこまち」をこれからも食べていきたいです。

・「あきたこまち R」の安全性に関して不安があります。子供や孫がこれから何十年も食

べ続けても安全なのか、誰もわかりません。米は日本人の主食です。だからこそ一層安全

性には慎重であって頂きたいです。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲が果たして今後の気象状況に順応

していけるのか、これも不安です。ただでさえ日本の食糧自給率が低いのに、更なる低下

を招きかねないのではないかと危惧しています。

「あきたこまち」に愛着を持つ一消費者として、他県からですが意見を申し上げました。

何卒よろしくお願いいたします。

２－１５０３ 【大阪府、３０代】

放射線育種米、大反対です！！

放射線をあてて、それを食べて身体に無害だと言い切れるのでしょうか？

そして、こういったお米を作る、広めていくということを住民(国民)にきちんと周知し

ているのでしょうか？

どれだけの人がこのお米のことを知り、メリット・デメリットを確認できているのでし

ょうか。

あてることによってのデメリットも含めきちんと周知議論があるべき。

私は絶対にこのお米を食べたくありません。

デメリット面を考えると恐ろしくて口にできません。

あきたこまちは今後買うことはないでしょう。

生産者さんから、安心信頼できる方から、直接お米を購入します。

あきたこまちは購入しません。

放射線育種米への切り替えは考えなおすべきです。

種の問題も含め、危機感しかありません！！

２－１５０４ 【沖縄県、３０代】

断固、反対します！

いま日本の食が危機的状況です。

心も身体も、こんなにも病気だらけの世の中。

身体は食べたもので出来ています。

大人が気付き、行動を変えていかないと

次世代を担う子どもたちも守れません。

これ以上、食の汚染をしないでください。
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今だけ金だけ自分だけは、もうやめましょう。

２－１５０５ 【兵庫県、６０代】

あきたこまちへの放射線照射を行わないでください

放射線の人体への悪影響は周知の事実です

米への照射でそれを食べた人体への影響は未知ですが

既存の悪影響から想像するに放射線照射米を食べた

人体への影響は不安しかありません

あきたこまちへの放射線照射に強く反対します

意見を聞いて頂きありがとうございました

２－１５０６ 【神奈川県、４０代】

結論から言いますと、Rへ転換したらあきたこまちは購入しません。

世代が違えば放射線が残留していないのは当然ですが、

一番の問題は奇形種を長期常食しても健康被害がないのか、誰も検証していないことで

す。

自然現象とは異なり短期集中して放射線を照射していることから、

自然現象を比較対象として、安全性をうたうことはミスリードではないでしょうか。

成り立ち、進め方ともに不安しかありません。

全量転換どころか一部販売にも反対です。

２－１５０７ 【神奈川県、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

私は岩手県出身で、小さい頃から食べてきた東北の米が大好きです。

あきたこまちは確か子供の頃に市場に出てきて、

今でも良く食べます。

そのあきたこまちが放射線処理され、

栽培されたものが人の口に入ると言うのが恐ろしいです。

人体にどのような影響が出るか想像がつかないからです。

放射線処理の概要を読むと、

遺伝子組み換え処理と変わらないと言う印象で、

放射線によりピンポイントでカドミウム吸収をなくすことは無理で、

なんらかの弊害が出ていると思うのです。

(今の技術では、選択した遺伝子だけを破壊・入換などは出来ないため)

まずは、土壌のカドミウムを減らす技術、
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そして土壌のカドミウムを吸収しない稲作の技術を推進することが先だと思います。

秋田県と同じように土壌のカドミウム濃度が高いと言われる富山県では、

稲作の段階でカドミウム吸収を抑制する取組みをしていたことも知りました。

一朝一夕で出来ないことは重々承知しています。

ただ米は日本人の国民食であり、毎日口に入るものです。

これからの子供たちの食生活・日本の農業を守っていくためにも

どうか、あきたこまちへの全量転換は廃止して頂きたいです。

何卒よろしくお願いいたします。

２－１５０８ 【鳥取県、４０代】

遺伝子操作をしたお米を食べたく無い！

何の副作用があるか分からない物は口にしたくない。

もし全て転換されるなら「あきたこまち」を食べません。

農家の負担も増して、お米を作る人がますます減ってしまう。

変えるメリットが何も無い。

２－１５０９ 【千葉県、３０代】

安全かどうかわからない危ないものを子供たちの口に入れさせることは、長い目でみて

おかしい、危ないとおもうべきでは。

農薬や化学肥料たっぷりつかうことや、放射線浴びた米をつくることよりも、

もっと自然にやさしく、体にやさしいものを作るべきだし、率先してそういう活動をし

ていくほうが、いまの世の中的に目立つとおもう。

どことの利権でこうなってるかわからないが、いいことない。考え直すべき。

２－１５１０ 【兵庫県、３０代】

放射線育種米で、ゲノム編集同様、体の中にどんな影響が出るのか心配です。

インドのポカリという品種は、低カドミニウム米でマンガン吸収ができないので、

コシヒカリと交配に成功した岡山大学の馬教授が研究の成果を発表されています。

放射線育種米ではなく、ポカリと交配させたコシヒカリを採用いただくよう

強く要望します。

２－１５１１ 【宮城県、５０代】

「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本
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を代表するお米だと思います。

その「あきたこまち」を守ってください。遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくな

った稲がこの気候危機の中、生き延びるか不安であり、従来の品種を作り続けることが大

事ではと思います。従来の「あきたこまち」を食べたいです。放射線育種後代交配種の「あ

きたこまち R」 は食べたくありません。どうかよろしくお願いします。

２－１５１２ 【長崎県、４０代】

カドニウム汚染地域は全体の 3%未満と聞いています、その為に全量を Rにするのは危険

すぎます、人体への影響や正常に育成出来るかもわかりません。種の問題もあります、種

を売ってもらえなければ食糧難になってしまいます、国防上大変問題と思います。また農

水省は全国 300 種のうち 200 種で同様の準備を完了しているようです、議論の前に結論あ

りきな行動です、国民として不信感しかありません、先ずは秋田県で十分議論していただ

き、日本の国益を守って下さい。

２－１５１３ 【千葉県、５０代】

秋田県における稲作を「あきたこまち」から「あきたこまち R」へ全面切替することに反

対致します。

秋田県で長年に多くの人が手掛けて作り出し、日本中で愛されてきた「あきたこまち」

を放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」に全量転換することが決定さている事を知

り、大変驚き、心配しております。

食品としての安全性や日本の生態系への影響がしっかりと確認されるまでには相当の時

間がかかるはずですのに、いきなり全面転換とはどういう理由からなのでしょうか？カド

ミウムの吸収を抑える為とは言え、遺伝子を破壊されてマンガンを吸収できなくなった様

な脆弱な稲が、今後予測のつかない気候変動の中で生き残れるのかどうか疑問があります。

世界情勢もこのように不安定な昨今、ただでさえ食料自給率の低い日本の、最後の砦とも

言える米の栽培にはもっと慎重になる必要があるのではないでしょうか？従来の品種を作

り続けることが大事だと確信します。

またこれらの放射線育種後代交配種には遺伝子特許が取られており、自家採種もすべて

禁止されるという事ですが、それではせっかくこれまで頑張って来てくださった農家の

方々が益々苦境に立たされることになります。農業離れを更に加速する事でしょう。かと

言って、将来的に日本の農業を大企業のコントロールに任せて、私たちに食の安全が保障

されるとは到底思えないのです。

そもそもこの様に重大な問題を、消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で決めて
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しまったことは大問題で、期間を延期の上、十分に議論する場を設けるべきだと思います。

どうか出来るだけ多くの人々が健やかに、幸せに暮らせる為の、日本の食の安全と環境

作りに心を尽くしてくださいます様、秋田県議会の方々にお願い申し上げます。

２－１５１４ 【愛知県、３０代】

「あきたこまち」が大好きでたくさん頂いております。

が、放射線など人工的な加工を加えたものに対して強い抵抗があるので

これからも「あきたこまち」を食べられるように、

どうか変換はしないで下さい

２－１５１５ 【愛知県、２０代未満】

「あきたこまち R」への全量転換に反対です。

理由としては安全性が確認されていないものを

口にすることは健康面で問題が発生すると考えること、

そして日本の第一次産業を守るために農家の方々に

これ以上の負担をかけてはいけないと考えるからです。

２－１５１６ 【長野県、５０代】

あきたこまち Rへの転換に反対します。

健康への安全性に関するデータを示してください。

主食である米は毎日、長期に渡り食べ続ける物です。

安全性のデータがない物を全面的に転換すべきではありません。

カドミウムの汚染は別の形で対処すべきではないでしょうか。

長年あきたこまちを食べてきましたが、Rになったらもう購入は致しません。

農家さんの意見、消費者の考えを聞き、十分な議論と周知をするべきだと思います。

人の健康に関わることなので慎重に進めるべきだと思います。

宜しくお願いいたします。

２－１５１７ 【神奈川県、２０代】

放射線反対。食の安全を求めます。

２－１５１８ 【東京都、６０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては
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・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質問してください。

２－１５１９ 【滋賀県、３０代】

お疲れ様です。

あきたこまち Rの全量転換はやりすぎです。

良いものであるのなら自然と農家さんもそちらを選択していくと思います。

農家さんを守ってください。

よろしくお願いします。

２－１５２０ 【県外、４０代】

不安なお米をつくらないでください。

秋田のお米、あきたこまちを選ばなくなりますよ？

２－１５２１ 【埼玉県、５０代】

放射線照射は危険性が高いので早急に中止してください。

カドミウム対策というならまず土壌を汚さない事が先決だと思います。なぜ放射線照射

と言う発想・方向になるのか理解できません。

表示義務もないのなら消費者は選択する事もできず公平・誠実ではありません。そのよ

うなお米など食べたくもありません。

どうぞ日本の誇る主食・お米の安心安全を守って下さるようお願いします。

２－１５２２ 【石川県、４０代】

子供達の未来を守るために大人が闘わなくてはいけないのに、どうして日本の大人達は

自分の国を壊すことばかりしているのか。日本人の主食のお米まで汚染するのか。絶対に
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やめてほしい。自分の愛する人に放射線で遺伝子をいじった物を食べさせたいですか？

２－１５２３ 【富山県、４０代】

秋田県だけの問題ではなく、日本人としての問題として投稿しました。食べてはいけな

いものを作ってはいけない。未来を考えて行動してください。県議の皆様の家族、子や孫

に食べさせたいですか？子や孫に何を残したいんですか？未来のためのお仕事をされるの

であれば、健康な食べ物に投資をしましょう。

２－１５２４ 【秋田市、３０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１５２５ 【福島県、６０代】

県議会への意見

あきたけんのあきたこまちを守って頂きたい。

放射線育苗米をなぜ作るのか？

未来の子供達を守ってほしい。

秋田県のお米を守ってほしい

ご検討頂きたい！！

２－１５２６ 【秋田市、４０代】

あきたこまち Rの話を今年に入って初めて知った消費者です。

ネットの情報だけでは偏りがあるかなと思い、８月に潟上で行われたあきたこまち R の
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勉強会にも参加し

県庁の方のお話を聞いた上で、意見させて頂きます。

母親の立場から考えると

今後、こまち Rの全面作付けが行われ、表示も「あきたこまち」と「あきたこまち R」も

区別がつかなくなる、、と

子供たちへの給食にも一斉にこまち Rが使われてしまうのだろうか。。と不安になりまし

た。

大人は、農家とつながって消費行動を選択すればいいと思うのですが。

生産者に、消費者に十分な説明がないまま

あきたこまち Rに転換すること。

正直、不信感が払拭できずにおります。

秋田のカドミウム汚染の状況はそれほど深刻なのでしょうか。

全国で一番早く名乗りを上げて、転換しなければいけないほど、人体や土はカドミウム

汚染されているのでしょうか。

情報の公開を求めます。

秋田と言えばお米。

私たちが秋田県民が自慢だった、お米、あきたこまちです。

県で十分な検討、治験、研究をしていただけるとありがたいです。

２－１５２７ 【群馬県、３０代】

絶対反対！！

２－１５２８ 【大阪府、４０代】

放射線量が被曝の域を超えた量のお米を作ることは、許されないです。

カドミウムなんかより、内臓被曝の方が怖しいと思わない政治家や議員さんたちがいる

事に憤りを覚えます。

また、日本人を駆逐するためにやっているとしか考えられ内事を次から次へとやってい

る。

食べ物とは、人を良くする物と書いて、食べ物です。

あなた方がされているのは、人の命を守る立場にありながら、それとは真逆に行く方向

へと舵を切っていますよね。

今すぐに、そんな米を作ることをやめてください。

まともな稲作を今まで通りしてください。

大豆、米、お水、塩は日本や生命の全ての源、大切にしてください。不自然な遺伝子組
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み換え植物はやめてください。

未来ある子どもたちの命そのものが消えて亡くなってしまいます。

今さえよければいい政治は、結局、そんな人たちの未来はありません。

２－１５２９ 【群馬県、４０代】

放射線を照射して、遺伝子を破壊したあきたこまち R

は食べたくありません。

従来のあきたこまちを食べたいです。

２－１５３０ 【宮城県、４０代】

あきたこまち R への切り替えについて。その米は食べ続けても本当に安全なのか？だれ

が証明してくれるのか？私たちが食べ続けて異常がないかを証明していくようになるの

か？身体に異常が出てからでは遅いのです。子供たちに安全な食べ物を食べさせるために

は、遺伝子操作した作物ではなく、環境作りの方を見直すべきです。子供たちに良い未来

を残してゆくために秋田県は考えるべきだと思います。放射線米反対です。

２－１５３１ 【三重県、４０代】

あきたこまち Rにしたら、どういう健康被害があるとか考えないのですか？

せっかく、この有名なあきたこまちをこんな放射能汚染米にするんですか？

今回のコロナワクチンで、新しいものがどれだけ危険かと言うことが身を持って感じま

した。

いくら生産性が上がるからといって食べることによって、食べた人の体にどういう影響

が出るかもわからないし、今までご先祖様が代々、受け継いできた正式な種を、こういう

形で全部変えてしまうと言うことにすごく危機感を感じます。生産性よりも、食べる人の

身になってください。

最近健康になる食品を作り出すよりも、病気になる食品を作る事に販売者の方は一生懸

命になり過ぎていませんか？

どうか、この素晴らしいあきたこまちを、あきたこまち Rにして、生産するのはやめて

ください。

販売するなら大きく放射能照射米と大きく書いてくださいね。

絶対買いませんから。

２－１５３２ 【兵庫県、３０代】
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「あきたこまち」から全面切替に反対します。

従来の「あきたこまち」が食べたいです。

「あきたこまち R」は食べたくないです。

食べたい人だけ食べて下さい。

選択の自由を奪わないで下さい。

２－１５３３ 【岡山県、４０代】

「県議会へのご意見」

あきたこまちを放射線育種後交配種米として販売された場合、拒否反応を示す方々がい

ると思います。拒否反応を示された方々から口コミで風評被害を拡大する可能性があると

思います。

風評被害を受けた場合、秋田県の農家さんの方々が作るあきたこまちの売上が落ちると

思いますので、放射線育種後

交配種米の生産の中止をお願い致します。

２－１５３４ 【兵庫県、６０代】

あきたこまちの不買運動をします。

２－１５３５ 【東京都、４０代】

あきたのお米は、日本の食を支える役割を担ってきました。美味しく、素晴らしいお

米です。

放射線をあてて、遺伝子を破壊する事は、長期的にみた時、品種にどのような影響をも

たらすか

分からず、安全性に大きな懸念があります。カドミウム汚染地域は全体の 3％未満にも

関わらず

全てのお米を切り替えるのは、秋田米のブランドを破壊し、農家の生活を直撃します。

考えられない暴挙であり、人体の健康、食の安全、環境への影響など

遺伝子を操作する危険性を、包括的に判断しなければ、次世代に良い食を継承すること

は

出来ません。また、種籾の栽培が不可になるということは、農家の自律性や、研究意欲

を削ぎ

奴隷のように、翌年につながらない生産で、管理されていく流れです。

このような暴挙を、許すことは、秋田県を破壊するだけでなく、日本全国の食を

破壊し、外資依存にします。お米は日本の象徴です。



168

放射線などあてたら、必要な栄養素も同時に破壊されます。

どうか、議員様、お一人お一人の力で食い止めて頂きたいです。

２－１５３６ 【福島県、４０代】

「あきたこまちＲ」への全量転換を廃止してください。理由は人体への影響が無いとは

いえないからです。従来種での作付を継続しなければ、何かあったときに引き返せなくな

ります。

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

関連情報

河田昌東さん「放射線照射による品種改良 何が問題か」 学習会報告

https://okseed.jp/news/entry-179.html

２－１５３７ 【兵庫県、６０代】

カドミウムを吸収しにくい米への転換は歓迎するが，放射線育種というのはそんな単純

なものなのか。全量転換したあとは「あきたこまちＲ」という表示を（義務的に）守って

欲しい。放射線育種だとはっきりするので。問題ないのであれば，そういう情報を隠す必

要はないはずだね。

２－１５３８ 【埼玉県、６０代】

県議会へは放射線照射の事は提出されていないと聞きました。安心してあきたこまちが

食べたいです。ただでさえ農薬がいっぱい使われているのにこれ以上余分な手を加えな

いでください。

まるでコロナワクチンと一緒でメリットだけ伝えてデメリットを隠しているように思い

https://okseed.jp/news/entry-179.html
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ます。

日本人の食の安全を第一にお考えください。

２－１５３９ 【大潟村、３０代】

今後の主要な品種にしようと大事な主食について、この件が幅広く知られていないこと

から、県民への徹底した周知また意見を伺ってほしい。

美の国あきたネットで安全性についても拝見したが、本当に安心できずにおります。

一般的な日本人における食品からのカドミウム摂取が健康に悪影響を及ぼす可能性が低

いとされているなか、なぜ全量転換させようとしているのか。

また、全量の切り替えということは元祖の種子は流通しなくなるのか。

有機米についてはどうなるのか。

詳細な説明を求めます。

２－１５４０ 【群馬県、４０代】

全量転換に強く反対します。

日本で作られている 300 品種のうち、すでに 200 品種以上の放射線育種後代交配種が準

備されつつあります。

このままでは日本のお米がすべて放射線育種米になってしまいます。

お米の安全性もさることながら、今後の激しくなる環境変化に耐えられるのか、わかり

ません。

また、その自家採種も禁止になりますので、日本のお米はすべて自家採種禁止となって

しまいます。

日本人が日本人としてあるべき姿を否定する行為ですので、是非とも廃案にしていただ

きたく。

全国から県議会を見ています。

２－１５４１ 【東京都、４０代】

私はあきたこまちが好きでよく食べるのですが、あきたこまち Rには長期的な安全性や

栄養面に不安を感じるため、全量転換は中止して頂きたいです。

放射線を当てた食品を食べて、人体に長期的な影響が絶対に無いという保証はあるので

しょうか。ミネラルが不足した品種になるとも聞いています。そんなものより、今までの

あきたこまちを食べたいです。

あきたこまち Rの育成・販売計画自体を白紙に戻して欲しいくらいです。
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２－１５４２ 【東京都、３０代】

従来のあきたこまちを守っていくべき。なぜ変えなきゃいけないのか。なぜ変える必要

があるのか。変わらなきゃいけないのは人間の考えです。お米では無い。絶対にお米を変

えてはいけない。絶対に反対です。

２－１５４３ 【愛知県、４０代】

あきたこまちの安全性を問うのであれば

放射線を浴びたお米を認可するのではなく

自然農で農業に携わる方 方々の信頼や補償を

見直してください。

口にするものは自然でなければ

痴呆など病気の一因となる事実もあります。

被爆した広島の方が断固と反対している

理由 後世までも続く被害です。

未来の子どもたちのために

健康を守る意識が日本の未来を変えると思っています。

断固反対です。

議会で 見直しを求めます。

よろしくお願いします。

２－１５４４ 【茨城県、４０代】

全量転換には断固反対。

専門家も警告を発しています通り、

この施策がもたらすリスクは計り知れないものがあると感じます。

何より「米は日本の宝」

国内屈指の生産地「秋田県」が

前例を作ってしまえば、他県、

他品種への波及も。

安全安心な米を子供達に

残してくださるよう意見とさせていただきます。

２－１５４５ 【栃木県、６０代】

「あきたこまち R」への全面切替に反対します。

そもそも「あきたこまち R]の長年にわたる効果や負の影響について十分にわからないま
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まに、全面転換するなど狂気の沙汰です。これを採択しようとしている秋田県および県議

の常識を疑います。

百歩譲って、まずは試行するなら 1割未満から 5年 10 年かけて行うべきです。

種の多様性にも全く逆行するこの暴挙を見過ごすわけにはいきません。

これまで、あきたこまちを好んで選ぶことが多かったのですが、もし全面転換するよう

な事態になれば、日本のコメを守るために、全力であきたこまち Rの不買運動を仲間とと

もに展開せざるを得ないと考えています。

全国のあきたこまち愛好者のためにも、今回の暴挙に対して反対していただける県議の

皆さんの良識に訴えたいと思います。

この問題は、種苗法改正と同じく、グローバリストの策略であることをよく認識してく

ださい。

日本の農業を一緒に守っていきましょう。

２－１５４６ 【千葉県、５０代】

食の安全面から、あきたこまち Rへの全量転換を反対します。

放射線照射は他にも、ジャガイモの発芽を抑えるために使われていると聞きます。そも

そも、人体にレントゲン撮影の為に放射線照射においても少量ですが被爆しダメージを受

けると聞いています。蓄積すれば悪いものです。それと同様、植物・食物に施すのはその

植物・食物に対しても同じ事が言えると思います。

現に新型コロナワクチンが mRNA ワクチンという、今までになかった方法で製造されたも

のでした。治験も終了していない、安全性がしっかりと確認されていない段階で摂取され

たことで今、ワクチンによる死亡者や後遺症に苦しむ人々が大勢います。

このような中で、日本人の命となる米の元からいじってしまうのは大変危険と考えます。

古代からのお米の歴史から見てもそのような転換は必要ないと思います。

実父が秋田県出身だったこともあり秋田県には愛着を持ちあきたこまちにはいつもお世

話になっております。どうかこれからも安心して家族と食卓を共にできるよう、転換はや

めてください。よろしくお願いします。

もし転換されるようなことがあったらあきたこまちを購入することはなくなります。

２－１５４７ 【大阪府、２０代】

汚染されたお米を日本の方々に食べさせないでください。

安全で健康的な食事を望みます。
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２－１５４８ 【岡山県、４０代】

放射線米など、いりません。

ご自身の子供にも喜んで食べさせたいものですか？

２－１５４９ 【東京都、３０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

私たちの食に対して、このような強引なやり方を早急に進めて

何か悪い影響が出た後では遅いのです。

日本のお米は日本人の体と精神をつくる大切なものです。

米所の代表である秋田県の動きは、日本全体を変えてしまいます。

早急にこのようなことを推し進めず、国民の意見を聞いてください。

２－１５５０ 【東京都、３０代】

R米反対します

環境、人体、全ての循環する自然を守り

子どもたちの未来を繋ぐ為に

不自然な作物は不要であるから

２－１５５１ 【大阪府、３０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１５５２ 【神奈川県、５０代】
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あきたこまち Rは食べたくありません。

今まで通り あきたこまちを作り続けて欲しいです。お願い致します。

２－１５５３ 【茨城県、７０代】

放射線育種米と聞くだけで遺伝子組み換え等人体に害をもたらすイメージがあります。

風評被害を防ぐために全県同一にするとのことですが、喜んで購買する消費者がいるとは

思えません。

結局安値で叩かれ外食産業や社食等に頭を下げて買ってもらうのでしょうか？

キックバックや利権であなた達に一時的にお金が入りますか？

秋田県農家さんの為にも県民全体のためにも長い目で見て利益に繋がるとは思えません。

科学的に安全や不利益部分を確認して本当に人々や自分達の子孫の為になるものなのか？

の再考を願い致します。

２－１５５４ 【北海道、５０代】

生産者や消費者にほとんど情報がないまま全量転換を決めたことは大問題です。

遺伝子を破壊されてマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機のなか生き延びる

ことができるのかも不安です。

従来の品種を作り続けながら研究、議論を重ねていくことが大切だと思います。

２－１５５５ 【秋田市、５０代】

あきたこまち R に切り替えをするためには農家や消費者の大多数が納得のいく説明と話

し合いが必要だと思います。切り替えを決めたみなさんはあきたこまち Rを召し上がって

みましたか？これからずっと食べ続けていきたいと思いますか？正直なご感想を伺いたい

です。

カドミウム汚染地域の土地改良は計画しないのですか？根本的な問題点は土地にカドミ

ウムが含まれてしまい人体等に害をなす事ですよね。その点も含めて県民とオープンな話

し合いができたらいいと思います。

２－１５５６ 【愛知県、３０代】

あきたこまちがあきたこまち Rになるならば、あきたこまちは食べません。家族や友人、

みんなに秋田県のお米あきたこまちは

食べないほうがいいと伝えるでしょう。

昔ながらの種やちゃんと栄養の不足のないお米を作っていただきたいです。

なんでもかんでも遺伝子組み換えやゲノム編集は長期的にもどのように
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人体に影響するかまだわからないもの。

そんなものを一般の人の意見も聞かずに決定してしまうなんておかしいし

科学的なことや身体に関することは責任が大きいです。

考え直していただきたいです。

あきたこまち Rになるなら、あきたこまちはスーパーで選びません。

２－１５５７ 【東京都、３０代】

あきたこまち自体に安全性の不安があるわけではありませんし、そもそも実害が出てい

ない状況にも関わらず日本で育てるお米を全て放射能を当てていないと育てられないよう

になるという事実が信じられません。

未来を歩く子どもたち、これからも生きる私たち、日本の土壌や環境を守り豊かに暮ら

していけることを願います。

あきたこまち Rに全量転換に反対します。

これからも美味しく安全なお米を家族です食べたいです。

２－１５５８ 【広島県、５０代】

あきたこまち R のパンフレットを見ました。とても危険なものを秋田県から、全国にば

ら撒くのは、秋田県の信頼だけでなく、秋田県の農家さんの命取りになります。もう秋田

県のお米は、買わないようにしましょう、、とみんなで情報交換をすることは簡単ですが、

そんなことはしたくありませんし、311 の後、東北のお米が全国の学校給食、コンビニ、チ

ェーン店の食材として流れた経緯もあるので、一旦流れてしまったら、とうにもならない

でしょう。

秋田県は、人殺し、、そう言われてしまいます。

秋田県だけの問題ではありません。あきたこまち Rを、即刻廃棄されますように。

２－１５５９ 【長崎県、５０代】

放射能育種米への全量変更を止めてください。

人の身体にどんな影響を及ぼすかもわからないものをたべたくありません。

そういうものが全国に出回って子どもや孫達が食べると考えると不安になります。

今までの『あきたこまち』を食べたいです。

お米の一大産地の秋田県が県議会での慎重な議論なしに始めるのを考えなおしてくださ

い。
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２－１５６０ 【茨城県、４０代】

あきたこまち Rは安心安全とは言えません。秋田県が始めたら他の自治体も始まります。

国は放射線米栽培において補助金をばらまくでしょう。

そうなる前にあきたこまち Rは中止してください。

２－１５６１ 【秋田市、３０代】

生産者や消費者、事業者など関係者に情報公開もなく、

パブリックコメントもないまま「あきたこまち R」

への全量転換を決定するのはおかしいと思います。

意見も聞かずに勝手に決めないでほしいです。

.

あきたこまちは全国で愛されているお米なので

美味しいお米が食べられなくなるのはとても悲しいです。

学校給食に出されるのが怖いです

子供達には絶対食べさせたくないです。

子供には安全な物を食べさせたいです。

.

放射線育種米は

放射線で破壊する遺伝子は「土壌からカドミウムを吸収する」という特徴を持つ遺伝子。

その遺伝子を彼康すると同時にマンガンも吸収しなくなる。

マンガン不足は骨格異常、糖代謝異常、糖質代謝異常、

生殖機能低下に繋がる。

マンガンは胎盤形成にも不可欠で、動物はマンガン不足で流産することが

家畜業界では常識であるそうです。

.

放射線育種は危険です。

放射線育種米反対です。

２－１５６２ 【愛知県、２０代】

「あきたこまちＲ」への全量転換に反対します．

理由は以下の 3点です．

１．あきたこまち R には重イオンビームが照射されているが，安全性を裏付けるデータ

や実験は存在していない

２．重要なのは汚染カドミウム汚染地を無くすことであり，米が吸収しなければよいと

いう問題ではない
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３．人の手を使ってマンガンを供給する必要があり，農家の負担が増加する

２－１５６３ 【大阪府、４０代】

全面的に反対します。

２－１５６４ 【千葉県、３０代】

日本の大切な主食である「お米」を壊して、日本人を殺す計画でしょうか？

常識的に考えておかしいでしょう？

秋田県議員の方々は、本当に秋田県民？と言うか本当に日本人？

県民、市民の大切な税金から給料をもらってるんだから、もっと

日本人の為になることを考えてください。

２－１５６５ 【岐阜県、３０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては、遺伝子が壊されるためにマンガンを吸収しにくいお米になり、ごま

葉枯病などの病気になりやすいこと、ミネラル不足のお米になることは不安材料です。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１５６６ 【福岡県、５０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

放射線をあてて作る事の安全性が保証されてないのに全量転換することの意味が分かり

ません。

今までのあきたこまちは安全性も確かですし、とても美味しいお米です。

今までのあきたこまちを守ってください。お願いします。

２－１５６７ 【茨城県、５０代】

農業関係者が育成した『秋田こまち』を、残したい。

美味しい『あきたこまち』を継続したい。

日本農業を破壊する方向の政策には反対です。

日本人とその文化や営みを、もし放射能なゲノムで操作する政策は、

中止して欲しいです。それが公務員の仕事と思います。

多くの市民, 国民の知らない施策は、よく吟味して下さい。

『反対です。』宜しくお願いします。
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２－１５６８ 【埼玉県、５０代】

放射線育種米について意見を述べさせて頂きます。今回の事は知り合いから聞きました。

消費者にあまりにも情報公開されないままいつのまにやら安全性が確認されない放射線

育種米が口に入るのは正直言って怖いです。お米は日本人の主食です。毎日食べる物は特

に安心安全な物を子供達にも食べさせたいです。

土壌や肥料がカドミウムに汚染されているのであれば、そちらを安全で自然なものに変

えていく方向はお考えに無いのでしょうか？

農薬や肥料に頼らない農業の重要性を考えて頂きたいです。

消費者は安心安全な食べ物を欲しています。

そして何故、表示義務がないのでしょうか？消費者が選択できる表示にして頂けないで

しょうか？

風評被害がという話を聞きますが消費者の健康より利益を優先なのでしょうか？

放射線照射が食の安全や環境保全、生態系に及ぼす悪影響についてもっと議論すべきで

はないでしょうか。

秋田県議会の先生方も安心安全なお米を食べたいですよね？

家族にも食べさせたいですよね？

自分ごととしてのご検討をぜひよろしくお願いします。

２－１５６９ 【美郷町、４０代】

あきたこまち Rってなんですか？

米農家であきたこまち作ってます。

あきたこまち Rについて詳しく説明がほしいです

２－１５７０ 【神奈川県、３０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

２－１５７１ 【千葉県、５０代】

あきたこまちを放射線育種米にするのは断固反対致します。あきたこまちは大好きで何

度も購入しています。本当に美味しいお米だと思います。それを放射線育種米?!絶対身体

に悪いですよね!!そんなお米は食べたくありません。放射線育種米になったら絶対に購入

いたしません。本当にやめてください!!絶対に反対です!!
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２－１５７２ 【広島県、６０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１５７３ 【神奈川県、２０代未満】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

２－１５７４ 【秋田市、２０代】

なぜ、大きく情報公開もせず、しっかりと議論もされずに、このような大切なことをき

めてしまうのでしょうか。私たち子育て世代が秋田県にとどまる理由は、極めて少ないと

感じます。その上、子どもにとって重要な「食育」の領域までもが、勝手に危険な方向に

進んでいくことに、大きな不信感を感じてしまいます。本当に、あきたこまち Rは、安全

なのですか？子どもたちのミネラル不足の心配はないのですか？人口流出を防ぎたいのな

ら、しっかりと情報公開をし、子育て世代の意見も聞いた上で、審議も慎重に行なってい

ただきたい。私たち税金を払っているのだから、やる事はしっかりしてください

２－１５７５ 【大阪府、５０代】

あきたこまちを守りましょう

昔から育ててくれてた先人達の知恵守りましょう

余計なことしないで下さい

子供達に安心安全なお米を食べさせてください

宜しくお願いします
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２－１５７６ 【東京都、６０代】

「あきたこまち」の全面切替に反対します。その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米です。不自然に大量の放射線を浴びせていない「あきたこまち」を守って

ください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲が、生物環境にどのような影響を

もたらすか、誰にもわかりません。従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。不自然に大量の放射線を浴びせた Rは食べ

たくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのは議論のすり替えであり、Rの安全性が

100%確認できるまではやるべきではありません。少なくとも表示をきちんとし、消費者が

選べるようにしておくべきです。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めるのは大きな問題で、

期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１５７７ 【奈良県、２０代】

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

国はこういうことを推進する時、メリットしか話しませんが、便利や楽の裏には確実に

デメリットがあります。

短期的なデメリットだけでなく、長期的なスパンで物事を考えて、日本のお米をぜひ守

ってください。

２－１５７８ 【大分県、３０代】

風評被害を懸念してとのことですが、

放射線育種米を食べたくないので、

従来のあきたこまちも残しておいてください。

遺伝子を損傷した食物の安全性は長期的に調べてください。

ワクチンやマスクしかり、

個人の選択を尊重しつつ導入をお願いします。

２－１５７９ 【神奈川県、４０代】
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大反対です。

マンガン不足により大切な子供達の健康が脅かされる。

自分の子供に積極的に食べさせたいと

思えるようなお米を作ってほしい。

食の安全性は 120%確保してほしいのに、

このようなことをする秋田県の食べ物は

これから全て食べたくないなと思えてしまう。

２－１５８０ 【埼玉県、４０代】

現行のあきたこまち廃止へ反対します。

そして放射線育苗種あきたこまち Rへの全量転換を反対します。

健康にとって長期にわたり安全性を確保できない米の品種を

つくっていくことは、日本の農家さんの自由を奪うことであり

われわれ米を買って食べるものとしてもいままでの安全なお米を

とれなくする秋田県の選択は非常に残念です。

自然なものやオーガニックを大切にするほうにすすむ地球全体

の流れと逆行するものです。

また自家採取禁止についても反対です。

そのような禁止をする権利は国にはないと思います

２－１５８１ 【栃木県、３０代】

あきたこまちを安心して食べたいので転換に反対します。

従来のものではなぜ行けないのでしょうか。

２－１５８２ 【東京都、４０代】

大変悲しいことです

あきたこまちが大好きでしたが、育種米になると、買うこと、あきたこまち使用の店で

食べることはなくなるでしょう

議員の皆さんは育種米のリスクをご存じですか？

大切な家族に食べさせたいですか？

よくお考えになり、いままでの美味しいあきたこまちを守ってください

切にお願いいたします

２－１５８３ 【京都府、５０代】



181

放射能の問題はまだまだ未確認な部分も多く、長期にわたっての安全性はより不確実な

ため在来方法で採種したものを使っての稲作をお願いしたいと思います。また、農家が自

家採種をしているならばその点も今後継続してゆけるようにしてほしいと考えます。これ

以上手を加えることでお米のお米としての力を失うようなことを（人体に与える影響が悪

影響に触れるなど）は避けていただきたいです。

２－１５８４ 【茨城県、４０代】

絶対に反対です。放射線米を作る事

で子供達の世代に残せない土地

になってしまうと思います

秋田県の綺麗なイメージまでなくなり

日本の将来がまだあると

希望を持たせて下さい。

お米をどうか守って下さい。

２－１５８５ 【東京都、２０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してくだい

米が切り変われば、あきたこまちを食べることはないでしょう

２－１５８６ 【奈良県、４０代】

反対します。

単純に気持ち悪いので食べたくないし、
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市場に出回ってほしくもないです。

長期的に見て、人体にも環境にも

良くないのは明らかです。

対策の方向性がおかしすぎます。

やめてください。

２－１５８７ 【千葉県、５０代】

「あきたこまち」からの全面切替に反対です。

遺伝子を破壊したお米ではなく、従来の「あきたこまち」を食べたいです。

また風評被害があることを懸念してということですが、カドミウム汚染がされていない

地域では本来不要な変更だと考えます。

農家さんによっても考えは異なると思いますので、強制ではなく、任意での切り替えが

できるようにしていただきたいと思います。

２－１５８８ 【神奈川県、７０代】

あきたこまちＲへの転換に断固反対する。絶対に購入は，しないが，知識のない方の手

に届く事も大変恐ろしさを感じます。先先，どのような健康被害が起こるかも分からない。

利益重視の日本の農業が現在の日本人の健康を損なってきたか、本当に恐ろしさをかんじ

ます。

２－１５８９ 【大仙市、４０代】

あきたこまちの全面切り替えに反対します！

「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

２－１５９０ 【三種町、５０代】

目的はカドミウムを吸収しにくい米を作る事との事ですが、今までにあきたこまちを食

べてそのような健康被害があったのですか？ 私が知る限りはそのような話を聞いたこと

がありません。それに放射線育種米が健康に全く害が無いと言い切れるんですか？ 在り

もしない事柄を理由に勝手に品種改良するようなことは辞めて下さい。

私は大反対です！

２－１５９１ 【東京都、５０代】

絶対反対です。改良しないで下さい。これ以上日本の農業、農家を苦しめないで下さい。
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日本人を窮地に立たせないで下さい。

遺伝子操作してしまったら終わります。何かあってからじゃ遅いのです。

あきたこまち Rに全量転換しないで下さい。

どうかお願いします、止めて下さい。

２－１５９２ 【東京都、４０代】

あきたこまち Rには絶対にしないで下さい。

２－１５９３ 【東京都、６０代】

こんにちは。長年スーパーであきたこまちを買い続けております東京都在住の者です。

あきたこまちは安全安心でおいしいお米と信頼し続け、家族で 10 年以上いただいており

ます。

このたび、令和７年から全量放射育種になると聞き、ご意見させていただきたくメール

させていただきました。

放射線育種米を食べたくありません。食べたいという人は周りに一人もいません。

それよりも、その流れに逆らって、「あきたこまちは従来種で作ります。そのぶん手間が

かかりますので値上げします！」とアピールすれば、たとえ２倍になろうとも買いますし

売れると思います。

とにかく放射能には嫌悪がありますから、知ったとたんに拒否いたします。虫がついて

いたほうがずっと安全と判断します。

どうか全量変換はお考え直しください。せめて放射能育種米と

従来種米の二種を用意し、消費者に判断をさせていただけませんか。

２倍だったとしても多くの日本人は従来種米を買うと思います。まずは実験してみてく

ださい。

そして従来種米を作る農家様には納得行く価格設定をしていただき、皆様に十分潤って

いただきたいです。

全量を放射能育種に変えるのは消費者の選択の自由を奪います。お考え直しをお願いい

たします。

２－１５９４ 【山口県、３０代】

ご担当者様

あきたこまち Rに関して、以下のとおり意見を提示いたします。

①「こしひかり」との差について

出穂時期や収量、味だけで「あきたこまち」と「あきたこまち R」と形質や品質に差が

ないと決めつけるのは如何なものかと思います。
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放射線育苗なのですから、「人体への健康被害の有無」など人間や昆虫、動植物を含む

環境への影響の有無を比較する必要があるのではないでしょうか。

②銘柄の表記変更ついて

カドミウム吸収性が低い特性があるのならば、「あきたこまち」とは別のモノですから、

銘柄の表記は「あきたこまち R」とすべきと考えます。

以上、よろしくお願い申し上げます。

２－１５９５ 【山口県、６０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

《理由》

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１５９６ 【三重県、３０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１５９７ 【大仙市、６０代】

恥ずかしながら、「あきたこまち R」という新品種の存在を昨日(8/16)知ったばかりです。

私の勉強不足なのか、はたまた行政やマスコミの周知不足なのか...私は後者だと思います。

そもそも、そのような新品種に全量転換しなければいけない程、秋田県の土壌は汚染さ
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れているのでしょうか？しかも再来年から全量転換など性急過ぎます。

「あきたこまち R」のメリット・デメリットを県民に周知し、充分な時間をかけて審議を

尽くされるよう強く要望いたします。

放射線育種米だという事で、あきたこまちが信用を無くし売れなくなったら、農業県秋

田はいったいどうなる事でしょう。行政の暴走を止めるべく、何卒よろしくお願い致しま

す。

２－１５９８ 【茨城県、５０代】

あきたこまちに放射線をあてて品種改良をする、ということをどれだけの県民国民が知

っているのでしょうか。縄文時代から続いた私たちの大切な主食の品質を不安の多い放射

線で変える、という重要なことをきちんと周知してから行うべきです。拙速すぎます。

２－１５９９ 【東京都、５０代】

県議会への意見

放射線米あきたこまち Rを、あきたこまちとして販売する事はおやめ頂きたい。

消費者に選択肢を残すべきです。

放射線米を、未来ある子供達に食べさせたくありません。

放射線米は買いたくないのです。

現状通り、区別して販売して下さい。

２－１６００ 【千葉県、５０代】

「あきたこまち」は秋田の代表する農産物です。

そんな大切なお米を安全性が担保されていない「あきたこまち R」に変更しないでくだ

さい。

不安点①・放射線育種米だけしかなくなって、それを毎日食べ続けるということを、10

年後、20 年後、続けたらどんな影響が起きるか、誰も予想できない。

不安点②・EU では種苗に放射線をかけることは有機としては認めらてない。

不安点③・こんなに重大な決定を農家も消費者もまったく関わることなく、農水省ー秋

田県の独断で行われた。

上記の点から、今後不安な気持ちで購入したくはありません。

美味しいお米を安心して購入出来る事を切に願います。

２－１６０１ 【京都府、６０代】

あきたこまち R断固、
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反対致します。

人為的に作り出す

新しい品種にも程度が

あるのではないでしょうか?

新しいものを作り出す行為が

自然の摂理を越えてしまうと、

それを食べる人への影響を

もっともっと検証し

慎重を期するべきではと

思います。

次の世代、末代まで繋がる米文化が失われてしまうのではないかと懸念しています。

２－１６０２ 【高知県、４０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

もっと幅広く議論して、方向性をしっかり検討していただきたいと思います。

よろしくお願いします。

２－１６０３ 【東京都、６０代】

五代以上前から秋田に住む先祖を持ち、秋田に思いを寄せるもののひとりとして意見を

申し上げたいと思います。

この度の令和 7 年度からのあきたこまち Rへの全面切り替えは、これから五代先の子ど

もたちのことを真剣に考えるほどその危険性が憂えてなりません。放射線の影響は長時間、

世代を超えて現れるのは明らかです。カドミウムの影響は放射線照射以外の方法で対処可

能であると考えます。

安全な食の確保は国づくりの基本です。自然豊かで真面目

温かな秋田人こそが今こそ、本来の安全安心な米、食糧生産に立ちかえるべきと思いま

す。

人口減少の問題もありますが、安全な食、地域の健康づくり、地産地消や他地域との連

携、有機野菜や米の学校給食提供をしている自治体には若い移住者も増えていると聞きま

す。大阪泉大津市、長野県松川町などはその一部です。

秋田県は学校教育のレベルの高さでも話題を集めていますが、県の魅力に、是非安心安

全な食と学校給食、地域づくりを上手活用して子どもも大人も老人も笑顔で豊かな県にな

ってほしいと願っています。
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あきたこまち R導入は、今後秋田県がどういう未来を目指すのかを全国の若い人たち

から試されていると考えて是非勇気をもって取り止めていただきたいと切に願います。

２－１６０４ 【宮城県、６０代】

いったい、日本人の健康をどう思っているんですか？

遺伝子組み換えやゲノム編集、放射線照射など、何か手を加える事で、ある目的は達成

できるかもしれないが、その他の予想できないマイナスな結果を招く事は想像に難くあり

ません。

既に、遺伝子組み換え食品を日本に先駆けて流通させたアメリカでは、成人病の急激な

増加やアレルギーの増加により方向転換し、今や脱遺伝子組み換え、N-GMO が市場のメイ

ンでオーガニック食品を多くの人が志向しています。

日本だけ、世界の流れと逆流し、より不自然により加工し、より添加物や農薬を増やす

傾向にあるのは承知できません。

このような「あきたこまち R」に転換しようとする人たちは、私たちの何代先の子孫につ

いて考えも及ばないのでしょうが、私たちは食べ物でできていますから、私たちの身体と

健康を壊すのは食べ物です。特に主食の米が重要です。伝統的な素晴らしいあきたこまち

を守ってください。

日本を滅ぼすのはやめてほしいです。

２－１６０５ 【潟上市、４０代】

｢県議会への意見｣

放射線育苗への移行に強く反対します。

しっかりと時間を掛けて議論して下さい。

本当に安全か？

米の成分のマンガン等が不足し、

かえって広く影響が出るのではないか？

全ての農家が種を買わないといけない！

秋田県が しっかりと議論しているとは思えません。

広く情報開示し、危険性を認識して下さい！

目先に左右されず、

あの時の秋田県は、素晴らしかった

と言われる様な判断をして下さい！

秋田を誇れるように！

日本の見本となれるように！

国など…色々なしがらみに流されないで！
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秋田県が素晴らしいと思えるように！

県議会の皆様、宜しくお願いします。

２－１６０６ 【美郷町、４０代】

知人の SNS でこの問題を知り、いてもたってもいられず、意見をお送りする次第です。

普段選挙には行きますが、政治や行政に声を届けるなんで思いもしませんでした。それ

は小さな声を上げたとこらで何も変わらないと思っていたからです。でも今回、この件に

ついてたくさんの意見が寄せられているはずです。私と同じように、小さな声でも届けず

にはいられない、普通の生活を送る普通の人々の声をどうか無視しないでください。

私はあきたこまち Rの全量転換に反対です。何よりこれほど大きな問題を県民、生産者、

消費者の知らないところで決定されていたことに、恐怖を感じています。

一消費者として、あきたこまち Rを買いたい、食べたいと思いません。子どもたちには

なおさら食べさせたくありません。毎日食べ続けるお米に不安を持ちたくありません。

あきたこまちに愛着のある私ですらそう思うなら、県外、外国の消費者ならなおさらで

しょう。このままでは先人が築いた秋田を代表する産業、米であるあきたこまちの灯が消

えてしまいます。

今まで食べていたあきたこまちを食べ続けさせてください。子どもにも、次の世代にも。

どうか数多く届いている生産者、消費者の声を無視しないでください。

あきたこまち Rの全量転換に反対します。

２－１６０７ 【大阪府、３０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

国民の安全第一です。

国民に説明して、了承を得てください。

２－１６０８ 【福岡県、６０代】

日本の農業を、安心、安全な作物をつくる体制に保つ為。

全量転換に反対します。

２－１６０９ 【東京都、３０代】

「あきたこまち」から「あきたこまちＲ」への全面切替に反対します。

東京に住む私たちも大好きな「あきたこまち」をぜひ守ってください。

・ 消費者・生産者にもほとんど情報がない状況のなかなぜ全量転換を決めてしまったの
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でしょうか？転換するにしても期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・また遺伝子を壊して作られている食べ物を自分の子どもに食べさせたいとは全く思い

ません。将来的なリスクはどの程度議会で検討されているのでしょうか？

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは買いたくないし、食べたいと思いませ

ん。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。本質的な解決のためのロ

ードマップを県議会で議論していただきたいです。

２－１６１０ 【不明、３０代】

秋田の米が大好きですが、2025 年にはあきたこまちが全量放射線育種米になってしまう

と知り本当に残念ですし、この決定に驚いています。なぜ全量にする必要があるのでしょ

うか？農家の方々と十分な話し合いがなされているのでしょうか？米でなく肥料や土をな

んとかするという考え方はできなかったのでしょうか？消費者の意見をお伝えすると不自

然に作られた放射線育種米は食べたくありません。あきたこまちを全量放射線育種米にす

るのであっても放射線育種米であることがわかるように表示をしていただきたいです。消

費者には知る権利と選ぶ権利があります。

２－１６１１ 【東京都、３０代】

日本の自然の米を守りぬてください。

どうして自然からはみ出ることをするのですか？

「あきたこまち R」断固反対です。

２－１６１２ 【三重県、４０代】

あきたこまちを遺伝子を壊さずこのまま残してください。

食の安全が失われてしまう日本に、残された子どもたちの未来に絶望しかない日本では

なく、これからをもっと自然豊かな日本へと守るためにもぜひ、お願い致します。

２－１６１３ 【横手市、５０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。
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・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１６１４ 【北海道、３０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さな

いための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

よろしくお願いいたします。

２－１６１５ 【男鹿市、４０代】

秋田県男鹿半島にて農家民宿と飲食店を営んでいる○○○○○○ ○○○の○○と申し

ます。

当店でも宿泊の食事やランチには地元男鹿産のあきたこまちを使用しております。現段

階において、当店で使用しているあきたこまちはお客さまの評判も高く、新しい品種や他

県のお米に比べて総合的に高い評価を得ております。

あきたこまち R については資料等を読ませていただきましたが、一方で様々なご意見が

交わされておられるかと思います。既に SNS 等でも様々な心配や声が上がってきているの

を目にします。

今後懸念されるのは、仮にあきたこまち Rがどの様な品種であっても、きちんとした調

査や研究結果、報告がわからなけらば、消費者や生産者の皆様にとって誤解をひきずった

ままの普及 により これからのあきたこまちへのブランドや評価そのものまでが落ち込ん

でしまうのではないか？という心配です。

そういった事も視野に入れて判断していかなければ、本件そのものが風評被害の様に広

まり、更なる米離れ等、取り返しのつかない事になりかねないと思われます。

農作物や食べ物はその味もさることながら、第一印象やイメージもその後の評価にずっ

と影響を与え続けます。お米が商品や政策上の礎となる以上、その信頼が揺るぐ事は生産

者や各事業においても、また政策においてもマイナスに働きかねません。決めるのは消費
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者やお客様、そしてほぼ毎日の様に食する私達なのですから、ただ美味しいだけのお米で

もいけません。

また、本件は米や稲そのものだけを評価基準とするだけではなく、秋田県内全域の土地

や環境（土壌）に対するイメージ、そして次世代を担う若者の就学就労や子育て世代の移

住、国外や県外からの観光やグリーンツーリズム等への全体的な評価も懸念されます。今

後地方へのインバウンド需要も多く見込まれる中、日本のロケーションや食に関する海外

からの評価、東北の自然や食文化は宝に値します。

私もお店を営んでおりますが、お客様に安心して食べていただき、これまでの様にあき

たこまちが美味しいねっていっていただく事が仕事の自信とモチベーションに繋がります。

農業に限らず何においてもそうですが、主観的に発信するだけではなく、需要があり、

人に求められるあり方で広く将来を見据えた判断をしていただきたく存じます。そして農

業は長い歴史の中で国の礎でもあるでしょうから、どうか秋田県におかれましても今一度

原点に立ち返り 農業の未来と誇りをお守り下さいませ。

２－１６１６ 【東京都、３０代】

稲へ放射線を当て品種改悪を行うことに反対です。

そのお米を食べることで放射線被ばくのような影響が起きないと断言できないにも関わ

らず、この品種改悪が是とされることが理解できません。

カドミウムが問題とのことですが、食べ物の根本である土壌や肥料、農薬を改善するこ

とが最も重要なことではないでしょうか。

人の体は食によって構成されており、食は大地から出来るものです。

人が大地を汚したために起きている問題なのであれば、この問題を解決することこそが

我々がすべきことではないでしょうか。

お金がないためできないという言い訳で体に悪影響のあるかもしれないものを生産して

しまえば、向かう先は絶滅です。

２－１６１７ 【北海道、４０代】

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

また、「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要が

あり、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さな
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いための国や県のロードマップを県議会でしるも質してください。

今後の日本の未来のため、世界の未来のために本来のお米を守っていくべきだと思いま

す。

２－１６１８ 【長野県、７０代】

大反対です、壊して良い遺伝子などありません。

不自然な作物は病を発生させます。

人々の病の原因になっているのは、現代に溢れかえっている不自然な食べ物や過剰な医

療です。

命を育てる者がそんなこともわからないとは何と悲しいことでしょう。

どこまでも堕ちているのですね。

そこをそのままにして汚染ありきで次々と不自然に手を加えた食材で上塗りしていく。

そうしたまやかし・誤魔化しの愚行は、断じて許しません。

地域でソーラーパネルなどの根本的な汚染原因に真剣に立ち向かうのが正道ではないで

すか。

利権でそういう事をしようとしているのですか。

何という罪深さでしょうか。

そのようなものには反対を突きつけて。

そして、自然な食材を作って社会に流す農家や企業がもっと多くなるように尽力してく

ださい。

２－１６１９ 【茨城県、４０代】

放射線育種米に反対します。

どのような影響が食べることによって起こるのか？不確かなこと、ゲノム編集に近いこ

とを行ったお米を子どもたちが口にすることは悪影響でしかありません。

これからも安心安全なお米を食べることができるよう、放射線を与えたお米を作らない

でください。

よろしくお願いいたします。

２－１６２０ 【広島県、５０代】

いったいどうしちゃったのですか？日本人にとって大切な米に何をしようとしているの

か？理解に苦しみますね。

カドミウム汚染地域は全体の 3％未満とのこと。その３％未満の為に他の９７％を巻き

込むのですか？まるで共産主義のようなやり方ですね。米をどうにかするんじゃなくて、

カドミウムをどうにかする方法はないのでしょうか？
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日本の米をなんだと思っているのでしょう。秋田県だけの問題ではありませんが、米ど

ころ！と豪語するならば秋田県から正していくべきではないですか？国が決めたからと何

も考えず、ただただ従うのですか！？いい加減目を覚ましてはどうでしょうか。国の最大

の決定権は「国民」にあります。民意をないがしろにしては罰が当たりますよ。その前に、

日本の命ともいえる米にそんなことをしたら罰が当たると思いませんか！？秋田県、しっ

かりしてください！！

２－１６２１ 【長崎県、５０代】

安心安全を最優先にしていただきたいです。遺伝子操作をしたお米なんて食べたいと思

いません。本来の秋田の米、日本の米を守ることに努めていただきたいです。

２－１６２２ 【山口県、３０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

《理由》

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でもしてください。

２－１６２３ 【大阪府、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換 全面的に反対いたします。

放射線を浴びたお米は純粋に食べたくありません。

子どもたちにも食べさせたくないです。

今まで愛され受け継がれてきた日本の食文化、お米、農家さん

自然を大切にしていかなければなりません。

すべてにおいて安全だとはとても思えないです。

日本人から純粋なお米を取り上げないでください。

未来の子供のために…どうかよろしくお願い致します。

２－１６２４ 【京都府、３０代】

前略

本件で最も重要なことは、「あきたこまち R」固有の要素である遺伝子の改変や、放射線
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育成種（の後代交配種）であることを主要な論点に据えない事です。

これはあくまで TPP・日米 FTA に端を発する経済の自由化の問題であり、つまるところ

国民の共有財産であった種子を企業等の、さらに言えば外資を含む資本家の財産として譲

り渡すことになる、という点に問題の本質があります。

ゆえに「あきたこまち R」が（特に安全性の面で）一切の懸念なく、あらゆる面で既存の

種より優れたものであったとしても、国民一人ひとりに紐付けられた（主食という極めて

重要な役割をもつ）財産を大きく毀損するという一点において、断じて転換を許容しては

ならないのです。

それは米国等における、所謂モンサント法の整備と事後の訴訟問題の例を見れば、火を

見るより明らかでしょう。

県境付近における他県育成の在来種との交雑や種子の混入、知財侵害訴訟等のリスクを

考慮した場合に想定される影響は県内や隣県のみに留まらず、短期間のうちに日本列島す

べての農家自治体に及ぶであろうことは想像に難くありません。

他県在住で、秋田県に縁もゆかりもない私にとっても、もはや対岸の火事では済まされ

ない事態なのです。

今後、国は国家間の条約を正しく履行するための国内整備として、今回のような圧力を

継続的に、そして一切手を緩めることなく掛け続けてくる事でしょう。

日本政府が私たち国民の下から去ったいま、"わたしたち"を守れるのは私たちだけです。

たとえ「国＝わたしたち」が崩れ去ろうとも、「わたしたち＝地方"自治"体」が防波堤と

なり、その流れを断固として許容しなければ、先人たちが命を賭けて繋いできた財産と、

最低限の未来は守ることが出来るのです。

秋田県の皆さんの奮闘を期待します。

２－１６２５ 【神奈川県、６０代】

放射線米あきたこまちは

米にかかわる麹、酒、その他食品にも影響が有り、

秋田だけではなく輸出など全国、世界に多大なる影響が考えられます

放射線米は絶対に作らないで欲しい。

２－１６２６ 【神奈川県、６０代】

放射線を被曝したお米など，公認すべきではない。

人体にいかに悪影響があるか，明白である。

これが，原材料となる，加工品にも多く混入され，避けようとしても避けられない事態

になることは必至、
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市場授業の何らかの意図があるのであろうが，将来，自分たちの体，または，子供，孫，

環境汚染に返ってきて，どうしようもなくなってからでは遅い。

すぐに，撤廃，禁止してください。

２－１６２７ 【三重県、４０代】

あきたこまち大好きです！！！

２－１６２８ 【香川県、５０代】

初めまして。

あきたこまち R への全量転換についてですが、食の安全が叫ばれながら、長期的な影響

がまだはっきりとわからない遺伝子組み換え食品や諸外国では禁止されている農薬などが

日本では逆に緩和されている現状があります。

農業従事者の負担が、農薬等近代化によって大幅に軽減され持続出来るようになった現

実はありますが、私たちの健康という根本的なものが効率や合理化という名の下に蔑ろに

されている側面も否定できないと感じることがあります。

あきたこまち R への全量転換については、そういうことを踏まえて、慎重に審議される

べき案件かと思います。

２－１６２９ 【愛知県、６０代】

絶対にやってはいけない事です！！

子どもたちの未来のため、今直ぐやめてください。

そうでなくても、この日本は添加物まみれ、水道水には塩素、それが原因で、2人に 1人

が「癌」に罹る。先進国でありながら、こんな国はあり得ません。

トランス脂肪酸も当たり前の様に使われ、農薬、除草剤の使用基準も緩んでしまいこの

先安心で安全な食べ物は無くなってしまうのでは？と懸念されます。

いま一度、原点に戻って、放射能を浴びた米を作るのはやめてください。

子どもたちの未来を守ってください。

２－１６３０ 【神奈川県、４０代】

・「あきたこまちＲ」への全量転換へ反対します。「あきたこまち」は秋田県が作り出し、

日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本を代表するお米になりました。その「あき

たこまち」を守ってください。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。遺伝子を破壊さ

れマンガンを吸収しにくくなったお米を子どもたちへ食べさせることは不安です。長期的

にどのような影響があるか未知のものです。昔からある自然のものを子どもたちへは食べ
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させたい。

・ 「あきたこまちＲ」への全量転換に反対します。消費者にも生産者にもほとんど情報

がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題です。本当に国民がそれを望んでいる

のか、議論する場を設けるべきです。

２－１６３１ 【三重県、５０代】

お米を守りたいです

２－１６３２ 【千葉県、５０代】

テーマ２ 「あきたこまち R」への全量転換

いつもあきたこまちにはたいへんお世話になっております。

この度、放射線育種米に全量転換と知ってびっくりしました。

いつも安心して美味しく食べているあきたこまちが放射線育種米となってしまうなんて。

安全ということですが、後から安全でなかったとわかった時にどう責任がとれるのか。

稲の改良より、土地や肥料のカドミウム除去と改良をすべきかと。

安全なお米、安全な食品を常に提供している秋田県。秋田県産は安全なお米と食を常に

生産流通させているということのほうが秋田県や秋田県の物産に対しての信頼とイメージ

アップが大きいように思います。あきたこまち R に転換してしまったら、私としては後ろ

髪引かれる思いで、あきたこまちの購入と食するのはやめにせざるを得なくなります。

どうかご検討して頂いて、従来通りのあきたこまちのままであり続けられますようによ

ろしくお願いいたします。

２－１６３３ 【宮城県、５０代】

あきたこまち Rへの全量転換をやめ、今まで通りにしてください

２－１６３４ 【千葉県、４０代】

放射線育米への、全量転換などありえません。

断固反対します。日本を食糧難へ導く政府の

方針に乗ってはいけません。どうか、再検討

をお願い致します。

２－１６３５ 【兵庫県、５０代】
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放射を照射したお米はいりません！

絶対食べません！

あなた方はお子さんやお孫さんに

訳のわからないお米を食べさせるつもりですか？

あとの責任は誰がとりますか？

昔の食べ物は栄養がありました。

是非調べてみてください。

それからでも遅くはないはずです。

よろしくお願いいたします。

２－１６３６ 【兵庫県、５０代】

放射線による遺伝子組換えした製品を食べたいとは思いません。

最低限、消費者にその旨公開し、選択肢をもうけるべきです。

２－１６３７ 【徳島県、４０代】

秋田県民ではありませんが意見を言わせてください。どうか放射線育苗米にするのはや

めてください。日本の米所秋田県の名に恥じぬよう今まで通りの種を使って米を作ってく

ださい。私も地元で米作りの一端を担っています。秋田県が導入を許せば必ず全国に広ま

るでしょう。どうか踏みとどまり従来の苗を育ててください。これからの日本を左右する

分岐点です。子や孫に正しい食べ物を食べさせませんか。今農家は自分たちでどうにかで

きるレベルにありません。県や国の力添えが必要です。いったいどんなものなのか訳も分

からないようなものは誰も口にはしたくないと思います。食べることは生きること。どう

かよろしくお願いいたします。

２－１６３８ 【広島県、５０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Ｒは食べたくありません。

２－１６３９ 【大阪府、６０代】

大阪府民ですが、消費者といてコメントさせて頂きます。｢あきたこまち｣は大好きな品

種です。しかし、放射線を浴びせ遺伝子を破壊したコメなど、気持ち悪いです。消費者と

して秋田県産のお米は、今後もう買えません。やめてください！
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２－１６４０ 【秋田市、５０代】

反対です。

なぜ一律なんですか？

農家によって選択できないのでしょうか？

少なくても私は「安全」の根拠がないので、Rであれば、

せっかくの秋田産あきたこまちを買わなくなります。

Rのことはすでに意識の高い全国の方から問題視されています。

これでは、いままで県外の友人知人に勧めてきたのに、勧めることができなくなります。

意識の高い富裕層はじめ、海外への、輸出拡大の可能性もなくなってしまいます。

お米だけではなく、Rを使った原材料ということで買わない人も出てきます。

秋田の農家の未来にかかわる重大な問題です。

私は県外からの移住者を増やすための活動をしていますが、

今状態で Rを全量転換されては、秋田の印象が悪くなるばかりです。

お米を買い上げて、販売にも協力しようと思っていましたが、

それもできなくなりますし、大好きな秋田産あきたこまちを買えなくなるは本当に困り

ます。

ぜひ、撤回いただくようお願いします。

２－１６４１ 【東京都、３０代】

お米は私達日本人には欠かせません。

私達、そしてこれからの子供達のためにも、

安全な「あきたこまち」を守って下さい。

２－１６４２ 【群馬県、４０代】

放射線育種米に全量転換に断固反対します。

無くしてしまったら取り返すことはまず無理でしょう。

米は日本の宝です。

農業は日本からはろくな支援を受けられず

農家潰しとも言えることばかりです。

困難を極めていますが、どうか秋田の誇りとして守って下さい。

どうかお願い致します。
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２－１６４３ 【福島県、３０代】

私は福島県に住んでいます。「あきたこまち R」と「あきたこまち」は明確に分けて出荷

して欲しい。福島県産の農産物は原発事故によって外国への出荷制限が何年も続きました。

輸出される場合の諸外国の反応は大丈夫でしょうか？放射線を当てたものと当てていない

ものを一緒にしてしまうことで、「あきたこまち」という美味しいお米のブランドイメージ

を汚してしまうことになりませんか？そして、私たち消費者には選ぶ権利もあるのです。

「あきたこまち」と「あきたこまち R」の違いを説明し、消費者がどちらを選ぶのか、その

結果を分析して欲しい。そうやって品種改良を重ね、研究していくことで日本の農産物を

日本だけでなく世界基準で拡げて行って欲しい。

２－１６４４ 【埼玉県、５０代】

あんなに美味しいあきたこまちがある、売れているのに、

ゲノム編集された種を毎年高い値段で買わなければ農家は作れない？！

よくもそんな話を進めますね。

お金ですか？！

日本を潰す始まりが秋田ですか？！

一生恨みます。

撤回してください！！

２－１６４５ 【秋田市、７０代】

鉱山の多い秋田県は昔から重金属汚染では苦労が多かったと思います。対策とすれば廃

坑からの流れ込みの防止、汚染田畑の除染、客土などでしょうか。そして結果的に数値の

高いお米の全量買い取りということで先人は大変苦労したのだと思います。戦前から殖産

興業、富国強兵政策での色々な矛盾は、弱いほうへ弱いほうへ、農民へしわ寄せされてき

た、これはチッソ水俣病などと同じです。これは、加害企業があり人災です。この場合被

害者への救済はこれまで行われてきたように国、地方自治体が行うことは仕方のないこと

だと思います。ここは基本出ないでしょうか。

ところが、ここから現代はいろいろな科学的操作、技術によって作物がつくりかえら

れはじめました。遺伝子が壊されたコシヒカリ環 1号と掛け合わせたこまちアール、それ

はあきたこまちではないです。秋田県全部があきたこまちではない米を作り始めるそれは

県全体が大事なブランド米を捨て去ることであまりにも乱暴で短絡的な考えです。

マンガンも吸収しにくいからマンガンを足す？吸収しにくいのに、さらに足す。それ

では自然のバランスがおかしくなります。マンガンを売るほうは儲かっていいのでしょう

が。マンガンだれが作り、だれが運び、だれがいつまくのですか？雑草にもマンガンがか
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かるのでは。余計な作業を皆さん強いられるのでは。それでおいしいのですかね。虫には

弱くないですか。高温が続けばどうなりますか。石川県ではじめられたコシヒカリ環 1 号

は、収量が落ちて今では誰も作っていないというではありませんか。良かれと思っての計

画されたのでしょうが、余計なことをしてして元も子もなくす。秋田が誇る石川理野之助

や森川源三郎の先達たちはこんな短絡的な農業を是とするとは思われません。

釜の蓋を開け炊きあがったご飯の湯気に幸福を感じるときに、アールとかいう偽物の

お米では全く幸せではありません。ここは立ち止まってみませんか。

強力な放射線を当てて突然変異を起こさせ、カドニウムを吸収しにくくした「コシヒカ

リ環 1号」と「あきたこまち」を 7回交配させて作られた「あきたこまちｒ」は、「コシヒ

カリ環Ⅰ号」のＯｓＮｒａｍｏ５という遺伝子？を引き継いで、カドニウムを吸収しにく

いと同時に、マンガンをも吸収しにくく「ごま葉枯病」になりやすいと聞きます。植物と

してマンガンを吸収しにくいというのでは、光合成をするうえで決定的な欠陥ではないの

でしょうか。育成中もヒ素との兼ね合いで複雑な作業があり、またマンガン不足を補うた

めにマンガンを施す必要があるとか。カドニウム吸収のおそれのない大多数の非汚染田ん

ぼでは特にメリットのない「あきたこまちｒ」。それにマンガンを入れなければならないと

いう作業が加わるわけです。そしてマンガンを後から補足してはたして間に合うものなの

でしょうか。その水田は一般的にはマンガン過多になるのでは。その場合の水生動植物に

対する影響は？微生物たちへの影響は？

全県ではどれだけのマンガンが必要とされるのか。溶融性マンガンの河川等への流出

は、水質汚濁防止法では公共用水域では 200μｇ/ｌですが、水道法では０．０５ｍｇ/ｌ以

下です。マンガンは水道水の着色障害だけでなく、不味い水の原因にもなります。水道施

設ではマンガン除去の行程がいるのでしょうか。マンガン過剰では、作物には綿の縮れ葉、

ジャガイモの壊死、リンゴの木の内樹皮の壊死。ヒトにおいての過剰摂取では神経毒性等、

肝硬変、パーキンソン病の原因になるそうです。

秋田市の上水道水からカメムシ防除に使われている、ネオニコチノイド系成分の「ジ

ノテフラン」が１リットル当たり 868 ナノグラム、ＥＵ基準の８．７倍が検出されたとい

う報道は６月下旬のことでした。あらゆる流入物の混じった河川の終末で採取される秋田

市水道水、その安全性はどなたが責任を取られるのでしょうか。最終的には数値での整合

性で語られるのでしょうができるだけ政策的にリスクを避ける方途を採ることが政治の選

択というものではないのでしょうか。

２－１６４６ 【徳島県、５０代】

私は、県外ですが、まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本
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を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１６４７ 【大仙市、４０代】

健康被害の可能性がある以上、あきたこまち R の全量転換に慎重になっていただきたく

メールしました。このままでは、こどもには食べさせたくはないので、こまち以外のお米

を食べざるをえません。給食も拒否せざるをえません。そんな事はしたくないです。

不自然にも遺伝子が壊された、いわば奇形の種をなぜわざわざ食べようなどと考えます

でしょうか。

もっともっと県民を信じて、公平な判断ができるように情報を公開してください。よろ

しくお願いいたします。

２－１６４８ 【岐阜県、４０代】

放射線育苗種への転換に反対です。

あきたこまち Rの安全性が不明確ですので、

一般消費者として、あきたこまち Rは購入しません。

昔ながらの安心なお米の生産を続けることを希望します。

また、自家採種が禁止になるとのことで、

農家さんへの負担が高くなることが想像できます。

大切な農家さんを苦しめるような転換はしないでほしいです。

２－１６４９ 【三重県、６０代】

あきたこまちを守る為

２－１６５０ 【広島県、６０代】

お米に手を加えてはいけない！

開発、改良では無い！
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改悪でしか無い。

少なくても最低限表示義務を守る事と、市民が選択出来る自由を守ること。

それが出来ない、約束出来ないならやめて下さい。

食の安全を安易な考えで決めないでください。

２－１６５１ 【京都府、４０代】

放射線育種米を食べ続けることで体内に放射性物質が蓄積される可能性がある事が否定

出来ない以上、放射線育種米に全量転換する意義が理解できません。悪しき手本を作らな

いで下さい。

２－１６５２ 【山梨県、３０代】

「あきたこまち」から全面切替に断固反対します。

「あきらこまち R」などの放射線育種米は食べ続けた場合の長期の安全性が分かってお

らず、食べたくありません。特に食べ物は遺伝子を意図的に破壊したものではなく、自然

のものを育てていくべきだと思っています。それに消費者に殆ど知らせず、殆どの国民が

何も知らないまま全量転換を決めるのは非常に危険かつ、卑怯だと思います。遺伝子を破

壊したものだと少しの異常気象で全滅するかも分かりません。そうすれば食料の危機に直

結する問題であり、品種の多様なコメ作りこそが稲作を守ると考えています。また、マン

ガンを吸収しにくくなることで逆に土壌汚染がすすむという考えも聞いています。

私は今までの普通のお米が食べたいです。消費者から選択を奪う全量転換を直ちにやめ

てください。

２－１６５３ 【神奈川県、４０代】

私は神奈川県在住の者です。

あきたこまちが大好きで毎日美味しくいただいております。

今回、従来のあきたこまちとは異なる「あきたこまち R」が秋田県で全量転換する方針で

ある事を知り衝撃を受けました。

「あきたこまち R」の全量転換に反対します。

以下に理由を述べます。

1、安全性について

「あきたこまち R」は本当に安全性の高いお米なのでしょうか？

新しい技術で作られているのでそもそもデータが無く、答えられないはずです。

だからこそ時間をかけて十分に議論されるべきです。

今後納得の行く説明がされないのであれば、秋田県産のお米の購入を躊躇うようになり
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ます。

「あきたこまち」の購入をやめるかもしれません。

これこそが風評被害であり、秋田県の生産者を苦しめる事にもつながります。

2、「知る権利」の侵害

私は「あきたこまち R」の全量転換について、SNS で偶然知りました。

新聞やテレビのニュースなどで全く周知されていないのは何故でしょうか？

このままではほとんどの国民が何も知らないまま「あきたこまち R」を「従来のあきたこ

まち」であると思って購入し、食べ続ける事になります。

新しい「あきたこまち R」がどういうお米なのか広く国民に周知するべきです。

また、予防原則の考えに基づき「あきたこまち R」を避けようと思っても、商品に「あき

たこまち R」である事の表示がされていなければ避ける事ができません。

表示義務がなく消費者の知る権利が奪われている事、生産者ですら従来のあきたこまち

と区別がつかなくなってしまう事など非常に大きな問題です。

従来の品種を守るためにもはっきり区別されるべきです。

3、カドミウム汚染について

「あきたこまち R」は人体に有害なカドミウムを吸収しないというメリットがあるとの

事ですが、お米のカドミウム汚染を防いだところで問題の根本的解決にはなりません。

カドミウム汚染の原因は、国策として進められた鉱山事業です。本来であれば国が責任

を取るべきであり、被害者である地域の農家にカドミウム対策を押し付けるのは筋違いで

す。

実態調査の継続、被害者への保障政策、地域のカドミウム除去を優先とした具体的な対

策を求めます。

以上です。

あきたこまちは全国から人気があり信頼されているお米のブランドです。

日本人の主食であり伝統文化であるお米が信頼性の低いものになってしまわないよう、

今一度立ち止まり再検討して頂くようお願いいたします。

２－１６５４ 【埼玉県、２０代】

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

放射線によって遺伝子が組み換えられたようなお米が今後人体や環境にもたらす影響は

考えられていますか？
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２－１６５５ 【大仙市、２０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

そして、消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったこと

は大問題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１６５６ 【東京都、５０代】

あきたこまちをまもりたい

日本の宝であるお米を守りたいです。

２－１６５７ 【栃木県、５０代】

あきたこまちから、全面切り替えに反対します。

その理由としては、カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決出来ないと思います。

カドミウムを未来に残さない為にも国や県のﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを県議会でも質問するべきではな

いでしょうか。

あきたこまちは、好きです。

あきたこまち Rは、食べたくはありません。

２－１６５８ 【東京都、３０代】

転換せず、従来の品種でお願いします。

２－１６５９ 【兵庫県、４０代】

今回の放射線育種米は、カドミウム汚染対策として従来と異なる重イオンビームという

放射線を遺伝子にぶつけ吸収を抑制するものと聞きました。私は、この方法は遺伝子操作

と同じだと考えています。日本で抱えるカドミウム汚染の問題は、環境保全、環境改善を

進めることで解決すべきです。食の操作で対策することに反対です。また、重イオンビー

ムが照射された種は、ヨーロッパでは有機認証を受けれないようです。世界ではオーガニ

ック市場が拡大してます。日本を代表するあきたこまちが、世界の人たちから受け入れら

れない食べものになる事が悲しいです。

２－１６６０ 【広島県、３０代】
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このままでは秋田県のお米のほとんどが放射線育種米になってしまいます。そして、こ

れらには遺伝子特許が取られており、自家採種もすべて禁止されます。

米所の秋田県がこれをとおしてしまうと、日本全国に広がり安心安全なお米を日本人は

二度と食べることはできなくなってしまいます。わざわざ、そのような国民を危険に晒す

様な方向転換を県をあげて、国をあげて、する必要が本当にあるのでしょうか？そこまで

危険でしか、対処することはできないのでしょうか？食料自給率も低い、農薬や添加物の

使用許可されている数も世界的にみて多い我が国日本でなぜこれ以上の危険を受け入れな

いといけないのですか。もっと真剣に、自分と自分の家族、孫やひまがの代にまで胸を張

れる様な行動を今団結しおこなっていきたいです。

絶対にこの様な危険なものを通す事は反対です。

２－１６６１ 【島根県、７０代】

消費者にも生産者にも、ほとんど情報が無い中で、全量転換を決めてしまった事は大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです!従来の「あきたこまち」を食べたい

です!R は食べたくありません!

２－１６６２ 【大仙市、３０代】

米農家です。

あきたこまちを作っていますが、今回の件で家族で揉めています。

消費者も生産者も選択肢があるように表示義務をしっかりしてください

秋田県民なのに全国であきたこまちを食べたくないという声は聞きたくないです。

２－１６６３ 【東京都、４０代】

長年、化学肥料、農薬を未使用の玄米を直接農家さんから買わせていただいております。

おかげさまで子供含め家族皆が健康でいられるのも秋田の農家のお陰です。

本当に感謝しております。

しかし、全量転換は納得できませんし、強制性を感じます。

もはや共産主義や社会主義のような全体主義的なやり方です。

消費者の健康を無視して、全量変換する事で行われる人体実験に強く反対いたします。

二宮尊徳の五常講を学び直してください。

先人、先祖に恥ずかしくない生き方をお願いします。

全量変換は恥ずかしい事です。理解できるまで勉強頂くようお願いします。

そして慣行農業を有機農業へ変換する努力をお願いします。

モンサントの農薬は日本以外では禁止されています。

閾値を超えていないから合法ではなく、毒そのものを盛らないでいただきたい。
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以上。

２－１６６４ 【東京都、２０代未満】

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。なぜわざわざこのような取り組みを

するのでしょうか？

米の生産を独占するような動きはあってはならないと思います。

２－１６６５ 【東京都、３０代】

本当にそのような転換を考えておられるのでしょうか。

安全性が検証されていないともあるようですし、

せめて切り替えでなく選択制とかてだてはないでしょうか。

となるとあきたこまちは我が家で今後食べることがなくなってしまいます。

何卒ご検討をお願いいたします。

２－１６６６ 【青森県、４０代】

放射線育種米について

カドミウム汚染地域の対策として、カドミウムを吸収しにくいお米を開発したようです

が、

カドミウム汚染そのものの対策をするのが先ではないでしょうか。また風被害対策とし

て汚染地域以外のものまで放射能育種米にする必要はありますか？

農薬や食品添加物、遺伝子組み換え食品など、私たちの食と農にはこれまでも危機感を

感じていました。遺伝子組み換えの影響は 2世代先の子孫に影響を及ぼすとも言われてい

ます。その上更に放射能育種米という、将来的な安全性も分からないものまで、私たちは

何を食べさせられていくのでしょうか。

放射能育種米という、自分たちが子ども時代に食べたことのない、将来的な安全性も分

からないものを、今の子ども達に食べさせる事はできません。無責任です。

それを秋田県が先駆けて取り組もうとしている事に、同じ東北に住む者として残念なり

ません。

放射能育種米は、子どもの成長に重要なマンガンというミネラルが吸収されにくいお米

になっていて病気になりやすいとも聞きました。

お米は活動力の源であり、１日 2回 3回と毎日毎日食べるものです。安全なお米を食べ

逞しく生きる力を子ども達には身につけてほしいです。食と農の安全をどうか脅かさない

で下さい。
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２－１６６７ 【由利本荘市、２０代】

あきたこまちＲへの全量転換に反対します。理由は下記の通りです。

・放射線育種米が問題あるにしろないにしろ、秋田県の顔とも言える「あきたこまち」

を、国や県の意向だけで、遺伝子の一部が人為的に破壊された「あきたこまちＲ」に全面

切り替えするのには、納得がいきません。なぜそれをする必要があるのか、なぜ秋田県が

先駆けてやる必要があるのか、５歳児でも分かるように噛み砕いて、一人でも多くの県民

がきちんと理解できるように説明していただきたいです。それでも皆が手放しで賛成する

のであれば、「ああ秋田ってこういう人たちの集まった県なんだな、日本ってこういう国な

んだな」と諦めがつきます。

・私は農家ではありませんが、種籾の自家採種ができなくなるというのも強い違和感を

覚えます。農家の自由を奪うということは、消費者の自由も奪うということではないでし

ょうか。

放射線育種米のみの育成とすることで、利益を得る人たちや組織がいるのではないでし

ょうか。その裏で不利益を被るのは、米農家や私のような一般消費者、未来の子どもたち

ではありませんか。この転換は本当に必要なことですか？納得がいきません。

・率直に、今までのあきたこまちが食べたいです。これからもです。違いや副作用が目

に見える見えない関係なく、食べ続けた場合の安全性が保証されていない「あきたこまち

Ｒ」は食べたくありません。

・「あきたこまちＲが安全ではないという証拠を求める」のではなく、「あきたこまちＲ

を 10 年、20 年食べ続けても安全であるという証拠」を示してください。またその場合は、

『安全』の定義もきちんと示してください。

・あきたこまちＲが有機農産物として認められるとのことですが、それは日本国内だけ

のことではないでしょうか。世界的に見ても、有機農産物として認められるのでしょうか。

日本国産として、誇りを持って輸出できるものなのでしょうか。私は甚だ疑問を持ってい

ます。日本国内だけでなく、信憑性のある国際機関の基準などとも照らし合わせ、『あきた

こまちＲ』が本当に有機農産物として扱われ（続け）得るのか、確認して県民に伝えてく

ださい。

・日本国内でも既に、様々な農産物が遺伝子操作されていたり、放射線育種されていた

りすることは知っています。でもそれが、「あきたこまちＲ」に全面転換していい理由にな

るとは思いません。どうして、全国で低カドミウム米に切り替える必要があるのですか？

カドミウムに問題があるのなら、国土３％未満を占めるという汚染地域の除染を行うべき

と考えます。そちらを行わない理由、行っているのならそれでも低カドミウム米を強制す

る理由を示してください。

・令和５年第２回定例会（６月議会） ー 07 月 03 日 予算特別委員会 総括審査の議
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会中継動画で、加藤麻里議員が「あきたこまちＲ」について質疑しているものを拝見しま

した。一部、佐竹知事が答弁をされておりますが、質問の的を得ないのらりくらりとした

答弁に憤りを感じました。『放射線っていう言葉が怖いんでしょ？皆いつも浴びてるんだか

ら大丈夫』というような旨を仰っしゃりたかったようですが、県民が気になっているのは

そこではありません。なぜ、わざわざ、放射線を浴びせて遺伝子の一部を破壊した米を、

しかもそれだけを、私達は食べることになるのか、それしか食べることができなくなるの

か。秋田県の歴史に名を残す人物として、この行政施策を本当に評価しているのか、未来

には一抹の不安もないのか。誤魔化さずに、感情に流されずに、データに基づいて説明し

ていただきたいです。

・秋田県民として、この全面転換には非常に不安を覚えます。『米の多様性』を一度に無

くしてしまうことにも、強い危機感を覚えます。議会で十分に審議された上、行政を質し

てください。そして、経過を県民に発信してください。何卒、よろしくお願い申し上げま

す。

２－１６６８ 【静岡県、６０代】

あきたこまちは美味しいお米で、

地元の生協を通じて購入しておりましたが、

放射線育種米になったら、購入をしません。

事前に消費者の意見は聞いたのでしょうか？

望んでいない人が大多数ではないかと思います。

２－１６６９ 【美郷町、５０代】

本当にあり得ない方針です。

知り合いの農家さんにこの事を伝えたらなにも知らない。と。生産者にすらしっかり説

明せず(ちゃんと知ろうとしない生産者も悪いけど)もっと生産者、消費者にしっかり告知

し納得してもらってから始めるべきです。

アンフェアです。

この政策を実行してしまうと秋田の農業は終わります。県が農家を滅ぼすのです。

がっかりです。

とても大事なことなのでまずは立ち止まってもらいたいです。

期日ありきの日本の政府なようなやり方はやめましょう。

２－１６７０ 【神奈川県、３０代】

秋田出身、あきたこまちを長く食べてきました。
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あきたこまち Rなんて必要ないです。

地方に行ってもあきたこまちを選んで食べてます。

今もこれからも従来のあきたこまちを選んで食べます。

２－１６７１ 【群馬県、３０代】

食の安全、次世代への影響を考えると転換に不安が否めません。日本の食と子どもたち

を守れるようご検討お願い致します。

２－１６７２ 【愛知県、４０代】

もと秋田県の農家の嫁です。あきたこまちがあきたこまち Rに全量転換されることは、

どれだけ秋田の農家さんに理解を得てもらっているのでしょうか。作りたい作柄を自分た

ちで選ぶことができなくなることに、心配や不満、疑問はないのでしょうか。農家さんは

とても作業が忙しいですし、農協からのお達しには従わざるを得ない現状があります。疑

問に思っても、県が、農協がこういうのだから…とその疑問に蓋をせざるを得ない状況で

はないでしょうか？果たしてあきたこまちをあきたこまち Rに全量変えることは、秋田の

農業の未来にとって良いことなのでしょうか？もともとお米を専業で作っていた夫は４年

前に亡くなりました。夫はきっと、あきたこまち Rを植えることになったら、何かおかし

いなぁ、よく分からないお米をこどもたちには食べさせたくないなぁと言うのではないか

と思います。

２－１６７３ 【千葉県、６０代】

秋田に住む友人にいつもあきたこまちを送ってもらっていますいます

私はあきたこまちが大好きでとても気に入っています

す 今後も今までのあきたこまちが食べたいです

転換しないで下さい 今までのあきたこまちをずっと繋いでいってください 日本の主

食であるお米大切につくり続けて行ってほしいです

２－１６７４ 【秋田市、３０代】

「あきたこまち R」への全面切替に反対します。

除草剤不使用、農薬不使用が求められている昨今に

遺伝子を操作した放射線育種米に全面切り替え？言語道断だと思います。

あきたこまち、売れなくなってしまいますよ。

私自身も従来のあきたこまちが食べたいですし、子ども達にも従来のあきたこまちを食

べさせたいです。日頃からなるべく地元で作られたものを食したいと思っておりましたが、

もしあきたこまちが全面切替になるのであれば、私はもうあきたこまちを食べません。
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日本を代表する米の生産地である秋田こそが

最後まで従来のお米の生産を続けて行くべきではないでしょうか。

どうか、秋田のお米を

日本のお米を、子どもたちの健康を守っていただきたいです。

２－１６７５ 【大阪府、３０代】

放射線育種はやめてください。

安全性がわからないことはしない方がいいです。

２－１６７６ 【宮城県、４０代】

『あきたこまち R』を『あきたこまち』と言って流通させることには違和感を感じます。

全量を『あきたこまち R』としてしまうのではなく、生産者が選べるようにして頂きたい

と思います。

あきたこまちが大好きです。大切な友人は「あきたこまち」を生産する事に誇りに思っ

ています。

最終決定をする前に、詳しい説明会を設けていただき、心配している私達と秋田県の担

当者の方々が対話出来る機会を作っていただけたらとても嬉しいです。

２－１６７７ 【東京都、３０代】

これが真の国民の健康につながると思いますか。海外からの批判も殺到すると思います。

健康被害が出て賠償責任となったときはどうされるのでしょうか。そんなお米は食べたく

ありませんので、もし本当に全転換するのであれば、あきたこまちはもう買いませんし、

秋田県産のものも買いません。全転換してからでは遅いのです。反対です。いちばん大切

なことは、利権ではないはずです。

２－１６７８ 【埼玉県、３０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありませんし、子供にも食べ

させたくありません。
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・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

というか風評被害が出る可能性があると少しでもあるならば慎重になるべきです。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。

カドミウムを未来に残さないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１６７９ 【北海道、６０代】

遺伝子が人為的に傷つけられた作物が、その作物自身に与える影響、食べた人に与える

影響は、分からない、と考えるのが普通と思います。分からないから安全だ、ということ

は言えないと思います。そのようなお米は食べたくありません。あきたこまちは美味しい

お米だと思いますが、すべて あきたこまち Rになるなら、秋田県のお米は食べるものがな

くなってしまいます。残念ですね、そうなったら。全量転換は嫌です。

２－１６８０ 【宮城県、２０代】

知人から聞くまで知りませんでした！情報が少ない状態で進むことに違和感があります。

秋田だけでなく宮城や東北、全国にもかかわることです。徹底的な情報開示、説明会、対

話をする機会をつくるなどしていただきたいです。あきたこまち Rをあきたこまちとして

流通するのではなく選択できるようにするなどもしていただきたいです。

２－１６８１ 【福岡県、２０代】

日本から安全なお米が無くなったらおしまいです。

断固反対します。子どもたちの明るい未来を願ってます。

２－１６８２ 【香川県、４０代】

このような人体への影響が全く分かっていないものを、注意喚起の表示を伴うことなく

実行するのであれば、

「あきたこまち」は絶対に買わないし、日本産の米も買えなくなるだろう。

これは日本の米農業を破壊するものである。

２－１６８３ 【大阪府、２０代】

全面転換に反対します。
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どうか

日本の国民の健康、日本の未来を担う子ども達のけんこうを守って下さい。

子ども達が大きくなった時、伝統的な日本のお米が無いなんて悲し過ぎます。

２－１６８４ 【東京都、４０代】

こんなことが許されると思いますか？

断固強く反対、抗議します！！！

子供たちが生きるための大事な米、代々大切に育てここまで種をつないできた米をおお

もとから汚染し広げるとは何を正義と考えた食への取り組みですか？自然界には、必要な

い成分などありません。人間にとっての米の成育や生産にとっての手間となるものを手っ

取り早く排除する、その考え方こそ、全ていまの食品のあり方につながっています。スー

パーで買えるものなんてほぼありません。子供が毎日たべて安全で栄養のあるものなんて、

売られていません。全ては、今の私たちの怠慢、おごりです。このあきたこまち R を我が

子、孫、ひ孫、、と代々毎日たべさせたいですか？これが安全で栄養もあって、植物の命を

いただくんだと子供に胸を張れますか？無理です！あきたこまちだけの問題ではありませ

ん。利益や有益なことだけに傾いた食の考えは間違っています。全量転換などということ

はあってなりません。そもそも放射することじたいも慎重にならなければなりません。

断固強く強く、これに反対します！

２－１６８５ 【千葉県、６０代】

そのままで充分美味しい秋田の代表でもある秋田こまちに放射線をあてるような、人体

に後々影響があるであろう事はぜひしないでいただきた

いです。

２－１６８６ 【青森県、４０代】

絶対反対です。

むしろ、なぜ秋田県議会ではこれを良しとしたのでしょうか？

米どころとして、先人達が作り上げて来た歴史や文化をここで終わらせるのは

あまりにも軽んじていると思います。

それとも、秋田県産の米の不買を招き、米農家を廃業へ追い込むつもりでしょうか？

その水田だった土地を外資や外国人へ売るおつもりでしょうか？

農家を守れない自治体にはなりませんよう、この転換をやめるべきです。
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２－１６８７ 【宮城県、６０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることには違和感を感じます。

また、全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、生産者が選べたら良いのにと

思います。

全て反対というわけではありません。「あきたこまち」が好きで誇りに思っている方も多

いです。

ただ、最終決定をする前に、詳しい説明会や対話ができる機会を作っていただけたら嬉

しいです。

２－１６８８ 【宮城県、５０代】

なぜ全量転換する必要があるのでしょうか？

長い歴史の中であきたこまちが国民の糧となってたのでは無いでしょうか？

消費者からは健康への不安がまだ払拭出来ません。

転換する事で購入を躊躇してしまう飲食店も出て来ます

お願いです

私達の気持ちも汲んでください

先に進んでしまって

気持ちが追いつきません

２－１６８９ 【愛知県、５０代】

放射線を使い、品種改良をするのには反対です。

ある意味奇形です。そのお米を食べたらどうなるかを、何も知らない購入者が実験台に

されている様なものです。有害物質を流さない、有害物質を含んだ肥料を使わないで、環

境を整える方にシフトしたら良い話だと思います。

２－１６９０ 【千葉県、４０代】

自分たちの子孫に「あきたこまち」を残し、主食として食べ続け欲しいと願っています。

人間の体を作る大切な植物を、末永く後世に残して頂きたいと、切に願います。

２－１６９１ 【大仙市、５０代】

あきたこまちＲに転換してもカドミウム汚染の解決にはならない。

安全性が確認されていない、遺伝子を破壊された米は食べたくない。
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情報公開をきっちりして欲しい。

２－１６９２ 【埼玉県、５０代】

秋田のお米は日本の宝です。

毎年毎年あきたこまちの新米を二か所から購入しています。

どれだけ楽しみにして、毎日の糧になっているでしょう。

壊されて良い遺伝子などありません。

全量転換を説明する時に放射線育種米なんて、のちの影響について

どんな科学者だって分かりません。

もう秋田のお米食べられなくなるのは嫌です。

秋田だけの問題ではありません。

農家さんや食の安全を守るのはそんな方法でしてただきたくありません。

どうか、そんなバカな真似はしないでいただきたいです。

２－１６９３ 【宮城県、４０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることには違和感を感じます。

また、全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、生産者が選べたら良いのにな

と思います。

なんでもかんでも反対だ！というわけではありません。

あきたこまちが好きだし、誇りに思っている友だちも多くいます。

ただ、最終決定をする前に、詳しい説明会や対話が出来る機会を作っていただけたら嬉

しいです。

２－１６９４ 【神奈川県、３０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

子どもの頃から今までずっと毎日食べてきたあきたこまちへの信頼が無くなってしまい

ます。

放射線育種米なんて子どもに食べさせたくないです。

従来の「あきたこまち」を食べさせたいです。

Rは食べません。買いません。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１６９５ 【宮城県、４０代】
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「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言うようにする事はやめてほしい。

「あきたこまち」をすべて「あきたこまちＲ」に変えることをやめ、選べるようにして

ほしい。

放射線育種とは何なのかの住民への徹底的な説明を希望します。

２－１６９６ 【秋田市、５０代】

まだ安全性に疑問がある放射線をつかった育種技術によってつくられたお米に全量転換

するとはどういうことですか？秋田県民には周知されていません。秋田県の他のお米の品

種も 2029 年以降、続々とすべて放射線育種のものになり自家採種もできなくなる計画とは

恐ろしい限りです。ニュースにも大きく出さず、秘密裏に事を進めるのですか？県民を欺

く様なことは止めなさい。こんな恐ろしい物を食べさせて秋田の子供達の将来をなんと心

得ますか？

２－１６９７ 【鳥取県、６０代】

あきたこまち R.米たべたくないです。やめてください。お願いします。

２－１６９８ 【静岡県、５０代】

私を含め放射線米に転換することを知らされないまま、国の方針で実施しようとしてい

ると思います。今現在日本の政治は日本のためではなく利権やアメリカの言いなりで国民

や日本の未来の子供たちのための政策は全く実施していません。テレビや新聞でも報道さ

れません。生産者である農家さんの声、利権がない専門家の意見、日本国民の声を聞きみ

んなが納得するまで転換をしないで下さい。おかしいことはやめる勇気を持ってください。

正しい情報提供をしないまま、知らない間に転換することやめてください。よろしくお願

いします。

２－１６９９ 【神奈川県、４０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１７００ 【岐阜県、３０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。
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理由は

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米です。その「あきたこまち」を守ってもらいたいです。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事だと考えます。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは絶対に食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１７０１ 【大仙市、３０代】

確実な安全性が保証されていない、7回交配したと言っても

すごいパワーの放射線を浴びた苗を全量変えることに反対です

そして、有機という表示やあきたこまち Rで育てた苗である事

も明記しないのも不親切では無いか？

このままでは。あきたこまちを食べたくないです。

食べ続け、健康被害が出た場合の責任の所在は

決まってますか

全量転換に反対です。

２－１７０２ 【宮城県、６０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることには違和感を感じます。

また、全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、生産者が選べたら良いのにな

と思います。

なんでもかんでも反対だ！というわけではありません。

あきたこまちが好きだし、誇りに思っている友だちも多くいます。

ただ、最終決定をする前に、詳しい説明会や対話が出来る機会を作っていただけたら嬉

しいです。
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２－１７０３ 【兵庫県、６０代】

放射線育種米については、まだその安全性は十分に検討されていません。長期間の試験

期間が必要と思われます。

また、カドミウムは少量ですがコメには含まれており、今までの長い歴史において特に

問題はおきておりません。

「あきたこまち R」へ全量転換するのは、危険です。希望者のみにするべきと思われま

す。

私は兵庫県の住民ですが、あきたこまちは買ってよくたべております。

放射線育種米への全量転換には反対です。

議員の皆様、よろしくお願い致します。

２－１７０４ 【大阪府、２０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、

従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

２－１７０５ 【東京都、３０代】

放射線育成種への転換という記事を拝見しました。

我が国の主食である米を全量転換するというのは

国の方針でもあるかもしれませんが、

国民の食の安心・安全も考えず、どこに向かうのかと憂慮しています。

秋田県には一度しか伺ったことはありませんが、

素敵な土地、人、文化がありました。

秋田県の今回の決定は大きく日本全土に影響するものと思います。

食の安全が保障されない国では希望が持てずさらに少子化が進むことでしょう。

秋田県の誇りを忘れずに、未来の子どもたちの正しい選択をお願いします。
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２－１７０６ 【大仙市、５０代】

あきたこまち Rへの全量切り替えは、時期尚早ではないでしょうか。

大事な主食のお米です。もっと説明や話し合いが必要だと思います。

あきたこまち Rになったら、従来品との区別は無くなると聞きました。

そんな遺伝子組み換えのあきたこまちは食べたくありません。

２－１７０７ 【富山県、３０代】

私たちの大切なお米になんて事をしてくれるんですか！

遺伝子組み換え、ゲノム編集は反対です。これから大きくなる子供たち

が、健康を害し国を守れなくなってしまう。自然から離れると

病気になるのは当たり前。先人たちの思いを踏みにじった行為は許されません。

２－１７０８ 【岡山県、４０代】

あきたこまちのファンで、いつもあきたこまちを食べさせて頂いています。

この度、あきたこまちが全て放射線育種米に変わってしまうという話しをお聞きし、大

変、困惑しております。

全量転換では無く、私の様な消費者が、また生産して下さる農家さんがあきたこまちな

のかあきたこまち Rなのかを選べる環境にして頂けないかと思い、ご連絡させて頂きまし

た。

２－１７０９ 【富山県、４０代】

放射能育種米反対です

このお米を食べ続けて 身体にどのような作用があるのでしょうか

子どもに食べさせたくないです

２－１７１０ 【東京都、３０代】

毎年あきたこまちの新米を楽しみにしています。

放射線米への切り替えを検討されていることを知り、もう秋田県の美味しいお米を食べ

ることができなくなったことにショックを感じております。

放射線米の恐ろしさをご存知ですか。
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どうか、秋田県のあきたこまちを守ってください。

美味しいお米を守ってください、お願いします。

２－１７１１ 【神奈川県、４０代】

放射線育種米なんて、絶対反対です！！！

実家が由利本荘市にあり、いつも田んぼで収穫されたあきたこまちを送ってもらってい

ます。

秋田の宝、あきたこまちに放射線当てるなんて危険な事はしないで下さい！

素人が考えても、放射線当てたお米を食べたら身体がおかしくなる事ぐらい分かります。

美味しくて食べても安全なあきたこまちを奪わないで下さい！

佐竹知事、どうか考え直して下さい！よろしくお願いします。

２－１７１２ 【神奈川県、６０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させないで欲しい。

全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、生産者が選べるように表記はしてほ

しい。

どちらを購入するのかは消費者任せとし、どちらかが悪いという事ではありません。

最終決定をする前に、詳しい説明会や対話が出来る機会を作っていただきたく、お願い

申し上げます。

２－１７１３ 【三重県、３０代】

あきたこまち Rへの転換については全面的に反対の意を表します。

放射線を照射するよりも、ゲノム編集をした方が安全かつ確実に品種改良ができるから

です。

また今回の放射線の値は非常に高く、人体にどの様な影響が出るかわかっていません。

今回お米に照射される放射線は 40～300 グレイとされています。

ですが人体への放射線の危険で言えば 0.1 グレイで染色体に傷がつき、0.5 グレイでリ

ンパ球が減少、1.5 グレイが死亡のしきい値と言われています。

この事からも今回の放射線照射は非常に危険で、その様なお米を作ることはやるべき

でないことは明らかです。

また放射線を照射した籾殻では有機農法ができなくなります。

農家は籾殻を自家栽培することも禁止されているので、一度放射線照射米が世に広まっ

てしまえば二度と後戻りできなくなります。

以上の理由から放射線照射米を作ることに反対します。
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２－１７１４ 【富山県、４０代】

秋田住まいではありませんが、今まで通りの「あきたこまち」を食べたいです。Rではな

く今まで通りのあきたこまちを愛し育ててください。お願いします。

２－１７１５ 【秋田市、６０代】

あきたこまち R という品種が長く食べ続けても、健康を損なわないか否か分からない状

況で、全面的に置き換えることに不安を感じています。聞くところによると、遺伝子の一

部に放射線をかけているということで、そのような自然界に存在しなかった米を秋田県で

生産することになるのであれば、県民が納得する説明をしてから導入に踏み切るべきだと

思います。充分菜説明がされていない状況でのあきたこまち Rへの転換は、時期尚早と反

対いたします。

２－１７１６ 【神奈川県、５０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることには違和感を感じます。

全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、生産者が選べたら良いと思います。

あきたこまちが好きだし、誇りに思っている友だちも多くいます。

外国の人は本当に日本のお米が好きで美味しくて安全だと言ってくれます。

あきたこまちも日本の宝です。

どうか大切に守ってください。

２－１７１７ 【埼玉県、３０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ
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ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１７１８ 【東京都、３０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１７１９ 【宮城県、４０代】

全量切り替えでは無く、生産者も、消費者も「選択する権利の担保」が必要だと思って

おります。

あきたこまち R 自体は、開発から育苗、一般種子のステージに漕ぎつけるまで多大な努

力が払われており、それ自体を否定するつもりは毛頭にありません。

どちらを選ぶことも出来るように、あきたこまち R 自体を全量切替するのではなく、希

望者に対しての頒布。

そして、購入側も違いが分かるように名称も「あきたこまち R」のままで流通することで

いいのではないかと感じました。

２－１７２０ 【宮城県、４０代】

気候もどんどん変わる中、突然全量転換して育たなかったらどうなるのでしょうか？

従来のあきたこまちを食べ続けたいです。

カドミウムの問題など、まだまだ考えなければいけないことは山積みだと思うのですが、

なぜこんなに急いで決めようとしているのか不安しかありません。

もっとしっかり議論していただきたいです。
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２－１７２１ 【福岡県、４０代】

放射線の影響がないとするならば、全面的に周知して欲しい。ラベル表記にも小売り店

への説明など行うべき。カドミニウム汚染の解決にもならないし、他の野菜もしているこ

とだから、という説明は安全性の証明にはならないし、何のメリットがあるのだろうか？

何十年、数百年経った後に、やっぱり安全ではなかったね、となる可能性を否定できるの

でしょうか？

毎日食べるお米、古来から日本人が食べてきたお米、それを育ててきた風土にプライド

を持っていただきたい。既に品種改良されてきているとはいえ、これ以上、子ども達に不

自然な命を食させることを当たり前にさせたくない。三世代先の環境や、人間の身体に全

く影響ないはずがないです。少しずつ倫理観が麻痺していること、麻痺させていることに

気づいていただきたいです。

２－１７２２ 【東京都、３０代】

ご担当者様

この度は、あきたこまち Rに関しての意見を送信させていただきます、○○と申します。

私は今現在、農家さんから直接購入しているため、安心なのですが、

あきたこまち Rのように放射されたお米は買いたくないと思います。

推進していらっしゃる方は、子供達に放射されたお米を毎日食べさせたい

食べさせたいと思いますか？私は思いません。

人間の、本来の自然な食べ物で良くないですか？

わざわざあきたこまち Rを推進する必要がございますか？

表示されずに売り出されるのであれば、あきたこまちの不買にも

繋がります。是非とも再考していただき、種の自家採取の自由や農家さんに対する

補助金の有無等で差別などなさいませぬよう、何卒宜しくお願い申し上げます。

未来の子供達へ、日本の美しい食を残していきましょう！

２－１７２３ 【栃木県、５０代】

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１７２４ 【香川県、４０代】

自家採取の禁止や商品名になる際の消費者が見分けがつかなくなる取り決めは、生産者
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にも消費者にも寄り添っていないのは明白です。

日本の食を本気で守って行くと言う姿勢も心意気も感じられないです。

米所としてしっかりと農家を日本を守って下さい

２－１７２５ 【千葉県、５０代】

あきたこまちは、日本を代表する有名なお米でみんな大好き、安心のブランド米です。

口に入れる物は安心安全が 1番大切な事です。長年、培って来られた農家の方々のご苦労

と消費者の立場もお考え頂き、誰も望んでいない放射能米などにせず、未だで通りの安心

安全なあきたこまちをお守りください。

パスコのコオロギ食パンの様に、あきたこまち 放射能米のイメージが定着し、誰も買わ

なくなります。フィンランドにも 22 年に 15 トン輸出されたとか。素晴らしい事です。日

本のお米は世界一美味しいお米です。ゲノム食品も発癌性が認められ、消費者が望んでい

ないのに流通しています。アメリカでは、日本は世界初、ゲノム寿司を出しているので危

険、食べるなとポスターまで出ているそうです。

悪いニュースは直ぐに世界中に広がります。あきたこまちは秋田県の特産品。議員の判

断で大事なブランド米を潰さないでください。上からの圧力に負けないでください。応援

しています。あきたこまち R反対します。宜しくお願いします。

２－１７２６ 【宮城県、４０代】

全量切替をする前に各農協や農業委員会を通じて農家さんとの対話の機会や意見を吸い

上げる機会等などを作って頂く事は出来ないでしょうか？

２－１７２７ 【宮城県、２０代】

あきたこまち R とあきたこまちが同じになる事は、ササニシキとササシグレが同じにな

る様な違和感を覚えます。

生産者も消費者も選べる権利を担保する為に、名称を分けて頂く事は出来ないのでしょ

うか？

２－１７２８ 【宮城県、４０代】

品種改良で起こした品種を元の品種名前で流通させるのは違うと思います

２－１７２９ 【宮城県、４０代】

品種改良したお米と、品種改良前から存在しているお米が同じ名前で売られてしまうこ

とに違和感を覚えます。

せっかく多くの時間をかけて創り上げた種子ですので、ちゃんと名前を付けて別品種と
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してしっかりと差別化して流通させてはどうでしょうか？

２－１７３０ 【宮城県、３０代】

コシヒカリはコシヒカリです。

あきたこまち Rはあきたこまち Rです。

同じ名前にする必要は無いと思います。

２－１７３１ 【北海道、４０代】

放射線照射された米が安全だと言われても、これまでの日本の農薬や遺伝子組み換え、

ゲノム編集食品導入の現状を考えるととても許容出来ません。あきたこまちは美味しいお

米ですが、これからはあきたこまちは選ばれなくなると思います。受け継がれた大切な種

を撲滅させるようなことは反対です。日本の誇りである水田、稲作を守るために是非廃案

のご検討をお願いいたします。

２－１７３２ 【茨城県、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

私は食糧安全保障が未来の子供たちのために大切と考えて三食お米を食べてます。

あきたこまちも大好きなお米です。従来種

のあきたこまちが食べたいです。

２－１７３３ 【東京都、３０代】

放射線によるゲノム編集をしたお米を食べて生きられるとは思えません。人為的に操作

した作物は、必ず私たちの身体へ悪影響を及ぼします。生産者や消費者に相談も無しに勝

手に政府が決めた政策に憤りを感じます。お米を作る生産者の方々への健康被害も容易に

想像できます。断固としてあきたこまち Rを反対し、拒絶します。

２－１７３４ 【東京都、３０代】

断固反対 従来の生産方法で、

お米は日本の心です。

守るべき物をもう一度かんがえた方がいいと思います。

２－１７３５ 【山口県、４０代】

放射線による固有遺伝子の破壊が、人間にとって都合の良いカドミウム含有を減らす事

だけに上手く作用するといった化学的機序は無く、他の多くの性質や特性に与える影響、
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人体への害についても全くの未知数の放射線育種米を、自信を持って安全だとして生産流

通させられるのでしょうか？

一つ分かっている懸念であるマンガンの取り込み抑制によるマンガン不足が生育に悪影

響を与える事は必至で、他にもまだ解明されてないリスクが懸念される不可逆的な遺伝子

操作に対し危機感を感じないのでしょうか？

多くの国民に愛される、秋田の自然で育まれた安心安全な美味しいあきたこまちを未来

に残し、将来的な不安材料（改悪や品種根絶に繋がりかねない）としかならない様な安全

性も確認されていない放射線育種米に置き換える事は是非とも考え直すべきだと思います。

また、苗作りから始まる脈々と受け継がれて来た日本の伝統的な米作りを根底から覆し、

日本の農業の衰退や食糧自給の低下にも直結するこの様な愚策は、いくら補助金等で政府

に推奨されようとも、決して地方が推進すべき事では有りません！

２－１７３６ 【宮城県、６０代】

数年前まで秋田に 30 年ぐらい住んでいました。秋田で農薬や環境に配慮し農業をしてい

る方のお米をずっと食べてきました。

今回の「あきたこまち R」への全量転換とう話を聞き、大変驚いています。誰がいつどこ

で、どのようにして、決めたのか。何故消費者の私達が 1 種類しか選べないようなことを

秋田県がやろうとしてしているのか、全く理解できません。消費者だけでなく、農家の方

もそれぞれの土地や作法によって品種を選んできたのではないかと思うのです。多様化の

時代に 1種類だけに転換する方針は、なんの根拠があって決めた？のでしょうか？ わか

らない点も多いので、断定はできませんが、何か間違っている気がします。

秋田県民だけでなく、秋田の物を好んで食べている全国の者達の事も考えて下さい。

２－１７３７ 【熊本県、３０代】

初めまして。コメント失礼します。

お米を愛している県民、国民の思いを踏み躙らないで。

日本人の事を思うなら、将来の事を思うなら、

国民を家族と思うなら、放射線米という理解不能な行為は

断固として許される事ではありません。

伝統的な固定種を守ろうとしない、モンサントを筆頭とした愚かな

グローバル企業らの犬に成り下がるのはやめて頂きたい。

２－１７３８ 【神奈川県、７０代】

あきたこまち R に全面的になると、今無農薬有機栽培米を食している私達は、不自然な



226

米を食べさ

せられるので、選択肢がなくなるので

絶対反対です。将来の子供達にも、人工的な米を食べさせて

日本人の将来を駄目にしないで下さい。

２－１７３９ 【福井県、４０代】

反対です！！

こんなお米食べたくありません。子供にも食べさせたくありません。秋田県は日本一自

殺が多いと聞きます。こんなお米食べてたら身体と精神に悪いと思います。わたしは福井

県民ですが、秋田県が転換を進めると福井も危ないと思って投稿させていただきました。

遺伝子組み換え作物と一緒ですよ。もし転換ならあきたこまちはもう食べません。

２－１７４０ 【兵庫県、４０代】

兵庫県からですが意見させてください。

放射線による遺伝子操作の米は絶対に反対です。

すでに酒米でありますが、美山錦や出羽燦々など、

それらから感じる不味さを知っている身として、

大反対です。

普通に食べる米にまでそれらをされては

たまったものではありません！

兵庫県からであろうと、秋田の米は日本中に出回ります。

被害を被るのは兵庫県であろうが同じです。

しかも全量とはなんですか！！！

少量でもやめて欲しいのに、人々に選択肢をも奪うつもりですか！

カドニウム汚染されているのは、全国の農地の 3%と聞きました。

たった 3%のために全量を変える！？？

放射線遺伝子操作の米から発せられるエネルギーが本当に苦手です。

やめてください！

まるで一部の LGBT のために女子トイレを他の人にも

使えるようにしたみたいな話ですね。

歌舞伎町の女子トイレがどうなったかご存知ですか？

女性がどれだけ苦しんだかご存知ですか？

その 3%の農地のために多くを犠牲にして

被害を多くにばら撒くのですね。

やめてください！
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全量切り替えるのをやめないのであれば、

全国各地から、苦情が来ることを願っております。

米どころとしての秋田県が終わることを願っております。

また、あきたこまち Rの表記をせず、

あきたこまちとして売り出すことも大反対です。

秋田は詐欺師としてやっていくおつもりですか？

今すぐ全量切り替えをやめなければ、

もう秋田は終わりですね。

ブランドが地に落ちることを願っております。

国の政策、上の政策だろうが、

いち消費者としてお考えください。

あなたの子供に放射線遺伝子操作の米を食わせるとは

どういうことなのか、

人々に選択肢を与えず、全量を切り替えるということはどういうことなのか、

米の表記を真実と異なることを表記するとはどういうことなのか

をいち消費者として、お考えください。

２－１７４１ 【神奈川県、５０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

放射線育種後代交配種が安全であると言い切れる根拠はどこにもないのに選択の余地が

残されないのは危険です。

また自家採種の禁止は日本の農業の発展を困難にし、日本の食、生命をいちぶの企業に

コントロールされることにつながります。

理由づけもこじつけであり、お金の流れを見れば何が目的かはわかります。

取り返しがつかないことになる前に中止撤回していただきたいです。

どうぞよろしくお願いします。

２－１７４２ 【神奈川県、３０代】

日本の食の安全、未来あるこども達の為にも断固反対です！！

まさかこんな馬鹿げた事を秋田県がやるとは思いませんでした。

しっかりと県民、国民の声を聞いて欲しい。

２－１７４３ 【宮城県、５０代】
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「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることには違和感を感じます。

また、全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、生産者が選べたら良いのにな

と思います。

なんでもかんでも反対だ！というわけではありません。

あきたこまちが好きだし、誇りに思っている友だちも多くいます。

ただ、最終決定をする前に、詳しい説明会や対話が出来る機会を

作っていただけたら嬉しいです。

秋田出身で、普段あきたこまちを食べております、

これから安心して食べて行けるかとても心配しております。

２－１７４４ 【宮城県、４０代】

知人の投稿であきたこまち Rの存在をやっと知れました。

先ず言いたいことは、多くの人が知らない内に放射線育種米が広まっていくことへの疑

問です。

お米を食べる全ての人が説明をきちんと受けるべきだと思うので、あきたこまち Rの説

明をもっと詳しく聞きたいです。

壊されて良い遺伝子はないと思います。人体への影響は計り知れません。

現在も流通している遺伝子組み換え食品も表記があるからこそ、消費者は選べます。

あきたこまちが全て Rに変わってしまうのは、従来のあきたこまちを好む者達にとって

は選択肢の無いこととなり、多様性に欠けます。

どうか日本の皆んなで考える時間を作っていただきたいと思います。

２－１７４５ 【岡山県、３０代】

日本の誇れる「あきたこまち」をこれからも守ってください。

カドミウム汚染地域はごく一部です。全量転換する意味がありません。

元々ある素晴らしいものをこれからも守ってください。

放射線をあててほしくありません。

どれだけ放射線をあてていても安心だと言っても、その影響が出るのはすぐではありま

せん。

安心安全なものを食べさせてください。

あきたこまちとあきたこまち Rは別物です。

見た目等に違いがないからと、あきたこまちと表示してはいけないと思います。
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消費者に対して、正直でないといけません。

全量転換について、秋田の米農家の方々は本当に納得されているのでしょうか。

疾患や障害が増えているのは、昔とは違う食べ物が増えているからだと思います。

昔からあるものに手を加えず、今後も守ってください。

日本の未来を守るため、どうかお願いします。

２－１７４６ 【大阪府、３０代】

「あきたこまち」が食べたいです。Rは食べたくないです。

２－１７４７ 【東京都、３０代】

放射線育種米、反対です。

日本のお米の代表である、あきたこまちからこんなことをするなんて

。やめてください。

２－１７４８ 【山形県、３０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることには違和感を感じます。

また、全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、生産者が選べたら良いのにな

と思います。

なんでもかんでも反対だ！というわけではありません。

ただ、最終決定をする前に、詳しい説明会や対話が出来る機会を作っていただけたら嬉

しいです。

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません。

２－１７４９ 【北海道、６０代】

あきたこまちを全量放射線育種米にすることに反対です。また、あきたこまち R をあき

たこまちとして販売することにも反対です。区別がつかないようにするのはやめてくださ

い。あきたこまちファンとしては本当に困ってしまいます。違いを明記せずにうやむやに

することに大変違和感を感じます。秋田県民があきたこまちを大事にしないでどうするの

ですか。カドミウム汚染地域が全ての地域でないのに全量とは酷すぎます。もっと慎重に

検討すべきです。安全を優先するなら違いを明記する、名前を混同するような紛らわしい
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名前ではなく別の名前にするなど配慮しても良いと思います。今回のこの話は、秋田県民

が決めたこととは思えない酷い内容だと思います。白紙撤回を希望します。

２－１７５０ 【千葉県、３０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対です。

その理由として

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であると同時に今の子どもたちの将来のの安全面から鑑みても従来の物を栽培して

いただきたいです。

この話を聞いた上でスーパーで Rを見つけたら、もしかしたら今後あきたこまち自体も

買い控えるかもしれません。

その理由は消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったこ

とが原因で信用を落としてしまったからです。消費者にもしっかり理解できるないようで

説明し期間を延期の上、議論するべきだと考えます。

日本の食文化をぜひとも守っていただきたいです。

２－１７５１ 【三種町、４０代】

農家の方や私達があきたこまち Rしか選ぶ事ができなくなるというのは選択の自由がな

くなるという事だと思います。もう少し説明や学習会などがあってもいいと思います。

２－１７５２ 【神奈川県、３０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることには

違和感を感じます。

また、全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、生産者が選べたら良いのにな

と思います。

なんでもかんでも反対だ！というわけではありません。

あきたこまちが好きだし、誇りに思っている友だちも多くいます。

ただ、最終決定をする前に、詳しい説明会や対話が出来る機会を作っていただけたら嬉

しいです。

２－１７５３ 【東京都、５０代】

毎日何かを食べなくては生きていけないので、食に関心があります。

お米は毎日必ず口にする主食なので、同じ銘柄を食べ続けない等、色々気をつけていま

す。
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”あきたこまち“と“あきたこまち R”、買う側の立場で言わせて頂くと、

選べるようにして頂きたいのです。

自分がどういうものを食べるのか、納得して買いたい。

何故なら、全て自己責任だと思うからです。

２－１７５４ 【千葉県、７０代】

太古より日本人が主食としてきたお米の遺伝子を破壊するようなことは止めて頂きたい

です。

の遺伝子を破壊するようなことは止めて頂きたいです。次代を担う子供達に安心安全な

お米をつないでいくのが今を生きる私達の努めだとおもうので。この問題は期間を延長の

上議論する場を設けるべきかと思います。

２－１７５５ 【福岡県、４０代】

なぜ、あきたこまちを

しかも、全量

あきたこまち Rに転換してしまうのですか。

もし、後になって健康被害が明らかになった場合

の事は考えないのでしょうか。

日本人にとってお米とは一番大切な食糧です。

伝統的な方法で作られたお米が食べたいです。

賢い消費者も増えてきました。

私は絶対に買いません。

危ないという事をまわりにも拡散します。

私は少しでも農薬を減らした自然米を生産して下さる農家さんの

お米を沢山食べ続けたいと思います。

今までの「あきたこまち」というブランドの価値を下げるだけの

愚策はやめてください。遠く九州より願っています。

２－１７５６ 【神奈川県、５０代】

絶対に反対です。

放射線で突然変異させた米が、

今後人体にどのような影響が出るのか

100%安全とは言えないはずです。

日本の食が、自給率や後継者難、種採取の問題で
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ますます危うくなっている今、

秋田県はますますそれを加速させている...としか

消費者の目には映りません。

本当に全量転換になったら、

令和 7年度以降は二度とあきたこまちを

買わないと思います。

最後まで読んで頂きありがとうございました。

どうか、一消費者の声が届きますように、

祈っております。

２－１７５７ 【大館市、３０代】

あきたこまち Rへの全量転換を反対します。

とても美味しいあきたこまちが食べられないものになります。

そんなあきたこまちは食べたくないので反対します。

２－１７５８ 【新潟県、３０代】

転換をやめてください。

２－１７５９ 【愛知県、５０代】

秋田こまちはとても美味しいお米です。今のままでも十分美味しいです。人間が手を加

えて違う、お米に変える必要なく、今でも問題は起きてないので、このまま自然のお米で

育ててほしいです。安全なお米はできるだけ自然のままでできているものだと信じていま

す。秋田の方々、良く考えて検討していただけるようよろしくお願い致します。

２－１７６０ 【兵庫県、４０代】

子供を持つ母親として意見させて頂きたいと思います。

放射線を当てたお米を食べて、どんな影響があるか分からないものを、子供達に食べさ

せたくありません。ご自身のお子さん やお孫さん達にそんなお米を食べさせたいで

すか？

秋田のお米も、日本各地で食べられています。美味しいお米を作れる土地です。未来に

悪影響あるお米ではなく、日本の子供達に良いお米を届けてもらえるように、踏みとどま

って放射線米に NO を突きつけて下さい

宜しくお願い致します。
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２－１７６１ 【岩手県、２０代】

幼い頃からあきたこまちを食べて育ちました。

全量転換に踏み切る理由に関して、はっきりとした説明があると素敵だと思います。

２－１７６２ 【仙北市、３０代】

種子はあきたこまち Rとあきたこまちで農家ごとに選択制にした方が良いんじゃないか

と思う。

全面一気にあきたこまちからあきたこまち Rに変えるのは合理的すぎる気もしないでも

ない。

２－１７６３ 【秋田市、８０代以上】

放射線育種米に 100%転換?

一体何を考えているのですか？

何に動かされているのですか？

なぜ今までと同じではいけないのですか？

絶対に反対です。

県知事は食べたいですか？

怒りしか出てきません。

２－１７６４ 【秋田市、６０代】

福島第一原発の放射能被害がまだ解決されていないにもかかわらず主食の米に放射線育

苗を使うなどもっての外です。

２－１７６５ 【長野県、５０代】

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

県議会の皆様は Rが放射線育種米であることを本当に理解されたうえで導入を検討され

ているのでしょうか。人類が自然の遺伝子を変えることができたとしても、日本人の食文

化の主食を永遠に変えてしまうことで、未来の世代にどのような影響を及ぼすかまでは予

測できないことを意識するべきではないでしょうか。

２－１７６６ 【大阪府、４０代】

なぜ、放射線をかける必要があるのでしょうか。

今まで、日本はお米と長い歴史があります。
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何も問題もありません。

それを、意図的にわざわざ加工し、

さらにそれしか使えないとはどういう理由があってなされるのでしょうか。

それにより健康被害が出たらどのように対処されるのでしょうか？

我々は自然と共に生きていかないといけません。

そんなことに手間暇かけるくらいなら、

もっとすべきことがあると思います。

食の安全を脅かすような決議は絶対反対です。

２－１７６７ 【神奈川県、３０代】

わたしは小さい頃から「あきたこまち」を食べて育ちました。

遠く離れた土地でも、「あきたこまち」が大好きです。

今でも「あきたこまち」を選んで購入していますが、Rになったら確実に購入しなくなり

ます。

それはとても悲しくて苦しい決断になります。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません。

どうか考え直してください。

日本のために宜しくお願い致します。

２－１７６８ 【大阪府、４０代】

日本が誇るお米の産地、秋田県議会にご参加の皆様、そしてお米作りのために田んぼを

守り続けてくださっている農家の皆様。

どうかどうか、お米のゲノム処理、遺伝子組み換え、自然の摂理に反するようなこと、

人の健康を微量の毒で害していくこと、どうかどうかやめていただきたいです。

毎日口にするお米。

日本人の体作りの源となるお米。

どうかどうかお守りください。

あらゆる圧力がある中、

日本の伝統である世界に誇る食文化を汚してはいけないと思います。

安心して食べられる、秋田のお米、美味しいお米を、潰さないでください。

深くお願い申し上げます。
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２－１７６９ 【岐阜県、４０代】

「あきたこまち」からの全面切替には反対です。秋田県で作られた「あきたこまち」は

31 都道府県で生産される日本を代表するお米だと考えています。その「あきたこまち」を

守っていただきたいですし、この先もあきたこまち Rではなく、「あきたこまち」を食べた

いです。

そもそも、低カドミウム米だけではカドミウム汚染は解決できないと考えます。カドミ

ウムを未来に残さないための国や県のロードマップを県議会でも質していただきたいです。

今回の件について、消費者・生産者ともにほとんど情報がない中で全量転換を決定され

たことは問題だと思います。期間を延期の上、きちんと議論する場を設けるべきではない

でしょうか。

どうぞよろしくお願いします。

２－１７７０ 【宮城県、５０代】

秋田こまち Rについて。低カドミウム米に切り替えて売るのは断固反対です。

せめて、表示を正直に書いて、

消費者が購入の選択権を持てるようにして欲しい。

あまりにも強引に市民の声を聞かずに推し進めるのは

民意に反します。

２－１７７１ 【神奈川県、５０代】

あきたこまち Rは止めてください

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さな

いための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

あきたこまち Rになったらもう食べません！

２－１７７２ 【秋田市、４０代】

秋田県民が誇りに思い、大事にしている「あきたこまち」。詳しい説明がないまま新たな

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることには違和感を感じます。決

定される前に県民にわかりやすく丁寧な説明をしてもらいたいと思います。よろしくお願

いします。

２－１７７３ 【神奈川県、３０代】

放射線への不安の声がたくさんある中で、仮にメリットがあるとしてもあきたこまち R
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のような品種は受け入れられません。安全性の確保もままならないのに、消費者を実験体

として扱っているとしか考えられない。大切なこどもたちに食べさせられません。表記義

務もないと聞きました、怖すぎます。このまま転換が進むようであれば、あきたこまちは

食べません。

どうか食の安全、安心を守っていただきたい。

２－１７７４ 【神奈川県、３０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対いたします。

理由として下記 2点をあげます。

1 遺伝子編集によりマンガンを吸収しにくくなったお米を食べることにより、栄養摂取

面でミネラル不足になるため。

更にゆくゆくは「お米には栄養価がない」という風評被害にも繋がりかねないため。

2 自家採種が禁止される、マンガン追加が必要になることにより農家の負担が増加する

ため。

赤子を抱える母としても、従来のあきたこまちの方を子供に食べさせてあげたいです。

以上です。

２－１７７５ 【大阪府、４０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１７７６ 【大阪府、４０代】

Rは食べたくありません。誰にも食べてほしくないです。
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２－１７７７ 【埼玉県、４０代】

貴方方はこれがもたらす健康被害を自分の孫子に与えたいと考えているのでしょうか？

日本の主食である米を何故侵すのか？

身体は食べ物で出来ています。その事が理解できていないのでしょう。だからこの様な

事をするのですよね？

身体は食べ物で出来ています。その食べ物が侵されていれば肉体も侵されます。

種無しの果物を食べ続けると、種無し（精子なし）になります。

私はあきたこまち R が作られてしまったら、今後秋田で育ったあきたこまちは信用出来

ず、購入することはないでしょう。もちろん子供にもそう伝えます。

秋田の米は食べれない物。になりません様、この計画は廃止にして下さい。

日本人なら対抗してください。よろしくお願い申し上げます。

２－１７７８ 【大阪府、３０代】

あきたこまち Rへの全量転換をやめてください

あきたこまちを守ってください

２－１７７９ 【宮城県、５０代】

東北は 311 で太平洋側のお米は他地域からまだまだ避けられていると私は思います。そ

の中で 秋田県といえば秋田美人、美しさにかけてはピカイチであり安全に関しても安心

第一な印象がバチっとあります。

この度の R へ全量転換した場合、SNS で不買するよう騒がれるのが目に見えています。

あきたこまちを選ぶ方々は安全性には敏感だからです。マイナスイメージやレッテルはな

かなか剥がれません。昔ながらのあきたこまちの存続を切に願います。

どうかよろしくお願いいたします。

選択の余地だけでも残していただけたら助かります。

いつも最善の策を議論する中で不躾に意見させていただけることに感謝します。

放射線を通った種から出来たものは口に入れたくないのが本音であります。

２－１７８０ 【潟上市、４０代】

「あきたこまち R」の販売に不安があります。

全てを「あきたこまち R」にする以外の選択を検討していただけないでしょうか。

私はあきたこまちが好きだし、あきたこまちで育ちました。親族もあきたこまちを作っ
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ています。

最終決定をする前に、生産者や消費者と意見交換ができる場を設けて貰えると嬉しいで

す

２－１７８１ 【宮城県、４０代】

放射線を使った米作りがどこまで安全かははっきり

しない中の全量転換はやめるべきと思います。

ましてや秋田県の議会を通さないなどあり得ません。

決定ありきで裏で進めているのではないかと県民は

考えるのではないでしょうか？

県民の選択する自由も奪い、中長期的な健康被害も

分からないのだから一旦立ち止まるべきと思います。

２－１７８２ 【秋田市、６０代】

これを食べた子供たちの身体はどうなるのでしょうか？

どれだけの健康被害があるのか知りたいです。

このような米だと言うことを農家さんは知りながら作るのでしょうか？

この米を作る意味があるのでしょうか？

まず佐竹知事や市長のトップの方々が長期間食べて安全性が高いことを示して欲しいで

す。

２－１７８３ 【埼玉県、５０代】

全量転換には反対。選択の余地を残して欲しい。

風評被害が起きるから全量転換という話も聞くが、そもそもで消費者からはあきたこま

ち R表記がされないようなので、

むしろ後から知った消費者が騙されたと感じるんじゃないかという気もする。

自家採取禁止になっていく流れは食料自給に関しても危うい流れと感じる。

個人的にあきたこまちは普段食しているお米の中で最も高頻度で食しているので、R に

なった場合は購入対象から外れる可能性が高い。

２－１７８４ 【神奈川県、４０代】

不信感しかありません。イオンビーム照射による放射線育種米が必ずしも安全な食品と

は思えないですし、食べたくもありません。子どもたちにも食べてほしくない。カドミウ

ムを吸収しにくいからといって、他の様々な汚染物質や重金属の混ざっている下水汚泥を
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肥料として使うことにも反対です。ブランドである「あきたこまち」が全量、放射線育種

米の交配種になってしまうことに悲しみしか感じません。日本の有機認証がこれを受け入

れていることにも落胆します。せめてきちんと表示をして、消費者が選択できるようにし

てください。

２－１７８５ 【愛知県、４０代】

あきたこまち R への全量転換に対して、反対いたします。わたしは被爆 3世。わたしの

祖父は広島の被爆者です。食の安心安全はなんでしょうか。放射線を浴びせたようなお米

を食べたらどんな影響がでるのでしょうか。わたしはアトピー性皮膚炎が治りません。身

体も弱いです。母も同じです。立証はできない、ここがポイントです。

大切なあきたこまち。そのあきたこまちに放射線を浴びせるような手法は用いるべきで

はありません。農家さんたちも反対されています。被爆したお米を食べたらどうなります

か？政治は国民の命や生活を守るためにあります。農業もどうか守ってください。日本人

にとって本当に大切なお米。そのお米をどうか守り、わたしたちに安心していただけるお

米をこれからもいただけるようにこんな馬鹿げた政策は即刻中止してください。強く反対

いたします。

２－１７８６ 【大阪府、５０代】

大阪府在住ですが、あきたこまちを購入しております。

でも、あきたこまち Rに転換されましたら、もう購入は致しません。

導入決定したとは驚きです。

是非とも放射線品種改良していないあきたこまちなのか Rなのかは表示して欲しいです

２－１７８７ 【神奈川県、５０代】

あきたこまちを長年愛用している横浜住民です。今回、「あきたこまち R」のニュースを

知り、不安を覚えています。

本当に必要なのは地域からカドミウム汚染をなくしていくことだったはず。「あきたこま

ち R」の導入はカドミウム汚染をなくすという本来の目的からすれば逸脱する結果をもた

らし、高汚染地域の放置をもたらしてしまうのではないでしょうか？

安全な食品を選ぶ消費者は「あきたこまち」ブランドから離れていってしまうと思いま

す。

「あきたこまち R」の導入に反対します。
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２－１７８８ 【東京都、６０代】

なんでわざわざ問題のないお米を改良しないといけないのでしょうか？

ただでさえ未だに遺伝子組み換え食品のエビデンスはでていません。どう見てもアメリ

カの私たちは人体実験にされているとしか思えません！

どうか日本のお米を守って下さい。利権がらみとしか思えない

今の自民公明

そして各団体県議会目を覚まして下さい。

２－１７８９ 【埼玉県、３０代】

カドミウム問題がありあきたこまち Rへの全量転換を行うとありますが、カドミウムの

汚染問題の根本的な解決にはならずより長期的に汚染されてしまった土をどう除染してい

くかの方が未来に向けてできることだと思います。

汚染米がうまれてしまっているという事実があるのであれば汚染対策事業はまだ解決し

たとはいえず、ファイトレメディエーションや YM 菌なども活用して時間をかけてでもカド

ミウムを減らしていくべきと考えます。

宜しくお願い致します。

２－１７９０ 【神奈川県、５０代】

「あきたこまち」から「あきたこまち R」へ全面切替に反対します。

風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があり、

秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１７９１ 【宮城県、４０代】

あきたこまち Rを「あきたこまち」と言って

流通させることには違和感を感じます。

また、全量を「あきたこまち R」として

しまうのではなく、生産者が選べたら

良いのになと思います。宮城県民ですが

あきたこまちが好きです。

最終決定をする前に、詳しい説明会や

対話が出来る機会を作っていただけたら

嬉しいです。
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２－１７９２ 【神奈川県、４０代】

放射線育成米大反対です

10 年後、100 年後の日本の未来考えてますか

２－１７９３ 【北海道、５０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

放射線育種の目的は、人体に有害なカドミウム等を吸収しにくいお米を作るということ

ですが、放射線で遺伝子が破壊されたものを私たちが食べるということに、かなりの不安

を感じます。

ミネラル不足のお米になるのではないか？という疑問もあります。

昔からの作り方の美味しいお米が食べたいです。

権利・生産性・コストなど、課題は多いとは思いますが、基本的な考えに戻っていただ

きたいです。

自然界に手を加えるというこをすると、必ず何かしらの不都合で返ってきます。

日本の農業や農家さんと消費者を守るため、放射線育種を断固反対いたします。

宜しくお願いいたします。

２－１７９４ 【静岡県、７０代】

全国的ブランドのあきたこまちをダメにする気か、と消費者を代表して

言いたい。放射体で品種改良してどんな立派なものが出来ても、それは生産者の自己満

足であり、消費者側とはミスマッチすること位提案者は判らないのでしょうか？個人的に

するのであれば自己責任なので自由にやってください。県議会で議論するなど、県民代表

の県議会のレベルを疑います。それでも誰かので通したいなら、やってください。消費者

側は離れますから

２－１７９５ 【岩手県、５０代】

岩手県でも、あきたこまちの人気は高いです。近隣でも作付面積で１番か、２番に人気

の品種です。また、消費者にはさまざまな考えがあることは今の時代に当たり前のことで

はあります。このたび、あきたこまちがあらたな品種に全量転換ということは、農家も消

費者も選択や好みからは、択一の選択できないという事態になります。結果的に買わない

という判断も出てしまうはず。特に育種の方法が好みの分かれるところであり、私はこれ
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までの美味しいあきたこまちのままで良いと考えます。

２－１７９６ 【福島県、５０代】

県議会への意見

あきたこまちを美味しく食べてます

しかし、放射線育種米の全量転換に反対します。

遺伝子を壊したあきたこまちを食べたくはありません。

２－１７９７ 【岩手県、５０代】

今ある品種、あきたこまち、淡雪こまち、めんこいななど

現状の品種で十分です。

生産者の負担を増やして

廃農を推進するような行為に反対です。

２－１７９８ 【湯沢市、３０代】

あきたこまち Rへの全面切替に反対します。

理由として

・遺伝子操作されたお米がわたしたちの体、特にこどもたちへどのように影響するかを

考えると心配要素しかないです。

実際、遺伝子組み換え作物をとり続けた結果、ガンの発症が見られるとの実験結果があ

ります。

その他、農薬や除草剤、化学肥料もそうです。

海外ではモンサント社の農薬によりガンを発症したとのことで裁判が行われ、モンサン

ト社が敗訴、多額の賠償金を支払った事実は有名です。

一般に販売されているラウンドアップも発癌の危険があるため海外では使用禁止に、世

界中で使用しているのは日本だけだそうです。

・ カドミウム汚染の問題とありますが、なぜそこで作物の遺伝子組み換えという方法が

選択されるのでしょうか。

もっと根本的なところから見直し、自然環境や子供たちにとって安全策を、愛ある選択

をしていただきたい。

もっといえば農薬も除草剤も化学肥料もいらない。

それらがなくても作物はより本来の姿で元気に育ちます。

一部の少数派だけの都合(ビジネス、利権、お金儲け)で大事なものごとを進めないでく

ださい。
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もうその社会システムから脱却していかなくてはいけない時期です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

以上の理由からあきたこまちの全量転換に心から反対いたします。

２－１７９９ 【愛知県、６０代】

秋田県の特別栽培米のあきたこまちを数年来いただいています。

土壌や肥料がカドミウムに汚染されているのであれば、そちらを安全で自然なものに変

えていく努力をするべきではないでしょうか。なぜ稲に放射線という発想はどこから来る

のでしょう。1つの遺伝子は多くの機能を持つことが多く、1つの遺伝子の機能が損なわれ

ればその影響は多方面に及ぶ可能

性があります。 また、表示の義務づけがないため、流通に乗ってしまえば消費者が放射

線育種米を識別することは不可能と聞きました。私は冷めても美味しく食べられるあきた

こまちが大好きです。美味しい、安全なお米を愛してやみません。どうぞ、放射線米への

転換は止めて下さい。

２－１８００ 【宮城県、２０代】

まずはじめに怒りで震えています。

放射線を利用することや遺伝子組換えを利用しようと、

少しでも是としようとしていること自体が正気の沙汰ではありません。

私は貴方方公務員のように高学歴ではありません。

しかしいろんな歴史や科学情報を調べることができます。

つらつらと書きます。

カナダで行われた調査で、93％の妊婦、80％の胎児の血液から、遺伝子組み換えトウモ

ロコシに含まれる Bt 毒素（害虫を殺す成分）が発見されました。飼料を米国に依存してい

る日本でも、同じ結果が出る可能性が高いと思われます。

遺伝子組み換え企業は「遺伝子組み換え作物と通常の作物は実質的に同じものであり、

危険はない」と説明してきました。しかし、世界中では遺伝子組み換え作物を食べること

により、免疫疾患や不妊などさまざまな健康被害が出るという調査結果が報告されていま

す。日本のマスコミはこうした情報が流れるない。

加えて、こうしたモンサント等が絡んでるところは、

結局そこらへんの会社が作った農薬等バンバン投入しており、

人体のみならず周辺の環境にも甚大な被害を与えています。

もちろん日本では報道されません。

何故かというと莫大なお金が絡むからです。
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こうして真剣に調べ、

真剣に環境や人間を守りたいと考えるならば

「遺伝子をいじくる。放射線をあてる」等論外です。

なぜかあなたがた公務員は上から言われたり外国から言われると全て脳死で従っていま

す。

県民や国民の命などどうでも良いのでしょうか？

大体にしてこうした新技術による悪影響は

急激な影響はでず、またその検証も難しくお金がかかるため、

公務員様達の経歴にも傷がつくため、まったく調査すらされない。

故に長期的にみて甚大な被害をもたらす例があります。

それもまた問題です。だからそもそもが導入すべきではないのです。

今までの、歴史ある手法で十分以上やれていたのだから、

本当に人間のことを考えるなら、

むしろ江戸時代に学ぶくらいの気概で生産していくべきだとおもいます。

なぜリスクばかりある(調べればわかる)ルートを選択してしまうのか

少しまともな思考で考えればわかることばかりなのに、

金持ち外国人の言いなりになってしまうのか

私にはわからない。

私は私より上の世代のそういう人達全員に絶望しています。

そんなに自分達だけ、自分達のお金や地位だけが大切なんだろうか

なんでそんな目に見えない

権力者から与えられる紙くずや安心感にそこまで執着するのか…

本当に少しでもいいから人間の心をとりもどしてほしいです。

２－１８０１

あらゆる品物の値上げが相次いでいる昨今、価格的に買いやすいあきたこまちを長年購

入してまいりました。

2025 年からの放射線の件は率直に言って品質への不安や疑念を抱いております。どこか

らのお達しか存じませんが白紙撤回を強く求めます。このまま進むようでしたら R は購入

対象から外すしかありません。

２－１８０２ 【福岡県、３０代】

放射線育種後代交配種への転換は大反対です。日本を代表する秋田のお米を守ってくだ

さい。国内全体が転換の流れになる前に、秋田県が再検討し目先の利益よりも未来の為に

良い方法を選択してください。放射線育種後代交配種は体に悪いので絶対に食べません。
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秋田県の間違った選択は今後の全ての日本のお米を衰退させることになります。

２－１８０３ 【横手市、４０代】

カドミウム低吸収品種が導入されることにより、生産現場では汚染米発生リスクが無

くなり、必要以上の湛水管理も必要なく、圃場管理労力の低減が図られます。

販売面では、今後ますます拡大が見込まれる輸出米において、厳しいカドミ基準値が

各国に設定されており、輸出先国によってはリスクを鑑みて出荷を断念する場合もあるの

で、このリスクを回避できるカドミ低吸収性品種導入は販売戦略上のメリットとなります。

玄米カドミ分析も全ロット自主検査で実施しており、この検査数を大幅に低減できれ

ば、これに係る経費(機械装置、人件費等)や労力も削減できます。

以上のように、カドミ低吸収性品種の導入は、生産販売や保管管理に対するメリット部

分への貢献が多大であり、今後の「あきたこまち」以外の品種への拡大を期待しておりま

す。

２－１８０４ 【愛知県、４０代】

いつも、おいしいお米をありがとうございます。

県外より意見を伝えさせてください。

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

他からも同じ意見が届いていると思いますが、わたしも全く同じ意見です。

どうか日本の伝統のお米を守っていただきたいです。

宜しくお願いいたします。

２－１８０５ 【茨城県、５０代】
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日本の主食である米を守ってください。

利権や拝金主義はもうたくさんです！

国民や県民や市民の命、健康を無くすような政策はすべきではありません！

コロナワクチン接種も同じくです！

HP で説明を読んでも、もっともらしいことを言っているだけ。

秋田県民ではありませんが、日本人です。

わたしは反対致します。

これが始まってしまったら茨城県や全国にも普及してしまうかもと考えると、

恐ろしいです！

対岸の火ではありません！

日本人から安心安全な米をどうか守ってください。

よろしくお願い申し訳いたします。

２－１８０６ 【東京都、４０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることに反対です。

全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、

「あきたこまち」の生産もつづけて欲しいです。

生産者も、購入者も、「あきたこまち R」と「あきたこまち」を区別して選べるようにし

て頂きたいです。

２－１８０７ 【東京都、５０代】

友人がイギリスで普段あきたこまちを食べているそうです。今回の話を知り、心配して

います。広まれば、売り上げは落ちます。カドミウムは環境から排除する形にして、米は

いじらない方が

人間のためになります。

世界が日本の美味しいお米に期待しているはずです。

健康に心配なお米にしないよう、いじらないでください

よろしくお願い申し上げます

２－１８０８ 【千葉県、３０代】

秋田県在住ではないですが、祖父が秋田出身で私自身秋田が大好きで秋田のお米もお酒

も日常的にいただいているため、是非意見を述べさせていただきたいです。

下記の理由から、あきたこまちを全量放射線育種米に切り替えることに反対です。

①放射線育種米の安全性は確立されているのか。毎日放射線育種米を食べ続けても健康
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を害する可能性はゼロなのか。そのエビデンスは十分に揃っているのか。

②放射線育種米はごま葉枯病にかかりやすいということがわかっている。今まで以上の

農薬が必要になるのではないか。また、近年の異常気象の中で今まで通りの収穫量が期待

できるのか。

③消費者と米農家に十分な説明がされていない。米を作るのは農家であり、米を買うの

は消費者である。消費者と農家への十分な周知をしたうえで、消費者・農家を交えた検討

の機会を設けるべきではないか。

④現代は食が欧米化しており、今後さらに米の消費量が減る可能性がある。そういった

状況で「放射線育種米」というマイナスイメージの米を広げるのは米の消費量の低下に拍

車をかけるのではないか。

全国で放射線育種米を普及させるのは国の方針とのことですが、なぜ秋田は国の方針に

従おうと思ったのか、あきたこまちを全量放射線育種米にする必要性を教えてほしいです。

まずあきたこまちを全量放射線育種米に切り替えることについて消費者や米農家へヒア

リングを行い、そのうえで是非本件について再検討していただきたいです。どうしても放

射線育種米を作る必要があるのであれば全量ではなく、カドミウム汚染されている地域の

み作る等してあきたこまちと放射能育種米であるあきたこまちを区分けしていただきたい。

そして表示はしっかりとしていただきたい。

自分は秋田は日本一の米所だと思っています。秋田の米と酒が大好きなので、これから

も購入したく思っています。秋田に行った際には安心してお米もお酒もたくさんいただき

たいです。

本件について再考何卒よろしくお願いいたします。

２－１８０９ 【愛知県、５０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」として売るのはなぜなのか

そもそもすべてを「あきたこまち R」に全面切り替えする必要性がわかりません。

とてもこわい事だと感じます。

従来の「あきたこまち」の種籾の提供は秋田県では 2024 年が最後になってしまいます。

「あきたこまち」だけでなく、

他の秋田県が提供しているすべての品種が放射線育種後代交配種に代えられようとして

おり、

このままでは秋田県のお米のほとんどが放射線育種米になってしまいます。

そして、これらには遺伝子特許が取られており、自家採種もすべて禁止されます。

また、これは秋田県に限られず、日本全ての都道府県でやることを農水省は計画してお

り、日本で作られている 300 品種のうち、すでに 200 品種以上の放射線育種後代交配種が

準備されつつあります。
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個人的には絶対に買わないし食べたくないのですが

外食や給食に出たら全くわからないので、子どもたちも食べてしまうかもしれません。

未来に大きな責任があることです。

秋田県だけの問題ではなく、とても心配です。

２－１８１０ 【島根県、５０代】

あきたこまちから全面切替に反対します。

あきたこまち は いつも美味しく頂いております。

日本中で愛されており、日本を代表するお米だと思っています。

素晴らしい あきたこまち を食べ続けていきたいと思っています。

日本を代表するお米 あきたこまち を是非とも守って頂きたいです。

２－１８１１ 【福岡県、５０代】

『県議会への意見』

「あきたこまち R」への全量転換について以下に私の意見を述べます。

「あきたこまち R」の全量転換に私は反対します。

従来の品種の「あきたこまち」も私は食べたいです。

私達の食の選択の権利・チャンスを奪わないでください。

いろいろな食の選択肢があること（食の多様性があること）が文化レベルの高さに繋が

ります。

食の選択肢が乏しいほど、文化は下がると思います。

この全量転換により秋田県のみならず、全国の食文化ならびに全文化レベルが下がるこ

とに繋がることを危惧します。

自家採種を禁止すると農家に負担を強いることになり、食物自給率が低下します。それ

は国益を損ないます。

この放射線育成米はマンガンを吸収しにくい米になりますので、マンガン不足になり、

それは未来を担う子どもの成長にとってマイナスとなります。そのことも国益を損ないま

す。

マンガン不足にならないように農家がマンガンを追加するという新たな負担も我が国の

農業の衰退に繋がり、国益を損なうと思います。

秋田県は県議会に対して、「あきたこまち R」の全量転換を説明する際に放射線育成米で

あることは説明していないということも非常に遺憾です。



249

２－１８１２ 【島根県、２０代未満】

あきたこまちから全面切替に反対します。

いつもあきたこまちを美味しく食べてます！

これからもあきたこまちをたべたいです。

あきたこまちを守って貰えないでしょうか？

よろしくお願いします！

２－１８１３ 【東京都、４０代】

全量転換した際は「あきたこまち」というだけで購入することはありません。

安心安全なものを、食に求めるのはそれが一番です。

２－１８１４ 【愛知県、３０代】

「あきたこまち」から全量転換に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１８１５ 【秋田市、５０代】

あきたこまち Rへ 2025 年より全面切り替えは反対です。安全性が確かでないものをあき

たこまちかあきたこまち R か消費者には分からない状況で市場に出しそれがいいとは思え

ません。市場に出すのであれば、県民や国民のことを考えるというのであればまずは食の

安全は必須だと思います。

２－１８１６ 【福岡県、５０代】

2025 年からの放射線育種後代交配種あきたこまち R

全量転換の中心を求めます。
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遺伝子の破壊は今後重大な影響を与えると思います。

日本は添加物でもだいぶ汚染されてます。食の安全をこれ以上

破壊してほしくないです。

日本のお米、あきたこまちを守ってください。

２－１８１７ 【神奈川県、６０代】

全国の消費者にきちんとした情報を提供してください。どの様な食の安全に関する試験

をどれくらいの期間行って、それを判断しているのかは、私たち消費者は非常に気にして

います。どこかのエライ（と言われている）先生とか研究機関とかの権威がお墨付きを与

えただけでは、私たちの安心には繋がりません。

それから、全量転換はいかがなものかと思います。消費者から選択の自由を奪う様な判

断はやめてほしい。それがとっても素晴らしい商品だとすれば、自ずと市場から支持を得

ることになるのだから、生産者にも消費者にも自然と広がっていくでしょう。

それを、あらかじめ行政が一部の人たちの意見を元に決めてしまっては、その決定によ

って利益を得る一部の人たちの為に政治が利用されている様に感じてしまいます。

２－１８１８ 【大阪府、４０代】

秋田県由利本荘市の出身です。

「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛されていて、31 都道府県で生産され

る日本を代表するお米になっています。その「あきたこまち」が放射線育種米となり、安

心して食べることができなくなるのは非常に困ります。 消費者が気にするのは、食味や価

格だけではありません。世界にも誇れるブランド米だと思っていますが、ゲノム編集や放

射線照射などをすることで食の安全への意識が高く予防的思考のヨーロッパ等では輸入が

難しくなると思います。

また、カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。根本的な解決策を考

えて、カドミウムを未来に残さないための方策を県議会でも質しいただきたいです。そし

て大潟村周辺で盛んになってきている有機栽培を拡大し、「全県有機栽培米の秋田県」とし

て全国初として名乗りをあげてほしいです。

秋田県の土地広さがあれば、有機栽培用に堆肥肥料を作ることも可能ではないでしょう

か。

今後の県議会にも注目していますので、よろしくお願いします！！

２－１８１９ 【秋田市、３０代】

あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることには違和感を感じます。
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また、全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、生産者が選べたら良いのにな

と思います。

なんでもかんでも反対だ！というわけではありません。

あきたこまちが好きだし、誇りに思っている友だちも多くいます。

ただ、最終決定をする前に、詳しい説明会や対話が出来る機会を作っていただけたら嬉

しいです。

２－１８２０ 【神奈川県、６０代】

放射線米絶対反対。

強行した場合不買運動します。

２－１８２１ 【大仙市、３０代】

子育て世帯の母親として、未来のために反対します。せめてきちんと表示してほしい。

２－１８２２ 【福島県、７０代】

私はあきたこまちのお米を美味しく頂いています。

あきたこまち Rへの全量転換は取りやめて頂きたいと思います。

理由は放射線育種はゲノム編集と同じで、私達の人体への影響が確認されていないため、

危険でからです。

放射線育種は止めて頂きたいと思います。

原種を残してください。

放射線育種以外で品質改良をして頂きたと思います。

EU の種子基準に沿って、種の遺伝子を入れ替えないようにしてください。

２－１８２３ 【岡山県、３０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対です。従来の美味しいあきたこまちが食べたいです。

よろしくお願いいたします。

２－１８２４ 【東京都、６０代】

全量転換に反対します。従来の作り方で安心なお米を作り続けて下さい。

２－１８２５ 【神奈川県、３０代】

長期的に摂取して人体にどの様に影響出るか

分からないものを世に出してはいけません

従来型ので充分です
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２－１８２６ 【鹿児島県、６０代】

あきたこまち 全量転換 反対します

素晴らしいあきたこまちを 守ってください。

２－１８２７ 【埼玉県、３０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

あきたこまちは、そもそも日本を代表するお米です。

遺伝子を組み換えたら、もはやあきたこまちじゃないです。

Rは食べたくありません。

私たちが愛してきたお米を奪わないでいただきたい。

従来のあきたこまちを絶対残してください。

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さな

いための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１８２８ 【千葉県、４０代】

放射線で遺伝子組み換えしたお米なんて、絶対に食べたくないです。

最近はそういう物を避ける人々が増えているのに、どうして変なことをして自然をいじ

くるのでしょうか？

秋田県の信用がなくなります。絶対にやめてください。

２－１８２９ 【神奈川県、６０代】

県議会への意見

あきたこまちを長年選んで買っていましたが、あきたこまち R の件を聞いて以来、あき

たこまちは買っていません。

まだ大丈夫なのでしょうけど、イメージが悪くなりました。私の周りでも、もうあきた

こまちは買わないという方が多くいます。ブランド米としても全国屈指でしたのに残念で

す。

新品種の遺伝子ではタンパク質などの性質が変わってしまうそうですね。まるで人体実

験です。

R でカドミウムが減少するとのメリットがあるようですが、カドミウムはどこの米にも

含まれており、害はほぼないものと思います。
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どうか皆さまの力で考え直していただき、また安心してあきたこまちを食べられるよう

にしてください。

よろしくお願いします。

２－１８３０ 【東京都、５０代】

「あきたこまち R」の全量転換は秋田県にとって、そして日本にとって取り返しがつか

ない大きな問題を引き起こす可能性があります。これを実施するメリットをはるかに上回

るデメリットがあります。これらのことを総合的に検討したうえで、まずはこの全量転換

をいったん延期させ、秋田県の地域の有害物質汚染対策政策を今一度、再検討することが

必要ではないかと思います。

２－１８３１ 【神奈川県、３０代】

反対します。

私は長年あきたこまちを美味しく頂いてきました。それが突然放射線米に全量転換した

うえ、自家採取の禁止とはどういうことですか？

私の周りの人間にこのことを聞いても誰も知りませんでした。

あきたこまち R の品質以前に、長年あきたこまちを購入し、ファンだった消費者に全く

周知されないまま全量転換を決定するなど、あまりにも人間として誠意がなさすぎると思

います。

１００％問題ないとしても、それを長年あきたこまちを愛してきた消費者に周知しても

らってから、双方納得のうえで少しずつ転換していくのが礼儀でしょう。

逼迫した緊急性が無いのであれば、一部ずつ流通して消費者の反応や、人体、生態系、

田んぼ等に与える影響を数年に渡って観察するのが常識でしょう。

研究段階で全く問題がなくても、実用段階で予想しなかった反応がでる場合もあります。

全量転換と一部転換のメリットとデメリットを比較衡量しても、風評被害という説明だ

けでは、一気に全量転換する理由にはなりません。

公表していない、公表できない理由が他にあるとしか思えません。

今のあきたこまちを全面禁止にする緊急性はなんですか？

あきたこまちを丹精込めて作られてきた農家さんは皆納得しているんですか？

「「あきたこまちＲ」は、「あきたこまち」と形質や品質に差がないため、産地品種銘柄

を品種群として設定し、「あきたこまち」として表示できるように手続きを進めております。」

なんですかこれ？

形質や品質に差が無いのなら、なぜそんなに急いでコソコソ全面切替するのですか？

国民の全ての疑問を調べて解決し、それを一定期間マスコミやネットを使って大多数の
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国民に周知してもらい、納得を得られてから決議して下さい。お願いします。

２－１８３２ 【群馬県、５０代】

あきたこまち R への全量転換に反対します。日本は世界一遺伝子組み換え食品が多いと

言うのに、日本人になくてはならないお米さえも毒まみれにしてしまうのはやめて下さい。

カドミウムより放射線の方が危険なのでは??そして農家さんをも窮地に追い込むのは許せ

ません。撤回を求めます。

２－１８３３ 【大分県、５０代】

放射線育種後代交配種は遺伝子の突然変異を

起こしやすくする育種法との事

植物が既に持っている遺伝子の変異を促して

新たな品種を作るもので、自然の突然変異の

延長になりますが今までの美味しく安全な

あきたこまちではいけないのでしょうか？

どんな突然変異のお米を食べさせられるのか

非常に不安です、もし放射線育種後代交配種の発売

された場合は自分はもちろん、周囲の方々にも購入を

控えさせたいと思います。

２－１８３４ 【北海道、５０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。理由として・ 消費者にも生産者にもほと

んど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題です。

議論する場を設けるべきです。

・放射線米は長期間にわたって人体へどういう影響が出るかわかりません。

２－１８３５ 【群馬県、３０代】

あきたこまちが好きでいつも食べています。

今後も従来のあきたこまちを安心して食べたいです。

あきたこまち Rへの転換、見直しをお願い致します。

宜しくお願い致します。

２－１８３６ 【東京都、５０代】
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様々なご苦労をされながら放射線をあて品種改良されたかと思いますが、私は遺伝子破

壊させたお米を体に入れる不安はどう考えても拭えません。食べるものが無くなれば私た

ち大人が食べて遺伝子破壊した罪を償わなくてはいけないと思いますが、それを未来を背

負っていく子どもたちの口に入れる事はしたくありません。子どもたちの健康を守れるの

は県議会の皆さまにかかっています。どうか従来の「あきたこまち」を守っていただきた

くなにとぞよろしくお願いします。

２－１８３７ 【大阪府、４０代】

放射線育種米反対です。

大阪人ですが

「あきたこまち｣よく購入します。

もし、放射線育種米になるなら

購入しないです！

取りやめて下さい！

よろしくお願いいたします！

２－１８３８ 【千葉県、５０代】

強く反対致します！！！

私たち日本人にとって、一番大切な食事はご飯です。

いつも秋田のお米を購入しており、家族全員毎日美味しく頂いています。

どうか余計なことは何もしないでください。

いつまでも秋田のお米が安心して食べられますように。

どうぞよろしくお願い致します！

２－１８３９ 【東京都、３０代】

もう美味しいあきたこまちを食べることができません。

恐ろしいです。反対させて頂きます。

２－１８４０ 【千葉県、５０代】

2025 年からの放射線育種後代交配種「あきたこまち R」全量転換、及び自家採種禁止に

反対します。県土の 3％カドミウム、ヒ素汚染地対策を怠り、安易に重イオンビーム照射、

遺伝子組み換え米に転換する事は非常に拙速で愚策と言えます。日本は恵まれた国土ゆえ、

外国から狙われています。土地、水、資源が欲しくてたまらないので、国民を根絶やしに

したいのですよ。この度の新型コロナ遺伝子組み換えワクチンでは多くの死亡者と重大な

後遺症が発生していますが、秋田県では何名の尊い命が奪われましたか？政治家や政府の
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トップは隣国のカルト教団の一員か、グローバルエリートからの金や利権に魂を売った売

国奴です。そういう輩から県民の命を守るのが県議会議員の仕事です。日本は情報鎖国で

すから、海外の情報をしっかり勉強して、県民を守る為に国やグローバル企業と戦って下

下さい。

その覚悟のある方のみ、県議会議員になって欲しいです。

２－１８４１ 【長野県、５０代】

遺伝子の働きはまだ十分にわかっていません。人間が不要だと考えたある遺伝子が実は、

大切な働きをしていたということが後になってわかったということは十分にあり得ます。

あきたこまち Rに転換をしたほうが良いと考えた方たちは、その分野をどの程度ご存知な

のか、気になります。難しい分野であるとは思いますが、負の面もしっかり学んで決断し

てほしいです。あきたこまち Rへの全量転換は、秋田県のコメ農業の衰退につながる可能

性は大きいと思います。

私個人としては、あきたこまち Rのような遺伝子が人為的にいじられたお米は食べたく

ありません。従来のあきたこまちは大好きでしたが、それがなくなってしまうのはとても

残念です。

２－１８４２ 【兵庫県、６０代】

「あきたこまち R」への全量転換に反対します。

理由

① 「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、日本を代表するお米です。

どうか「あきたこまち」を守って下さい。お願い申し上げます。

② 放射線育種の目的は人体に有害なカドミウムを吸収しにくいお米を作ることです。

放射線照射によってカドミウムをほとんど吸収しにくいお米ができましたが、放射線で破

壊された遺伝子は稲の成長に必要なマンガンを吸収する上で役立っている遺伝子でした。

マンガンを吸収しにくくなった稲が病気にならずに成長できるか不安です。放射線育種米

の収量不足に備えて、従来の品種を作り続けることが大切です。

③ カドミウム汚染で問題なのは、ウクライナへの侵略戦争以降、利用が急拡大してい

る下水汚泥肥料です。下水汚泥にはカドミウムが含まれている可能性が高いので、それを

肥料に使えば農地のカドミウム汚染が深刻化します。低カドミウム米だけではカドミウム

汚染を解決できません。カドミウムを未来に残さないための国や県のロードマップを県議

会でも質してください。

④ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大

問題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきはないでしょうか。お米の種籾の元と

なる原種の生産は地方自治体が担っています。その自治体が種籾を放射線育種米にすると
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決定した場合、そうでないお米を作りたい・食べたいと思っても、作れない・食べられな

い状況になってしまいます。

⑤ 放射線照射に関する表示が義務付けられていません。これも大きな問題です。放射

線育種米でない従来のお米を選ぶ権利が失われたといっても過言では無いでしょう。

以上

２－１８４３ 【岐阜県、４０代】

いつも有難うございます。

あきたこまち Rへの全量転換は、やめて下さい。

放射線育種米ですよね。それが未来にわたって安全だと、絶対に言いきれますか？

カドミウムのためだそうですが、カドミウム汚染の心配な地域は 3%なのですよね

3%の為に全量転換する必要がありますか。

秋田は日本の大切な米どころです。どうか子ども達の為に安全なお米を守って下さい。

心よりお願いいたします。

２－１８４４ 【島根県、３０代】

植物に人為的に細工するのが怖いです。

従来からの「あきたこまち」はじめ、お米を食べたいです。

対策すべきは米の性質ではなく、環境ではないでしょうか。どうか短絡的な、考えに走

らず、未来の生きる人々にも思いをよせてください。

あきたこまち Rへの

全量転換に反対です。

２－１８４５ 【埼玉県、６０代】

あきたこまちの放射線育種米への変換に反対します。

あきたこまちは一大ブランドです。

コシヒカリやササニシキに並んで、とても、美味しく、埼玉県に住む私も選びますし、

日本全国にファンが多いです。

このお米は遺伝子を欠損させて、カドニウムを吸収しにくい、とのことですが、

他の重要な微量ミネラルは、どうなのでしょうか？

そして、そのお米には特許があり、自家採取して次の年に蒔くことが出来ないお米と聞

きます。

これは大問題です。
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もし、秋田県がこのお米を採用するなら、

私は、秋田県産のお米は、もう買いません。

息子は寮生活をしていますが、学校にも秋田産のお米は使わないようにお願いします。

ほかの人にも、そのように伝えます。

また、この生物多様性を壊すような農政を行うなら、

秋田県は、全国から批判を集めるでしょう。

どうか、立ち止まり、方向転換し、やめていただきたい。

どうか、お願い申し上げます。

２－１８４６ 【東京都、６０代】

私はあきたこまちが好きでよく食べています。でも Rへの転換の話を聞き、もう食べら

れなくなると残念に思いました。

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

どうか従来の品種を作り続けて頂けませんか？

心からお願いします。

２－１８４７ 【茨城県、４０代】

お米は日本人の主食です。

私は毎日パンではなくご飯を食べています。

そんな大事な食料である米に放射線をかけて

遺伝子を壊して安全性が心配です。

そんなお米は食べれないし食べたくない。

安全性がわかっていないものを実践しなくてはいけない事に納得が

できません

私はあきたこまちＲに断固反対します。

２－１８４８ 【福岡県、３０代】

「あきたこまち」大好きです！

あきたこまち R放射線米反対！！

２－１８４９ 【神奈川県、２０代】

あきたこまち R全面切替に反対します。

理由は、
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今までのあきたこまちで健康上の問題はなく、全てを放射線育種後代交配種米にする必

要性がわかりません。

風評被害以前にあまりに時期尚早と思われます。国民の何割がこの放射線育種米を認知

しているのでしょうか。

わたしはお米を主食として食べてきました。

この国に生きる一人の人間としてあきたこまち R全面切替に反対します。

２－１８５０ 【福島県、４０代】

『あきたこまち R』食べたくありません。秋田も終わったな…信頼を失えば終わる。こん

な米、未来ある子ども達に自信を持って安全安心などと言えません。愛する子ども達に毒

を食べさせることは殺人と同じです。あきたこまちは危ないと広めさせていただきます。

２－１８５１ 【愛知県、６０代】

あきたこまちについて

あきたこまちに放射線をあてないでください。

日本を代表するお米をいじらないでください。

日本の食を守って下さい。

２－１８５２ 【兵庫県、６０代】

ずっと、従来のあきたこまちを頂きたいです?

２－１８５３ 【神奈川県、４０代】

環境の変化について数年後、数十年後まで予測通りに進むことはあり得ないと考えます。

全量転換した先に予想外の環境変化があった場合に備えるため、また、放射線育種米が予

測通りに成長しない場合に備えることが必須であると考えます。つまり「全数」という選

択肢はあり得ないと考えます。

是非とも予測不能な未来に備え、不測の事態が起きた時にも選択できる余地を残した結

論を出していただけることを望みます。

私は横浜の人間ですので関係ないと考えられる方もいらっしゃるかもしれません。ただ

し同じ日本人として、そして心ある人間として、未来ある子供達への責任を我々大人達が

しっかりと考え、判断する事を望みます。ぜひ一度立ち止まりしっかりと議論を尽くして

決定していただけますようお願い申し上げます。

２－１８５４ 【大阪府、５０代】
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「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１８５５ 【神奈川県、７０代】

秋田県は教育に熱心な県だと聞いていましたが、なぜかコロナワクチン接種率が日本一

で人口減少率も日本一。

暗記力だけが高く、自ら考え分析するという事が非常に苦手な県民性なのかもしれませ

ん。

一体、何の為の学力でしょう？

体の至る所でウイルスを作り、例えば脳細胞でウイルスが作られたら、自己免疫が脳を

異物だと認識し、脳ごと攻撃してしまう様なコロナワクチンを何故、日本一打ってしまう

のでしょう？

自己免疫が自分の脳を攻撃するとどうなるでしょう？脳だけではありません。体の至る

所でこれがおきます。心臓、血管、腎臓、肝臓、肺・・・害はこれだけではありません。

そしてワクチンで犯した失敗を今度は放射線育種後代交配種の採用で犯そうとしていま

す。

ワクチンの危険性を理解していない秋田県民にとっては、この問題を理解することは難

しいかもしれません。普通の感覚を持った人にとっては簡単な問題で中止一択ですが。

遺伝子をいじる危険性やそれを食する危険性を軽く考えているから、ワクチンでも簡単

に接種してしまうのでしょう。少しは失敗から学んだらどうでしょう？ワクチンでこれだ

け死んでいるのですから。

秋田県民の民度を日本中が注目しています。

子や孫がどうなろうが知ったこっちゃないと言う選択をするのでしょうか？秋田県民は。



261

「照射じゃがいも」とか調べてみても良いかも知れません。賛否両論出てくるので秋田

県 民 に は 見 極 め が 難 し い か も ・ ・ ・

https://twitter.com/satomihiroshi/status/1490194516967526402

ワクチンも照射米も遺伝子をいじってしまう点が共通点です。では、ワクチンで秋田県

民はどうなったでしょうか？答えは出ている筈です。

水質基準・食品添加物・残留農薬基準・畜産潰しなど、日本は兵糧攻めが進んでいます。

照射米もその一環でしょう。

秋田県民が加担者になるのか見届けます。

２－１８５６ 【愛知県、５０代】

私は他県在住者ですが、今回の秋田県による全量転換決定が他の都道府県にも多大な影

響を及ぼすと考えられるため、パブコメに投稿させていただきます。

まず放射線処理した種苗の利用についてですが、カドミウムを吸収しない様にする処理

で逆にマンガン不足の米ができると聞きます。

そもそも自然界に壊していい遺伝子などあるはずがなく、この処理でごま葉枯病などの

病気になりやすくなる事や、ミネラル不足のお米になることが懸念されます。

カドミウム汚染地域は全体の 3％未満であるにも関わらず、汚染地域だけでなくすべて

の水田で同じお米を作るべきという方針も意味不明です。

カドミウム汚染と何の関係も無い地域で、上記の様なリスクを受け入れる理由がありま

せん。またすべての農家にマンガン不足にならないようにマンガンを追加するという新た

な負担が課されることになるという事で、一体全体誰の利益のためにこんな事をするの

か？疑問しかありません。

この事は全国波及が見込まれ、秋田県が踏みとどまって、日本の米作や国民健康破壊の

先例ちならない様、強くお願い申し上げます。

２－１８５７ 【兵庫、４０代】

県議会への意見

あきたこまちからの全面切り替えに反対します。

遺伝子組み換えの恐ろしさはすぐに現れるものではありません。従来種を守って下さい。

放射線の害を軽く考えていませんか？なぜ日本に原因不明の病気が増え続けているのか

考えてから生産者と消費者と良く話し合って下さい。よろしくお願いします。

２－１８５８ 【神奈川県、３０代】
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あきたこまち Rへの全量転換に反対いたします。

理由はいままでの有機無農薬栽培あきたこまちで健康上の問題はまったくないこと、一

部転換ならまだしも、全量転換の必要性が無いためです。 全量転換の停止をよろしくお願

いいたします。

汚泥に含まれるカドミウム被害が発生する原因のほうをしっかり調査し、米をつくる農

家さんや消費者も含めて議論を行う場を経て対策を決めていってもらいたいです。」

２－１８５９ 【兵庫県、６０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１８６０ 【高知県、６０代】

R7 年度「あきたこまち R」への全量転換反対について

県外から失礼とは思いますが、「あきたこまち」は全国で栽培されている有名な品種です

ので意見申し上げさせていただきます。

秋田県内の汚染地域の割合は約 2％、カドミウム高汚染発生割合は 0.4～2.6％程と日本

全体でみても高い水準とは言えないと思います。それにも拘わらず、カドミウム吸収を抑

える遺伝子操作をした「あきたこまち R」に全量転換するのは将来のことも含めて立ち止

まるべきではないかと考えますので、その理由を下記致します。

記

まず一点目、品種に関する疑問として、重イオンビームで遺伝子の二重鎖を二本とも

切断した食品の安全性については確認できる情報がない。一つの遺伝子は複数の機能を持

っており、1 塩基を破壊するとフレームシフトを起こし、それまでと異なる毒性やアレル
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ゲンとなるたんぱく質を作る可能性がある。遺伝子情報が壊れた品種は環境の激変に対応

できず、明らかに生命力の弱い品種となることも考えるべき。この新しい品種ではカドミ

ウムは吸収できないかもしれないが、米の成育に必要なマンガンも除去される。マンガン

不足は、子供や胎児を育てる母親のカルシウム不足による健康被害にも繋がる。

二点目、世界と比較した場合、現在放射線育種米を作っているのは実質日本だけ。遺

伝的多様性の重要性が世界で認識されており、不味くても気候変動に耐えうるなど今残っ

ている在来種を守るのが潮流。

三点目、日本の農業戦略に反するのではないかということ。みどりの食糧システム戦

略でも農業基本法でも輸出が日本の農業成長の軸としているのに、その妨げになるのでは

ないか。EU は放射線育種米を有機米と認めていないことと、メディアの情報量が日本とは

違うので、消費者は様々な情報を入手できる。日本米の安全性についても確認することが

容易。故に敬遠されるということを想定しているのだろうか。例え国内の消費者が有機米

と誤解されたとしても、他国では無理だと思う。

四点目、R4 年 8 月 18 日岡山大学資源植物科学研究所 馬 建鋒教授が「イネのカド

ミウム集積を抑制する遺伝子の同定により、収量と食味に影響しない低カドミウム集積イ

ネ」の育成に成功している。こちらの品種はインドで 3000 年栽培されてきた実績があり、

土壌のカドミウムを根の液胞に溜め、米には取り込まれずマンガンは豊富に取り込む。お

まけに土壌からカドミウムの除去が進む。カドミウムを吸収しない「あきたこまち R」では

カドミウムが土壌に残ったままで減ることはない。秋田県だけではなく、工業化と都市化

によって全国の農地が汚染されている。それなら「低カドミウム集積イネ」をまずは汚染

地区で転換してはいかがだろうか。それでも風評被害があるというなら、徹底した検査結

果を公表すれば良いと考える。

以上の理由により、試行錯誤のうえ開発された「あきたこまち R」だとは思いますが、

失礼ながら将来まで見据えた品種であるとは考え難いです。馬教授の品種を取り入れるつ

つ、今ある「あきたこまち」など多様な品種を守るよう立ち止まりご再考いただきたく、

切にお願い申し上げます。 以上

２－１８６１ 【宮城県、３０代】

あきたこまちを今まで、食べてましたが。

あきたこまちＲに全量転換されてしまうと、

あきたこまちを食べられなくなります。

健康への安全性も不安です。

もう一度ご検討いただければ、幸いです。
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２－１８６２ 【群馬県、５０代】

遺伝子組み換え作物は人の精神と身体に悪影響を及ぼすのは解っているのに何故？

一部の人間の利権と、人口削減に加担しているとしか思えません。

現にコロナワクチン接種率日本一で、死亡率日本一です。

勿論解っていると思いますが、こんな狂気な人道を外れた行いは、止めて貰いたい。

因みにロシアでは、遺伝子組み換え作物

生産禁止で、生産した場合逮捕です。

２－１８６３ 【東京都、５０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１８６４ 【秋田市、３０代】

遺伝子操作による「品種改良」は決して

うまく行っているとは思えません。

これまで様々な遺伝子操作による品種が

作られてきたと思いますが、

ほとんどのものは遺伝子操作を使わない、

従来の品種改良で作られたものの方が優れた品種が

得られていますよね。

例えば塩害耐性、

干ばつや高温に耐えられる品種、

収量の多い品種など、
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さまざまなものが作られましたが、

たいがいのものは遺伝子操作使わない

従来の品種改良の方がよりよいものが

実現できているのです。

カドミウムおよびヒ素汚染対策として、

今後の日本の食をカドミウムやヒ素汚染から防ぎ、

また環境中の汚染をどう減らしていくかは

重要な課題です。

でも、世界の中に存在する多数の在来種、

そして農法によって解決する道は

存在していると思います。

もしその道が見つからなければ

有機の「あきたこまち」は姿を消してしまいます。

有機農業こそ生態系を守り、安心安全なお米です。

もし放射線育種を選択するというのなら、

それは政府や地方自治体が勝手に決めるのではなく

お米の生産者やお米を食べる人が

その議論に参加する必要があると思います。

放射線育種後代交配種の「あきたこまち R」ということを

全面に出したうえでの国民の反応を確認していますか？

決定事項のように伝えられただけでは、

子どものことや食の安全面を考えると納得できません。

軽率な判断だとお見受けします。

せめて全量転換ではなくして頂きたいです。

あきたこまち Rは選びたくありません。

どうしても転換したいのであれば、国民にも選択させて下さい。

従来品種、有機品種は残すべきです。

２－１８６５ 【大阪府、５０代】

放射線育種米に反対します。

安全性も良くわからず、国民に周知されていなく、

しかも全量転換など言語道断です。

私達国民はそんなものを望んではいません。

中止を求めます。
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２－１８６６ 【徳島県、３０代】

従来のあきたこまちを続けて下さい。普通のお米が食べたいのです。

２－１８６７ 【秋田市、２０代】

放射線育種後代交配種に変えないで下さい。

安心して食べられるお米を残してください。

私は化学物質過敏症という病気で人が多いところへ

行くと具合が悪くなります。行けません。

化学物質過敏症は誰しもがなる可能性のある病気です。

この病気には薬はありません。

ですから、自分で普段の食事から炭水化物、タンパク質、脂質、ビタミン、ミネラルの

栄養バランスを整えていかないと常に体調不良で寝込みます。

お米には炭水化物のほかに微量ミネラルがたくさん含まれていて欠かせません。

そのお米を放射線育種後代交配種に変えられたら、安心して食べられません。

安心して生きられません。

勇気を持ってご意見させていただきました。

どうかひとりひとりの心と身体の健康を第一にした選択をしてください。

本当にお願いします。

２－１８６８ 【奈良県、５０代】

全面否定をしたいわけではなく、議論のないまま進めるのは民主主義の根幹を揺るがせ

かねないことだと思います。

まずは、エビデンスなどの研究結果や、市民たちの意見をしっかりとテーブルにだす場

を作ることを心から願っています、

どうか声を聞いてください。

２－１８６９ 【秋田市、４０代】

本当に安全なのか。臨床実験的なものはなされたのか。毎日食す一般市民の殆どは賛成

反対以前に何も知らない状態なので、まずはそれがどのようなものなのか、地元のメディ

ア、SNS、WEB あらゆるチャンネルで周知することが不可欠だと思う。

２－１８７０ 【岐阜県、６０代】

これまでの「あきたこまち」を守ってください。県民ではありませんが、これは大変重

要な案件です。日本の米が壊されていくきっかけを秋田県はしてはいけません。大事な日

本のお米を守ることは日本を守ることにつながります。日本の農業を守ることは日本をま
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もることです。米どころの秋田県は日本を代表する農業県です。どうか我々の食を守って

ください。

２－１８７１ 【鹿角市、５０代】

当地域はカドミ汚染米で非常に苦労している地域のひとつです。客土他、カドミ吸収抑

制湛水管理等の対策は進めてきましたが、未だ無くなっておりません。消費者に安全で安

心な米を届けるため、全量カドミ分析も実施しています。あきたこまち Rの全量転換に期

待はもちろん切望しています。

２－１８７２ 【秋田市、８０代以上】

あきたこまち Rへの全量転換について（意見）

秋田県農業の将来を考えての施策だとは思いますが、以下のような問題点があると考え

ますの

で、全量転換の実施時期を延期し、県民(生産者、消費者)の議論を深め、合意を得る努

力をしていただくよう要望します。

１ 秋田県農業の将来に関わる重要な問題でありながら、生産者、消費者はもちろんそ

の代表である県議会の論議も不十分（と認識します。7 代にわたる生育実験をしてきたと

言いますが、当初の予算要求において県議会に詳細な説明はされたのでしょうか？）な中

で決定されすでに実行されています。本当に県民の将来に必要・有益なのか、明確にはさ

れていないと思います。以下に指摘する問題点を考えれば、むしろ、秋田の良さを失いか

ねないと危惧します。

２ この方針は、農水省が令和元年に更新した「農産物中のカドミウム低減対策技術」

に基づいていると思います。その技術の必要性は否定しませんが、問題は同文書中で「全

国の主要な水稲品種や多様な業務用米品種に迅速にカドミウム低吸収性を付与する」とし

ている点です。つまり日本のコメ生産を「カドミウム低吸収性を付与された品種に一元化」

することが意図されているという点です。多様性に逆行するその方針は何のためか、同文

書中にその理由は示されていません。

３ 秋田県はその先端を切ることになります。秋田県の水田面積に対して１％に満たな

いカド

ミウム、ヒ素汚染水田に対応するために全県農家のコメ生産をこまち Rに全量転換しな

ければならない理由はない、つまり全量転換はカドミウム汚染対策ではないということだ

と考えます。

そのことは、農用地汚染対策法が「汚染の防止及び除去並びに汚染に係る農用地利

用の合理化に必要な措置を講ずること」と定め、そのための手法として「汚染防止のため

のかんがい施設等の新設等、汚染除去事業、汚染農用地の合理的利用のための地目変換等
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(５条)」が挙げられ、品種の転換などは想定されていないことからも明らかだと思います。

4 他方、低カドミウム米技術の確立を推進する国立研究開発法人農業・食品産業技術総

合研究機構（研究機構と略称）法は、種苗法による登録品種を独占的に利用する権利(育成

者権)について規定し、併せて、他者にそれを専用利用させる権利も規定しています。従っ

て、専用利用権を認められた各県試験場の育成品種（例えばコシヒカリ環など）は「環」

を付して育成者権に服することを公示していると思われます。

そして、種苗法４条は、「誤認を生じさせる場合や混同を生じる恐れがある場合」は品種

名を登録できないとしていますから、県がこまち Rを品種登録するためには現在の「秋田

県産あきたこまち」の品種登録を抹消しなければならないことになるのではないかと思わ

れます。全量転換の必要性はそこから生じており、農家は自家採取により「あきたこまち」

を生産してもそれを「あきたこまち」として販売することはできなくなるのではないかと

考えられます。

5 結局、全量転換の必要性は農水省の「コメ生産をカドミウム低吸収米に一元化」する

方針によるものであり、風評被害等の秋田県独自の必要性の問題ではないと思います。で

は、農水省はなぜ全国のコメ生産をカドミウム低吸収品種に一元化する必要があるのでし

ょうか？

この点を５年ごとに策定される「食料・農業・農村基本計画（令和２年３月策定）」

で見ますと、食品の安定供給のために「講ずべき施策」の２番目に「ブローバルマーケッ

トの戦略的拡大」が位置付けられています。そしてその内容として①少子高齢化によって

食料の消費量は減少するので輸出の拡大に努めねばならない②そのために、輸出先国の衛

生、食糧安全基準に適合するよう輸出阻害要因の解消に努めねばならない（農林水産物及

び食料の輸出促進に関する法律 R・元）③グローバルマーケットに意欲的に対応する事業

主体の育成、を挙げています。

この②への対応が、農水省がカドミウム低吸収性を備えた品種にコメ生産を一元

化する理由ではないでしょうか？

６ つまり、全量転換は、秋田県農業の将来像をグローバル産地形成として描いている

ことになると思います。そうだとすれば、①グローバルマーケットに意欲を持つ事業主体

（農家）以外は離農促進政策ということになり②消費者にとっては国際需給に対応する消

費構造を強制されることになると考えます。全量転換に当たって、こうした疑問に答えて

いただき、冒頭要請した対応をしていただきたく、意見を提出します。

２－１８７３ 【高知県、４０代】

私は秋田のお米が大好きです。

どうか、あきたこまちを放射線育種後代交配種にするのを辞めてください！
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子供達にあんしん安全で美味しい秋田のお米を食べさせてあげたいです！

どうかどうか宜しくお願いします！

２－１８７４ 【埼玉県、４０代】

遺伝子組み換えのお米に反対します。

美味しいあきたこまちを守りたいです。

せめて、自由な選択ができるように

何故、全量転換なのでしょうか？

消費者も知らない生産者にも情報が

十分ない状況で正しい判断ができるとは思いません。

２－１８７５ 【鹿児島県、５０代】

テーマ 2

秋田県は、日本を代表する米どころです。放射線処理を行うと遺伝子の変容が懸念され、

食の安全を守る事ができなくなる危険性があります。日本国民の大切なお米を自然な形で

育てる事が大切だと考えます。放射線育後の生産に反対します。

２－１８７６ 【東京都、５０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１８７７ 【東京都、５０代】

美味しい従来のあきたこまちが大好きです。
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私達消費者や生産者さんの意見を聞かずに、

種籾を変更されることはとても残念なことです。

Rに変更されるならば、我が家の食卓はのせることは

よくよく考えないとならないことです。

同じ考えの方が多ければ、あきたこまち Rの

消費量は激減するとおもいます。

どうぞ、安全面や農家の方への負担などを

熟慮していただきたいとおもいます。

２－１８７８ 【兵庫県、３０代】

私は、今のままの美味しいあきたこまちを安心して食べ続けたいです。

全体の 3％未満しかないカドミウム汚染地域。その風評被害を避けるために全量を放射

線育成米に転換。しかもそれと引き換えに全ての農家が不足してしまうマンガンを追加し

ないとならない負担付き。

「あきたこまち」という秋田を代表するブランドが「あきたこまち R」という放射線育成

米に。この話し、既に周りで広がっていて、「あきたこまちは放射線汚染米」だから買わな

い方がいいと。

東北=放射能汚染

残念ながら、まだまだ消費者はそう思っています。

そんな中であきたこまちが放射線育成米に変わったら…

特許を持つ大手企業以外の誰が得をするのでしょうか。

風評被害はどうなるのでしょうか。

２－１８７９ 【埼玉県、４０代】

日本の農業の素晴らしさは今まで通りのお米を作ることだと考えています。

我々の子供が健康に過ごせるお米を作り続けてほしいです。

２－１８８０ 【福岡県、５０代】

県議会への意見

県は県議会に対して、この全量転換を説明する際に、放射線育種米であることは説明し

ていないという事がなぜなのか。始まりから疑問点しかありません

議論の重要性さえ失われているのではないでしょうか。

国民皆様が納得行く行程を経て、決定していくべきです

秋田から、この間違った農業が始まらない様に、未来を守る為にも是非議論を重ねて尽

力頂けることを祈ります
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どうか宜しくお願い致します

２－１８８１ 【富山県、５０代】

日本国民の体の根幹をなす米にこのような放射線をあて遺伝子を変えるというとんでも

ない技術で品種改良されているとはまじめてしりました。とんでもないことです。もしそ

うなったらあきたこまちは二度と買いません。大豆、トウモロコシなども遺伝子組み換え

は買ってません。もし、他県でやっているのならその逆にすすむことが価値を高めます。

日本人と共存してきた米を壊さないでほしい。

２－１８８２ 【大阪府、３０代】

県議会への意見

あきたこまち R への全量転換には反対します。人体にも耐えれないレベルの放射能をあ

びたお米を食べる事は不安に思います。カドミウムが取り除けてもマンガンが不足する米

になると言う結果も出ているそうでそれは子供の発育不足や、女性は不妊につながるとも

言われています。未来ある日本の子供達に食べさせたくはありません。もし作付けされて

いけば、花粉などにより交雑が進み今ある有機栽培の米も食べれなくなります。これでは

消費者には選択権はありません。不買運動をしようにも出来ませんし、なにより今日まで

誠実に田畑に向き合ってきた農家さん達が潰されてしまいます。このような流れが全国に

広まるのは非常に不安に思います。有機の表示義務もない、これも世界的にみればおかし

いです。日本の食は美味しく安全ではなかったのでしょうか？今や各国にある日本企業チ

ェーン店でも日本製食品は使用してませんと、張り紙が出される始末です。世界からみて

安全でないと思われているのです。こんな日本ではなかったはずです。日本人としては、

今ある豊潤な土壌を守り、人を傷つけず、作物を傷つけず、環境を守りながら、安全な食

の道を模索すべきです。今懸命に有機、自然農をしてる農家さん達を守る選択をしてほし

いです。大阪からですが、秋田からはじまり全国に作付開始されてはとんでもない事態に

なるのではと思い、意見させて頂きました。どうか全量転換しない選択をして頂きたいで

す。

２－１８８３ 【宮城県、５０代】

「あきたこまち」のことを、

大切に思っている友人がいます。

「あきたこまち R」とは、

別という表記をお願いいたします。

同じであるという事に対し、
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違和感を覚えます。

よろしくお願いいたします。

２－１８８４ 【奈良県、４０代】

品質改良したあきたこまちは食べたくないです。

今まで通りの、あきたこまちが食べたい。

２－１８８５ 【東京都、５０代】

品種改良に放射線を使う事は断固反対です。

人間が 3世代通して影響無しと言い切れるのですか？

エビデンスも無いまま食の安全を軽んじては

未来の子供達を守れません。

そのような品種改良種を

例え一部の区画だけに制限しても他への受粉を

止められないので、そのような品種改良品を

生産しては、いけません。

２－１８８６ 【宮城県、７０代】

「あきたこまち R」とは放射能で遺伝子が改変された米、つまり、放射線を当ててカドミ

ウムの吸収に関わる遺伝子を破壊してできた品種だそうですね。放射能で遺伝子を壊すと

いうだけでも恐ろしいのに、さらに、そのような放射線育種の米に全面転換する、つまり

それ以外の品種を認めないという秋田県の方針は、想像を絶するほどの大きな間違いだと

思います。放射能技術で自然を操作・支配しようとする人間の傲慢は、（原子力発電がそう

であるように）人間自身の生存基盤をも脅かすことになるでしょう。秋田県が「あきたこ

まち R」への全量転換の方針をやめ、決定を撤回されるよう切に訴えます。

２－１８８７ 【千葉県、７０代】

一体この法案を通そうとしている力の背景はどこにあるのですか!?

本当に日本や、日本人の命を守る意志があるならこんなことを

考えるはずがありません!!

日本人の命ためにこんな法案は通さないで下さい!!

放射線照射されたり、ゲノム編集されたお米など食べたくありません

自然の恵みに満ち満ちたものを日本人は食べる権利があります
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２－１８８８ 【神奈川県、４０代】

おいしいあきたこまちを食べたいです。

得体のしれないあきたこまち R全量転換には断固反対です。

農家の方の事も考えて下さい。

２－１８８９ 【愛知県、６０代】

放射線育種米になってしまうと、お米の安全性が不安です。

また、日本の農と食に多大な影響を与えざるをえません。

慎重な検討をしていただく必要があります。

２－１８９０ 【石川県、４０代】

安全とは言えません。

絶対に反対です。

秋田県でのこの動きが、将来的に日本全体で追随する動きになることは考えればわかり

ます。

従来からの日本の食の安全を守ることを第一に考えてください。

よろしくお願いいたします。

２－１８９１ 【福岡県、５０代】

今すぐやめるべきですね。

オーガニックの時代にわざわざ放射線を照射して変異させるなんて、ありえません。

あきたこまちをよく買っていましたが、一切やめます。知人にもできるだけこの情報を

拡散して、買わないように勧めます。

２－１８９２ 【宮城県、５０代】

あきたこまちに放射線つかうなら２度と買いません

危ないと警告して拡散して健康被害から国民を守ります。

２－１８９３ 【千葉県、５０代】

あきたこまち Rに切り替わった場合、もうあきたこまちは買いません。

安全性にも不安がありますし、長年続いてきたあきたこまちの種籾を、
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ここで途絶えさせてしまうその感覚が全く理解出来ません。

周りのものにも、あきたこまち Rを買わないように伝えます。

他の野菜なども安全性度外視にされるのかと疑ってしまします。

もう秋田県の農産物は買いません。

２－１８９４ 【奈良県、４０代】

県議会への意見

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

人体への影響にも不安を感じます。

２－１８９５ 【静岡県、４０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることには違和感を感じます。

また、全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、生産者が選べたら良いのにな

と思います。

なんでもかんでも反対だ！というわけではありません。

最終決定をする前に、詳しい説明会や対話が出来る機会を作るべきと考えます。

２－１８９６ 【愛知県、３０代】

以下の点から全量転換に反対の意見を持ちます。

・多様性が重要視される情勢の中で、既に数多くの人に愛されている今のあきたこまち

を差別して禁止する必要性がどこにあるのか全く不明である。新しい品種を打ち出すこと

には賛成であるが、禁止する必要は無いかと思われる。より良い品種であれば、昔の品種

を買う人数が減り、自然淘汰されるかと思われる。

・新しい品種であれば、生産者も消費者も放射線育種の有無がしっかり分かるように表

示する責任があると思います。表示無しは、無責任の極みかと。

・長期的な消費者の健康への影響が不安である。しっかり品種を表示した上で、食べた

人間の健康データまたはそれに準ずる科学的なデータで以て安全性を主張すべき。非科学

的な転換は、不信感を煽るだけになるかと思われ、せっかく良い品種を打ち出したのにも

関わらず広まらない可能性が出てくるかと思われる。

２－１８９７ 【埼玉県、５０代】

「あきたこまち R」への全量転換に反対します。

あきたこまちは冷めてもおいしく、家族みんなが好きなお米です。

遺伝子を操作されたお米は、将来においても安全性が不明ですし、是非ともやめていた
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だきたいです。Rになってしまったら、購入することはないと思います。

２－１８９８ 【宮城県、５０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と表記して

販売等するのは違和感があるどころか許せない。

有機栽培や無農薬、減農薬などの審査、区別があるのであれば

当然その前の種の発生の経緯も明示するべき。

遺伝子組み換えなどの表示されるものもあるのに

（米は対象ではないかもしれませんが）

それ相当の手を加えているものなのに、一切の表示、

または区別がないのは、消費者や生産者に対して

どう考えているのか？今後子供やその先の未来に

誇れるあきたこまちと言えるのか？

全国でも一切の明記なく販売される謎の発生の米が

出回る動きがある前に、お米の美味しい秋田では

この動きを止めて、全国への指針になるお米の旨い県になる事を

願っています。

２－１８９９ 【岡山県、５０代】

あきたこまちへの放射線照射についての意見を送らせていただきます。

カドミウム汚染されたあきたこまちだけでなく全てのあきたこまちへの放射線照射を実

施されるとのことですが、そもそも放射線の照射はゲノム編集につながる技術ではないで

すか？

ゲノム編集は遺伝子組み換えと同様に安全性は確認されていないのが現状です。

あきたこまちＲへの転換をきっかけに全ての品種への放射線照射が実施される可能性も

考えられます。

この事は食の安全保障の点からも極めて問題であると思います。

あきたこまちＲへの全量転換は見送るべきではないでしょうか？

２－１９００ 【和歌山県、６０代】

あきたこまちは日本を代表するお米です。従来のあきたこまちを食べたいです。R は食

べたくありません！消費者、生産者にも情報がないなかで全量転換を決めてしまうのは大

問題です！カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。もっと議論する場

を設けて今までのあきたこまちを守って下さい。
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２－１９０１ 【神奈川県、４０代】

放射能育成米反対でございます。

デメリットなど詳細にお知らせください。

従来通りのお米で安全安心が重要と思われます。

食の安全が不安視させられる昨今、

お米までとなると健康障害が心配です。どうか、従来

通りのお米をお願いします

２－１９０２ 【宮城県、３０代】

いつもありがとうございます。

日本の主食である米の品種に関してのはずなのに、あまり必要な説明がないまま全量転

換されることが決定した印象です。

生産者がえらべるようにすること、売るときには以前のとは違いがわかるような名前に

してもらえると購入者もわかりやすいです。

２－１９０３ 【大阪府、４０代】

カドミウム汚染地域は全体の 3％未満であるにもかかわらず、汚染地域だけでなく、す

べての水田で同じお米を作るべきという方針が作られたようですが、お米を品種改良する

ことは、そもそも根本的なカドミウム対策にはなっていない。

『カドミウム汚染地域を改善すること』が優先的な行動であると思います。

それと、自然にも放射線はあるという文言がありますが、『故意に放射線を当てて遺伝子

を破壊し』放射線育種米を作ることは、根本的に次元が違うように思いますし、放射線育

種米を作る必要は無いのではないでしょうか？

さらに、自家採種も禁止ということですが、『自家採種』こそが各農家の要の部分であり、

種を紡いでいくことが農業だと思います。自家採種も禁止で、買わされた種を用いての農

業は、農業ではなくお米育成工場だと感じます。

「あきたこまち R」への全量転換は中止して下さい。

農家さんの命を守って下さい。

未来を担う子供たちに、これからも変わらぬ美味しいお米を食べさせてあげて下さい。

いつも、あきたこまちの玄米を自分も食べております。

全量転換の中止、宜しくお願い致します。
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２－１９０４ 【青森県、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換をやめていただきたい。

小学校の頃、あっさりしたお米しか食べたことのない

自分は、初めて食卓にあきたこまちが出た時の、

あのもっちりとして甘味のある味に衝撃を受け、

こんなにおいしいお米が世の中にあるのかと幼少期

に思ったものです。

誇り高き県産米を守り続ける意味をぜひ考えていただき、

私ように、これから未来ある若者にも、おいしいと

感動を与えることができる、あきたこまちを、

ぜひ、この世に残していただきたい。

２－１９０５ 【兵庫県、５０代】

あきたこまちＲへの全量転換に反対します。県外の消費者としての意見です。私は、あ

きたこまちが好きで、スーパーでよく購入していました。しかし、あきたこまちＲへの全

量転換のニュースを聞いてから、購入するのを止めました。食べ続けた場合、どのような

影響が出るか、わからないからです。行政は安全だといいますが、全く信用できません。

私の中で、あきたこまちは、気味の悪い、避けるべきブランドとなりました。残念です。

２－１９０６ 【山口県、３０代】

長期的に見て、身体にどんな影響があるか分からないものに、いきなり全量変えてしま

うのは如何なものでしょうか？カドミウム汚染のある地域は全農地の 3%ほどだと聞きま

す。たった 3%のために、放射線をかけたお米ばかりにしてしまうのでしょうか？この話が

進んでしまっては、安心してあきたこまちを買えなくなります。家族や友人も買わなくな

るでしょう。ぜひ、撤回をお願い致します。

２－１９０７ 【新潟県、５０代】

新潟の米農家です。反対意見の多い転換、まだ充分な議論が必要です。県民全農家が納

得いく形を取っていただくことを切に願います。

２－１９０８ 【鳥取県、５０代】

放射線を浴びたお米は買いたくないです。買いません。

我が子に絶対食べさせたくないです。



278

放放射線を浴びせた。という表示義務がない。というのもおかしいと思います。消費者

が食品を選ぶ事ができません。

２－１９０９ 【埼玉県、４０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

あきたこまちは、秋田県の方々が苦労して作りあげてきた、日本中で愛される日本を代

表するお米です。その「あきたこまち」を守ってください。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

Rは、遺伝子が破壊されています。従来のお米とは違っています。

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、

生き延びるか不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があり、

秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

どうぞ、秋田県民、日本国民のために、

私たちの主食であるお米をお守りください。

よろしくお願い申し上げます。

２－１９１０ 【大阪府、３０代】

自家採種ができなくなったり、遺伝子組み換えの可能性がでてきたり…色々と調べて見

ても何も安心できる要素がないのでやめて欲しいです。

秋田県は自給率が高い素晴らしい土地なのに、その土地の名産を変に改良しないでくだ

さい。

新しいものを作ってみて世の中に出すのはいいと思いますが全改正は本当にやめてくだ

さい。

消費者も選択できなくなり悲しいです。

古き良きはぜひ残してください。よろしくお願いいたします。

２－１９１１ 【愛知県、５０代】

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ
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り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１９１２ 【宮城県、６０代】

なぜ秋田はいつも東北の足並みを乱す選択をするのでしょうか。東北地方にあって、日

本の米を守ろうと一生懸命の人たちを尊敬しています。無自覚でいると、知らないうちに

利益だけが優先になり、気づいた時は、大きなものに巻かれています。次は東北全体へ、

そして日本全国へとこの流れが広がっていくのでしょうか。「あきたこまち R」を「あきた

こまち」と言って流通させることには違和感を感じます。また、全量を「あきたこまち R」

としてしまうのではなく、生産者が選べたら良いのになと思います。

なんでもかんでも反対だ！というわけではありません。

あきたこまちが好きだし、誇りに思っている友だちも多くいます。

最終決定をする前に、詳しい説明会や対話が出来る機会を作っていただけたら嬉しいで

す。

２－１９１３ 【愛知県、６０代】

長男のお嫁さんが秋田出身で、あきたこまちのお米をもらったことがあります。とても

美味しいお米でした。

今回、そのあきたこまちを、全部あきたこまち Rにすると言うことを聞きました。

何か良いことがあるから、あきたこまち Rにしたいのだろうととは思いますが、それだ

と、種籾をとってはいけないことになるとも聞きました。

毎回、種籾を買わなきゃいけないのは、困る農家さんもいると思うし、今までのあきた

こまちが好きだという方もみえるだろうと思うので、選択制にしたら良いと思います。

関係ない話かもしれませんが、学校の制服も何でも選べるのが良いと思います。

秋田県議会の皆さん、よろしくお願いいたします。

２－１９１４ 【宮城県、４０代】

秋田に住む友人からパブコメを求められました。

パブコメを求める前に、農家さんの話は聞かれましたでしょうか？

科学の進歩による技術の導入は、慎重に慎重を重ねなければなりません。

また、「あきたこまち R」を「あきたこまち」として生産することの危惧を、どれほどの

方が訴えているのでしょう。
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まずは住民の皆さんとの対話で、進むだけでなく、立ち止まる勇気を持ちつつ挑むこと

を求めます。

宜しくお願い致します。

２－１９１５ 【愛知県、５０代】

秋田県議会さまへ。

日本人のお米、あきたこまちを

そのままの状態で安心安全に食べたいです。

これは秋田県だけの問題ではなく、

全国の消費者の問題です。

日本人の健康問題です。

また、農家さんに、Rの丁寧な説明をされたのでしょうか？

農家さん全員が進んでのことでしょうか？

私はご先祖さまから繋いでいただいたこの身体。

昔ながらの主食で生きていきたいです。

そのような人は農家さんも消費者もいますよね？

一斉に変えるなどと言うことは

一方的で民主主義ではないように感じます。

２－１９１６ 【石川県、４０代】

あきたこまちの放射線育種米への全面転換に反対します！！

全国であきたこまちを愛する人はたくさんいます。2025 年より全面転換すると表明して

いますが、それを食べる全国の人達の体がどうなるか？としっかりと調べたのでしょう

か？

安全性をまともに結果を発表されていないと聞きます。

なぜ放射線米に変えなければならないのでしょうか？

食の安全は日々脅かされています。日本の主食はお米です。昔から大事に育てられてき

ました。こうして受け継いできた農業を変えるのは何故ですか？秋田の農家さんには全て

説明し納得されたのでしょうか？今後放射線米のあきたこまち R が販売されても購入しま

せん！それに有機の表記が出来る事にも疑問を持ちます！私は石川県民ですが、放射線米

を販売されるなら必ず深い運動で風評被害もでます。考え直して頂きたいです！石川県も

放射線米が販売されれば買いません。

よろしくお願いします。
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２－１９１７ 【北海道、６０代】

放射線で突然変異を起こさせ、低カドミウム吸収米として確立した品種のようですが、

希望する農家が栽培するのならまだしも、全量転換というのは理解できない。あきたこま

ち Rは、あきたこまちとは似てもにつかぬ遺伝子改変米だと理解している。ほとんどの消

費者はそうではないか。これまで秋田の農家の努力によって確立したブランドをドブに捨

てるようなものだ。

私はいまだに福島県産の農作物、海産物はどんなに安くても一切購入しない。それは、

安心、安全という政府のお墨付きを全く信用していないから。秋田県がいくら安全だとい

っても信用していないからあきたこまち R についても、購入することはないと思う。そう

いう消費者は多いのではないか。そればかりか、秋田名物きりたんぽもあきたこまち R が

使われていると思うと、食べる気も起らない。秋田のブランド戦略としてはまったくマイ

ナスになると考えている。低カドミウム吸収網をつくるくらいなら、カドミウムが漏出し

ない水田をつくるべきだと思います。食の安全に疑義があるものを購入する人はいないと

思いますよ。考え直してはどうでしょうか。

２－１９１８ 【埼玉県、６０代】

あきたこまちは、よく購入させて頂き、有り難うございました。

この度、Rが付く放射能汚染米に全量転換されるのでしょうか？

そうなった場合、とても怖くて、食する事は出来ません。

是非、ご一考を!!

折角の美味しいお米を…。

一度そうしてしまうと、後戻り出来ませんよ。

２－１９１９ 【東京都、６０代】

県議会への意見

です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

２－１９２０ 【神奈川県、７０代】

安全性が確保できないので、辞めてほしい

別の方法でカドミウムを除去する方法を考えるべきです

放射線育種を使った米であることを表示してください
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食の安全性を高め、有機農法を広げて行くべきなのに時代に逆行しています

この政策を進めるのなら、あきたこまちは買いません

「生態系の撹乱のおそれがある。持続可能な環境の保全ために、予防原則として避ける

べきだ」

２－１９２１ 【愛知県、５０代】

植物の遺伝子は長い時間をかけて環境に適応してきた物なので、今の技術が進んでいる

と思って放射線などでゲノム編集してしまうことは、後々取り返しのつかないことになる

可能性がある。カドミウムを吸収しない様に遺伝子を変えてしまったことで、実際にミネ

ラルが不足してしまうという問題が出ているとのことなので、検討が必要だと思われる。

また、種の自家採取を禁止してしまうことは、今後の日本の米作りに大きな影響を与え

ることになるので、再検討していただきたい。

２－１９２２ 【東京都、６０代】

あきたこまちファンとして「あきたこまち R」の全量転換に反対です。従来のあきたこま

ちを食べ続けたいです。農水省は重イオンビーム照射して育種した「コシヒカリ環 1号」

の安全性は問題ない、さらに県は「あきたこまち R」の安全性も問題ないとしています。そ

の根拠として、放射線育種は長く、広く行われてきたので安全性は証明されているという

ことですが、今回の「あきたこまち R」は従来の放射線育種品種と異なり、重イオンビーム

照射を使っています。重イオンビームは従来の放射線育種でよく使われたガンマ線と異な

り、集中的に狭い領域にはるかに強い威力の放射線を当て、DNA の二重鎖を破壊します。そ

んな農作物は世界では他に例がないと言われ、それが安全であるという根拠、知見は確立

していないと思うからです。

また、「あきたこまち R」やその親の「コシヒカリ環 1 号」では OsNramp5 という遺

伝子の 1塩基が壊されていますが、そのためにフレームシフトが起きて、これまでにはな

いタンパク質が生成され、それが毒性やアレルゲンとなる可能性は否定できないと思いま

す。

さらにこの遺伝子は生物にとって不可欠なマンガン吸収に関わるもので、それが壊さ

れたことで、その吸収能力が 3分の 1 未満に落ちてしまっています。マンガン不足が原因

になって稲も病気になりやすくなっているため、栽培上でも特別の配慮が必要になってい

ます。マンガンは成長期のこどもを含め、人にとっても重要なミネラルです。それが吸収

できないお米を選びたくありません。

２－１９２３ 【羽後町、４０代】

私は秋田県の農産物が国内外で高い評価を受けており、その安全性が確保されているこ
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とを誇りに思っています。

2025 年に向けて放射線育種後代交配種の開発が進められていますが、その安全性につい

ては検討が必要です。

①科学的根拠に基づく安全性の確認

放射線育種後代交配種の安全性については、科学的な根拠に基づいた評価が求められま

す。県内外の専門家による独立した安全性評価を行い、その結果を透明かつ広く公表する

ことが重要です。

②遺伝子組み換えとの違いの明確化

放射線育種後代交配種が遺伝子組み換えとは異なることを明確に説明し、遺伝子組み換

え作物との違いについて理解を深める取り組みを行うべきです。

③情報提供と県民の参加

放射線育種後代交配種に関する情報は広く県民に提供されるべきです。県民の理解を得

るための情報セッションや意見交換の場を設け、県民の意見を尊重しながら進める姿勢が

必要です。

秋田県の農業の発展と食の安全を大切に考えており、放射線育種後代交配種の導入につ

いても、慎重な対応が求められると考えております。

どうか、青森の奇跡のリンゴを参考に

地球と人に優しい安心、安全な農業の先駆者と秋田県がなる様にお願い致します。

２－１９２４ 【埼玉県、５０代】

せっかく安心安全な国産のお米が放射線にさらされて，危険になります。せめて照射し

たものとそうでないものを選ばせてください。

２－１９２５ 【北海道、６０代】

今住んでる町は秋田との縁が深く、秋田はとても好きな土地です。今回の放射線育種米

について、米どころほど反対すべきものと考えておりましたが、むしろ進める側に立って

いることに驚きました。生産者が自分たちの作り上げたものの価値を、それほど貴重(日本

のごく近い将来にかかわるはず)とは判断していないのなら、秋田に限らず農業の未来はな

いのだろうと思います(企業による工場生産で充分)。一応、理学や工学で生きてきた者と

して、やり直しのきかない選択肢は選ぶべきではないと考えます。

２－１９２６ 【福岡県、４０代】

「あきたこまち R」を「あきたこまち」と言って流通させることには違和感を感じます。

また、全量を「あきたこまち R」としてしまうのではなく、

生産者が選べたらと思います。
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なんでもかんでも反対だ！というわけではありません。

ただ、最終決定をする前に詳しい説明会や対話が出来る機会を作っていただきたいで

す！

２－１９２７ 【山形県、２０代】

テーマに関する文章拝見しました。

率直に感じたことは

「選ぶ権利をなくさないでほしい」

生産者のこだわりや想いを持ってその品種を育てる権利

消費者が好きなお米を選べる権利

何の為に全量転換するのかが伝わってきません。

あきたこまち Rへの批判ではなく全量転換への疑問です。

ぜひ、対話の機会を設けてください。

秋田県民ではありませんが日本に生きるものとしての責任とおもってます。

よろしくお願いします。

２－１９２８ 【埼玉県、５０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては放射線で遺伝子を破壊されたお米を食べて、それが人体の中でどのよ

うな作用を及ぼすのか、わからないからです。

日本は、原爆の被爆国です。放射線の恐ろしさを知っている国は日本です。その日本で、

人の命にかかわる食べ物に放射線を浴びさせて、何十年も主食である米を食べ続けた時に

本当に安全なのでしょうか？

コロナのワクチンもワクチンを打ったからと言ってコロナにかからない訳でもなく、重

症化しないということもよくわからない現実であり、更に副反応の被害が大きかったと世

界では物議を醸し出しているのが現状です。

いま、無害と思って取り入れたものが、後に有害ということはあるということです。

そもそものカドミウム汚染を起こさないという問題の根本解決が先決であり、放射線を

あてればよいということではないと思います。放射線をあてればよいというこになれば、

カドミウムやその他の汚染を許すことになりかねません。私は放射線で処理されたお米は

食べたくありません。

放射線を照射した第一号のお米として逆に汚名を着せて、「あきたこまち」のブランド価

値を下げることになるのではないでしょうか？

どうか、お米を食の安全を守ってください。お願いいたします。
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２－１９２９ 【東京都、７０代】

あきたこまちとあきたこまち Rを同化する必要はあるのか？

きっちりと区別して消費者から選択の自由を奪わないでほしい。

２－１９３０ 【福岡県、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲が

この気候危機の中、生き延びることができるが不安です。

従来の品種を作り続けてほしいと思っています。

Rへ転換するのであれば、未来を担う子どもたちには

「あきたこまちは R になって変わってしまったから、買ってはいけない、食べてはいけ

ない」と

教えざるを得ません。

２－１９３１ 【東京都、６０代】

放射線育種が悪い訳ではないが、あきたこまちを無くさないでほしい。

２－１９３２ 【埼玉県、７０代】

テーマ 2あきたこまち R

このようなお米は食べたくありません。秋田県産のお米は、食べないようになると思い

ます。

主食は、とても大切なものです。安全なものを食べたいと思います。

特に次世代には食べさせたくありません。放射線処理したお米は作らないようにしてく

ださい。

２－１９３３ 【東京都、４０代】

小さい頃からあきたこまちを食べています。

あきたこまちを「R」と一括りにしないでほしい。

技術の進化も大事ですが、消費者として選択の自由を失いたくありません。

２－１９３４ 【東京都、４０代】

昔から家族で愛してきた純粋なあきたこまちが失われるのは悲しいです。
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放射線照射によって突然変異を起こさせた米はなんとなく気持ち悪いです

２－１９３５ 【愛知県、７０代】

従来の「あきたこまち」の種籾の提供をやめて、放射線育種後代交配種の

「あきたこまち R」に全量転換することに反対します。

秋田県が提供している、すべての品種が放射線育種米になってしまいます。

これらには遺伝子特許が取られており、自家採種もすべて禁止されます。

自家採種が禁止され、「その行為が犯罪」になり、「処罰の対象」になる事は断じて受け

入れられません。

稲穂の国、日本において、「末代への恥」になるような行為には絶対反対します。

２－１９３６ 【宮城県、４０代】

なぜ十分な話し合いをせずに全量転換するのか。

カドミウムを吸収しないのも大事かもしれないが無理矢理一つにすることはないと思う。

全国にファンのいるあきたこまちだからこそ慎重に議論してほしい。

２－１９３７ 【神奈川県、６０代】

八郎潟の農家さんから定期的にあきたこまちを取り寄せさせて頂いている者です。

祖先をたどると久保田藩に関係がありましたので秋田県とは多少のご?もあります。

さて、Ｒとは放射線育種米であるとの認識で本案につき意見を申し述べさせて頂きます。

このたびの議案をたまたま知りまして大変なショックを受けております。

正直なところ、背景、理由、目的が全く理解できません。本案についてですが、

秋田の米農家さん総意または多数意見の上でのものなのでしょうか？

遺伝子組み換え、放射線照射などは日本人の今後の行く末から反対です。

子供や孫に安心安全な国産の食物を食べさせたいという強い思いがございます。

人の口に直接入るものについては、いかなる背景があるにせよ慎重であるべきと考えま

す。

Ｒへの全量転換が農家、秋田県、日本国民全体にとって将来的にどんな効果をもたらす

か

今一度熟考頂き、できれば撤回頂きたく心よりお願い申し上げます。

今までのような、おいしく、心のこもった、あきたこまちを将来にわたって頂けるよう

に

なることを切に願っております。

２－１９３８ 【宮城県、４０代】
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あきたこまちとあきたこまち Rは区別されるべきだと思う。

差別化された方が Rの価値がフォーカスされ、開発者も功績を認められると思う。

２－１９３９ 【宮城県、２０代未満】

放射線はこわいです。

普通のお米が食べたいです。

２－１９４０ 【宮城県、２０代未満】

純粋なあきたこまちが食べたい。

放射線になったらもう買わない。

２－１９４１ 【宮城県、２０代未満】

Rもそうじゃないのも選べるようにしてほしい。

２－１９４２ 【岡山県、３０代】

あきたこまち R は放射線育種米であり、遺伝子を破壊された稲であり、食すると人体に

どのように影響が出るのか長期的に分かっていません。また、マンガンを吸収しにくくな

り、米の栄養がなくなります。従来の品種を作り続けることが大事です。さらに、放射線

育種米のあきたこまち Rが放射線育種米であるという食品表示義務もなく、消費者は遺伝

子が破壊されているかどうか購入時に知ることはできず、食べたくない方が選択すること

もできません。そのため、従来のあきたこまちからあきたこまち Rへの全量転換に反対し

ます。

２－１９４３ 【宮城県、２０代未満】

健康のためとはいえ、意図的に突然変異を起こすのは不気味。

普通のあきたこまちがいいです。

２－１９４４ 【静岡県、３０代】

絶対にやめてください。

２－１９４５ 【千葉県、５０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。あきたこまち R、ほとんど情報がない中で、

将来的に健康被害が出たりしない、という保証はあるでしょうか？放射線、不安です。今

まではあきたこまちを食べ続けていましたがあきたこまち Rは食べない。他のお米は転換

しないのにあきたこまちだけどうしてこんなに早く実行する必要があるのでしょうか。
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２－１９４６ 【東京都、５０代】

テーマ 2県議会への，意見

日本の代表ともいえるお米、秋田こまちを放射線米や遺伝子組み換え米にしないでくだ

さい。

日本の子、孫、その先の世代までも、安心安全なお米を

守って下さい。宜しくお願いします。

２－１９４７ 【茨城県、４０代】

飲食店経営です。

あきたこまちは非常に美味しくお客様からの評判もいいです。

放射線育種米が悪いとは思いませんが、中には拒絶するお客様も出てくると思うので通

常のあきたこまちとあきたこまち Rを選んで購入できると助かります。

２－１９４８ 【佐賀県、５０代】

あきたこまちから あきたこまち Rへの全面切替に反対します。

従来のあきたこまちを食べたいです。放射線育種後代交配種のあきたこまち Rは食べた

くありません。

２－１９４９ 【宮城県、５０代】

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。
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２－１９５０ 【東京都、６０代】

秋田県人ではありませんが、横手市で種苗業を営んでいる知人もおり、また個人で所属

している団体からも情報をいただき、掲題状況について知りました。最初に小生の意見を

申し上げます。推進に「反対」です。”R”に関する将来的な安全性の確認はどのような機

関で、どのようにされていますでしょうか？せっかく地域ブランドを確立できたのに、そ

れを消費者が安全性を危惧して購入を控えることになってしまうことも考えられ、それは

地域にとってマイナス要因にしかならないと思います。再考いただけるように意見を記述

いたしました。

２－１９５１ 【栃木県、４０代】

あきたこまち Rへの全量転換に反対します。

あきたこまちは、秋田県が育種した優良な品種です。また、お米は日本人の食生活にお

いて最も重要な作物です。

自家採取も認められており、農家にとってメリットが大きい品種を栽培できなくなるこ

とに反対します。

種子法の廃止や種苗法改正に加え、共謀罪の 277 の対象犯罪に種苗法の育成者権の侵害

が記載されたことなどからも、日本の種子や種苗を取り巻まく環境は切迫しています。

また、将来に渡るリスクが評価できないあきたこまち R

を食べるリスクと、カドミウムの接種が減るベネフィットを比べたらリスクの方が大き

い

です。

秋田県が前例を作れば、他県はそれをみて従う県も出てくることが想定されます。

農林水産省の言うなりではなく、秋田県民や秋田県の農家の利益になるようなことをす

べきで、中央集権的な行政ではなく、地方自治的な行政があるべき姿だと思います。

地方自治体が最後の砦として、国の誤った行政から県民を守ってほしいと心から願いま

す。

２－１９５２ 【大阪府、５０代】

今まで通り｢あきたこまち｣が食べたいです。

｢R｣は純粋に気持ち悪いです。全量転換になったら、

もうあきたこまちは買わないです。

２－１９５３ 【横手市、４０代】

何の問題もなく口にしている美味しい秋田こまちを放射線を用いて栽培するのには、反
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対です。国の政策に反対している訳ではありませんが秋田県が率先して行う事では無いと

思います。もう少し専門家の実積や評価を聞いてから取り組んで見ても良いのでは無いで

しょうか？ 被爆米見たいな悪いイメージで目立ちたくありません。よろしくお願いしま

す。

２－１９５４ 【神奈川県、３０代】

放射線を照射され遺伝子を破壊されたお米は食べたくありません。

未来の子どもたちへ安心安全な食を引き継いで下さい。

２－１９５５ 【静岡県、５０代】

放射線を照射した「あきたこまち R」全量転換しないでください。人間に有害な放射線を

照射した米を何故使う？表示さえされない。

２－１９５６ 【広島県、４０代】

あきたこまち R を販売するとき、消費者が「放射線育種された品種であること」がわか

るように表示をしていただきたいです。

どうかお願いします。

ゲノム編集や放射線育種の農産物に表示義務がないということに、心から危機感を抱い

ています。

あきたこまち R を販売に際して、この表示義務の件をもう一度でいいので、議論だけで

もいいので、本当に、お願い致します。

放射線育種でつくられた生物を主食にするということに、恐ろしさを禁じ得ません。

これは、はっきりと日本人の、人類の、未来に影を落としていくベクトルの案件です。

目先の利益を追って、真の持続可能性を破壊しています。

考え直していただけますよう、重ねてお願い申し上げます。

２－１９５７ 【愛知県、５０代】

県議会への意見

「あきたこまち」から全面切替に反対します。

「あきたこまち」は秋田県が作り出した日本中で愛されるお米ですよね。「あきたこまち」

を守ってください。従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。R

になったらもう「あきたこまち」は食べません。

２－１９５８ 【千葉県、６０代】

県議会への意見
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あきたこまちを守りたいです。

２－１９５９ 【兵庫県、４０代】

カドミウムの吸収を抑える為に放射線を稲に照射するとの事ですが、安全性がとても不

安です。

あきたこまちだけの事なら、あきたこまちは食べない、という事も出来ますが、兵庫県

も予定されていますし、ゆくゆくは全てのお米に照射予定だとか。

前例が出来てしまうと後は早いと思われるので、秋田県さんにはぜひ慎重な姿勢をとっ

て頂きたいです。 すでに一部の農作物には使われているそうですが、お米は日本人の主

食ですので、毎日食べることを考えると、とても不安です。

２－１９６０ 【宮城県、５０代】

秋田出身の一般の主婦です。

普段からあきたこまちを好んで家族で食べております。

この度、今までのあきたこまちから、あきたこまち Rに変わるという話を聞きました。

長年あきたこまちを好んで食べている消費者として、あきたこまち R がどのようなもの

で、なぜ全てのあきたこまちが全てあきたこまち Rに置き換えされなければならないのか

戸惑っております。

一般の消費者にもどのような経緯で全量転換という方針で進んでいるのか、また、今ま

でのあきたこまちと、あきたこまち R を選択して購入出来るようにはならないか、どうか

もう少し段階を踏んで選択の余地を頂けるよう願います。

私たちにとって毎日主食としているお米のことはとても大事なことです。

何卒よろしくお願い申し上げます。

２－１９６１ 【横手市、４０代】

放射線育種にはメリット、デメリットがあり、安全性についても賛否両論あるようだが、

果たして現場である農家の者たちはどれの程度理解しているのか疑問である。

まだまだ議論の余地があると思われ、それを尽くさずにほぼ全国に先駆けて推し進める

のは尚早ではないか。

全量転換では反対派から不満が出るのは当然であり、反対派とは言わずともこだわりを

持ってやっている者たちに選択権がないのは問題である。

２－１９６２ 【千葉県、４０代】
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放射線による遺伝子異変の安全性に

疑問を感じるので反対です

美味しいお米があるのにわざわざ

人に対して将来なんらかの影響があると

予想されるものに変える必要があるんですか？

安心安全なモノを食卓に届けてください

２－１９６３ 【宮城県、４０代】

『あきたこまち R』を『あきたこまち』と言って

流通させることに違和感をかんじます。

また、全量を『あきたこまち R』にしてしまうのではなく

生産者が選べたら良いのになぁ…と思います。

あきたこまち、本当に美味しなあ…と思っています。

最終決定をする前に、詳しい説明会や対話をする機会を

作っていただけたらうれしいです。

２－１９６４ 【広島県、４０代】

私は従来のあきたこまちが好きです。

いつも美味しいお米を作ってくださり、ありがとうございます。

私は従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さな

いための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があり、

秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

どうか宜しくお願いいたします。

２－１９６５ 【埼玉県、３０代】
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「あきたこまち」は今のままが良いです。

不自然なお米は子どもに食べさせたくありません。

２－１９６６ 【愛知県、５０代】

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１９６７ 【東京都、２０代】

この全量転換という策で解決する課題は１つもないと思います。

ただただあきたこまちというブランドに傷がつくだけです。

それでなくても日本の食の安全性が見直されている昨今、自分の周りでも添加物等食に

気を遣う人が増えてきました。

そんな中でこんな将来の影響が未知の品種に全量置き換わるなんて消費者にとっても生

産者にとってもプラスな面が一つも見当たりません。臭いものに蓋をするだけです。

もしこの策が覆らないのであれば、今まで３０年間あきたこまちを食べ続けてきました

がもう二度とあきたこまちは買いませんし食べません。

２－１９６８ 【宮城県、２０代】

放射能汚染米やめろ！！地方議員も訴えるぞ！！

２－１９６９ 【山形県、２０代】

放射能汚染米やめてください。海外の人にばらしています。お願いします。

２－１９７０ 【不明、２０代】
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放射能汚染米やめて下さい。なまはげ総出で抗議します。

２－１９７１ 【千葉県、３０代】

あきたこまち R、インターネット界隈でも随分話題になっております。

私は青森県弘前市でリンゴと米農家を生業とする祖父母から

農業の大変さ、その大変さを上回るやり甲斐を聞いて育ちました。

地産地消、国内の食料自給率を上げることを意識する消費者がいます。

農産物に限らず、酪農などもどんどん工業化が進み

その結果、現在のような過剰生産と大量廃棄を繰り返す仕組み。

世界の貧困や食糧不足を危惧するような CM を流したり

テレビ番組を放送するのに、大食い対決だグルメ通販だと

相反するメディアも馬鹿馬鹿しいです。

あきたこまち Rは誰が望んでいるのでしょうか？

生産を切り替えることによって得をするのは誰ですか？

この全量転換が正式に決定、施行されるようになれば

今まで長い年月をかけて先人たちが築き上げてきた

秋田県の伝統やブランド、全てを捨てることと同様です。

ご存じないかと思いますが、意識高く食料品を選ぶ人たちは

JA 組合のおかしなやり方にも目を向けています。

種苗法が改正されたことにより、出荷出来る農作物が

改正前よりも制限されていることも知っています。

日本人であれば、お米は古くからの主食ですから

このようにお米の生産料の高い秋田県の暴挙には

秋田県民でなくても注目しているんですよ。

どうか、この全量転換についてのお考えを

今一度しっかりと考え直していただきたい次第です。

２－１９７２ 【愛知県、４０代】

日本人には米が必要です！小麦でなくて米が。それさえも奪ってしまうんですか！？さ

んざん遺伝子組み換えは危険だと分かっていながらどうしてわざわざ自然に反するような

ことをするのですか？しかも選択肢がない！止めて下さい。日本の大切なお米に変なこと

しないで下さい。

２－１９７３ 【千葉県、６０代】
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あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

２－１９７４ 【広島県、５０代】

県議会への意見

まずは「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては

・「あきたこまち」は秋田県が作り出し、日本中で愛され、31 都道府県で生産される日本

を代表するお米になりました。その「あきたこまち」を守ってください。

・ 遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びる

か不安であり、従来の品種を作り続けることが大事です。

・ 従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

・ 「風評被害」が起きるから全量転換というのであれば日本全国で一斉にやる必要があ

り、秋田県だけが先行するというのは拙速で、時期尚早です。

・ 消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問

題で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。

・ カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さ

ないための国や県のロードマップを県議会でも質してください。

２－１９７５ 【鹿児島県、３０代】

消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは大問題

で、期間を延期の上、議論する場を設けるべきです。安全性にとても不安があります。日

本人の主食であるお米についてどうか真剣に考えていただきたいです。

２－１９７６ 【東京都、４０代】

「あきたこまちＲ」への全量転換へ反対します。

日本伝統の自然由来の安全なお米を食べたいからです。

２－１９７７ 【長崎県、５０代】

日本を代表するお米である「あきたこまち」。

秋田県はこの「あきたこまち」を 2025 年から放射線育種後代交配種の「あきたこまち

R」に全量転換することを決定しました。
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と言う話を聞いて

私は秋田こまちはファンだったのですが

秋田のお米は食べない様にしたいと思います

秋田の方は放射線は安全だとお考えの様でがっかりしております

２－１９７８ 【秋田市、４０代】

従来のあきたこまちをこれからも生産していただきたい。

有機米や農薬を減らして、食の安全にこだわる農家さんの努力を、全量転換などと一瞬

で無駄にしないでください。

２－１９７９ 【秋田市、４０代】

2025 年からのあきたこまちＲへの全量転換へ反対します。

消費者、生産者へほとんど情報も無いまま全量転換を決めてしまったのは大きな問題だ

と思います。

この事について知っている県民の方がどれだけいるでしょうか。

あきたこまちＲがどうやって品種改良されているか（放射線を照射して品種改良された

こしひかり環 1号との掛け合わせで作られた育苗種米）大切な内容の説明、議論が全くな

いのは県民はじめ全国のあきたこまちのファンの方々へ

不信感しか生まれない様に思います。そのことであきたこまち事態の売れる量が減って

しまっては農家さん生産者の

方々の負担が増えるだけではないでしょうか。

加えて放射線による品種改良が人の体へどんな影響を及ぼすのかまだ分かってない事も

多く子供たちへ食べさせるのは怖くて考えられません。

秋田県の大切な財産ともいえる、あきたこまちを品種改良することを簡単に決めてしま

わないで下さい。

毎日食べている大好きなあきたこまちについてもっと時間をかけて深く議論されること

を希望します。

２－１９８０ 【福岡県、４０代】

私は、少し前まで関東に住んでいました。子どもの頃から我が家はあきたこまち派！

コシヒカリよりも、ごはんの香りが良くて、ベチャベチャしてなくて大好きでした！

今でも実家へ帰ると食べています！

今のままのあきたこまちでいてほしい！

普通に考えて被爆した米なんて食べたくない！と思ったのが第一印象。

その後、いろいろと放射線育種を調べて、やはり納得できない心配なことの方が大きい
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です。

どうか、秋田の米を守って下さい。

２－１９８１ 【神奈川県、６０代】

初めまして

神奈川県の○○と申します。

突然変異は自然界で起こる現象とはいえ、自然界で強い放射線を浴びるということは自

然界では有り得ないことです。そのような遺伝子に異常のあるものを人間が食べるという

ことは全く自然に逆らったことだと思います。もうこれ以上不自然なことをしないでいた

だきたいです。。地球を自然を人間を・・こどもや孫たち達のためにも守りたいです。

現在の日本は食品は添加物だらけ、海外では NG の発がん性があるといわれている遺伝子

組み換え食品が表示なしで売られています・・もう絶滅危惧です

お米はできれば無農薬のお米にしたいところですが私は金銭的事情から現在は生協さん

で農薬を抑えたあきたこまちを購入しております。もし、あきたこまちＲになったら購入

は絶対にしたくないです。

どうかこれ以上自然に逆らうようなことは止めて頂きたいです。

どうぞ宜しくご検討ください…

２－１９８２ 【東京都、４０代】

「あきたこまち R」への全量転換に反対です。

秋田のお米、とっても美味しいです。よく頂いています！

お世話になった方もお住まいの秋田県が大好きです。

でも、もし「あきたこまち」が「あきたこまち R」になって

しまったら、私は安全性を信じられなくなりそうです。せっかく

ここまでの一大ブランドになった「あきたこまち」を安全性の

高いものとして、今のまま、作り続けて頂きたいです。

どうぞ宜しくお願い致します。

２－１９８３ 【愛知県、５０代】

「状来のあきたこまち」から「あきたこまち R」への全量転換に反対いたします。

理由：

消費者にも生産者にもほとんど情報がないなかで、全量転換を決めてしまったことは大

問題だと思います。
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遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲が本当に安全なものなのかとても不

安です。

私は従来のあきたこまちが大好きです。どうか「従来のあきたこまち」を守ってくださ

い。

宜しくお願いいたします。

２－１９８４ 【大阪府、４０代】

そんなこといいわけ無いでしょう。必ず従来のあきたこまちを守って下さい。

何故わざわざ放射線等を浴びたものに変えるのか。自家採種出来なくするためですか？

私はそんな米食べたくありません。

２－１９８５ 【大阪府、３０代】

今まで守り抜いてきた品種のあきたこまち。

日本ならでらの米の品種の 1つであり、それを守るのが県民及び国民の使命です。

昔ながらの品種を守らず改良された品種に全量転換するなど言語道断。

国政・県政は日本を国民を県民を守る気がないように感じる。

そのお米を守るためには田んぼが必要であり、土地が必要です。

にも関わらず脱炭素だメガソーラーだと大騒ぎして、減反政策に拍車をかけ田んぼとし

て活用できる土地を埋め立ててきた。

そのメガソーラー建設には、日本企業のみならず上海電力などの外国企業も誘致され、

土地ごと格安で売却されて日本が日本でなくなってきています。

またメガソーラー建設後の点検をまともにされておらす、雑草がパネル上に生え出すこ

ともしばしば。

そうなると電力をも発電しない負の遺産です。

目先の利益や利権に惑わされず、日本を守るため国民をまもるために、日本のお米を昔

ながらの品種を保って維持していただきたい。

人手が足りないのであれば、支援をし農家を育てる、米農家でもまともに生活できるよ

うに手助けをする、日本の米を守りましょう。

２－１９８６ 【東京都、５０代】

あきたこまちは好きなお米でした。が今回の新しい品種になることを受けて、今後は購

入を止めますし、極力秋田の農産物は避けます。

同様の自治体ではＫ県があります。その表示を見た途端に購入するのは止めています。
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２－１９８７ 【神奈川県、３０代】

県議会への意見

放射線を浴びせて遺伝子を破壊した米など、

もはや食い物ではありません。それに加え、

自家採種禁止など言語道断！もはや、

あなた方は日本人の敵です。

遺伝子破損したクズ米という歴史に残るレベルの

大失敗と自家採種禁止により生じるであろう秋田県に

対する甚大な風評被害はこれまでとは比べ物に

ならなくなります。そうなることが分かってて

やってますよね？

それでも強行しようとするのなら、

秋田県の米は今後、二度と買いません！

２－１９８８ 【福岡県、４０代】

放射線によって遺伝子を改造あるいは破壊した農産物は発がん性が高まるなど健康への

リスクが数多く指摘されています。

これまで多大な手間暇をかけて開発してきたすぐれたお米の品種を捨ててまで健康リス

クの高い品種を推進するのか、まったく理解ができません。

もしあきたこまち R に全面転換した場合、秋田県のお米は一切購入しませんし、家族や

知人にもその危険性を周知するつもりです。

外資に県民の誇りと財産を売り渡すのはやめたほうがいいでしょう。

２－１９８９ 【鳥取県、４０代】

放射線育種米はお米の安全性はどうなんですか？

知らない間に口に入ったり 表示しないとかわからないようにしたりされそうで信用で

きません。（遺伝子組み換えとかそうなってますよね）

断固反対です

少し話はそれますが

種籾は購入しなければならない…インド綿花農家が生活できなくなり多数自殺

自家採取は禁止…遺伝子組み換え作物を勝手にまいたと農家を訴え廃業まで追い込んだ

り農地も買収してたっけかな？を思い出した。
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https://wired.jp/2004/05/24/%E9%81%BA%E4%BC%9D%E5%AD%90%E7%B5%84%E3%81%BF%E6%9B%

BF%E3%81%88%E8%A8%B4%E8%A8%9F%EF%BC%9A%E3%82%AB%E3%83%8A%E3%83%80%E8%BE%B2%E5%AE

%B6%E3%80%81%E6%9C%80%E9%AB%98%E8%A3%81%E3%81%A7%E3%82%82%E3%83%A2/

どちらもモンサント

ラウンドアップを販売してるところ

販売権は 2002 年に日本モンサントから日産化学工業へ譲渡され、保有しています。

モンサント社ラウンドアップ訴訟で調べてください

日本もこうなるかもしれません

２－１９９０ 【大阪府、６０代】

消費者にも農家の生産者にもほとんど情報がない中で全量転換を決めてしまったことは

大問題で、期間を延期の上、慎重に議論する場を設けるべきだと思います。

カドミウム汚染は低カドミウム米だけでは解決できません。カドミウムを未来に残さな

いための国や県のロードマップを県議会でも共有してください。

この案件により、遺伝子を操作することはゲノム編集に繋がり、ミネラルの低下が安易

に予想つきます。その米を食べる事で、心身にどれだけの変化が起りうるか、考えても怖

いです。

どうか、現状の苗で稲作が出来るよう切にお願い申し上げます。

２－１９９１ 【宮崎県、６０代】

遺伝子を破壊されマンガンを吸収しにくくなった稲がこの気候危機の中、生き延びるか

不安であり、従来の品種を作り続けることが大事、 人間の手で行う放射線育種米で全量転

換とは、無謀で自然の摂理に逆らう高慢な人間の欲を満たす行為。特許も有り、自家採種

禁止とか、ルールが変わって行くとなれば作り手は手足を縛られる。

作り手の自由と裁量を奪うのは止めてください。

２－１９９２ 【愛知県、３０代】

放射線を利用したお米と聞き、食べたくないという気持ちになります。

またその育種米に特許がとられている事も気になります。

ゆくゆく全てのお米（種）に特許がとられた場合のことを考えると

私達の孫の時代にお米は購入できるのでしょうか？高価になりすぎて食べられなくなる

人もいそうで不安になります。

どうか本物のあきたこまちを守ってください。よろしくお願いします。
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２－１９９３ 【群馬県、５０代】

あきたこまちの消費者として、「あきたこまち」から全面切替に反対します。

その理由としては、

不安なので調べました。1つの遺伝子は多くの機能を持つことが多く、1つの遺伝子の機

能が損なわれればその影響は多方面に及ぶ可能性があります。

放射線を照射して突然変異したお米など、絶対に食べたくありません。家族にも子ども

達にも食べさせたくありません。お米は毎日食べるからです。

なのに、表示の義務づけがないため、流通に乗ってしまえば消費者が放射線育種米を識

別することは不可能です。この国の政府は、消費者から選択する権利を奪い、どこまでも

国民から安全な食物を奪い、不健康にさせようとしているようです。秋田県はそれを積極

的に助けています。

人びとの主食のお米が放射線育種米になろうという今回の動きには、はっきり言って本

当に失望しました。本当に国民の健康を考えているのでしょうか。リスクがベネフィット

を上回っているのは、消費者の目から見れば明らかです。これが実現すればあきたこまち

だけでなく、秋田産の食品全てに対して食の安全軽視のネガティブイメージがつき、買い

物の際選択肢から外します。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。美味しいですよね。どうか守って下さい。

２－１９９４ 【東京都、６０代】

県外のものですが、あきたこまち R の全量転換に、消費者の一人として、延期、再考を

希望します。

自分の食べるお米の育種の由来がわからなくなるのは困ります。

放射線育種、ゲノム編集など、人為的に遺伝子を欠損させた食品については、

個々人で賛否が分かれます。

充分な情報を得られない消費者が多い段階で、遺伝子を操作して性質を変えたあきたこ

まち R が、食味が似ているからと言って、あきたこまちと同じ銘柄で売られるのは納得で

きません。主食のお米は命の要ですから、しっかり選びたいのに、選択の余地なく、あき

たこまち Rを食べることになります。

再考をお願いいたします。

２－１９９５ 【376、３０代】

あきたこまちとあきたこまち Rは全くの別物です。

従来の「あきたこまち」を食べたいです。

Rは食べたくありません。
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あきたこまちを守ってください！！

お願いします！！

２－１９９６ 【長崎県、６０代】

今の農水省並びに全ての行政が国民の生活や健康を損なう方向に進んでいるとしか思え

ません！

自然な農業こそが自然と人間の健康になるのに全く無視した制度には反対です！

日本は食料自給率を上げるべきです！そのための補助金を出し若い農業従事者を増やす

べきです！

もう、いい加減グローバリズムにのみ込めれるのは止めて下さい！

このままでは日本は滅びます！

２－１９９７ 【長崎県、６０代】

転換に反対です。自家採種できなくなってしまいます。

２－１９９８ 【愛知県、５０代】

以下の点について問題であると考えます。

①放射線育種米という、安全性が未知数な技術の拙速な市販化。

②実際に食べる消費者、生産者の全く預かり知らぬ所で一方的に全量変換を決定してい

る。

③【あきたこまち R】が放射線育種米である事について、県議会への説明が為されていな

い

④【風評被害】対策より、根源的な汚染対策を優先すべきである。

⑤放射線育種米以外にも、在来品種を用いた汚染対策の研究が成果を上げている事実は、

農水省が把握しているはず。

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/project/seika/2020/r2_seikashu_14.html

秋田県議会の皆様、どうか慎重かつ賢明なご判断を願っております。

悪しき前例を作ってしまえば、

秋田県のみならず日本の食糧生産への悪影響を及ぼす事を危惧しており

ます。

２－１９９９ 【奈良県、４０代】
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ご担当者様

従来の「あきたこまち」を食べたいです。Rは食べたくありません。

此れからの日本の農業が守られていくのか、とても不安です。

こういった政策は具体的にどんな意図があるのか国民に詳しく知らせて欲しいです。

２－２０００ 【千葉県、４０代】

全量転換に反対します。

放射線により遺伝子を破壊された奇形種の長期安全性はどう確認したのでしょうか？

既にマンガンの吸収も減ってしまっているという欠点、危険性が指摘されています。

現代人の微量栄養素欠乏はご承知かと思います。他の食品やサプリでと安易に考えるか

も知れませんが、それらはほとんどは輸入です。

最後の砦である米をどうか守って下さい。日本の伝統を遺伝子と同じように壊すのは止

めて下さい。

カドミウム汚染というならば大失敗が明白である、最初から明白であった太陽光発電を

今すぐ止めて下さい。

世界中で無効であり過去最悪の薬害が報道されているコロナの mRNA ワクチンですが、

その危険性は最初から指摘されていたものでした。しかしながらそれらをデマと切り捨て

安全一色の報道で埋め尽くした事でどうなったでしょうか？今の戦後最悪の超過死亡です。

世界ではとっくに止めているワクチンを税金負担で 7回目という現状です。

全量転換などという愚策はやめて下さい。比較すれば良いだけなのです。良いものなら

ば残ります。

どうかお願いします。


